
まえがき

BYD 車をお選びいただき、誠にありがとうございます。車両の正しい使用とメンテナンスのた
めに、必ず本マニュアルをよくお読みください。

特記事項：純正部品を使用し、本マニュアルの要件に従って正しく使用、メンテナンス、修理を
行うことをおすすめしています。非純正部品を使用した交換や改造は車両全体の性能、特に安全
性と耐久性に悪影響を及ぼす可能性があります。これによって生じた車両の損傷や性能の問題
は保証対象外となります。また、車両の改造は国の法律や地方自治体の条例に違反する可能性が
あります。

この度は BYD 車をお選びいただき、誠にありがとうございます。お客様の貴重なご意見やご提
案をいただけましたら幸いです。より良いサービスを提供させていただくために、正確な連絡先
をご提供ください。連絡先に変更が生じた場合は、速やかに BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場にご連絡いただき、システム上の情報更新をお願いいたします。あわせて、国の
関連法規および地方条例を適宜ご確認の上、車両登録をできるだけ早く行ってください。登録が
遅れた場合、ナンバー取得ができなくなるおそれがあるので、ご注意ください。

本マニュアルに「＊」記号が付いている内容と PAD 画面の内容は、一部の車種にのみ適用され、
それが搭載されていることを表しています。使われているイラストは代表例です。お買い上げ
の車両と異なる場合は、実車を参考にしてください。

本マニュアルに「アドバイス」、「注意」および「警告」が記載されているところは、怪我や破損
が発生しないように記載内容をお守りください。シンボルマークの表示や使い方は、次の通りで
す。

お願い

メンテナンスなどを容易にするために守らなければならない事項

注意

車両の損傷を避けるために守らなければならない事項

警告

身の安全を守るために守らなければならない事項

 左図に示す禁止マークは、「このようにしないでください」、または「このようなことを起

こさないでください」を意味します。
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本マニュアルは、製品を正しくお使いいただくためのものであり、本製品の仕様およびソフトウ
ェアバージョンに関する説明を表すものではありません。製品仕様やソフトウェアバージョン
については、本製品に関する契約書（もしあれば）を参照していただくか、製品をお買い上げい
ただいた販売店までお問い合わせください。

環境を守ることは、一人ひとりの責任です。車両を正しくご使用いただき、法規制に従って廃棄
物やリサイクル材料などを処分してください。

著作権は、BYD に帰属します。

BYD から書面による許可を得ずに､本マニュアルの一部または全部の内容を転載・複製すること
を禁じます。

本マニュアルを複製する場合は、必ずその責任を追及します。
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シートベルト

シートベルトについて

シートベルトを正しく使用することで、急
ブレーキ、急ハンドル、衝突の際に乗員の
死傷者数を大幅に減らすことが研究により
明らかになっています。以下をよくお読み
になり、厳守してください。

注意

● 走行中は常にシートベルトを着用し
てください。

● 発進前に、乗員全員がシートベルト
を確実に締めていることを確認して
ください。シートベルトを締めてい
ないと、急ブレーキや衝突事故時に、
乗員の生命にかかわる重大な傷害を
負うおそれがあります。

● 車両のシートベルトは大人のサイズ
に合わせて設計されているため、お
子様向けではありません。お子様の
年齢や体格にあった適切な幼児用補
助装置（チャイルドシート）を選定
してください（詳細は本章の「幼児
用補助装置（チャイルドシート）」の
項をご参照ください）。

● シートベルトの破損または異常があ
る場合は、ただちに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に点検や処置を依頼してください。
それまでは該当シートを使用しない
でください。

● ドライバーおよび乗員全員は常にシート
ベルトの着用を徹底してください。そう
しないと、事故による傷害または重傷を
負うおそれがあります。

● お子様は必ずリアシートに乗車させ、シ
ートベルトや幼児用補助装置（チャイル
ドシート）を確実に締めてください。急
ブレーキや衝突事故発生時に幼児用補助
装置を利用していないと、生命にかかわ
る重大な傷害を負うおそれがあります。

お子様がリアシートに立ったり、お子様
をひざの上に座らせたりすることがない
ようにしてください。

シートベルト緊急ロック (ELR)機能

● 急ハンドル、緊急ブレーキ、衝突事故が
あった場合や、乗員の身体が勢いよく前
へ傾いた場合、シートベルトは自動的に
ロックし、乗員を効果的に拘束および保
護します。

● 走行中は、シートベルトが乗員の動きに
合わせて伸縮するため、身体を動かして
も支障はありません。

● シートベルトの引き出し方が速く、シー
トベルトがロックされた場合は、シート
ベルトを 15mm 巻き戻してからゆっく
り引っ張り出すと、シートベルトをスム
ーズに引き出すことができます。

シートベルトのプリテンショナー/ロードリ
ミット機能*
重大な正面衝突事故が発生してプリテンシ
ョナーの作動条件が揃うと、プリテンショ
ナーがシートベルトの緩みを瞬時に巻き取
りロックすることで、乗員の身体を拘束し
ます。ロードリミッターは、乗員にかかる
シートベルトの拘束力を一定レベルに保っ
て、乗員に掛かる過度な負荷を回避します。

シートベルトの着用

1. シートおよびシートバックを適切な位置
や角度に調節します。（（ ページ）を参照
してください）

2. 3 点式シートベルトの位置を調節しま
す。

● 正しい運転姿勢でシートベルトのストラ
ップをゆっくり引っ張り出し、肩部から
胸骨を通すように着用します。シートベ
ルトが脇の下や首の後部に当たらないよ
うにしてください。また、腰ベルトは腰
部を押さえず、できる限り骨盤部を通る
ように着用してください。
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注意

● 肩ベルトは、肩の真ん中を通してく
ださい。また、シートベルトは首か
ら遠く離し、肩から簡単に外れない
ようにしてください。そうしない
と、急ブレーキや事故時にシートベ
ルトが十分に機能せず、乗員の重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

● 事故時に、乗員の腹部にベルトがか
かったことで発生する傷害を避ける
ため、腰ベルトを骨盤部のできるだ
け低い位置に掛けてください。

● シートベルトの保護機能がより発揮
できるように、シートベルトを身体
に密着させてください。

3. タングプレートをバックルに「カチッ」
と音がするまで挿し込んでから、反対方
向にタングプレートを引っ張り、確実に
ロックできたかを確認します。シートベ
ルトにねじれがないように注意してくだ
さい。

4. 最適な快適性と保護機能を得るために、
シートベルトのアンカーアジャスター
（前側）を適切な位置に調節してくださ
い。

①シートベルトのアンカーアジャスターの
リリースボタンを押します。

②シートベルトのアンカーアジャスターを
上下に動かし、フロントシートのシートベ
ルトを適切な高さまで調節してから、アン
カーアジャスターから手を離します。

5. 調節完了後、肩ベルトを強く引っ張り、
アンカーアジャスターがロックされてい
るかをチェックします。

6. シートベルトのロックを解除します。

● バックルの赤い解除ボタンを押すと、タ
ングプレートが外れてシートベルトが戻
ります。シートベルトがスムーズに戻ら
ない場合は、シートベルトを引き出して
ねじれがないかをチェックしてくださ
い。

13
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お願い

● リアシートのシートベルトが保護機
能を確実に発揮できるように、タン
グプレートを対応するバックルに確
実に挿し込んでください。ドライバ
ーには、乗員にシートベルトを正し
く着用させる責任があります。

● 発進する前に、乗員全員がシートベ
ルトを締めていることを確認してく
ださい。

注意

● シートベルトは 1 人用です。お子
様も含め、2 人以上で 1 本のシート
ベルトを使ってはいけません。

● シートバックを倒しすぎないでくだ
さい。シートバックを直立にするこ
とで、シートベルトの保護機能が十
分に発揮できます。

● シートベルトが破損するおそれがあ
るため、シートベルトやタングプレ
ート、およびバックルを、ドアや後
部席のシートバックに挟まないでく
ださい。

● シートベルトを定期的に点検し、切
れ、摩耗、緩みなどの異常がないか
を確認してください。異常がある場
合は、ただちに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場にチ
ェックや処置を依頼し、それまでは
該当シートを使用しないでくださ
い。

● シートベルトの取り外し、分解、改
造を絶対にしないでください。

● 事故発生後は、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場でシ
ートベルトを点検してください。プ
リテンショナー機能が作動した場合
は、シートベルトを交換してくださ
い。

注意

● 重大な事故が発生した場合は、明ら
かな損傷がなくても、シート ASSY
と一緒にシートベルトを交換し、エ
アバッグシステムを充分に点検して
ください。

● 妊娠中の方も他の乗員と同じように
シートベルトを正しく着用してくだ
さい。事故発生時に、腹部にベルト
がかかったことによる妊婦や胎児へ
の重大な傷害を起こさないように、
腰ベルトを骨盤部のできるだけ低い
位置に掛けてください。

● タングプレートとバックルを確実に
結合させるために、バックルには、
コイン、クリップまたは他の異物を
入れないでください。

● シートベルトを正しく使用してくだ
さい。人が座っていないのにシート
ベルトを使用しないでください。シ
ートベルトが保護機能を発揮できな
くなるだけでなく、シートベルト自
体が損傷する可能性があります。

●

シートベルトリマインダー

車両を始動させた後、ドライバーまたは乗
員*がシートベルトを着用していない場合、
シートベルトを着用するまで音声・光警報
システムが作動します。

● シートベルト非着用警告灯

● いずれかの座席でシートベルトが使わ
れていないとき、シートベルト非着用
警告灯が点滅します。

● 非着用座席の表示

● シートベルトを着用していない座席の
シートベルト非着用警告灯が点灯しま
す。

● 前席シートベルトリマインダー
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● 電源ポジションを「ON」にしたとき、
運転席シートベルトが使われていな
い、または助手席に着座している乗員
がシートベルトを着用していない場
合、シートベルト非着用警告灯が点灯
し、該当座席の表示灯も点灯します。
走行中もシートベルトが着用されてい
ない場合は、シートベルト非着用警告
灯が点灯すると同時に警告音を鳴ら
し、ドライバーや乗員に注意喚起しま
す。

● 後席シートベルトリマインダー*
● 電源ポジション「ON」時に後部座席の
乗員がシートベルトを着用していない
場合、シートベルト非着用警告灯が点
灯し、該当座席の表示灯も点灯します。
走行中、ドライバーまたは乗員がシー
トベルトを着用していないときは、シ
ートベルト非着用表示灯が点灯すると
同時に警告音を鳴らし、ドライバーや
乗員に注意喚起します。

● ドライバーまたは乗員がシートベルト*
を着用すると、シートベルト非着用警告
灯が消灯し、該当座席の表示灯もすべて
消灯します。

お願い

● シートベルトリマインダーに異常ま
たは故障がある場合は、ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場まで連絡し、機能が
正常に戻るまでは該当シートを使用
しないでください。

● 走行中、乗員はシートに座ってシー
トベルトを確実に着用してくださ
い。着用しないと、急ブレーキや衝
突事故時に、乗員の生命にかかわる
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

エアバッグ

エアバッグについて

● エアバッグは補助拘束システム(SRS)の
一部分で、シートやシートベルトの働き
を補助します。大きな衝突事故が発生し
てシステムの作動条件が揃うと、エアバ
ッグが瞬時に膨張します。シートベルト
と併用することで、ドライバーおよび乗
員の頭部や胸部などを保護し、負傷や死
亡の確率を軽減します。

● エアバッグシステムは、衝突の種類によ
って、フロントエアバッグとサイドエア
バッグに大別されます。フロントエアバ
ッグには運転席エアバッグと助手席エア
バッグがあり、サイドエアバッグにはシ
ートサイドエアバッグとサイドカーテン
エアバッグ、前席ファーサイドエアバッ
グ*があります。

● エアバッグシステムはシートベルトに取
って代わるものではなく、パッシブセー
フティシステムの構成部分です。シート
ベルトを確実に締めていないと、エアバ
ッグシステムは保護機能を最大限に発揮
できません。

警告

● シートベルトとエアバッグシステム
の保護機能を最大限に発揮できるよ
うに、正しい姿勢でシーベルトを着
用してください。

● エアバッグの部品を取り外さないで
ください。

● BYD が装着を認めていないシート
カバーでは、エアバッグ性能の低下
につながったり、乗員に思わぬ傷害
をおよぼしたりするおそれがありま
す。

● サイドエアバッグと乗員との間に
は、絶対にものを置かないでくださ
い。
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警告

● サイドエアバッグが搭載されている
シート側面には、大きな力を加えな
いでください。

● 衝突事故発生時にエアバッグモジュ
ールが膨張せず、プリテンショナー
シートベルトがロックされなくて
も、エアバッグコントロールユニッ
トが正常に作動することを確認する
ため、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。

 エアバッグ警告灯

● このエアバッグシステムは、電子コント
ロールユニットでモニタリングし、自己
診断機能により、コンビネーションメー
ターの故障警告灯でシステム状態を表示
します。

● 車両の電源ポジションを「ON」にした
後、エアバッグ故障警告灯が約 5 秒間点
灯後に消灯した場合、システムに異常が
ないことを示します。

警告

● エアバッグ故障警告灯が常時点灯し
ている場合は、システムに故障が発
生していることを示しています。早
めに BYD 指定サービス工場でエア
バッグシステムを点検してくださ
い。そうしないと、エアバッグの機
能動作に影響を及ぼすおそれがあり
ます。

● 車両が浸水した（カーペットが濡れ
ている、車両が水没しているなど）、
または浸水によって損傷した場合
は、車両の電源を入れずに起動バッ
テリーの接続を外してください。エ
アバッグが展開して重大な人身事故
につながるおそれがあります。

運転席および助手席エアバ
ッグ

運転席エアバッグはステアリングホイール
内、助手席エアバッグはダッシュボード内
に搭載されており、「AIRBAG」の表示があり
ます。車両電源投入後、中程度から重度の
衝突によってエアバッグの作動条件が揃う
と、エアバッグが作動して怪我を軽減しま
す。

● 中程度から重度の正面衝突が発生する
と、センサーが急激な減速を検知してコ
ントロールユニットに信号を発信し、フ
ロントエアバッグを瞬時に膨張させま
す。

● 正面衝突の場合、シートベルトが下半身
と胴体を固定し、エアバッグがクッショ
ンの役割を果たすことで、頭部と胸部を
保護します。

● 衝突の強さがエアバッグ作動のしきい値
に達していない場合、シートベルトが保
護機能を発揮します。エアバッグは最小
限の補助的な保護機能を提供します。

● フロントエアバッグは膨張するとすぐに
収縮するため、ドライバーの視線やステ
アリングホイール、またはその他の制御
装置の操作を妨げることはありません。

● エアバッグは作動条件が揃うと瞬間的に
膨張するため、事故発生時にドライバー
や乗員をさらに保護することができま
す。

● エアバッグ作動時は大きな音が発生しま
すが、通常は人に傷害を与えることはあ
りません（耳鳴りまたは一時的な聴力障
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害を起こすことはありますが、すぐに回
復します）。

● 衝突後にエアバッグが展開すると、煙や
粉じんが発生することがあります。煙や
粉じんは無害ですが、呼吸器疾患のある
乗員は一時的に不快感を感じることがあ
ります。重篤な不快感があるときは速や
かに医師の診断を受けてください。

警告

● スマートフォンホルダー、カップホ
ルダー、灰皿などのアクセサリーは、
エアバッグカバーの上またはエアバ
ッグの作動範囲に取り付けないでく
ださい。そうしないと、事故発生時
にエアバッグが展開することで怪我
をする危険性が高くなります。

シートサイドエアバッグ

シートサイドエアバッグはシートバックの
外側に取り付けられており、「AIRBAG」の表
示があります。車両の電源ポジションが
「ON」の場合、走行中に発生した中程度から
重度の衝突により、シートサイドエアバッ
グの作動条件が揃うと、シートサイドエア
バッグが作動し、衝突を受けた側の乗員の
胸部を保護し、怪我を軽減します。

警告

● シートバックを濡らさないでくださ
い。シートサイドエアバッグが正常
に動作できなくなるおそれがありま
す。

警告

● シートバックにカバーを掛けたり、
自分でシートバックのカバーを交換
したりしないでください。不適切な
シートバックカバーの交換、または
不適切なカバーの使用は、衝突発生
時にシートサイドエアバッグの作動
を妨げるおそれがあります。

● 側面衝突がシステムの作動条件を満
たした場合、通常は衝突を受けた側
のエアバッグのみが作動します。

● シートサイドエアバッグの機能を最
大限発揮させるため、乗員はシート
ベルトを確実に着用し、正しい姿勢
で身体をシートバックに密着させて
ください。

フロントファーサイドエア
バッグ*

● フロントファーサイドエアバッグは運転
席側シートバックの内側に取り付けられ
ており、「AIRBAG」の表示があります。
車両電源投入後に発生した中程度から重
度の衝突によりファーサイドエアバッグ
の作動条件が揃うと、ファーサイドエア
バッグが作動し、衝突を受けた側の運転
席および助手席乗員の頭部や肩部を保護
して怪我を軽減します。
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警告

● ファーサイドエアバッグシステムが
正常に動作できなくなるおそれがあ
るため、シートバックを濡らさない
でください。

● シートバックにカバーを掛けたり、
自分でシートバックのカバーを交換
したりしないでください。不適切な
シートバックカバーの交換や不適切
なカバーの使用は、衝突発生時にフ
ァーサイドエアバッグの作動を妨げ
るおそれがあります。

● 助手席側に衝突された場合、乗員が
乗っていなくても助手席側ファーサ
イドエアバッグが作動します。

● ファーサイドエアバッグの機能を最
大限発揮させるため、乗員はシート
ベルトを確実に着用し、正しい姿勢
で身体をシートバックに密着させて
ください。

サイドカーテンエアバッグ

● 左右サイドカーテンエアバッグは、ボデ
ィーサイドとヘッドライニングの結合部
に内蔵されており、A ピラーパネル*、B
ピラーパネル、C ピラーパネルに
「CURTAIN AIRBAG」の表示があります。
車両の電源ポジションが「ON」の場合、
中程度から重度の側面衝突を ECU が検
知し、作動条件が揃うとサイドカーテン
エアバッグが瞬時に膨らみ、衝突を受け
た側の乗員の頭部を保護することで怪我
を軽減します。

警告

● サイドカーテンエアバッグの機能を
最大限に発揮させるために、乗員は
シートベルトを確実に着用し、正し
い姿勢で身体をシートバックに密着
させてください。

● システムの作動条件に達する側面衝
突が発生したとき、衝突を受けた側
のエアバッグのみが作動します。

エアバッグの作動条件およ
び注意事項

● エアバッグの作動条件は以下のとおりで
す：エアバッグが作動する決定的な要素
は、衝突発生時の衝撃力の強さ、事故パ
ターン、衝突角度、障害物および速度が
関係しています。また、特殊な衝突事故
が発生した場合も、エアバッグシステム
が作動することがあります。

● エアバッグシステムは、すべての事故に
おいて機能するわけではありません。軽
度な正面衝突や後面衝突、または横転事
故が発生した場合は、エアバッグシステ
ムは作動しません。ドライバーや乗員
は、確実に保護されるようにシートベル
トを正しく着用してください。

● エアバッグシステムが作動する決定的な
要素：衝突時に生成され、エレクトロニ
ックコントロールユニット (ECU)によっ
て取得される減速度曲線と設定値を、総
合的かつ高度に比較したうえで判断しま
す。衝突時に生成され、検知される減速
度曲線などの信号が、ECU 内部に予め設
定された基準値より低い場合は、車が衝
撃で大きく変形したとしてもエアバッグ
が作動しません。

● BYD のエアバッグシステムの ECU は、設
計段階で、よくある様々な誤作動や道路
状況を十分に考慮しています。衝突事故
の発生にはいろいろな原因やパターンが
あります。安全のため、本オーナーズマ
ニュアルの記載を遵守して正しくご使用
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ください。そうしないと、エアバッグが
正しく機能しないおそれがあります。

エアバッグが作動するとき

①深い溝を通り、車両の先端部が地面にぶ
つかったとき。

②路肩の突起物、縁石などにぶつかったと
き。

③急な下り坂を走り、車両の先端部が地面
にぶつかったとき。

④車両側面に他の車両がぶつかったとき。

エアバッグが作動しないとき

①コンクリートの柱、樹木または他の細長
い物にぶつかったとき。

②後方から追突されたとき。

③トラックの荷台の下に潜り込んだとき。

④車両が横転したとき。

⑤壁または車両に斜めにぶつかったとき。

⑥車室以外の部位で側面から衝突を受けた
とき。

⑦側面が斜め方向から衝突されたとき。

⑧側面が柱のような物に衝突したとき。

警告

● エアバッグは指定車種を対象に開発
されているため、サスペンション、
タイヤ寸法、バンパー、シャーシお
よびオリジナルデバイスを変更する
と、エアバッグシステムに悪影響を
与えます。また、エアバッグシステ
ムのすべての部品を他車種へ流用し
ないでください。エアバッグシステ
ムが故障し、身体に危害を与えるお
それがあります。

● システム作動時に最も効果的に保護
機能を発揮させるために、ドライバ
ーは胸部からステアリングホイール
の間を 25cm 以上離してください。

● 走行中はシートベルトを確実に着用
し、正しい姿勢を保ってください。
シートベルトを着用せずに前かがみ
になるなど、正しい姿勢をしていな
い場合は、事故によりエアバッグが
作動した際に怪我をする危険性が高
まります。

● ステアリングホイールキャップの表
面、インストルメントパネル右側エ
アバッグ近くの表面、A、B、C ピラ
ーパネルの表面、シートのドア側エ
アバッグ部およびその付属品の表面
に何かを貼り付けたり、何かで覆っ
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警告

たり、装飾を施したりしないでくだ
さい。汚れは、乾いた布や水で湿ら
せた布で拭き取り、強く叩かないで
ください。

● お子様を補助装置なし、または大人
が抱きかかえた状態でフロントシー
トに座らせないでください。事故の
発生によりエアバッグが作動する
と、生命にかかわる重大な怪我につ
ながるおそれがあります。

● スマートフォンホルダー、カップホ
ルダー、灰皿などのアクセサリーは、
エアバッグカバーの上またはエアバ
ッグの作動範囲に取り付けないでく
ださい。そうしないと、事故発生時
にエアバッグが展開することで怪我
をする危険性が高くなります。

● サイドエアバッグおよびサイドカー
テンエアバッグは、展開速度が速く、
かつ衝撃力が強いため、このエアバ
ッグを搭載している車両の走行中
は、乗員はドアに寄りかからないで
ください。ドアに寄りかかった状態
で事故に遭うと、生命にかかわる重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● フロントガラス、ウィンドウガラス、
A ピラーパネル、ヘッドライニング、
B ピラーパネル、C ピラーパネル、
アシストグリップなど、サイドカー
テンエアバッグが機能する範囲に、
アクセサリーやものを置かないでく
ださい。サイドカーテンエアバッグ
の展開により、アクセサリーなどが
強く飛ばされたり、サイドカーテン
エアバッグが正常に展開できなくな
ったりすることで、生命にかかわる
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● 車を譲渡する場合は、購入時に入手
したすべての資料を新しいオーナー
に渡してください。

警告

● シート、またはサイドエアバッグ付
きシートのトリム部品を改造した
り、交換したりしないでください。
改造や交換によりサイドエアバッグ
が正常に展開せず、システムが機能
できなくなる、またはサイドエアバ
ッグが予期せずに作動することで、
生命にかかわる重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● サイドカーテンエアバッグが内蔵さ
れている A ピラーパネル、ヘッドラ
イニング、B ピラーパネル、C ピラ
ーパネルの分解や修理をしないでく
ださい。分解や修理により、システ
ムが機能できなくなる、またはサイ
ドカーテンエアバッグが予期せず作
動し、生命にかかわる重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● エアバッグシステムのすべての構成
部品は、関連ラベルを含め、いかな
る変更もしないでください。エアバ
ッグに対するすべての作業は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に依頼してください。

● エアバッグは、1 回限りの使い捨て
です。エアバッグが作動または破損
した場合、当該システムを交換して
ください。

● 車両またはエアバッグシステムの各
部品を廃棄処分する場合は、関連す
る安全規定および廃却処分手順を守
ってください。

● エアバッグシステムは、周囲の電磁
環境に対して強い耐干渉性と耐妨害
性を有します。事故を防ぐため、国
が許可した電磁環境以外で車両を使
わないでください。

● 一般的な誤操作や道路状況を考慮し
たエアバッグシステムとなっていま
すが、事故を防ぐため、車両の底部
をぶつけたり、悪路での乱暴な運転
はしないでください。
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警告

● 本車のエアバッグシステムは十分な
検証を受け、オリジナルワイヤーハ
ーネスシステムと完全に適合してい
ます。車両全体のワイヤーハーネス
の改造や変更をすると、エアバッグ
の誤作動または衝突発生時に作動し
ないおそれがあります。

下記のいずれかの場合は、ただちに BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● エアバッグが展開したとき。

● コンビネーションメーターのエアバッグ
故障警告灯  が異常点灯していると
き。

● 車両前方（図の網かけ部）で衝突事故が
発生したが、フロントエアバッグが展開
していないとき。

● エアバッグカバーに、破れ、割れまたは
その他の破損があるとき。

● エアバッグの取り外し、分解、取り付け、
修理を行う必要があるとき。

● サイドエアバッグやサイドカーテンエア
バッグが展開したとき。

● 車両のドア部分（図の網かけ部）で衝突
事故が発生したが、エアバッグが展開し
ていないとき。

● サイドエアバッグが格納されているシー
トの表面に傷、割れ、またはその他の類
似破損があったとき。

● カーテンエアバッグが格納されている A
ピラー、ルーフレール、および C ピラー
の装飾（パッド）部に傷、割れ、または
その他の類似破損があったとき。

幼児用補助装置（チャ
イルドシート）

幼児用補助装置（チャイルド
シート）

お子様の年齢や体格にあった、適切な幼児
用補助装置を選定してください。
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お子様に合った幼児用補助装置を選んでく
ださい。お子様の身体が大きくて幼児用補
助装置が使えない場合は、リアシートに座
らせ、シートベルトを着用させてください。

幼児用補助装置を使わないとき

幼児用補助装置をシートに正しく固定して
ください。絶対に助手席やトランクルーム
内に置かないでください。

注意

● 事故や急ブレーキ時にお子様を確実
に守るため、お子様の年齢や体格に
あったシートベルト、または幼児用
補助装置を使用してください。お子
様を腕に抱くことは、幼児用補助装
置の代わりにはなりません。事故発
生時に、お子様がガラスにぶつかっ
たり、保護者と車両の間に挟まれた
りするおそれがあります。

● サイドカーテンエアバッグが搭載さ
れている場合：お子様を幼児用補助
装置に乗せていても、頭や体の一部
をドア、シート、フロントおよびリ
アピラーやルーフサイドフレーム
（サイドカーテンエアバッグの展開
部）に寄りかからせないでください。
サイドカーテンエアバッグ展開時の
強い衝撃で、お子様が生命にかかわ
る重大な傷害を受けるおそれがあり
ます。

● 幼児用補助装置メーカーの取扱説明
書に従って幼児用補助装置を正しく
取り付けてください。正しく取り付
けていないと、緊急ブレーキや事故
時に、お子様が生命にかかわる重大
な傷害を受けるおそれがあります。

● 車両走行の際は、お子様を車内に立
たせたり、シートにひざまずかせた
りしないでください。緊急ブレーキ
や衝突が発生した場合、重大な身体
的傷害を受けたり、生命の危険にさ
らされたりするおそれがあります。

● BYD は幼児用補助装置の使用を強
くおすすめします。研究によると、

注意

フロントシートよりセンターシート
とリアシートに幼児用補助装置を取
り付ける方が、安全性が高くなりま
す。

お願い

● BYD は幼児用補助装置の使用を強
くおすすめします。研究によると、
フロントシートよりリアシートに幼
児用補助装置を取り付ける方が、安
全性が高くなります。

● 幼児用補助装置メーカーの取扱説明
書に従って正しく取り付けてくださ
い。チャイルドシートを後部座席の
外側にしっかりと固定します。

● トップテザーを確実に固定してくだ
さい。

幼児用補助装置の取り付け
について

幼児用補助装置メーカーの取扱説明書に従
って正しく取り付けてください。幼児用補
助装置を取り付けるときは、リアシートの
正しい位置に設置し、トップテザーを確実
に固定してください。

● 外側のリアシートには、専用のアンカー
が装備されています（アンカー位置を表
示するラベルはシートに付いています）。
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● リアシートバックの裏側にはアンカーが
装備されています。

● トップテザーアンカレッジによるシート
ベルト固定式幼児用補助装置は、特定の
市場でのみ使用できます。

お願い

● アンカーは、シートとシートバック
の間の隙間に装備されています。

幼児用補助装置の取り付け手順

1.専用アンカーの位置をチェックし、幼児用
補助装置をシートに取り付けます。

2. ヘッドレストを持ち上げ、取り付け金具
をシートバック裏側のアンカーにしっかり
取り付けた後、トップテザーを締め付けて
確実に固定します。

①トップテザー

②アンカー

お願い

● チャイルドシートの固定接続部とア
ンカーの位置合わせを容易にするた
め、ガイド溝付きのチャイルドシー
トを購入するか、ガイド溝を追加装
着して利便性を高めることをおすす
めします。

3. ヘッドレストを適切な位置に調整しま
す。

お願い

● 幼児用補助装置にトップテザーを備
えている場合は、トップテザーをア
ンカーに留めてください。

● 運転席シートとの干渉により、幼児用補
助装置が正しく取り付けられない場合
は、幼児用補助装置を右側リアシートに
取り付けます。

● フロントエアバッグ（アクティブ状態）
で保護されるシートには、後向きの幼児
用補助装置を取り付けないでください。
事故発生時にフロントエアバッグが展開
した衝撃で、お子様の生命にかかわる重
大な傷害を負うおそれがあります。

警告

● それぞれの方向に幼児用補助装置を
揺らし、確実に取り付けられている
ことを確認してください。

● ロアアンカーを使う場合は、アンカ
ー周辺に異物がなく、シートベルト
が幼児用補助装置の裏側に引っかか
っていないことを確認してくださ
い。また、幼児用補助装置が確実に
固定されていることを確認してくだ
さい。確実に固定されていないと、
緊急ブレーキや事故の際に、お子様
の生命にかかわる重大な傷害を負う
おそれがあります。

● フロントシートに幼児用補助装置を
取り付けないでください。
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警告

● 前向きに取り付けるチャイルドシー
トを使用する際に、ヘッドレストが
チャイルドシートバックとリアシー
トの密着を妨げる場合は、ヘッドレ
ストを取り外してください。

● チャイルドシートの固定バーは、正
しく取り付けられたチャイルドシー

警告

トによって加えられる荷重にのみ耐
えることができます。いかなる場合
でも、大人用のシートベルトやハー
ネスとして使用したり、他のものや
設備を車両に固定したりしないでく
ださい。

座席位置別の幼児用補助装置適合表

重量グループ
座席位置（または他の位置）

フロントシート（助手
席） リアシート左右 リアシート中央

グループ 0
（10kg まで）

× U ×

グループ 0+
（13kg まで）

× U ×

グループⅠ

(9~18kg) × U/UF ×

グループⅡ

(15~25kg) × UF ×

グループⅢ

(22~36kg) × UF ×

注：表に記載されるアルファベットの意味
は次の通りです。

U = この重量グループでの使用を許可され
た汎用型「ベビーシート」に適合している

UF = この重量グループでの使用を許可され
た前向き汎用型「チャイルドシート」に適
合している

× = このシートの位置は、この重量グルー
プの「ジュニアシート」に適合していない

ISO-FIX (ISOFIX)位置別の ISOFIX 幼児用
補助装置適合表

重量グループ サイズ 固定具
座席位置（または他の位置）

フロントシー
ト（助手席）

リアシート左
右

リアシート中
央

キャリコット F ISO/L1 × × ×
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重量グループ サイズ 固定具
座席位置（または他の位置）

フロントシー
ト（助手席）

リアシート左
右

リアシート中
央

G ISO/L2 × × ×
グループ 0

（10kg まで）
E ISO/R1 × × ×

グループ 0+
（13kg まで）

E ISO/R1 × × ×
D ISO/R2 × × ×
C ISO/R3 × × ×

グループⅠ

(9~18kg)

D ISO/R2 × × ×
C ISO/R3 × × ×
B ISO/F2 × IUF ×

B1 ISO/F2X × IUF ×
A ISO/F3 × IUF ×

注 1：ISO/XX サイズ区分表示（A～G）のな
い幼児用補助装置に適合する重量グループ
について、各座席位置で使用できる専用の
ISOFIX については、車両製造業者が説明す
る必要があります。

注 2：表に記載されるアルファベットの意味
は次の通りです。

IUF=この重量グループでの使用を許可され
た前向き汎用型 ISOFIX 幼児用補助装置に
適合している

×=ISOFIX 位置は、この重量グループおよ
び/または本サイズ区分の ISOFIX 幼児用補
助装置に適合していない

デュアルモードシス
テム動作モード

デュアルモードシステム動
作モード概要

仕様 1（二輪駆動）

「EV」——純電気作動モード

● 純電気作動モードでは、パワーバッテリ
ーが電力を供給し、モーターによって車
両が駆動されます。このモードでは、発
進、後退、低速走行、加速、等速走行な
ど、様々な状況での走行に対応できます。
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お願い

● 急加速、速度超過、登坂、環境温度
が高すぎる/低すぎる、バッテリー残
量の低下、エンジンメンテナンスが
必要などの状況では、車両は自動的
に「HEV」モードに切り替わる場合
があります。引き続き「EV」モード
で走行する場合は、EV モードの条件
を満たした上で手動で切り替えてく
ださい。温度が高すぎるまたは低す
ぎる場合は、「HEV」モードを使用し
続けることをお勧めします。

「HEV」——デュアルモード動作モード

● HEV モードでは、バッテリー残量が多い
場合や出力需要が低い場合は、エンジン
は始動せず、車両は EV 駆動を優先しま
す。

● HEV モードでは、バッテリー残量が少な
い場合や出力需要が高い場合は、エンジ
ンが始動して直列モードに移行し、動力
性能の要求を満たします。

● HEV モードでは、エンジンの発電によ
り、バッテリーを充電し、モーターを
駆動します。

● HEV モードでは、エンジンが発電し、
バッテリーからの放電によってモータ
ーを駆動します。

● HEV モードでは、中高速走行時や特定の
条件下でエンジンが始動して並列モード
に移行し、燃費を向上させます。

● HEV モードではエンジンとモーターが
同時に駆動します。
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● HEV モードではエンジンが駆動し、モ
ーターが発電してエネルギーを回収し
ます。

● HEV モードではエンジンが駆動し、モ
ーターは作動しません。

仕様 2（四輪駆動）

「EV」——純電気作動モード

● EV モードでは、パワーバッテリーが電力
を供給し、モーターによって車両が駆動
されます。このモードでは、発進、後退、
低速走行、加速、等速走行など、様々な
状況での走行に対応できます。様々な条
件に応じて、純電気作動四輪駆動モード、
純電気作動前輪駆動モード、または純電
気作動後輪駆動モードを自動的に選択し
ます。

お願い

● 急加速、速度超過、登坂、環境温度
が高すぎる/低すぎる、バッテリー残
量の低下、エンジンメンテナンスが
必要などの状況では、車両は自動的
に「HEV」モードに切り替わる場合
があります。引き続き「EV」モード
で走行する場合は、EV モードの条件
を満たした上で手動で切り替えてく
ださい。温度が高すぎるまたは低す
ぎる場合は、「HEV」モードを使用し
続けることをお勧めします。

「HEV」——デュアルモード動作モード

● HEV モードでは、バッテリー残量が多い
場合や出力需要が低い場合は、エンジン
は始動せず、車両は EV 駆動を優先しま
す。

● HEV モードでは、バッテリー残量が少な
い場合や出力需要が高い場合は、エンジ
ンが始動して直列モードに移行し、動力
性能の要求を満たします。
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● HEV モードでは、エンジンの発電によ
り、バッテリーを充電し、モーターを
駆動します。様々な条件に応じて、四
輪駆動モード、前輪駆動モード、また
は後輪駆動モードを自動的に選択しま
す。

● HEV モードでは、エンジンが発電し、
バッテリーからの放電によってモータ
ーを駆動します。様々な条件に応じ
て、直列四輪駆動モード、直列前輪駆
動モード、または直列後輪駆動モード
を自動的に選択します。

● HEV モードでは、中高速走行時や特定の
条件下でエンジンが始動して並列モード
に移行し、燃費を向上させます。

● HEV モードではエンジンとモーターが
同時に駆動します。様々な条件に応じ
て、並列四輪駆動モード、並列前輪駆
動モードを自動的に選択します。

● HEV モードではエンジンが駆動し、モ
ーターが発電してエネルギーを回収し
ます。様々な条件に応じて、フロント
モーター発電、リアモーター発電、ま
たはフロント・リアモーター同時発電
を自動的に選択します。

● HEV モードではエンジンが駆動し、モ
ーターは作動しません。
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デュアルモードシステム動
作モード選択

仕様 1（二輪駆動）

①「EV/HEV」ボタン

● 「EV/HEV」ボタンを前に動かすと、EV モ
ードが作動します。

● 「EV/HEV」ボタンを後に動かすと、HEV
モードが作動します。

②「MODE」ボタン

● 「MODE」ボタンを前に動かすと、ECO→
スノー→SPORT→NORMAL→ECO の順に
切り替わります。

● 「MODE」ボタンを後に動かすと、ECO→
NORMAL→SPORT→スノー→ECO の順に
切り替わります。

EV-ECO 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを前に動かすと、メー
ターの EV 表示灯が点灯し、車両が EV モ
ードであることを示します。メーターの

ECO 表示灯が点灯するまで「MODE」ボ
タンを動かし続けると、ECO（エコ）モ
ードに入り、最大限の節電ができます。

EV-NORMAL 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを前に動かすと、メー
ターの EV 表示灯が点灯し、車両が EV モ
ードであることを示します。メーターの
NORMAL 表示灯が点灯するまで「MODE」
ボタンを動かし続けると、NORMAL（ノ
ーマル）モードに入り、快適性と電力消
費量を両立させることができます。

EV-SPORT 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを前に動かすと、メー
ターの EV 表示灯が点灯し、車両が EV モ
ードであることを示します。メーターの
SPORT 表示灯が点灯するまで「MODE」
ボタンを動かし続けると、スポーツモー
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ド（SPORT）に入り、最適な動力性能を
発揮できます。

HEV-ECO 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを後に動かすと、メー
ターの HEV 表示灯が点灯し、車両が HEV
モードであることを示します。メーター
の ECO 表示灯が点灯するまで「MODE」
ボタンを動かし続けると、ECO（エコ）
モードに入り、最適な燃費性能を発揮で
きます。

HEV-NORMAL 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを後に動かすと、メー
ターの HEV 表示灯が点灯し、車両が HEV
モードであることを示します。メーター
の NORMAL 表示灯が点灯するまで
「MODE」ボタンを動かし続けると、ノー
マルモード（NORMAL）に入り、快適性
と燃費性能を両立させることができま
す。

HEV-SPORT 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを後に動かすと、メー
ターの HEV 表示灯が点灯し、車両が HEV
モードであることを示します。メーター
の SPORT 表示灯が点灯するまで
「MODE」ボタンを動かし続けると、

SPORT（スポーツ）モードに入り、最適
な動力性能を発揮できます。

MAX EV 駆動モード：

● MAX EV モードは、ドライバーの「燃料を
使わず、電気のみを使う」というニーズ
に応え、車両の純粋な電気走行を最大限
に保証します。パワーバッテリー残量が
十分にある状態で MAX EV モードに入る
必要がある場合は、メーターの EV 表示灯
が青色に点灯するまで、「EV/HEV」ボタ
ンを前方に 3 秒間押し続けてください。
MAX EV モードに切り替わると、車両の出
力は一定程度制限されます。その後、パ
ワーバッテリー残量が低下すると、車両
は自動的に「HEV-ECO」モードに切り替
わります。

スノーモード

● メーターのスノーモード表示灯が点灯す
るまで「MODE」ボタンを動かし続ける
と、スノーモードに入り、雪などの滑り
やすい路面での走行に適応します。
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仕様 2（四輪駆動）

①「EV/HEV」ボタン

● 「EV/HEV」ボタンを前に動かすと、EV モ
ードが作動します。

● 「EV/HEV」ボタンを後に動かすと、HEV
モードが作動します。

②「MODE」ボタン

● 「MODE」ボタンを前に動かすと、ECO→
マッド/ラッツ→サンド→SPORT→
NORMAL→ECO の順に切り替わります。

● 「MODE」ボタンを後に動かすと、ECO→
NORMAL→SPORT→スノー/グラベル/グ
ラス→サンド→マッド/ラッツ→ECO の順
に切り替わります。

EV-ECO 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを前に動かすと、メー
ターの EV 表示灯が点灯し、車両が EV モ
ードであることを示します。メーターの
ECO 表示灯が点灯するまで「MODE」ボ
タンを動かし続けると、ECO（エコ）モ
ードに入り、最大限の節電ができます。

EV-NORMAL 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを前に動かすと、メー
ターの EV 表示灯が点灯し、車両が EV モ
ードであることを示します。メーターの
NORMAL 表示灯が点灯するまで「MODE」
ボタンを動かし続けると、NORMAL（ノ
ーマル）モードに入り、快適性と電力消
費量を両立させることができます。

EV-SPORT 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを前に動かすと、メー
ターの EV 表示灯が点灯し、車両が EV モ
ードであることを示します。メーターの
SPORT 表示灯が点灯するまで「MODE」
ボタンを動かし続けると、スポーツモー
ド（SPORT）に入り、最適な動力性能を
発揮できます。

HEV-ECO 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを後に動かすと、メー
ターの HEV 表示灯が点灯し、車両が HEV
モードであることを示します。メーター
の ECO 表示灯が点灯するまで「MODE」
ボタンを動かし続けると、ECO（エコ）
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モードに入り、最適な燃費性能を発揮で
きます。

HEV-NORMAL 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを後に動かすと、メー
ターの HEV 表示灯が点灯し、車両が HEV
モードであることを示します。メーター
の NORMAL 表示灯が点灯するまで
「MODE」ボタンを動かし続けると、ノー
マルモード（NORMAL）に入り、快適性
と燃費性能を両立させることができま
す。

HEV-SPORT 駆動モード：

● 「EV/HEV」ボタンを後に動かすと、メー
ターの HEV 表示灯が点灯し、車両が HEV
モードであることを示します。メーター
の SPORT 表示灯が点灯するまで
「MODE」ボタンを動かし続けると、

SPORT（スポーツ）モードに入り、最適
な動力性能を発揮できます。

MAX EV 駆動モード：

● MAX EV モードは、ドライバーの「燃料を
使わず、電気のみを使う」というニーズ
に応え、車両の純粋な電気走行を最大限
に保証します。パワーバッテリー残量が
十分にある状態で MAX EV モードに入る
必要がある場合は、メーターの EV 表示灯
が青色に点灯するまで、「EV/HEV」ボタ
ンを前方に 3 秒間押し続けてください。
MAX EV モードに切り替わると、車両の出
力は一定程度制限されます。その後、パ
ワーバッテリー残量が低下すると、車両
は自動的に「HEV-ECO」モードに切り替
わります。

サンドモード

● メーターのサンドモード表示灯が点灯す
るまで「MODE」ボタンを動かし続ける
と、サンドモードに入ります。

● 柔らかく、乾燥し、車輪が沈み込みや
すい地面（乾燥した砂漠、砂丘、砂地
など）で使用します。

● 砂利の層が深い地面を走行する場合に
も、このモードを使用できます。

スノー/グラベル/グラスモード

● メーターのスノー/グラベル/グラスモー
ド表示灯が点灯するまで「MODE」ボタ
ンを動かし続けると、スノー/グラベル/
グラスモードに入ります。

● 表面が固いものや滑りやすいもの（草、
雪、氷や砂利など）で覆われている路
面で使用します。

● 滑りやすい路面を走行する場合の運転
性、操縦性および車両の安定性を向上
させるため、アクセルペダルを頻繁に
深く踏む操作を避けてください。

マッド/ラッツモード

● メーターのマッド/ラッツモード表示灯
が点灯するまで「MODE」ボタンを動か
し続けると、マッド/ラッツモードに入り
ます。

● ぬかるみ、深いわだち、または柔らか
くて凹凸のある路面で使用します。

注意

● 通過する砂地が湿っていたり、車輪
が沈むほど砂の層が厚い場合は、マ
ッド/ラッツモードを選択してくだ
さい。

● 砂利の層が比較的深い路面を走行す
る場合は、サンドモードを選択する
ことを推奨します。

● 柔らかい砂地、雪地・砂利地・草地
の環境で走行する際、ESC システム
が作動して車両の性能が低下した場
合は、ESC システムを OFF にすると
車両性能が向上します。困難な路面
状況を脱した後、ESC システムを再
度 ON にしてください。
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デュアルモードシステム動
作モードの注意事項

車両はガソリンと電力の組み合わせで作動
するため、以下の項目に特に注意してくだ
さい。

● 高温または低温の環境では、パワーバッ
テリーの性能が低下します。パワーバッ
テリーの損傷を防ぐため、以下の状況が
発生する可能性があります。

● 温度が高すぎるまたは低すぎる場合、
車両は充放電電力と電力量を制限しま
す。

● 温度が-30℃より低いまたは 60℃より
高い場合、車両は充電できません。

● 温度が-35℃より低いまたは 60℃より
高い場合、車両は放電できません。

● 温度が-20℃以上の環境で車両を利用す
ることをお勧めします。もし上記のよう
な特殊環境で利用する場合は、エンジン
駆動による走行をお勧めします。

● バッテリーの最適使用温度は 25℃です。
温度が高すぎるまたは低すぎる場合、バ
ッテリーは出力電力を制限し、純粋な電
気走行時の走行距離も短くなります。

高電圧部品および高温部品に注意してくだ
さい

● 車両には、パワーバッテリーとその他の
高電圧部品に接続されたオレンジ色のケ
ーブルが装備されています。

警告

● オレンジ色のケーブルまたはパワー
バッテリーの電極に触れないでくだ
さい。感電した場合、生命にかかわ
る重大な傷害につながるおそれがあ
ります。

● すべての警告ラベルをお読みくださ
い。

● モーター、冷却水ラジエーター、および
その他一部の部品は、走行中に高温にな

ることがあります。これらの部品には警
告ラベルが付いています。これらの警告
ラベルに記載された説明をよくお読みに
なり、遵守してください。

警告

● いかなる高電圧部品も分解または解
体しないでください。生命にかかわ
る重大な傷害につながるおそれがあ
ります。

● 衝突や水没など、高電圧システムの
損傷を引き起こす可能性がある状況
が発生した場合は、感電のリスクを
避けるため、早急に BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● 車両に漏電警告が表示された場合
や、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場の診断により車両
に漏電があると判定された場合は、
感電のリスクを避けるため、車両の
使用を中止してください。

● 高電圧がかかっている部品には絶対
に触れないでください。誤った操作
により感電し、生命にかかわる重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

● 車両はガソリンエンジンとモーターによ
って走行するため、モータールームから
エンジンの音が聞こえる場合がありま
す。

● 車両の電源ポジションを「ON」にする場
合、または電源ポジションを「OFF」に
する場合、センターコンソールの下方に
ある高電圧部品から、音（コンタクタの
吸着音または切断音）が聞こえる場合が
ありますが、故障ではありません。

● 表示灯「  」が点灯した場合は、ガソ
リンエンジンが作動していなくても、車
両が走行可能である（モーターのみで駆
動する）ことを示します。

● 駐車時は、必ず「P」レンジボタンを押し
てください。「P」または「N」レンジで、
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バッテリー残量が一定値以下になった場
合、エンジンが始動してパワーバッテリ
ーを充電することがあります。シフトレ
バーを「N」、「R」、「D」レンジの位置に
長時間入れたままにすると、システム故
障を引き起こす可能性があります。その
ため、シフトレンジの切り替えが完了し
た後は、必ずシフトレバーから手を離し
てください。車両を離れる際には、必ず
電動パーキングブレーキスイッチを ON
にし、「P」レンジボタンを押し、キーを
携帯し、全てのドアを施錠してください。

● 起動バッテリーが故障して、完全に放電
した場合、12V 外部電源を使用しても車
両のジャンピングスタートはできませ
ん。BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡してください。

警告

● 車両を離れる際には、必ず電源シス
テムを OFF にしてください。

● 表示灯「  」が点灯しているとき
は、エンジンが停止している状況で
も、車両は起動できる（モーターに
よる駆動ができる）ため、必ず「P
（パーキング）」レンジボタンを押し
てください。

● 表示灯「  」が点灯しているとき
にシフトレバーを「R」または「D」
レンジに入れると、ブレーキペダル
を踏んでいなくても車両は低速で走
行します。十分に注意してくださ
い。

● 車両の修理またはメンテナンスを行う場
合は、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に問い合わせてくださ
い。

● 車両が事故やその他の理由により修理で
きない場合は、BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場に問い合わせ
てください。

● 車両には密閉型ハイブリッド始動用鉄イ
オンバッテリーが使用されているため、

車両の処理を行う際は、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場に問
い合わせてください。

警告

● 事故が発生した場合、以下の操作を
実施して、高電圧漏電のリスクを低
減してください。

● 車両を安全な場所に移動させま
す。

● ブレーキペダルを踏んで、電動パ
ーキングブレーキスイッチを押し
ます。

●「P」レンジボタンを押し、デュア
ルモードシステムを停止します。

● 車両が深刻な損傷を受けている場合
は、感電するおそれがあります。感
電を避けるため、高電圧部品（バッ
テリーコンポーネントなど）や部品
に接続しているケーブルに触れない
でください。車内または車外に露出
した電線がある場合、感電を避ける
ため、触れないでください。

● 液体が漏れ出した場合、または車両
の一部の部品に液体が流入した場合
は、起動バッテリーから漏れた電解
液である可能性があるため、これら
の液体に触れないでください。液体
が皮膚に付着したり、目に入ったり
した場合は、直ちに多量の水（でき
ればホウ酸溶液）で洗い流し、重傷
を避けるため即座に医療機関を受診
してください。

● 車両に火災が発生した場合は、電気
火災専用の消火器を使用して消火す
るか、消防隊の到着を待ってくださ
い。

● 車両のけん引が必要な場合は、4 輪
を地面から浮かせるけん引方式を選
択してください。けん引時に車輪が
地面に接触していると、モーターが
発電を続け、漏電の原因となる可能
性があります。
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イモビライザー

イモビライザー

盗難防止機能が作動している状態でいずれ
かのドアを開けると、車両の盗難を防ぐた
めにシステムが警報音を鳴らすと同時にタ
ーンシグナルランプが点滅します。

イモビライザーを有効にする

1. 電源ポジションを「OFF」にします。

2. すべての乗員が車両から降ります。

3. すべてのドアを施錠すると、セキュリテ
ィ表示灯が点灯し続け、10 秒後にイモビ
ライザーが自動で設定されます。システ
ムの設定が完了すると、セキュリティ表
示灯は点滅します。

4. 表示灯が点滅していることを確認して車
両から離れます。車内からドアを解錠す
るとシステムが作動するため、システム
設定中は車内に残らないでください。

警報の作動

● 下記のいずれかの場合、システムは警告
音を鳴らします。

● リモートキーを使わずに機能を ON に
し、ドアやテールゲート、ボンネット
を解錠したとき。

警報の解除

● 下記の操作を行うと警報を解除できま
す。

● リモートキーでドアを解錠する。

● マイクロスイッチでドアを解錠する。

● リモートキーの遠隔操作でテールゲー
トを開ける。

● リモートキーの遠隔操作で車両を始動
する。

● リモートキーを携帯した状態で「スタ
ート/ストップ」ボタンを押す。

警告

● 変更や追加によるイモビライザーの
改造をしないでください。このよう
な変更は、システム故障につながる
おそれがあります。

セキュリティ表示灯

イモビライザーの設定中は、セキュリティ
ー表示灯は 10 秒間点灯します。

自動車イベントデー
タ記録システム

データの収集および処理

● 本節では、BYD の車両をご利用いただく
際に、システムが個人データをどのよう
に収集および処理するかについて、重要
な情報を提供します。
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● データ処理、データ保護およびデータ主
体の権利についての詳細は、BYD のホー
ムページにアクセスし、最新版の車両プ
ライバシーポリシーをご覧ください（→シ
ステム設定→更に表示→プライバシーポ
リシー）。

● 本車両には、イベントデータレコーダー
（EDR）を備えています。主に特定の衝突
事故またはこれに類する衝突事故が発生
した場合（たとえば、エアバッグの展開
または障害物への衝突時）、安全関係シス
テムの状態データを記録し、以下の車両
システムの稼働状況を把握するために使
用します。

● 車両の速度。

● タイヤ空気圧の状況。

● アダプティブクルーズコントロールシ
ステムの状態。

● シートベルトの着用状況。

● 衝突またはこれに類する衝突事故が一定
のレベルに達した場合のみ、車両は EDR
データを記録します。車両が正常に走行
している間は、EDR データを記録しませ
ん。

● EDR システムに記録された関連情報を
もとに事故分析ができるよう、事故発
生時の車両安全に関連するシステムの
状態を把握します。

● EDR データは、特別な機器で車両にア
クセスして読み出す必要があります。
BYD は、法律で許可されている、また
はお客様の同意を得た場合にのみ第三
者に対して個人データを開示します。
車両メーカー以外に、専門機器を所有
する第三者機関（政府機関など）が車
両 EDR にアクセスする権限および機器
を持っている場合は、EDR データ情報
を読み出すことができます（例えば、
エアバッグコントロールユニットのデ
ータを読み出して事故分析を行いま
す）。

車両データの処理

● 車両センサーやコントロールユニットが
収集または送信するデータなど、車両利
用時にシステムが収集したデータは、車
両の安全運転に必要なものです。

● 場合によって、収集されたデータは、運
転支援（ドライバー補助システム）や、
特定の快適機能、インフォテインメント
機能の作動に利用されます。

● 収集、処理される個人データは、主に車
載データ、遠隔サービス関連のデータお
よびその他のデータを含みます。詳細は
次の通りです。

車載データ

走行データ

● 車両を使用中、システムはそれぞれの車
両状態データ（速度、バッテリー残量、
ブレーキシステムなど）または周囲の状
況（距離センサー、温度など）の収集と
処理を行います。

● 上記のデータは通常保存されませんが、
コントロールユニット、センサーまたは
車両に取り付けられたデータを記録する
他のユニットは、メンテナンス要求、エ
ラー情報、その他の情報の記録に用いら
れます。

● 車載データは、車載デバイスにのみ保存
されますが、法律で義務付けられる OBD
（「車載式故障診断装置」）のポートを介
し、それらのデータを読み取ることがで
きます。例えば、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場、もしくは他
の第三者がデータを読み取ることができ
ます。

● 車両の整備中にシステムへアクセスする
場合、これらの情報も品質検査保証、製
品不具合報告またはユーザークレームの
検証を目的として、BYD 技術者に提供さ
れます。

遠隔サービス関連データ

遠隔監視サービス
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● 車両は遠隔監視サービス機能を備えてい
ます。

● これには、安全性を確保するための遠隔
診断・無線通信（OTA）によるアップデ
ートおよびアップグレード（オーナーの
了承が必要）などの遠隔監視サービスが
含まれます。

● 監視サービスの目的：サービスの提供（遠
隔支援/診断）、製品開発とセキュリティ/
パブリックセーフティ。

● 使用される国または設定により、車両位
置情報、車両状態（電費、速度、シフト
ポジション、電源ポジション、エレクト
ロニックスピードコントローラーの状
態、ステアリングシステムの状態、バッ
テリーの状態、パワーユニットの状態、
車両の性能状態など）を含む各種の車両
情報は、上記の目的で BYD のサーバーに
送信されることがあります。

その他

インフォテインメントシステム

● 車両の仕様により、ドライバーは自らイ
ンフォテインメントシステムでビデオを
再生するためのメディアデータ、ナビゲ
ーションシステムに用いられるアドレス
データ、またはオンラインサービスに用
いられるデータなどをインフォテインメ
ントシステムに追加することができま
す。

● 車両の仕様により、車両の個人設定にア
クセスできます。

● 車両に保存されているデータは、いつで
も削除できます。

● BYD は、第三者に送信されたデータを管
理することはできません（特に、オンラ
インサービスの一部として第三者のコン
テンツを使用した場合）。

モバイルデバイスの集積

● 車両の仕様により、インフォテインメン
トシステムを介して、モバイルデバイス
の接続や制御を行うことができます。

● デバイスの画面または音声は、インフォ
テインメントシステムを介して表示/再
生、またはシステムへの転送が必要な場
合があります。

● 位置情報や車両情報のような付加データ
は、アプリケーションを介して送信し、
ナビゲーションシステムや通信、または
他の第三者サービスに用いることができ
ます。

● データ処理の具体的なパターンはそれぞ
れの機能に依存し、ユーザーまたはデバ
イスや関係サービスを提供する第三者が
制御します。

インターネットアクセスと接続サービス

● 車両の仕様により、インフォテインメン
トシステムのネットワークデバイスを介
してインターネットにアクセスすること
で、特定の機能または BYD のサービスを
利用することができます。

● BYD は他の当事者が提供するこのような
サービスについて一切の責任を負いませ
ん。

● このような場合、データ使用に関する情
報は、関連するオンラインサービスプロ
バイダーにお問い合わせください。

カメラ映像の記録/周辺区域の監視

● 車両には、複数のカメラ/センサーが搭載
されています。

● 一部の機能は、車両の進路を感知して評
価する必要があるため、車両周辺のもの
（障害物など）を感知するカメラにより行
われます。

● オペレーティングシステムが必要とする
更なる分析を行うため、映像は関連する
制御モジュールに送信されます。

● 一部の映像はランダムアクセスメモリ
（RAM）でのみ処理され、その他の映像は
車両の装備に応じて保存されることがあ
ります。
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● 車両は、周囲の撮影に用いられる室外向
きカメラ（OFC）を搭載していることが
あります（ドライブレコーダー）。

● 車内の撮影に用いられる室内向きカメラ
（IFC）を搭載することができます。

● 2 種類の映像はすべて車内に保存されま
す。

● カメラを起動させる場合、ドライバーは
居住地の法的要件を確認する責任があり
ます。

● OFC または IFC を起動させる前に、関連
する法的要件を確認してください（国に
よっては、IFC の使用許可を得る必要が
あり、ドライブレコーダーに利用される
OFC を厳しく制限する国もあります）。

● 搭載される可能性のあるカメラの詳細に
ついては、本オーナーズマニュアルの
「BYD アラウンドビューシステム」のセク
ションを参照してください。

車両の第三者への譲渡、およびオフライン
モード

● 車両を売却または譲渡する場合、新しい
所有者はインフォテインメントシステム
を介して設定されたカスタマイズ/ユー
ザー設定のすべてにアクセスできます
（住所リスト、ナビゲーションシステムな
ど）。

お願い

● 車両を廃車や譲渡する場合、お客様
個人のプライバシーを守るため、工
場出荷時の設定に戻すことをおすす
めします。

● 車両をオフラインモードに設定すること
で、車両と BYD データサーバー間の通
信、車両関係データや個人データの処理
を制限することができます。

● PAD  をタッチして Wi-Fi を OFF
にします。

● 次の操作でも、Wi-Fi を OFF にできま
す。コントロールパネル→  →システ
ム設定→ネットワーク→無線 LAN の設
定画面から変更できます。

当局への個人情報開示

● BYD は、法律で許可されている、または
お客様の同意を得た場合にのみ第三者に
対して個人データを開示します。

● ただし、適用される法律に従って、政府
機関は車両からデータを読み出す権限を
付与されることがあります（例えば、事
故究明のために、データをエアバッグコ
ントロールユニットから読み出す）。

● 法律で義務付けられている場合、BYD は
犯罪捜査などの要求に従って、お住まい
の国/地域の政府当局に対してデータを
開示する義務を負う場合があります。

ユーザーのデータ保護の権利

● BYD はお客様のプライバシーを尊重し、
すべてのデータ保護法、特に一般データ
保護規則（GDPR）および適用する現地の
法律を厳しく遵守します。

● これらの法律によって個人データが処理
される際、オーナーは特定の権利を有し
ます。

● データ主体は、情報の通知を受ける権利、
アクセス権、訂正権、削除権（「忘れられ
る権利」）、および個人データの処理に異
議を唱える、または制限する権利（また
は同意を撤回する権利、およびデータの
移植性に対する権利）を有します。

● 場合によっては、これらの権利は制限さ
れることがあります。たとえば、お客様
のデータを処理する法的義務があると表
明できる場合、または情報の提供により、
別の人物に関する個人データが開示され
る場合、もしくは法律によりそれらの情
報の開示が禁止される場合です。
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● 場合によって、同意を撤回されたとして
も、当社は関係データを保持できる場合
があります。

● データ処理やデータ保護、およびお客様
の権利についての詳細については、マル
チメディアシステムで最新版のプライバ
シーポリシーをご覧ください（→システム
設定→更に表示→プライバシーポリシ
ー）。

個人情報およびプライバシー保護

● 当社は個人のプライバシーを尊重し、そ
の保護を重視しています。個人情報の重
要性を深く認識しており、プライバシー
保護の理念を製品設計プロセスに組み込
み、適切な技術的措置を講じる最大限の
努力を払い、お客様の個人情報を保護し
ます。

● 当社はスマートフォンアプリと車載シス
テムを通じて詳細なプライバシーポリシ
ーを提供しています。お客様は以下の場
所からご確認いただけます。

● スマートフォンアプリ：設定→プライバ
シーセンター

● 車両システム：設定→DiLink→システム
→プライバシーポリシー

お願い

● なお、上記の場所は、スマートフォ
ンアプリや車載システムの実際の場
所と若干異なる場合があります。詳
細は実際の場所に準じてください。

● 特に注意が必要なのは、当社が提供する
自動車製品には、当社が開発したもの、
第三者と共同で開発したもの、または第
三者単独で提供する製品やサービスが含
まれる可能性があるため、自動車製品の
特定機能を使用する前に、必ず該当する
機能に対応する利用規約、プライバシー
ポリシー、その他の説明をよくお読みに
なり、その内容を十分にご理解いただき
ますようお願い申し上げます。

● 通常、当社はお客様の個人情報を以下の
方法で収集・処理いたします。詳細は、
お客様の車両に対応するスマートフォン
アプリ、車載システム、または特定の機
能ごとの利用規約、プライバシーポリシ
ー、その他の説明・注意事項を参照して
ください。

個人情報の収集方法について

● データ収集の方法には、能動的収集とバ
ックグラウンド収集が含まれます。当社
は、アプリのプライバシーポリシーおよ
び車載端末のプライバシーポリシーに基
づき、お客様から明確な許可と同意を取
得した場合に限り、関連する情報の処理
を開始します。個人の機密情報を収集す
る前には、明示的なポップアップを通じ
て、ユーザーからの個別同意を得ます。
個人情報の処理目的、処理方法、または
取り扱う個人情報の種類などに変更が生
じた場合、改めて個人の同意を取得しま
す。個人は、簡単な方法で同意を撤回す
ることができます。当社が収集する情報
の量、種類、頻度は、いずれも最小限の
範囲に限定されています。

個人情報の使用方法について

● 当社は、プライバシーポリシーに記載さ
れた目的または法令に基づく監督機関へ
の報告が必要な場合にのみ個人情報を使
用します。個人情報をプライバシーポリ
シーに記載されていない他の目的に使用
する場合、または特定の目的で収集した
情報を他の目的に使用する場合は、事前
にお客様の同意を取得します。

個人情報の共有、移転、開示方法

● 共有：お客様から明確な同意をいただい
た場合、または法令で定められている場
合を除き、当社はいかなる会社、組織、
個人ともお客様の個人情報を共有しませ
ん。また、当社が個人情報の共有先とな
る会社、組織、個人に対しては、当社の
指示、プライバシーポリシー、その他関
連する全ての機密保持および安全対策に
従って個人情報を処理するよう求めてい
ます。

● 移転：お客様が指定する個人情報処理者
への移転を明確に要請した場合、または
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合併、買収、破産清算に関連する場合を
除き、当社はお客様の個人情報をいかな
る会社、組織、個人にも移転しません。
個人情報の移転が行われる場合、当社は
受領者の名称、連絡先、処理目的、処理
方法および個人情報の種類をお客様に開
示し、お客様の個人情報を受領する会社、
組織が関連するプライバシーポリシーを
引き続き遵守するよう求め、また必要に
応じて当該会社、組織が改めてお客様か
らの許可や同意を求めるよう要求しま
す。

● 開示：当社は、お客様の個別の同意を得
た場合、または法律・法的手続き・訴訟・
政府当局の強制的要求がある場合に限
り、個人情報を開示します。

個人情報の保存方法について

● 当社は、製品・サービスの提供目的に必
要な最短期間、または法律で定められた
期間のみ個人情報を保持します。お客様
がご利用になる製品・サービスによって、
個人情報の保存期間は異なる場合があり
ます。

● お客様の個人情報は中国本土に所在する
クラウドサーバーに保存され、お客様の
個別の同意なしに国外へ転送されること
はありません。

未成年者の個人情報の取り扱いについて

● 当社は未成年者の個人情報保護を非常に
重視し、その保護に取り組んでいます。
当社の製品およびサービスは成人向けで
あり、未成年者が保護者または法定後見
人の同意なしに自身のユーザーアカウン
トを作成することはできません。14 歳
未満の未成年者の個人情報を法定後見人
の同意を得て収集する場合、当社は法令
で認められている場合、法定後見人の明
確な同意がある場合、または 14 歳未満の
未成年者の正当な権益を保護するために
必要な場合にのみ、このデータを使用し
ます。
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02 メータークラスター

コンビネーションメーター................44



コンビネーションメ
ーター

コンビネーションメーター
イメージ

1 方位

2 時間

3 運転モード

4 スピードメーター

5 シフトポジション

6 パワーモード

7 外気温度

8 オドメーター

9 パワーメーター

10 走行可能距離

11 燃料残量計

12 バッテリー残量

お願い

上記はイメージ図であり、参考用です。

メーター表示灯

表示灯/警告灯の標識

方向指示表示灯 ポジションランプ表示灯

44



給電表示灯 ナビゲーションパイロット表示灯
*

ヒルディセントコントロール表示
灯 自動緊急ブレーキ表示灯*

オートビークルホールド表示灯 OK 表示灯

ECO モード表示灯 ロービーム表示灯

SPORT モード表示灯
アダプティブクルーズコントロー

ル表示灯*

NORMAL モード表示灯
ブラインドスポットインフォメー

ション表示灯*

EV モード表示灯 HEV モード表示灯

ハイビームアシスト表示灯* ハイビーム表示灯

燃料レベル低下警告灯 アダプティブクルーズコントロー
ル故障表示灯*

自動緊急ブレーキ故障警告灯* スノーモード表示灯

リアフォグランプ表示灯 ヘッドライト故障警告灯

ESC 故障警告灯 ESC OFF 警告灯
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タイヤ空気圧故障警告灯 リモートキーシステム警告灯

マスターウォーニング表示灯 パワーバッテリー残量低下警告灯

ABS 故障警告灯 駆動パワー制限表示灯

エンジン故障表示灯 オイルライフインフォメーション
表示灯*

ヒルディセントコントロール故障
警告灯* DMS セルフチェック故障警告灯

CPD 故障警告灯 ドア状態表示灯*

シートベルト非着用警告灯 電動パーキングブレーキ表示灯

充電接続表示灯 SRS 故障警告灯

パーキングシステム故障警告灯 パワートレイン故障警告灯

パワーバッテリー故障警告灯 パワーバッテリー過熱警告灯

モーター過熱警告灯 けん引モード表示灯

ステアリングシステム故障警告灯 モーター冷却水オーバーヒート警
告灯

交通標識認識システム表示灯 オイル圧力低下警告灯
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モーター故障警告灯* 低電圧給電システム故障警告灯

エンジン冷却水オーバーヒート表
示灯

コンビネーションメーター故障/警告灯説明

リモートキーシステム警告灯

● リモートキーが車内にない状態で「スタ
ート/ストップ」ボタンを押すと、警告灯
が数秒間点灯すると同時にスピーカーか
ら音が 1 回鳴り、ディスプレイに「キー
検出不可。車内にキーがあるか確認して
ください」と表示されます。

● リモートキーを所持した状態で「スター
ト/ストップ」ボタンを押すと、警告灯は
点灯せずに車両が始動します。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押したと
きに警告灯が点滅している場合は、キー
のバッテリー残量が少ないことを表しま
す。

ABS 故障警告灯

● 車両の電源ポジション「ON」時に警告灯
が点灯します。ABS が正常に作動してい
るときは、数秒後に消灯します。システ
ムに故障などが発生したときは、故障が
解消されるまで警告灯が再度点灯しま
す。

● ABS 故障警告灯が点灯（パーキングシス
テム故障警告灯は消灯）している場合は、
ABS は作動していませんが、パーキング
ブレーキは正常に作動します。

● ABS 故障警告灯が点灯（パーキングシス
テム故障警告灯は消灯）している場合は、
ABS が作動しないため、急ブレーキや滑
りやすい路面でブレーキを踏むと、ホイ
ールがロックします。

● 下記状況のいずれかが発生した場合は、
警告灯システムで監視している対象部品
が故障していることを表します。早めに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、車両の点検を依頼
してください。

● 電源ポジションが「ON」のときに警告
灯が点灯しない、または点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯する。

お願い

● 作動中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

● ABS 故障警告灯とパーキングシス
テム故障警告灯が同時に点灯した場
合は、ただちに安全な場所に停車し、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡してくださ
い。このようなときは、ブレーキを
かけても ABS が機能せず、車両姿勢
も極めて不安定な状態になります。

● ABS 故障警告灯とパーキングシステム故
障警告灯が同時に点灯し、かつ EPB が完
全に解除された場合は、前後タイヤの制
動力配分システムも効かなくなったこと
を表します。

タイヤ空気圧故障警告灯

● 車両の電源ポジション「ON」時に警告灯
が点灯します。タイヤ空気圧モニタリン
グシステムが正常に作動しているとき
は、数秒後に消灯します。システムに故
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障が発生したときは、警告灯が再度点灯
します。

● タイヤ空気圧故障警告灯が点灯または点
滅すると同時に、コンビネーションメー
ターに「チェック TPMS」と表示され、
タイヤ空気圧表示画面の数値部に「---」
が表示された場合は、タイヤ空気圧モニ
タリングシステムが故障しています。

● タイヤ空気圧故障警告灯が高速で点滅す
ると同時にコンビネーションメーター内
のインフォメーションディスプレイに表
示されるタイヤ空気圧表示画面の数値表
示部の一部が赤くなった場合は、該当タ
イヤに急激な空気圧の減少があります。

● タイヤ空気圧故障警告灯が常時点灯する
と同時に、コンビネーションメーター内
のインフォメーションディスプレイに表
示されるタイヤ空気圧表示画面の数値表
示部の一部が黄色になっている場合は、
該当タイヤの空気圧が少ない状態を表し
ます。

上記のいずれかが発生した場合は、早めに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡し、点検をしてください。

ESC 故障警告灯

● 車両の電源ポジション「ON」時に警告灯
が点灯します。ESC システムが正常に作
動しているときは、数秒後に消灯します。
システムに故障が発生したときは、故障
が解消されるまで警告灯が再度点灯しま
す。

● 走行中に ESC 故障警告灯が点滅してい
る場合は、ESC システムが作動している
ことを表します。

● ESC 故障警告灯が点灯（ABS 故障警告灯、
パーキングシステム故障警告灯は消灯）
している場合は、ESC の車両安定性制御
が無効になりますが、ABS およびブレー
キシステムは正常に作動します。

● ESC 故障警告灯が点灯（ABS 故障警告灯、
パーキングシステム故障警告灯は消灯）

している場合は、横滑り防止装置が作動
しないため、急ハンドルや前方障害物の
緊急回避時に、車両姿勢が極めて不安定
な状態になります。

● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。早めに BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡し、点検をしてください。

● 電源ポジションが「ON」のときに警告
灯が点灯しない、または点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯し続ける。

● 走行中に故障警告灯が点滅している場
合は、システムが作動していることを
表します。

お願い

● 作動中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

● ABS 故障警告灯、パーキングシステ
ム故障警告灯、ESC 故障警告灯が同
時に点灯した場合、ただちに安全な
場所に停車して BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。このとき、ブレ
ーキを掛けると車両姿勢が極めて不
安定な状態になり、ABS も機能しま
せん。

ESC OFF 警告灯

● ESC OFF を操作すると、ESC OFF 警告灯
が点灯し横滑り防止装置が機能しなくな
ります。再度 ESC OFF を操作すると、
ESC OFF 警告灯が消灯し、横滑り防止装
置が機能します。
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注意

● ESC OFF 警告灯が点灯した場合は、
急ハンドルや突然の障害物を緊急回
避する時などに注意し、低速で走行
してください。このようなときは、
ブレーキをかけても ESC システム
が機能せず車両姿勢が不安定になり
ます。

マスターウォーニング表示灯

表示灯が点灯している場合は、注意が必要
であることを表します。また、インフォメ
ーション表示部に故障や警告のメッセージ
が表示されます。

ヘッドライト故障警告灯

警告灯が黄色く点灯している場合は、ヘッ
ドライトが故障していることを表します。
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場で点検してください。

駆動パワー制限警告灯

車両のパワーが制限された場合に点灯しま
す。早めに BYD 指定サービス工場に連絡し
てください。

エンジン故障表示灯

● 電源ポジションが ON にある場合、この
故障表示灯はセルフチェック中に常時点
灯します。それ以外の状況で点灯した場
合、車両全体のいずれかの制御システム
に故障が発生している可能性がありま
す。車両の性能に異常が見られない場合
であっても、このような状態で運転を続
けると、車両に重大な損傷を与える可能
性があります。

● セルフチェック時以外でこの指示灯が点
灯した場合は、車両を安全に路肩に停車
させ、電源を「OFF」に切り替え、再度

「OK」に戻してエンジンを始動し、この
警告灯を確認してください。この警告灯
が依然として点灯している場合は、でき
るだけ早く BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で車両を点検して
ください。BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場が故障を確認する
までは、アクセルを全開にしたり高速で
走行したりせず、慎重に運転してくださ
い。

● この故障指示灯が頻繁に点灯する場合
や、上記の手順に従って処理した後でも
消灯しない場合は、早めに BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場で
車両を点検してください。

注意

● 排出ガス異常表示灯が点灯した後も
運転を続けると、排出ガス浄化シス
テムまたはエンジンを損傷するおそ
れがあります。

燃料レベル低下警告灯

この警告灯は燃料計にあります。この警告
灯が点灯している場合は、燃料タンク内の
燃料が少なくなっていることを表してお
り、燃料がなくなる前に、速やかに給油す
る必要があります。斜面やカーブでは、燃
料タンク内の燃料が揺れ、燃料レベル低下
警告灯が通常より早く点灯する場合があり
ます。

パーキングシステム故障警告灯

● ブレーキフルード量が低下している、ま
たはブレーキシステムに故障があると
き、この警告灯が点灯します。

● 下記のいずれかが発生した場合は、ただ
ちに安全な場所に停車し、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。
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● 車両の電源ポジションが「ON」の状態
で、ブレーキフルード量が低いときに
警告灯が点灯します。

お願い

● ブレーキフルード量が低下している
状態での運転は非常に危険なため、
運転を止めてください。

● モーター作動中、ブレーキフルード量
に問題がなく、かつ電動パーキングブ
レーキシステムが正常に動作している
（電動パーキングブレーキスイッチを
作動させたり、解除したりすることが
でき、「電動パーキングブレーキシステ
ムを点検してください」というメッセ
ージが出ていない）場合、この故障警
告灯は常時点灯します。

● パーキングシステム故障警告灯と ABS
故障警告灯は同時に点灯します。

お願い

● 作動中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

シートベルト非着用警告灯

電源ポジション「ON」で、いずれかのシー
トベルトが未着用の場合に点灯します。シ
ートベルトを着用するまで点灯し続けま
す。

低電圧給電システム故障警告灯

● 充電時は、充電システムの故障を知らせ
ます。

● 給電時は、給電システムの故障を知らせ
ます。

● 充電または給電時以外は、DC モジュール
およびバッテリーモジュールの作動状態
を知らせます。

● 運転中に警告灯が点灯している場合は、
DC システムまたはバッテリーシステム
に不具合があることを表します。エアコ
ンやファンをオフにして、最寄りの BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場で修理してください。

エアバッグ故障警告灯

● 電源ポジションを「ON」にしたとき点灯
します。エアバッグシステムが正常に作
動している場合は、数秒後に消灯します。
エアバッグ ECU、衝突センサー、インフ
レーター、警告灯、結線および電源をモ
ニタリングしています。

● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、点検をしてくださ
い。

● 電源ポジションが「ON」のときに警告
灯が点灯しない、または点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯する。

モーター冷却水オーバーヒート警
告灯

この警告灯が点灯している場合、モーター
冷却水の温度が高すぎることを表していま
す。駐車して車両を冷却してください。

ステアリングシステム故障警告灯

● ステアリングシステム警告灯が常時点灯
している場合は、ステアリングシステム
が故障しているため、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場で点検
してください。
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お願い

● ステアリングシステムは、モーター
によりステアリングホイールを回す
力を軽減するものです。

● ステアリングホイールを回すとき、
モーターの動作音（「ぶんぶん」のよ
うな音）が聞こえることがあります
が、故障ではありません。

● ステアリングホイールを 5 秒以上
全切り（限界位置を保持）のままに
しないでください。5 秒を超える
と、過熱保護機能が作動し、操舵力
が重くなる、または損傷します。

● 長時間頻繁に据え切りをした場合、ステ
アリングシステム故障警告灯が点灯して
いないのに操舵が重く感じられることが
ありますが、故障ではありません。

● 長時間頻繁に据え切りした場合、ステ
アリングシステムの過熱を防ぐため、
アシスト力が低下して操舵が重く感じ
られることがあります。このようなと
きは、頻繁なハンドル操作を避ける、
または停車してください。システム
は、10 分以内に正常な状態に戻ります。

警告

● ステアリングシステム故障警告灯が
点灯している場合は、ただちに安全
な場所に停車し、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

パワートレイン故障警告灯

● パワートレインが故障した場合に点灯し
ます。

● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、点検をしてくださ
い。

● 電源ポジションを「ON」にしたとき、
警告灯が点灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯する。

注意

● 作動中に警告灯がしばらく点灯する
ことがありますが、異常ではありま
せん。

● 警告灯が点灯している場合は、可能
な限り運転しないでください。速や
かに BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡し、点
検および異常の確認を依頼してくだ
さい。

パワーバッテリー過熱警告灯

● 警告灯が点灯している場合は、パワーバ
ッテリーの温度が高すぎることを表しま
す。車両を止めてパワーバッテリーの温
度を下げてください。パワーバッテリー
過熱警告灯が点滅しているときは、ただ
ちに停車し、速やかに車両から離れてく
ださい。

● 下記の条件で走行した場合、パワーバッ
テリーが過熱することがあります。

● 炎天下や長時間・長距離で上り坂を走
行したとき。

● 長時間にわたり発進・停止、急加速・
急ブレーキを頻繁に繰り返す交通状
況、または長時間連続で走行するとき。

パワーバッテリー故障警告灯

● 車両の電源ポジションを「ON」にしたと
きに点灯します。パワーバッテリーシス
テムが正常に作動している場合は、数秒
後に消灯します。システムの故障がある
ときは、警告灯が再度点灯します。ただ
ちに BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡し、点検をしてく
ださい。
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● 下記のいずれかが発生した場合は、警告
灯システムで監視している対象部品が故
障していることを表します。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡し、点検を依頼してく
ださい。

● 電源ポジション「ON」時に警告灯が点
灯し続ける。

● 運転中に警告灯が点灯し続ける、また
は時々点灯する。

モーター過熱警告灯

警告灯が点灯している場合、モーターの温
度が高すぎることを表します。車両を停車
し温度を下げてください。

油圧低下警告灯

● エンジンオイル圧力が低下した時、この
警告灯が点灯します。

● 走行中に、この警告灯が点滅または点灯
し続ける場合は、車両を安全な場所に停
車し、P レンジに入れて電源を「OFF」
にしてください。このような場合は、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡してください。

注意

● 警告灯が点灯している状態では、た
とえ短い距離であっても運転しない
でください。そうしないとエンジン
が損傷するおそれがあります。

● この警告灯は、エンジンがアイドリ
ング状態のときに時々点滅したり、
緊急ブレーキの後で短く点灯する場
合があります。エンジンの回転数が
徐々に上がる過程で消灯した場合、
油圧は正常で問題ありません。

交通標識認識システム表示灯*

表示灯が点灯している場合は、システムが
現在走行中の道路の制限速度を認識してい
ます。

自動緊急ブレーキ表示灯*（赤）

表示灯が点灯または点滅している場合は、
先行車の距離に注意しつつ、衝突を避ける
ために適切な車間距離を保ってください。

ドア状態表示灯

ドア、テールゲートまたはボンネットが閉
まっていない場合、ドア状態表示灯とそれ
に関連する情報が表示されます。速度が一
定値を超えると、「ドア、テールゲートまた
はボンネットが閉まっていません」という
文字が表示されます。
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ドアとキー

キー

キーには、リモートキー、メカニカルキー
（リモートキー内）、Bluetooth キー、NFC
デジタルキーおよび NFC カードキーがあり
ます*。
リモートキー

リモートキー：リモートキーを携帯した状
態で運転席側ドアハンドルのマイクロスイ
ッチを押すと、すべてのドアの施錠/解錠が
できます。リモートキーでは、リモート施
錠/解錠に加えて、ワンタッチ起動、リモー
トテールゲートコントロール、インテリジ
ェントエントリー、電池レスモードで起動、
リモート車両検索、リモートテールゲート、
バッテリー低残量アラートなどの機能があ
ります。

リモートキーを携帯した状態で左/右フロン
トドアハンドルのマイクロスイッチを押す
と、すべてのドアの施錠/解錠ができます。
リモートキーのボタン操作では、ドアの施
錠/解錠に加えて、テールゲートを開いたり、
リモートスタートなどができます。

型番：D0-92/D1-92
動作電源：ボタン電池

電池型番：CR2032
公称電圧：3V
作動電圧：2.9V～3.3V

通常作動電流：8mA（公称電流）

低周波共振周波数：125KHZ
キー作動周波数：315MHz
FCC ID：2A5DH-DAEA-92

本デバイスは、有害な妨害から保護する対
象外であり、また、正規認証を取得してい
るシステムに妨害を与えることはありませ
ん。

警告

  ボタン電池に関する警告

● リモートキーの中に入っているボタ
ン電池は危険なため、電池の種類を
問わずお子様の手の届かないところ
に置いてください。

● ボタン電池を誤って飲み込んだり身
体の一部に電池が入ったりした場合
は、2 時間以内に重傷または致命傷
を引き起こすおそれがあります。

● ボタン電池を誤って飲み込んだ、ま
たは身体の一部に入ったと疑われる
場合は、ただちに医師の手当てを受
けてください。

①「ロック」ボタン

②「アンロック」ボタン

③「テールゲートオープン」ボタン

④「スタート/ストップ」ボタン

⑤表示灯
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注意

● リモートキーは電子部品です。リモ
ートキーの破損を防ぐため次の説明
に従ってください。

● リモートキーをインストルメント
パネルなどの温度が高いところに
置かないでください。

● リモートキーを勝手に分解しない
でください。

● リモートキーで他のものを強く叩
いたり、キーを落としたりしない
でください。

● リモートキーを水に浸けたり、超
音波洗浄機で洗浄しないでくださ
い。

● リモートキーを携帯電話などの電
磁波が発生する装置と一緒に置か
ないでください。

● リモートキーに電磁波を遮断する
ものを付けないでください（例：
金属シール）。

● 同一の車両にエマージェンシーキ
ーを登録することができます。詳
細な説明については、BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● リモートキーの作動範囲内でドア操
作ができない、またはキーの表示灯
が暗く点灯しない場合：

注意

● 近くにリモートキーの動作を干渉
するラジオ局や航空無線発信機が
ないかを確認してください。

● リモートキーの電池が切れている
可能性があります。リモートキー
の電池を点検してください。電池
の交換が必要な場合は、BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場に連絡してください。

● リモートキーを紛失した場合は、車
の盗難事故や予期せぬ事故がないよ
うにできるだけ早く BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工
場に連絡するようおすすめします。

● 送信周波数の変更、送信電力の増加
（送信周波数アンプの追加を含む）、
アンテナの外付けや他の送信アンテ
ナの流用をしないでください。

● 使用時に、合法的な様々な無線通信
業務に干渉がないようにしてくださ
い。干渉が見つかった場合は、ただ
ちに使用を停止し、干渉の解消措置
を取ってから使用するようにしてく
ださい。

● 小電力無線機を使用する場合は、さ
まざまな無線通信業務の干渉、また
は産業用、研究用および医療用設備
の放射干渉を避けてください。

● 飛行機や空港の近くで使わないでく
ださい。

● 電磁波による電子機器への影響があ
るため、植え込み型心臓ペースメー
カーまたは植え込み型除細動器を使
用されている方は、スマートエント
リー＆スタートシステムのアンテナ
から遠く離れてください。

● 植え込み型心臓ペースメーカーおよ
び植え込み型除細動器、またはそれ
以外の医療電子機器を使用されてい
る方は、電磁波がそうした機器にお
よぼす影響を製造メーカーに確認し
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注意

てください。電磁波は、そのような
医療機器の使用に予測できない悪影
響をおよぼすおそれがあります。

メカニカルキー

メカニカルキー（リモートキー内蔵）で運
転席側ドアの解錠/施錠ができます。使わな
いときは、メカニカルキーをリモートキー
に確実に格納してください。

メカニカルキーの取り出し

● リモートキーに格納されているメカニカ
ルキーを使用する場合は、図のようにロ
ック解除バックルを矢印①の方向に引
き、矢印②の方向に押してリモートキー
の裏蓋を外すと、メカニカルキーを取り
外すことができます。

● メカニカルキーを使用した後は、矢印②
の反対方向にメカニカルキーを挿し込ん
でリモートキー本体後部の蓋を閉めてく
ださい。

スマートフォン用 Bluetooth キー*
スマートフォン用 Bluetooth キーは、近距
離にあるスマートフォンの Bluetooth を通
じて車両に接続し、ドアの施錠/解錠などが
できます。

● アプリストアで BYD APP の最新バージ
ョンをダウンロードしてインストールし
てください。このアプリには、スマート

フォン用 Bluetooth キー機能を集約して
います。

● スマートフォン用 Bluetooth キーの装備
がある車両で Bluetooth キーを設定する
には、車のそばで以下の操作手順を実行
してください。

● BYD アプリケーションを開きます。

● スマートフォンの Bluetooth を ON に
します。

● 該当の車種を選択します。

● 愛車ページの「Bluetooth キー設定ボタ
ン」をタッチし、Bluetooth キーを有効
にします。

● スマートフォン用 Bluetooth キーを ON
にして車両に近づきアプリを開くと、ア
プリがスマートフォン用 Bluetooth キー
に自動で接続します。また、スマートフ
ォン用 Bluetooth キーを手動で接続する
こともできます。Bluetooth 接続が成功
すると、スマートフォン用 Bluetooth キ
ーを使用できるようになります。

● スマートフォン用 Bluetooth キーで対応
可能な機能は、車両の構成によって異な
ります。スマートフォン用 Bluetooth キ
ー機能はスマートフォンのモバイルネッ
トワークの状態に依存せず、Bluetooth
接続を介して車両側に制御コマンドを送
信します。

● 車両の連携を解除した場合、またはクラ
ウドサービスを解約した場合、Bluetooth
キーは削除されます。

注意

● スマートフォン用 Bluetooth キー
を有効にする前に、車両ネットワー
ク信号が良好であることを確認して
ください。有効にできなかった場合
はネットワークが良好な場所に車両
を移動し、アプリでスマートフォン
用 Bluetooth キーを再度有効にし
てください。
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注意

● スマートフォン用 Bluetooth キー
のロック解除後すぐに車両を操作し
ない場合、ドアが自動的に施錠され
ます。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
が複数回接続に失敗する、または複
数回操作に失敗した場合は、システ
ムの Bluetooth を OFF にしてから
再度 ON にするか、アプリを再起動
してください。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
の使用可能距離は、車両環境とスマ
ートフォンの性能により制限されま
す。車両が密集している場合は、使
用可能距離が短くなることがありま
す。

● スマートフォン用 Bluetooth キー
を使用するには、スマートフォンの
Bluetooth と位置情報サービスを
ON にしてください。使用中に問題
が発生した場合は、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
にお問い合わせください。

NFC カードキー

NFC カードキーは、NFC 通信規格に基づい
たキーです。車両の施錠/解錠および車両の
始動ができます。

● NFC カードを運転席側ドアミラーにある
NFC マークの感知エリアに近づけると、
車両を解錠/施錠できます。

注意

● NFC カードは電子機器です。NFC
カードが機能しなくなったり、破損
したりしないように、次の説明に従
ってください。

● NFC カードを車載ワイヤレス充電
エリアに置かないでください

注意

（（174 ページ）を参照してくださ
い）。

● NFC カードを使用するときは、電
磁波を遮断するもの（金属シール、
携帯電話の金属製バックカバーな
ど）の影響を避けてください。

● NFC カードをインストルメントパ
ネルなどの高温部に置かないでく
ださい。

● NFC カードを強く曲げないでくだ
さい。

● NFC カードキーを他の固いものと
一緒に置かないでください。

● 安全のために適切な場所で保管して
ください。紛失した場合は、すぐに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場で紛失手続きを行
い、カードを再設定してください。

NFC デジタルキー

NFC デジタルキーについて

NFC デジタルキーは、BYD が提供するデジ
タルキー機能です。ドライバーは自分のス
マートフォンやウェアラブルデバイスを車
両のキーとして登録し、安全かつ便利に車
両の施錠/解錠、および始動を行うことがで
きます。

● NFC デジタルキーを使用するには、次の
条件を満たす必要があります。各条件を
確認してから有効化操作を行ってくださ
い。

● 車両の BYD クラウドサービスが有効に
なっている。

● 車両に NFC デジタルキー機能が装備さ
れ、対応している。

● スマートフォンまたはウェアラブルデ
バイスが、BYD NFC デジタルキー機能
に対応している（対応しているデバイ
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スモデルについては、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場にお
問い合わせください）。

スマートフォンの NFC デジタルキーを有効
にする

BYD APP でキーを有効化することができま
す。有効にする場合は、有効な物理キーを
使用して車両に乗り込み、車両を始動して
「P」レンジにします。

アプリストアから BYD APP をダウンロード
し、登録してログインします。「デジタルキ
ー」をタッチし、画面に従って有効にしま
す。

ウェアラブルデバイスの NFC デジタルキー
を有効にする

ウェアラブルデバイスは Apple Watch に対
応しています（その他のウェアラブルデバ
イスについては、BYD 正規ディーラーまて
は BYD 指定サービス工場にお問い合わせく
ださい）。以下のいずれかの方法で有効化
できます。

● iPhone 有効化後に Apple Watch と同期

● iPhone の NFC デジタルキーを有効化
する前に、Apple Watch を装着して、
ロックを解除してください。iPhone
の NFC デジタルキーを有効化した後、
近くにある同期した Apple Watch にデ
ジタルキーを追加する画面が表示され
るため、画面に従い有効化してくださ
い。

● Watch App で有効化

● iPhone の NFC デジタルキーが有効化
されていて、Apple Watch に同期され
ていない場合に行います。iPhone の
Watch App を開いて「ウォレット」を
選択し、対応するキーを見つけて「追
加」をタッチし、画面に従って有効化
します。

NFC デジタルキーの使用

使用する場合、NFC 機能スイッチを ON に
し、以下の説明に従って使用してください。

● NFC デジタルキーを有効化したスマート
フォンまたはウェアラブルデバイスを携
帯し、デバイスの NFC 感知エリアを運転
席ドアミラーの NFC マークに近づける
と、車両を施錠/解錠できます（NFC 感知
エリアの詳細については、デバイスの提
供者にお問い合わせください）。

NFC デジタルキーの削除

以下のいずれかの方法で NFC デジタルキー
を削除することができます。

● BYD APP で削除

● BYD APP を開き、デジタルキー管理画
面に進んで、削除するデジタルキーを
タッチし、パスワードを入力すると完
了します。

● 車両のマルチメディア設定項目で削除

● 物理キーを携帯して車内に入り、車両
のマルチメディア端末で車両設定→ド
ア、ウィンドウ、ロック→デジタルキー
管理のページに進み、削除するデジタ
ルキーをタッチした後、説明に従って
削除します。

● スマートフォンのウォレットアプリで削
除

● スマートフォンのウォレットアプリを
開き、削除するデジタルキーを選択し、
画面に従って削除します。

ドアの施錠/解錠

メカニカルキーでの施錠/解錠

メカニカルキーを鍵穴に挿し込んで回しま
す。

● 反時計方向にメカニカルキーを回すと、
ドアが解錠します。

● 時計回りにメカニカルキーを回すと、ド
アが施錠します。
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ノブ操作でドアを開ける

● 解錠している場合は、ノブを 1 回引くと
車内からドアが開けられます。

● 施錠している状態でドアを開ける場合
は、2 回連続でノブを引きます。

注意

● 冬季の厳寒環境下では、低温により
ドアを閉めることが難しくなる場合
があります。このような状況では、
ドアが完全に閉まるまで手で押し続
け、閉まったら押すのをやめてくだ
さい。

● 極めて低温の条件下では、まずエア
コンの暖房を一定時間作動させてか
ら、上記の方法でドアを閉めてくだ
さい。

リモートキー操作での施錠/解錠

● ワイヤレスリモートコントロール機能
は、作動範囲内であればすべてのドアの
解錠や施錠、付加機能が操作できます。

● 登録済みのリモートキーを携帯し、作動
範囲内でリモートキーのボタンを押す
と、すべてのドアの施錠/解錠ができま
す。

施錠：

● 車両の電源ポジションを「OFF」にした
場合：

● 車両の電源ポジションが「OFF」で、す
べてのドアおよびボンネットが閉まっ
ているときに「ロック」ボタンを押す
と、すべてのドアが同時に施錠されま
す。同時に、ドアミラーが格納され（ド
アミラー「自動」でスイッチ「ON」の
場合）、ターンシグナルランプが 1 回点
滅します。作動後は、すべてのドアが
確実に施錠されていることを確認して
ください。

● ドア、ボンネット、またはテールゲー
トが開いている場合、「ロック」ボタン
を押すと、ターンシグナルランプは点
滅せずにホーンが 1 回鳴ります。

● 車両の電源ポジションを「ON」にした場
合：

● 車両の電源ポジションが「OFF」で、す
べてのドアおよびボンネットが閉まっ
ているときに「ロック」ボタンを押す
と、すべてのドアが同時に施錠されま
す。車両の電源ポジションを「OFF」に
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していないときはドアミラーが格納さ
れず、ターンシグナルランプも点滅せ
ず、約 2.5 秒後にホーンが 1 回鳴りま
す。

解錠：

● 「アンロック」ボタンを押すと、すべのド
アが同時に解錠されて、ターンシグナル
ランプが 2 回点滅します。

● 任意の電源ポジションにおいて、「ロッ
ク」または「アンロック」ボタンの操作
でドアを施錠/解錠できます。

● リモートキーを操作してすべてのドアを
同時に解錠した場合、ドアが開いていな
くても「DOOR」スイッチをＯＮにする
と、ルームランプが 15 秒間点灯してから
消灯します（ドライバーは、マルチメデ
ィアディスプレイのトップ画面のステー
タスバーをドロップダウンし、「ショート
カット」画面で「DOOR」スイッチの ON
または OFF を操作することができま
す）。

● イモビライザーが作動している状態で、
リモートキーを使って解錠したときは、
30 秒以内にドアを開けてください。そ
うしないと、すべてのドアが自動的に施
錠されます。

● 「ロック」または「アンロック」ボタンを
押し続けても、施錠または解錠すること
はできません。ボタンから指を離し、再
度「ロック」または「アンロック」ボタ
ンを押してください。

● 施錠した状態でリモートキーを車内に置
いたままテールゲートを閉めると、閉じ
込め防止機能が作動し、自動でドアを解
錠してターンシグナルランプを 2 回点滅
させます。

リモートキー操作によるウィンドウガラス
の開/閉*

● 車両の電源ポジションを「OFF」にした
場合：

● リモートキーの施錠ボタンを長押しす
ると、すべてのドアガラスを自動で閉
じることができます。

● リモートキーの解錠ボタンを長押しす
ると、すべてのドアガラスを自動で開
けることができます。

● ドライバーはコントロールパネル→設定
 →ドアと窓→ウインドウ設定画面から

前述の機能を ON/OFF することができま
す。システムのデフォルト設定では、ウ
ィンドウガラス開機能は ON、閉機能は
OFF になっています。

警告

● リモコン操作でウィンドウガラスを
閉じる際は、ウィンドウガラスに乗
員の身体が挟まれるおそれがないこ
とを確認してから操作してくださ
い。

マイクロスイッチ操作での施錠/解錠

施錠

● 車両の電源ポジションを「OFF」にした
場合：

● ドアを施錠していない状態でリモート
キーを携帯し、運転席側ドアハンドル
のマイクロスイッチを押すと、すべて
のドアが施錠されます。同時に、ドア
ミラーが格納され（ドアミラー「自動」
でスイッチ「ON」の場合）、ターンシ
グナルランプが 1 回点滅します。作動
後は、すべてのドアが確実に施錠され
ていることを確認してください。
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● ドア、ボンネット、テールゲートのい
ずれかが開いている状態でも、マイク
ロスイッチ操作で閉まっているドアを
施錠することができます。ただし、タ
ーンシグナルランプは点滅せずにホー
ンが 1 回鳴ります。

● 車両の電源ポジションを「ON」にした場
合：

● すべてのドアおよびボンネットが閉ま
っている状態でリモートキーを携帯
し、運転席側ドアハンドルのマイクロ
スイッチを押すと、すべてのドアが同
時に施錠できます。このとき、ドアミ
ラーは格納されず、ターンシグナルラ
ンプは点滅せずにホーンが 1 回鳴りま
す。

解錠

● イモビライザーが作動している状態でリ
モートキーを携帯し、作動範囲内で運転
席側ドアハンドルのマイクロスイッチを
押すと、すべてのドアが同時に解錠され
ます。このとき、ターンシグナルランプ
が 2 回点滅します。

● イモビライザーが作動している状態で、
リモートキーを使用して解錠した場合
は、30 秒以内にドアを開けてください。
そうしないと、すべてのドアが自動で再
度施錠されます。

● 以下の場合は、マイクロスイッチを押し
ても施錠/解錠はできません。

● ドア開閉時に、マイクロスイッチを押
したとき。

● リモートキーが車内に置いてあると
き。

お願い

● リモートキーがアウトドアハンド
ル、またはウィンドウに近すぎる場
合は、この機能が有効にならず操作
ができないことがあります。

マイクロスイッチ操作によるウィンドウガ
ラスの開/閉

● 車両の電源ポジションが「OFF」で、リ
モートキーを携帯したまま運転席側ドア
ハンドルのマイクロスイッチを長押しす
ると、すべてのウィンドウガラスの自動
開閉ができます。

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →ドアと窓→ウィンドウからウィンド

ウの設定画面に入り、マイクロスイッチ
長押しによる施錠/解錠およびウィンド
ウガラス開閉機能の施錠/解錠の設定が
できます。

NFC デジタルキーの施錠/解錠*
施錠：

● 車両の電源ポジションを「OFF」にした
場合：

● ドアを閉め、施錠していない状態で
NFC デジタルキーを運転席側ドアミラ
ーの感知エリアにかざすと、すべての
ドアが同時に施錠します。この時、ド
アミラーは折り畳まれ（ドアミラーの
「自動」スイッチが ON の場合）、ター
ンシグナルランプが 1 回点滅します。
全てのドアが確実にロックされている
か確認してください。

● ドア、ボンネット、テールゲートのいず
れかが開いている状態でも、NFC デジタ
ルキーで閉まっているドアを施錠するこ
とができます。ただし、ターンシグナル
ランプは点滅せずにホーンが 1 回鳴りま
す。

● 車両の電源ポジションを「ON」にした場
合：

● すべてのドアとボンネットを閉じた状
態で NFC デジタルキーを右フロントド
アミラーの感知エリアにかざすと、す
べてのドアが同時に施錠します。この
時、ドアミラーは格納されず、ターン
シグナルランプも点滅せずにホーンが
1 回鳴ります。

61

03
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
操
作



解錠：

● イモビライザーが作動している状態で、
NFC デジタルキーを運転席側ドアミラー
の感知エリアにかざすと、すべてのドア
が同時に解錠し、ターンシグナルランプ
が 2 回点滅します。

● イモビライザーが作動している状態で、
NFC デジタルキーを使って解錠したとき
は、30 秒以内にドアを開けてください。
そうしないと、すべてのドアが自動で再
度施錠されます。

● NFC デジタルキーで解錠した場合、4 分
間は NFC デジタルキーで車両を始動す
ることができます。4 分以上経過する
と、NFC デジタルキーで車両を始動でき
なくなります。この機能は、電源ポジシ
ョンを「OFF」にしたときに解除されま
す。

● NFC デジタルキーでロックを解除後、4
分以内に車両を始動しない場合、この権
限は解除されます。この状態で車両を始
動する必要がある場合、NFC デジタルキ
ーのセンサー部分をドアミラーの NFC
感知エリアに 4 分以内に接触させること
で、ユーザーの始動権限が付与されます。
この権限は「OFF」位置でロック解除さ
れます。

● 以下の場合は、NFC デジタルキーを右フ
ロントドアミラーの感知エリアにかざし
ても、施錠/解錠ができません。

● ドアの開閉操作と同時に、NFC デジタ
ルキーを運転席側ドアミラーの感知エ
リアにかざしたとき。

注意

● キーレス操作権限の有効時間は最大
4 分間です。

● 一部のスマートフォンモデルでは、
電源 OFF 状態での使用には対応し
ていません。

注意

● スマートフォンの電源を OFF にし
た状態で長時間および高頻度の使用
は避けてください。

テールゲートの施錠/解錠

リモートキーでテールゲートを開/閉する場
合*
リモートキーの「テールゲートオープン」
ボタンを 2 回連続で押すと、テールゲート
が開きます。このとき、ターンシグナルラ
ンプが 2 回点滅します。テールゲート作動
中に「テールゲートオープン」ボタンを 1
回押すと、テールゲートが現在の位置で停
止し、もう一度 2 回連続で押すとテールゲ
ートが反対側に動きます。

車内からテールゲートを開/閉する場合*
● テールゲートが閉まっている状態で運転
席側ドアのスイッチを一回引くと、テー
ルゲートが解錠され設定高さまで作動し
ます（初期設定は最大高さ）。

● 車両の電源が入っていて、テールゲート
が開いている場合、このスイッチを引く
とテールゲートが閉まります。手を離す
とテールゲートは現在の位置で止まりま
す。
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テールゲートオープンスイッチでテールゲ
ートを開ける場合

リモートキーを携帯している、または車両
が解錠されている場合、テールゲートオー
プンスイッチを押すとテールゲートが開き
ます。

お願い

● テールゲート作動中にテールゲート
オープンスイッチを押すと、テール
ゲートが止まります。テールゲート
が止まった状態で再度テールゲート
オープンスイッチを押すと、テール
ゲートが反対側に動きます。

①テールゲートクローズスイッチ*
● テールゲートが開いて止まっている場
合、テールゲートクローズスイッチを押
すと、テールゲートが自動で閉まります。

● テールゲートを閉めている途中に再度テ
ールゲートクローズスイッチを押すと、
テールゲートが現在の位置で止まりま
す。テールゲートが止まった状態で再度

テールゲートクローズスイッチを押す
と、テールゲートが反対側に動きます。

②施錠スイッチ*
● 車両の電源ポジション「OFF」時にテー
ルゲートが開いている場合、リモートキ
ーを携帯したまま施錠スイッチを押す
と、テールゲートが閉まって車両全体が
施錠されると同時にイモビライザーが作
動します。

お願い

● 電動操作でテールゲートを閉める前
に、物的損害がないようにドア、ウ
ィンドウ、サンルーフなどが閉まっ
ていることを確認してください。

車内からのテールゲート緊急解錠

1.テールゲートトリムからテールゲートロ
ックのサービスカバーを外します。

2.レバー①*またはリング②*を引くと、テー
ルゲートが解錠されます。
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お願い

● 車両が停電した場合は、車内からテ
ールゲートの緊急解錠を行ってくだ
さい。

テールゲート開放位置の設定

● 手動または自動でテールゲートを希望の
位置まで開けて維持したまま、テールゲ
ートクローズスイッチを 3 秒以上長押し
します。スピーカーから音が 1 秒間鳴る
と、テールゲート開放位置の設定が完了
します。

● コントロールパネル→設定  →ドアと
窓の設定画面から「テールゲートオープ
ン高さ」でテールゲートの開口位置を設
定できます。

挟み込み防止機能

● 電動操作でテールゲートを閉める途中に
一定以上の力が加わった場合､テールゲ
ートが自動で反対側へ動きます｡

● また、電動操作でテールゲートを開く途
中に一定以上の力が加わると､テールゲ
ートは現在の位置で停止します。

テールゲートのモーターが動かない場合

手動でテールゲートを閉めると、モーター
の機能を復旧させることができます。

起動バッテリーを再接続する場合

電動でテールゲートが作動しないため、手
動でテールゲートを閉めてください。

警告

テールゲートを操作する場合は、下記
の注意事項を守ってください。そうし
ないと、身体の一部が挟まれて生命に
かかわる重大な傷害につながるおそれ
があります。

● 身体の一部で、挟み込み防止機能を
故意に作動させないでください。

● 近くに人がいるときは、安全を確認
してからテールゲートを開閉してく
ださい。

● テールゲートを閉めるときは、指な
どを挟まないように注意してくださ
い。

● テールゲートを開閉するときは、周
りの安全を十分確認してください。

● 発進するときは、テールゲートを確
実に閉めてください。

● テールゲートを開ける前に、付着し
ている雪や氷などを取り除いてくだ
さい。そうしないと、開けたテール
ゲートが突然閉まるおそれがありま
す。

● 電動操作でテールゲートを開閉して
いる途中に、手動でテールゲートを
操作しないでください。

● 風が強いときに開閉すると、風にあ
おられ急に動くことがありますので
特に注意してください。

● テールゲートが閉まり切る直前に挟
まれるものによっては､挟み込み防
止機能が作動しない場合がありま
す。

● テールゲートが最後まで開いていな
い場合、突然閉まるおそれがありま
す。坂道でテールゲートの開閉操作
をするときは、平らな地面より力が
かかるため、テールゲートの思わぬ
開閉に注意してください。また、ト
ランクルームを使用する前に、テー
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警告

ルゲートが最後まで開いて止まって
いることを確認してください。

● 挟まれたものの形状によっては、挟
み込み防止機能が作動しない場合が
あります。指などが挟まれないよう
に注意してください。

集中ドアロックの施錠/解錠

集中ドアロックスイッチでの車両の施錠/解
錠

本章の運転席側スイッチユニットを参照し
てください。

ドアの自動施錠/解錠

● 速度が約 8km/h 超えると、すべてのドア
を自動で施錠します。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押して車
両の電源ポジションを「ON」から
「OFF」にすると、すべてのドアを自動で
解錠します。

すべてのドアを同時に施錠/解錠する

● イモビライザーが作動していない状態で
施錠すると、集中ドアロックの施錠ボタ
ンのバックライトが点灯します。車両を
解錠すると、バックライトが消灯します。

● 集中ドアロックの施錠ボタンを押すと、
すべてのドアが同時に施錠されます。こ
の場合、車外からの解錠操作はできなく
なります。ドアを開けるときは、車内の
ドアノブを 1 回引いてロックが解錠され
てから、もう一度車内のドアノブを引く
とドアを開けることができます。

お願い

● 車両が強い衝突を受けた場合は、す
べてのドアを自動で解錠します。自
動で解錠する判定は、衝撃の強さや
事故のパターンにより決定されま
す。

メカニカルキーでの全ドア緊急施錠

集中ドアロックシステムやリモートキーが
作動しない場合は、メカニカルキーで施錠/
解錠ができます。

施錠：

1. 集中ドアロックが機能しない場合は、メ
カニカルキーで運転席側のドアを施錠し
てください。残りの 3 つのドアは、緊急
施錠ノブを矢印の方向に回して施錠状態
にした後、ドアを閉めてください。これ
により、全ドアが施錠され、外側からは
開けられなくなります。

解錠：

1. 解錠する場合は、メカニカルキーで運転
席側のドアを解錠します。解錠したら車
両に乗り込んでから他のドアのインナー
ドアノブを 2 回連続で引くと解錠されま
す。

お願い

● 緊急施錠時は、メカニカルキーの変
形や折れがないように力を控えてく
ださい。

スマートエントリー＆スタ
ートシステム

リモートキーを使用して、ドアの施錠/解錠
および車両の始動ができます。
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機能を ON にする場合

リモートキーの「ロック/アンロック」ボタ
ンを押すと、ドアの施錠/解錠ができます（詳
細は「リモートキー操作での施錠/解錠/車両
検索」および「マイクロスイッチ操作での
施錠/解錠」を参照してください）。

車両を始動する場合

リモートキーを携帯した状態でブレーキペ
ダルを踏みながら「スタート/ストップ」ボ
タンを押すと、車両を始動できます（詳細
は「使用と運転」の章の「車両の始動」を
参照してください）。

アンテナの搭載位置

①室内用アンテナ

②室外用アンテナ

作動範囲

登録済みのリモートキーが作動範囲内にな
い場合は、スマートエントリー＆スタート
システム機能を使用できません。

①機能が ON になる作動範囲——両側のド
アハンドルおよびテールゲートオープンス
イッチから約 1.2m の範囲内。

②機能が ON になる作動範囲——室内。

他車のリモートキーが、本車両のリモート
キーの近くにある場合は、ドアの解錠時間
が通常より長くなりますが異常ではありま
せん。

お願い

次の場合は、スマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しない場
合があります。

● 近くにテレビ塔、発電所、ラジオ放
送局などの強い電磁波を発生する施
設があるとき。

● リモートキーを、双方向無線電話や
携帯電話などの通信装置と一緒に携
帯しているとき。

● リモートキーが金属に接触したり、
覆われているとき。

● ドアハンドルを素早く操作している
とき。

● リモートキーがドアハンドルに近づ
いたとき。

● 近くにある別の車両の中で、ワイヤ
レスリモートコントロール機能を操
作しているとき。

● バッテリーが切れているとき。

● リモートキーが、高電圧設備または
ノイズが発生する設備の近くにある
とき。

● リモートキーを他車のスマートエン
トリー＆スタートシステムのキー
や、無線電波を発する他の装置と一
緒に携帯しているとき。

● 作動範囲内であっても、一部の場所
（インストルメントパネルの上、グロ
ーブボックスの中、床）では、リモ
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お願い

ートキーが正常に作動しないことが
あります。

● スマートエントリーシステムが正常に作
動せず車両に乗り込めない場合は、リモ
ートキーに内蔵されているメカニカルキ
ーで運転席側ドアの施錠/解錠を操作す
る、またはワイヤレスリモートコントロ
ール機能ですべてのドアの施錠/解錠を
操作できます。

● 「スタート/ストップ」ボタンを押しても
スタート機能が正常に作動しない場合
は、下記の要因が考えられます。

● リモートキーが作動せずコンビネーシ
ョンメーター内のリモートキーシステ
ム警告灯が点灯すると同時に、コンビ
ネーションメーターに「キーのバッテ
リー残量が少なくなっています」とメ
ッセージが表示されたときは、リモー
トキーのバッテリーが切れている可能
性があります。

● 駆動モーターが短時間内に繰り返し起
動します。10 秒待ってから車両を再起
動します。

● スマートエントリー＆スタートシステム
が故障で正常に作動しない場合は、すべ
てのリモートキーをお持ちいただき、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で修理してください。

節電

● 運転していない場合でも、リモートキー
と車両は常に通信を行っています。その
ため、リモートキーを車内または車両か
ら 2m 以内に置かないでください。

● リモートキーは長時間強い電磁波を受信
すると、バッテリーを急速に消耗するた
め、以下のような機材から 1m 以上離し
てください。

● テレビ

● パソコン

● ワイヤレス充電器

● 電気スタンド

● 蛍光灯デスクライト

チャイルドロック

チャイルドロックは、リアシートに座って
いるお子様が不注意でリアドアを開けるの
を防ぐ機能で、チャイルドロックスイッチ
は、左リアドアおよび右リアドアの側面に
あります。

チャイルドロックスイッチを ON にすると、
乗員は内側からリアドアを開けることがで
きません。ドアを開けるときはドアハンド
ルを使用してください。

注意

● 特にお子様を乗せている場合は、運
転前にドアが閉まり、かつチャイル
ドロック機能が作動していることを
確認してください。

● シートベルトを正しく着用してチャ
イルドロックを作動させることで、
交通事故によってドライバーや乗員
が車外に投げ出されることを防ぎま
す。また、ドアが不意に開くことも
防止します。
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シート

シートについて

● ペダル、ステアリングホイールおよびイ
ンストルメントパネル上のコントローラ
ーなどが、ドライバーの操作しやすい範
囲にあるように運転席シートを調節して
ください。

● 走行中は、シートバックを垂直に立てる
ことが最も効果的な安全対策です。シー
トバックにもたれるように座り、シート
ベルトを適切な位置に調節してくださ
い。

● 車両走行中は、リアシートの折りたたみ
操作を行わないでください。

● 走行中に荷物が動かないよう適切に固定
してください。また、荷物の積み込み高
さはシートバックを超えないようにして
ください。

警告

● 格納されているシートバックの上や
トランクルームの中、荷物の上に座
らないでください。緊急ブレーキ時
や衝突発生時に、シートに正しく着
座していない、またはシートベルト
を正しく着用していないために、重
大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● シートの下にものを置かないでくだ
さい｡シートロック機構の機能に影
響をおよぼしたり､不意にシート調
節レバーを持ち上げたりすることで
シートが急に動き出し、車両を制御
できなくなるおそれがあります。

● 手や指が挟まれるおそれがあるた
め、シート調節時は手をシートの下
に入れたり動作中の部品に近づけた
りしないでください。

● シートバック調節後は、後ろへ身体
を倒してシートバックがロックされ

警告

ていることを確認してください。確
実にロックされていないと、事後や
急ブレーキ時に傷害を受けるおそれ
があります。

● 運転中または走行中はシートバック
を倒さないでください。シートベル
トの肩ベルト部分が正しく着用でき
ていない場合、事故発生時にドライ
バーや乗員が肩ベルト部分にぶつか
って頚部などに重大な傷害を受けた
り、腰ベルトから滑り出して重大な
傷害を受けたりするおそれがありま
す。

● 車両走行時、座席が折りたたみ位置
にある場合、トランクエリアまたは
折りたたまれた座席に乗車しないで
ください。適切な保護装置なしにこ
れらのエリアを使用すると、事故や
急ブレーキ時に重傷を負うおそれが
あります。

● シートの思わぬ移動によって車両が
制御不能にならないように、走行中
に運転側のシート調節をしないでく
ださい。

● 乗員が正しく着座するまで、車両を
発進させないでください。

● リアシートを倒す際は、ヘッドレス
トおよびフロントシートの前後位置
を確認し、リアシートとフロントシ
ートまたはセンターコンソールに干
渉して破損しないように注意してく
ださい。

お願い

● リアシートを折りたたむ際は、シー
トベルトを損傷しないように注意
し、バックルが座面のバックルスロ
ットに正しく収まっているか確認し
てください。

● シートを調節する前にシートベルト
を締めないでください。
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お願い

● シートを調節するときは、シートが
乗員または荷物に当たらないように
注意してください。

● シートクッションの深さを測定する
際、シートの前後位置はスライドレ
ールの最終位置で、バックレストの
角度は 25˚にしてください。

● シートクッションの幅を測定する
際、バックレスト角度を設計状態（第
2 列バックレスト角度 28°）にし、
シートスライドレール*を最後端位
置に調整します。分割・組み合わせ
可能な同列シートの場合、シートク
ッション幅は 1 列全体として測定
します。

フロントシートの調節

フロントパワーシートの調節*
フロントパワーシートの位置調節は、シー
トの前後位置、シートクッションの高さ*、
シートクッションの角度*、シートバック角
度の調節を含みます。車両に搭載されてい
る機能に応じて、次の方法で調節してくだ
さい。

シートポジション調節スイッチ

● 前後方向にシートポジション調節スイッ
チを操作すると、シートポジションを前
後方向に調節することができます。

● スイッチの先端を上下方向に操作する
と、シートクッションの角度を調節する
ことができます。

● スイッチの後部を上下方向に操作する
と、シートの高さを調節することができ
ます。

シートバック角度調節スイッチ

● 前後方向にシートバック角度調節スイッ
チの上端を操作すると、シートバックの
角度を調節することができます。

お願い

● スイッチから手を離すとシートは現
在の位置に止まります。また、シー
トの動作を妨げるおそれがあるた
め、シートの下にはものを置かない
でください。

シートヒーター・ベンチレーションシステ
ム*
ドライバーは、マルチメディアの上部のス
テータスバーをドロップダウンして、「ショ
ートカット」画面でシートヒーター・ベン
チレーションの ON/OFF を設定することが
できます。

ヒーターシステムの調節

● シートヒーター：ドライバーは、マルチ
メディア内のヒーターアイコンの操作か
ら、シートヒーターの動作を制御できま
す。ヒーター機能には 3 段階の設定があ
ります（高温モード、中温モード、低温
モード）。

● 電源投入後の加熱表示灯の初期状態は
消灯です。

● 1 回スイッチを押すと、シートヒーター
は高温モードで作動し、3 つの加熱表示
灯が同時に点灯します。
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● 2 回スイッチを押すと、シートヒーター
は中温モードで作動し、2 つの加熱表示
灯が同時に点灯します。

● 3 回スイッチを押すと、シートヒーター
は低温モードで作動し、1 つの加熱表示
灯が点灯します。

● 4 回スイッチを押すと、加熱機能が OFF
になり、3 つの表示灯がすべて消灯しま
す。

ベンチレーションシステムの調節

● ベンチレーション：ドライバーは、マル
チメディア内のシートベンチレーション
アイコンの操作から、シートベンチレー
ションの動作を制御します。ベンチレー
ション機能は 3 段切り替えです（高速、
中速、低速換気）。

● 電源投入後の換気表示灯の初期状態は
消灯です。

● 1 回スイッチを押すと、シート換気は高
速モードで作動し、3 つの換気表示灯が
点灯します。

● 2 回スイッチを押すと、シート換気は中
速モードで作動し、2 つの換気表示灯が
点灯します。

● 3 回スイッチを押すと、シート換気は低
速モードで作動し、1 つの換気表示灯が
点灯します。

● 4 回スイッチを押すと、換気機能が OFF
になり、3 つの表示灯がすべて消灯しま
す。

ベンチレーション機能とヒーター機能を同
時に使用した場合

● ベンチレーションが作動している状態で
シートヒーターを ON にすると、ベンチ
レーションは停止してシートヒーターが
作動します。

● シートヒーターが作動している状態でベ
ンチレーションを ON にすると、シート
ヒーターは停止してベンチレーションが
作動します。

リアシートの収納

シートバック上の格納用ノブを持ち上げる
と、リアシートのシートバックを倒すこと
ができます。

お願い

● シートバックの倒し方や起こし方が
速すぎると、リアシートおよびシー
トバック上のシートベルトの破損や
機能の異常が発生するおそれがある
ため、リアシートを倒すまたは起こ
すときは、ゆっくりと操作してくだ
さい。

● リアシートを展開させるときは、勢
いよくシートバックを後方へ押し付
けないようにしてください。シート
バックに力がかかり解錠できない場
合があります。

● シートバックを起こすときは、バッ
クルがシートの開口部から正しく出
ていることを確認してください。

● シートベルトのタングプレートがバ
ックルに挿し込まれた状態で、シー
トを倒したり起こしたりしないでく
ださい。

ヘッドレストの調節

1. ヘッドレストを高くする

ヘッドレストを適切な位置まで引き上げ、
ロック音が聞こえたら手を離します。
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2. ヘッドレストを低くする

ヘッドレストの高さ調節ノブを押したまま
ヘッドレストを適切な位置まで下げ、ロッ
ク音が聞こえたら手を離します。

3. ヘッドレストの取り外し

ヘッドレストの高さ調節ノブを押したまま
ヘッドレストを抜き出してからノブを離し
ます。

4. ヘッドレストの取り付け

ヘッドレストの脚を元の位置に差し込み、
切り欠きが前に向くように保ちます。ヘッ
ドレストの高さ調節ノブを押したままヘッ
ドレストを適切な位置まで下げ、ロック音
が聞こえたら手を離します。

お願い

● ヘッドレストは、首や頭部のけがを
防ぎます。後頭部がヘッドレストの
中心となるように調節すると、ヘッ
ドレストの効果を最大限に発揮でき
るため、乗員の身長に合わせてヘッ
ドレストを適切な位置に調節してく
ださい。

● ヘッドレストの中心が耳の上部にな
るように位置を調節します。

● ヘッドレストの調節後、調整した位
置で確実にロックされていることを
確認してください。

● ヘッドレストが装着されていない状
態で運転しないでください。

● ヘッドレストのステーにものをかけ
ないでください。
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ステアリングホイー
ル

ステアリングホイールコン
ビネーションスイッチ

ステアリングホイールコンビネーションス
イッチ

左側ボタン

アダプティブクルーズコントロールボタン

* 
● アダプティブクルーズコントロールシス
テム（ACC）の ON/OFF を操作します。

+/RES
● レバーを上方向に操作し、短押しすると
車速が一定量増加します。長押しする
と、車速が継続的に増加します。

● ACC を有効にして、前回のシステム設定
値を呼び出します。

-/SET
● レバーを下方向に操作し、短押しすると
車速が一定量減少します。長押しする
と、車速が継続的に減少します。

● 現在の速度を ACC の設定速度として設
定します。

車間距離－ 
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● ACC 追従走行機能作動中に、先行車との
車間距離を調整できます。1 回押すと 1
段下がります。

車間距離＋ 
● ACC 追従走行機能作動中に、先行車との
車間距離を調整できます。1 回押すと 1
段上がります。

インテリジェントクルーズコントロールボ

タン 
● このボタンを押すことでインテリジェン
トクルーズコントロールを ON/OFF にす
ることができます（この機能を有効化す
るには事前に ACC 機能を有効化する必
要があります）。

お願い

● アダプティブクルーズコントロール
機能の使い方については、「4-使用お
よび運転」のアダプティブクルーズ
コントロールシステム*を参照して
ください。

カスタマイズボタン 
● カスタマイズボタンは、カスタマイズさ
れていない状態では、短押しすると工場
出荷時のデフォルト機能が有効化されま
す。長押しするとカスタムインターフェ
ースに進みます。カスタマイズ機能はド
ライブレコーダー撮影（ドライブレコー
ダー*）およびロック機能*を含みます。

● カスタマイズボタンが既に特定の機能に
カスタマイズされている場合、短押しす
るとその機能が有効化され、長押しする
とカスタムインターフェースに進み、再
設定または解除できます。

BYD アラウンドビューシステム 
● BYD アラウンドビューシステムボタンを
押すと、マルチメディアはアラウンドビ
ューモードに入ります。

● BYD アラウンドビューモードの場合は
BYD アラウンドビューシステムを OFF
にします。BYD アラウンドビューモー
ド以外の場合は、BYD アラウンドビュ
ーシステムを ON にします。

右側ボタン

ホイールボタン 
マルチメディア

● 上方向にホイールを回す：最大音量にな
るまで音量を 1 段ずつ上げます（1 周で
12 段）。

● 下方向にホイールを回す：最小音量にな
るまで音量を 1 段ずつ下げます（1 周で
12 段）。

● ホイールを押す：ミュートモードになり
ます。

● ミュート機能を ON にすると、マルチ
メディアはミュートモードに入りま
す。この場合、音量を調整してもミュ
ートモードを解除できません。解除す
るには、再度ホイールを押すか、タッ
チスクリーン内のミュートスイッチを
操作してください。

メーター

● 上方向にホイールを回す：

● メーターメニューモードでは、スクロ
ールアップで第 2 階層/第 3 階層メニ
ューを選びます。

● 下方向にホイールを回す：

● メーターメニューモードでは、スクロ
ールダウンで第 2 階層/第 3 階層メニ
ューを選びます。

左矢印/右矢印ボタン 
マルチメディア

● ラジオモードの場合：

●  ボタンを押すと、前の放送局を再生
します。
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●  ボタンを押すと、次の放送局を再生
します。

● マルチメディア USB/Bluetooth 音楽/サ
ードパーティ音楽 APP などのモードの
場合：

●  ボタンを短く押すと、前の曲を再生
します（曲番号－1）。

●  ボタンを短く押すと、Bluetooth 通
話記録、電話帳画面が表示されます。
スクロールアップで希望の項目を選び
ます。

●  ボタンを短く押すと、次の曲を再生
します（曲番号＋ 1）。

●  ボタンを短く押すと、Bluetooth 通
話記録、電話帳画面が表示されます。
スクロールダウンで希望の項目を選び
ます。

メーター

● メーターメニューモードの場合：

●  ボタンを押すと、メインメニューお
よびそのサブメニューを左に切り替え
ます。

●  ボタンを押すと、メインメニューお
よびそのサブメニューを右に切り替え
ます。

● 予約充電開始時間を設定する場合：

● ステアリングホイールの「  /  」
を押すことで時間と分の設定を切り替
えます。

電話ボタン 
● 電話をかける、または電話を受けます。
（このボタンを押すと、オーディオシステ
ムがミュートモードに入ります）

● システムが Bluetooth と関係のない画面
を表示しており、Bluetooth を接続して
いない場合、ボタンを短く押すと

Bluetooth 接続画面に切り替わります。
Bluetooth に接続されている場合は、ダ
イヤル画面に切り替わります。

● ダイヤル画面に電話番号を入力するか、
通話記録、電話帳画面で電話番号を選ん
でボタンを短く押すと、ダイヤル機能が
作動します。

● Bluetooth に接続した状態で、ダイヤル
画面に番号が入力されていない場合、ボ
タンを短く押すと通話記録画面の発信履
歴画面に直接切り替わります。再度押す
と、発信履歴画面の一番上の電話番号を
自動的にダイヤルします。

音声制御ボタン 
● ボタンを押すと、マルチメディアタッチ
スクリーンが音声制御画面に切り替わ
り、音声機能を操作できます。

メーター/リターンボタン 
● コンビネーションメーターがメニューモ
ード以外の場合、メーター/リターンボタ
ンを押すと、メーターメニューが表示さ
れます。

● コンビネーションメーターがメニューモ
ードの場合、メーター/リターンボタンを
押すと、前の画面に戻ります。前の画面
がないときは、メニュー画面が閉じます。

● Bluetooth 通話画面の場合は、短く押す
と通話を終了できます。

MODE ボタン

● モード選択：モードボタンを押すと、メ
ディア APP、周辺機器、プリインストー
ル APP を切り替えることができます。

ホーンボタン 
ホーンのパッド面を押すと、ホーンが鳴り
ます。手を離すと、ホーンが止まります。
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お願い

● 交通ルールを守り、ホーンを適切に
使ってください。

注意

● ホーンのパッド面を長時間押さない
でください。ホーンの破損につなが
るおそれがあります。

ステアリングホイールの調
節

ステアリングホイールの手動調節

ステアリングホイールの角度を調整すると
きは、ステアリングホイールを握りながら
次の操作を行います。

● ステアリングホイールの調節レバーを下
に押し、ステアリングホイールを任意の
角度と軸方向の位置に調節した後、調節
レバーを元の位置に戻します。

警告

● 走行中にステアリングホイールを調
節しないでください。ドライバーが
車の操縦を誤り、思わぬ事故を引き
起こすおそれがあります。

● ステアリングホイールを調節した
後、上下方向に動かして確実に固定

警告

されていることを確認してくださ
い。

パワーステアリングモードの設定

● パワーステアリングの感触は、人によっ
て異なります。ドライバーにより、パワ
ーステアリングの感触の評価やニーズも
異なります。

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →車両制御→運転制御から「ステアリ

ングアシスト」設定画面に入り、「コンフ
ォート」または「スポーツ」のモードを
選択できます。

お願い

● 高速走行時にステアリングの操作力
が軽く感じる場合は、ステアリング
アシストの設定をスポーツモードに
設定することをおすすめします。

ワイパー

ワイパースイッチ

● ワイパースイッチを動かしてワイパーと
ウォッシャを操作します。レバーは 5 段
階で切り替えできます。

●  ：高速モード

●  ：低速モード

●  ：オートワイパー/間欠モード

●  ：停止

●  ：ミストモード
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● モードを切り替える場合は、上または下
にレバーを操作します。

● 低速および高速モードの場合、ワイパー
は連続的に作動します。

● ミストモード  でワイパーを作動させ
るには、  の位置からレバーを押し下
げます。レバーを離すまで低速でワイパ
ーが連続作動します。

オートワイパー/間欠モード

● 雨量センサーは、雨量に合わせて自動で
ワイパーの作動を制御します。センサー
はフロントガラス室内側のルームミラー
前側に搭載しています。

● オートワイパーを使用するときは、レバ
ーをオートワイパー/間欠モードの位置
に切り替え、コントロールパネ→設定 
→車両制御の「オートワイパー」設定画面
から、オートワイパーを ON にしてくだ
さい。

● 間欠モードを使用するときは、レバーを
オートワイパー/間欠モードの位置に切
り替え、コントロールパネル→設定  →
車両制御の「オートワイパー」設定画面
から、オートワイパーを OFF にしてくだ
さい。

● ドライバーは、オートワイパーの感度を
4 段階で調整することができ、数字が大
きいほど感度が高いです。雨の強さに合
わせてスイッチを操作して感度を調整
し、ワイパーの反応が早いときは感度を
下げ、ワイパーの反応が遅いときは感度
を上げてください。

フロントウォッシャー

● フロントガラスを洗浄する場合は、レバ
ーを手前（ステアリングホイールに近づ
ける方向）に引きます。ウォッシャ液が
噴射すると同時にワイパーが作動しま
す。

● レバーの操作時間が 1 秒以下のときはワ
イパーが 1 回作動します。1 秒以上のと
きはワイパーが 2 回作動します。

リアワイパーおよびウォッシャ

● ワイパースイッチのツマミを  の位置
に回すと、リアワイパーが作動します。
ツマミを  に回すと、ワイパーが止ま
ります。

● ツマミを  の位置に回すと、リアワイ
パーとウォッシャが同時に作動します。
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● ワイパースイッチのツマミを  の位置
に回して手を離すと、ウォッシャ液が噴
射された後にワイパーが 2 回作動しま
す。

お願い

● 定期的にワイパーブレードを点検
し、汚れを除去してください。

● 雨が降り出した直後にワイパーを作
動させると、雨水に土砂やほこりが
混じっていて、ウィンドウガラスを
きれいに拭き取らないばかりか、視
野も一瞬で悪化し、安全運転に影響
します。

● ガラス洗浄液を使ってください。水
や他の洗浄液を使うと、ワイパーモ
ーターの破損につながるおそれがあ
ります。

● テールゲートが開いている、または
確実に閉まっていない場合は、ワイ
パースイッチでリアワイパーを操作
できません。テールゲートをしっか

お願い

り閉めると、リアワイパーの操作が
可能になります。

ワイパーの交換

少なくとも 6 か月毎にフロント/リアワイパ
ーブレードを点検し、ゴム部に割れや部分
的な硬化がないかを確認してください。割
れや硬化がある場合は、ただちにブレード
を交換してください。そのまま使用する
と、スジ状の線または拭きムラが残ります。

ワイパーブレードの交換

フロントワイパーブレードの交換

コントロールパネル→設定  →車両状況→
メンテナンスの設定画面から、フロントワ
イパーメンテナンスモードを ON にすると、
点検やワイパー交換作業をしやすくするた
め、ワイパーが一番高い位置に動きます。
作業完了後にフロントワイパーメンテナン
スモードを OFF にすると、ワイパーは自動
で初期位置に戻ります。

1. 始めに運転席側のワイパーアームを立
て、次に助手席側のワイパーアームを立
てます。

2. ブレードロックボタンを押します。

3. ブレード留め具を持ち、図に示す方向に
ブレードを取り出します。
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4. 新しいブレードを取り付けるときは、ブ
レードの外し方と逆の手順で作業しま
す。

リアワイパーブレードの交換

1. リアワイパーアームをリアガラスから持
ち上げます。

2. ワイパーアームを持ち、図に示す方向に
ブレードを真っすぐに抜き出します。

3. 新しいブレードを取り付けるときは、ブ
レードの外し方と逆の手順で作業しま
す。

注意

● ボンネットおよびワイパーアームが
破損するおそれがあるため、ワイパ
ーアームを立てている状態でボンネ
ットを開けないでください。

● 洗車後にワイパーブレードを戻す際
は、ワイパーアームを押し倒してブ
レードがフロントガラスに衝突しな
いようにしてください。

注意

● ワイパー作動時、ワイパーブレード
を折り曲げたり、手などでワイパー
ブレードの動きを阻止したりしない
でください。

リアビューミラー

ルームミラー

自動防眩機能*
自動防眩ルームミラーは自動防眩機能を搭
載しているため、車両周囲の環境に合わせ
てルームミラーのガラス色を自動的に調整
し、強い反射光による眩しさを軽減します。

警告

● ルームミラーに重量物を掛ける、強
い力で揺らしたり引っ張ったりしな
いでください。

● 手動でルームミラーを調節する際に
引っかかりがある場合は、ルームミ
ラーが脱落するおそれがあるため、
無理に調整しないでください。

● ドライバーは、走行中にルームミラ
ーを調節しないでください。運転に
集中できず、死傷につながる思わぬ
事故を引き起こすおそれがありま
す。
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ルームミラーの手動調節

上下左右にルームミラーを動かし、適切な
位置に調整します。

ドアミラー

電動ドアミラースイッチを操作して、ドア
ミラーから車両の両側が見えるよう適切な
角度に調整してください。

● ドアミラー選択ボタン：調節するドアミ
ラーを選択します。

●  ：左側ドアミラーボタン

●  ：右側ドアミラーボタン

● ドアミラー調整ボタン  ：ドアミラー
を適切な位置に調節することができま
す。希望の方向に合わせスイッチを押し
ます。

手動調節

手でミラーの縁を押さえ、ミラーの中心を
軸に回転させて、適切な位置に調整します。

可倒式ドアミラー

電動可倒式ドアミラー

●  ボタンを押すと、電動ドアミラーが格
納されます。再度ボタンを押すと、電動
ドアミラーが展開します。

● イモビライザーが作動すると、ドアミラ
ーが自動的に格納されます。イモビライ
ザーを解除すると、ドアミラーが自動的
に展開します。

お願い

● 走行中にドアミラーを調節しないで
ください。運転操作を誤る原因とな
り、思わぬ事故を引き起こすおそれ
があります。

● 長時間ドアミラー内蔵のヒーターで
除霜機能を使う場合は、ガラスの早
期劣化につながるおそれがあるた
め、不要なときは早めにデフロスタ
ーを OFF にしてください。
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スイッチ

ライトスイッチ

ライトスイッチを  に回すと、デイタイム
ランニングライト以外のすべてのライトが
消灯します。

オートライト

ライトスイッチを  に回すと、BCM（ボデ
ィーコントロールモジュール）が照度セン
サーで周囲の明るさを取得し、自動的にポ
ジションランプやロービームの ON/OFF を
制御します。

ポジションランプ

ライトスイッチを  に回すと、ポジション
ランプが点灯します。

ロービーム

ライトスイッチを  に回すと、ロービーム
が点灯します。

リアフォグランプ

ライトスイッチを  に回し、リアフォグラ
ンプスイッチを  に回すと、リアフォグラ
ンプが点灯します。

パッシングライト

ライトスイッチのレバーを手前（ステアリ
ングホイールに近づける方向）に引くと、
パッシングライトが点灯し、手を離すとラ
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イトスイッチは自動的に戻り、パッシング
ライトが消灯します。

ハイビーム

ライトスイッチを  に回し、ライトスイッ
チのレバーを前方に押すと（ステアリング
ホイールから離れる方向）、ハイビームが点
灯します。ライトスイッチのレバーを手前
に戻すと、ハイビームが消灯します。

ターンシグナルランプ

● コンビネーションスイッチのレバーを上
方向に上げると、左ターンシグナルラン
プとコンビネーションメーターの方向指
示表示灯が同時に点滅します。

● コンビネーションスイッチのレバーを下
方向に下げると、右ターンシグナルラン
プとコンビネーションメーターの方向指
示表示灯が同時に点滅します。

● ターンシグナルランプをつけた後に手を
放しても、ターンシグナルランプは点滅
し続けます。曲がり切ると、自動的に消
灯します。ドライバーの運転の違いによ
り、特別なケースでは、ハンドルを 1 回
転させないと消灯しない場合がありま
す。

オート OFF 機能

● オート OFF 機能の作動条件：ライトスイ
ッチを  または  に回し、電源を「ス
タート」から「ストップ」に切り替える
と ON になります。

● オート OFF 機能が ON の状態で右側フ
ロントドアが閉まっていると、点灯中の
ヘッドライトおよびポジションランプが
10 秒後に消灯します。

● オート OFF 機能が ON の状態で右側フ
ロントドアが開いていると、点灯中のヘ
ッドライトおよびポジションランプが
10 分後に消灯します。

● 自動で消灯した後にライトスイッチのポ
ジションを切り替えた場合、切り替えた
ポジションに応じてライトが点灯しま
す。このとき、オート OFF 機能の作動条
件が揃うと、再度オート OFF 機能が作動
します。

● オート OFF 機能の解除：車両の電源を入
れると機能が OFF になり、ライトスイッ
チは通常通り操作できます。

● オート OFF 機能によりランプが消灯し、
イモビライザー作動後に再度イモビライ
ザーを OFF にすると、消灯したランプが
自動的に再度点灯します。右側フロント
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ドアを開けていなければ、オート OFF 機
能により、10 秒後にランプが再度消灯し
ます。ドアを開けると、オート OFF 機能
によりランプが 10 分後に消灯します。

機能

● 降車後のヘッドライト点灯機能：

● ドライバーは、コントロールパネル→設
定  →照明→ウェルカムライトで「降
車後のヘッドライト点灯機能」の設定
画面に入り、降車後のヘッドライト点
灯時間を設定することができます。点
灯時間の初期値は 10 秒です。ライト
スイッチを  、  または  に切り
替え、電源ポジションを「OFF」にし
て、すべてのドアを施錠した状態で車
両から離れると、該当ライトが 10 秒間
（または設定時間）点灯します。

注意

● ライトの点灯時間および消灯時間
は、マルチメディアの画面で設定値
を変更することができます。

運転席側スイッチ

● 各ドアのスイッチでパワーウィンドウを
操作できます。

● 電源ポジションは「OK」位置または
「OFF」位置にあり、電源オフ遅延時間内
でなければなりません。

パワーウィンドウスイッチ

● 運転席側のウィンドウスイッチは 4 つあ
り、それぞれのウィンドウガラスの開閉
を操作できます。

● 下降：スイッチを押す。

● 上昇：スイッチを引き上げる。

自動操作（挟み込み防止機能装着時）

● 自動下降：2 段階までスイッチを押し込
んでから手を離すと、ウィンドウガラス
が自動で下がります。

● 自動上昇：2 段階までスイッチを引き上
げてから手を離すと、ウィンドウガラス
が自動で上がります。

● 途中で止めたい場合は、反対方向に軽く
押してください。

手動開閉

● 自動下降：１段階までスイッチを押して
いる間、ウィンドウガラスは下がり続け
ます。

● 自動上昇：１段階までスイッチを引いて
いる間、ウィンドウガラスは上がり続け
ます。

挟み込み防止機能*
ウィンドウガラス上昇中に人やものが挟ま
れると、ウィンドウガラスの上昇が止まり、
自動的に下がります。

挟み込み防止機能の初期化*
● ウィンドウガラスの上昇または下降中に
起動バッテリーの接続を解除すると、ウ
ィンドウガラスの自動上昇および挟み込
み防止機能が無効になり、表示灯が点滅
します。次の操作で初期化してくださ
い。

● ガラスを全閉にしてから 0.5 秒間パワ
ーウィンドウスイッチを引き上げ続け
ます。

● 自動でウィンドウガラスを全閉する場
合、ウィンドウガラスが窓枠のシーリ
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ングストリップ上部付近に上昇してい
る際に、一定の抵抗が検知されるとウ
ィンドウガラスは挟み込み防止のため
に下がります。

注意

● 挟み込み防止機能の初期化を頻繁に
行うと、パワーウィンドウモーター
の過熱保護機能が作動します。

● 身体の一部で挟み込み防止機能を故
意に作動させないでください。

● ウィンドウガラスが閉まり切る直前
に挟まれた場合、状況によっては挟
み込み防止機能が作動しないおそれ
があります。

● ウィンドウガラス自動上昇機能と挟
み込み防止機能が作動しない場合
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に点検を依頼して
ください。

ウィンドウロックキー

● ウィンドウロックキーを押すとウィンド
ウロック表示灯が赤色に点灯し、ドライ
バー側のスイッチだけですべてのウィン
ドウガラスの開閉を操作することができ
ます。リアウィンドウスイッチでは各席
のウィンドウガラスの開閉はできませ
ん。

● 再度ウィンドウロックキーを押すとウィ
ンドウロック表示灯が消灯し、リアウィ
ンドウスイッチで開閉を操作することが
できます。

集中ドアロック

運転席側のドアには電動ドアロックを搭載
しています。2 つのボタンですべてのドア
の施錠や解錠ができます。

①施錠 
「集中ドアロック施錠」ボタンを押すと、す
べてのドアが同時に施錠され、施錠の赤色
表示灯が点灯します。

②解錠 
「集中ドアロック解錠」ボタンを押すと、す
べてのドアが同時に解錠され、施錠の赤色
表示灯が消灯します。

走行距離切替

● 「走行距離切替」スイッチを押すと、
「ODO」——「TRIP A」——「TRIP B」
——「HEV TRIP」——「EV TRIP」——
「ODO」の切り替えができます。同時に、
コンビネーションメーターには切替状態
が表示されます。

● 「TRIP A」、「TRIP B」を長押しすると、走
行距離がリセットできます。

83

03
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
操
作



フロントコンビネーション
ランプの調節

ヘッドライト高さ調節スイッチ

● このスイッチでヘッドライトの光の上下
方向の照射角度を調整します。ロービー
ムを点灯させると、このスイッチは作動
可能となります。

● ヘッドライト高さ調節スイッチが「0」ポ
ジションにある場合、ヘッドライトの光
の照射高さは最も高くなります。ヘッド
ライト高さ調節スイッチが「5」ポジショ
ンにある場合、ヘッドライトの光の照射
高さは最も低くなります。ドライバーの
ニーズに応じて、スイッチを 0 から 5 の
いずれかのポジションに調整すると、ヘ
ッドライトの照射高さが変化します。

ハザードランプ

 スイッチを押すと、すべてのターンシグ
ナルランプが点滅すると共に、コンビネー
ションメーター内の方向指示表示灯が点滅

します。再度  スイッチを押すと、点滅が
止まります。

サンルーフスイッチ*
サンルーフを操作する場合は、電源ポジシ
ョンを「OK」にする、または「OFF」にし
てから作動できる時間内に操作してくださ
い。

サンルーフを開ける

● サンルーフオープンボタン①を押し続け
ると、サンルーフが開きます。途中でボ
タンを離すと、現在の位置で止まります。

● サンルーフオープンボタン①を押した直
後に離すと、サンルーフはチルトアップ
して換気をします。再度押すと、サンル
ーフが自動で 2/3 まで開きます。もう一
度押すと、サンルーフが全開になります。
開いている途中に、ボタン①またはボタ
ン②を押すと、現在の位置で止まります。

サンルーフを閉める
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● サンルーフクローズボタン②を押し続け
ると､サンルーフが閉まります｡途中でボ
タンを離すと、現在の位置で止まります。

● サンルーフを初期化している場合、サン
ルーフクローズボタン②を押した直後に
離すと、サンルーフが自動で全閉します。
途中でボタン①またはボタン②を押す
と､現在の位置で止まります。

サンシェードを開ける

● サンシェードオープンボタン①を押し続
けると、サンシェードが開きます。途中
でボタンを離すと、サンシェードは現在
の位置で止まります。

● サンシェードオープンボタン①を押した
直後に離すと、サンシェードが自動で開
きます。途中でボタン①またはボタン②
を押すと､現在の位置で止まります。

サンシェードを閉める

● サンシェードクローズボタン②を押し続
けると､サンシェードが閉まります。途
中でボタンを離すと、現在の位置で止ま
ります。

● サンシェードを初期化している場合、サ
ンシェードクローズボタン②を押した直
後に離すと、サンシェードが自動で閉ま
ります。途中でボタン①またはボタン②
を押すと、現在の位置で止まります。

注意

● サンルーフのサンシェード開閉中
に、サンシェードの破損を防ぐため、
強い力を加えないでください。

サンシェード連動開閉機能

サンルーフを開けると、サンシェードはサ
ンルーフに連動して開きます。

挟み込み防止機能

サンルーフまたはサンシェードを閉める途
中で人やものが挟まれた場合、サンルーフ
またはサンシェードが自動的に止まり、反
対方向に少し開きます。

警告

● サンルーフを開閉する場合は、手や
頭部を挟まないように注意してくだ
さい。サンルーフに挟まれると、重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● 走行中にサンルーフから頭部、手な
ど身体の一部を出さないでくださ
い。生命にかかわる重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

注意

● 気温が 0℃以下のとき、または雪や
霜が積もっている状態でサンルーフ
を開けると、サンルーフまたはモー
ターを破損させるおそれがありま
す。

初期化方法

車両の電源ポジションが「OK」で、サンル
ーフを初期化していない場合、下記の手順
で初期化します。

1. サンルーフクローズボタンを押し続け、
サンルーフを全閉位置にした状態で 0.4
秒保持すると、サンルーフの初期化が完
了します。

2. サンルーフ初期化完了かつ全閉状態にあ
る場合、サンシェードクローズボタンを
押し続け、サンシェードを全閉位置にし
た状態で 0.4 秒保持すると、サンシェー
ドの初期化が完了します。
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注意

● 初期化の過程においては、サンルー
フ/サンシェードが全開または全閉
になるまで、サンルーフ/サンシェー
ドのオープンまたはクローズボタン
を押し続ける必要があります。

ルームランプ

フロント/リアルームランプ

● フロントルームランプ

● サイドルームランプ

お願い

● 車両の電源ポジションが「OFF」以
外で、DOOR スイッチを ON にして
いる場合は、ドアが開いている状態
でスイッチに触ると、ルームランプ
の高照度・低照度を切り替えること
ができます。電源ポジションを
「OFF」にして DOOR スイッチを ON

お願い

にしている場合は、ドアが開いてい
る状態でしばらくすると、ルームラ
ンプが消灯します。この間に他の操
作があった場合は、新たに時間をカ
ウントします

● ドライバーは、マルチメディアディ
スプレイのトップ画面のステータス
バーをドロップダウンし、「ショート
カット」画面で「DOOR」スイッチ
の ON または OFF を操作すること
ができます。

アンビエントライト*

マルチメディア→  →照明→アンビエント
ライトの設定画面から、アンビエントライ
トの色調、明るさ、対象場所を設定します。

E-Call スイッチ

E-Call とは緊急通報（Emergency Call）の
ことで、SOS ボタンを 1 秒～10 秒以内に操
作することで E-Call が作動します。5 秒以
内に再度 SOS ボタンが押さなければ、E-
Call 通報が発信されます。

● 誤って SOS ボタンを押してしまった場
合は、5 秒以内に再度 SOS ボタンを押す
とキャンセルすることができます。

● エアバッグが展開した場合や、激しい衝
突を検出した場合は、E-Call が自動で作
動します。
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● E-Call が作動すると自動で緊急通報を行
い、関連の車両・事故情報を緊急通報受
付センター（Public Safety Answering
Point）に発信します。

注意

● SOS ボタンを 20 秒以上押し続ける
と、SOS ボタンがショートした（ボ
タン引っかかりの状態）と判断され
るため、手動操作しても E-Call が作
動しません。

● E-Call を発信すると、手動操作でキ
ャンセルすることができなくなりま
す。緊急通報受付センターが緊急通
報を切る、または 10 回以上連続で
発信しても繋がらない場合は、シス
テムは 60 分間コールバック待ち状
態に入ります。

● E-Call システムの通電時、自己診断
中は表示灯が 2Hz で高速点滅しま
す。E-Call システムが正常に動作
し、故障がない場合は、表示灯が常
時点灯（ON）状態を維持します。E-
Call システムが作動し、音声通話中
の場合は、表示灯が 1Hz で点滅しま
す。E-Call システムの音声通話が終
了すると、表示灯は常時点灯（ON）
状態に戻ります。GPS 信号が弱い
場合は、表示灯が 0.5Hz でゆっくり
点滅し、GPS 信号が正常に復帰する
と、表示灯は常時点灯（ON）状態と
なります。E-Call システムが深刻な
故障を検出した場合は、表示灯が消
灯（OFF）状態を維持します。
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充電/放電について

充電について

充電に関する警告

● 充電設備は高電圧が掛かっているため、
お子様だけで充電をしたり充電設備を使
ったりしないでください。また、充電中
はお子様を充電設備に近づけないでくだ
さい。

● 充電が医療電子機器や植え込み型電子機
器に与える影響については、電子機器メ
ーカーへ確認してから充電作業を行って
ください。

● 安全な場所で充電してください（液体、
火元、熱源などがある環境を避けるな
ど）。

● 雨の中で充電するときは、水が掛から
ないように充電設備を保護してくださ
い。

● 充電前の設備点検および操作について

● 給電設備、充電コネクタ、充電ポート、
車載充電ケーブルなどに、ケーブルの
摩耗やポートの錆び、ケースの割れま
たはポート内の異物付着などの異常が
ないことを確認してください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートの金属端子が錆びや腐食で破
損している、または緩みがある場合は、
充電しないでください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートが汚れたり濡れたりしている
場合は、乾燥している清潔な布で拭い
てください。

● 規格に適合する充電設備で充電してくだ
さい。

● 故障や火災を防ぐため、充電設備およ
び関連ポートの改造や取り外し、修理
はしないでください。故障していると
きは、BYD 正規ディーラーまたは BYD

指定サービス工場に連絡してくださ
い。

● 安全基準を満たさない、または潜在的
危険性がある充電設備で充電しないで
ください。また、充電中はお子様やペ
ットを充電設備に近づけないでくださ
い。

● 感電による傷害につながるおそれがある
ため、手が濡れている状態で操作しない
でください。

● 充電中に車両や充電設備に異常を見つけ
た場合は、ただちに充電を停止して BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡してください。

● 車両の破損を防ぐため、充電時は下記の
内容に注意して充電してください。

● 車両側の充電ポートを破損するおそれ
があるため、充電コネクタを揺らさな
いでください。

● 雷雨時はバッテリーを充電しないでく
ださい。落雷による車両の破損につな
がるおそれがあります。

● 充電中は、モータールームを開ける必要
がある修理をしないでください。

● 感電による傷害につながるおそれがある
ため、濡れた手や水の中などに入った状
態で充電設備を切り離さないでくださ
い。

● 車両を発進させる前に、充電設備が充
電ポートから切り離されていることを
確認してください。

充電上のご注意

● すべての電源ポジションで AC/DC 充電*
を行えますが、安全を確保するため、充
電する前に、電源ポジションを「OFF」
にすることをおすすめします。充電時に
車両は「OK」ポジションに入ることはで
きません。

● 充電ポートフラップの故障を防ぐため、
必要以上に充電ポートフラップを開閉し
ないでください。充電ポートフラップを
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開閉する間隔は 1 秒以上にすることをお
すすめします。

● 外部送電網がしばらく停電した後に電力
供給が再開される場合、充電設備を再接
続することなく BYD 充電装置が自動的
に充電を再開します。

● 充電ポートフラップ、充電コネクタが天
候などにより凍り付いた場合は充電ポー
トフラップを無理に開けたり、充電コネ
クタを無理に抜き出したりしないでくだ
さい。

● 充電設備の破損を防ぐために（充電設備
利用上のご注意）：

● 車両を始動する前に、充電設備が完全
に抜き出されていることを確認してく
ださい。充電コネクタを最後まで挿し
込まないと、車両の電源ポジションが
OK になる可能性があり、充電コネクタ
をつないだまま車両を動かすと、充電
設備および車両の破損につながるおそ
れがあります。

● 充電ポートキャップを開けている状態
で、充電ポートフラップを閉じないで
ください

● 充電ケーブルを強く引っ張ったりねじ
ったりしないでください。

● 充電設備に衝撃を与えないでくださ
い。落下や外部からの衝撃などによる
機械的破損がないように注意してくだ
さい。

● 温度が 55℃を超える環境で充電設備を
保管または使用しないでください。

● 充電設備をヒーターや他の熱源の近く
に置かないでください。

● 充電前のご注意：

● 充電ポートフラップが解錠されるまで
は、充電ポートフラップを強制的に開
けないでください。

● 充電前に、充電コネクタと充電ポート
に異物が付着していないこと、充電コ
ネクタ端子の絶縁キャップに緩みや変
形がないことを確認します。

● 充電ポートフラップを解錠した後、充
電ポートフラップを開け、充電コネク
タを持ち、充電ポートに合わせてから
押し込み、確実に取り付けます。

● 充電中のご注意：

● 充電時は車から降りることをおすすめ
します。

● 充電中は、エアコンを使うことは可能
ですが、充電電力が低下します。

● 換気の良い場所に車両を止め､エアイ
ンテークグリルを遮らないでくださ
い。

● バッテリー加熱システムが作動した場
合、コンビネーションメーターやマル
チメディアに表示される充電電力が一
時的に変動することがありますが、異
常ではありません。

● バッテリー冷却システムが作動する
と、コンプレッサーやファンなどの部
品が作動してモータールームから作動
音が聞こえますが、異常ではありませ
ん。

● パワーバッテリーを長持ちさせるた
め、充電完了前にバッテリー補正機能
が作動することがあります。バッテリ
ー補正機能が作動すると、充電時間が
長くなることがあります。

● 充電中の放熱性が悪くなるため、充電
ケーブルを巻いたまま使用しないでく
ださい。

● 低温の環境で充電する場合、バッテリ
ー温度制御機能でバッテリー低温時の
充電能力を改善させることができます
が、充電時間が延びます。加熱による
電力消費が増えますが異常ではありま
せん。

● 外気温度が低い場合は、暖房のつい
た屋内で充電するようおすすめし
ます。

● 外気温度が高い場合は、風通しの良
い場所で充電するようおすすめし
ます。
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● コンビネーションメーターにフル充電
の所要時間が表示されます。気温やバ
ッテリー残量、充電設備などにより所
要時間は多少増減しますが、異常では
ありません。

お願い

● 充電中、ドライバーがキー、ドアハ
ンドルまたはドアノブで解錠操作を
行った後、メーターの充電電力が
0kW に低下するのは正常な現象で
す。30 秒後に正常な充電に復帰し
ます。

● 充電完了時のご注意：

● 満充電になっていない状況で充電を終
了する必要がある場合は、充電設備の
設定を使用して充電を終了させてくだ
さい。負荷がかかった状態で電源を切
断しないでください。

● 充電を停止し、充電ポートが解錠され
ていることを確認します。

● 充電コネクタを持ち、充電コネクタ上
のボタン*を押しながら充電コネクタ
を抜き出します。

● 充電終了後、ロックを解錠してから充
電コネクタを抜き出してください。

● 充電ポートを破損させるおそれがある
ため、充電ポートがロックされたまま
充電コネクタを抜き出さないでくださ
い。

● 充電コネクタを抜き出した後、充電ポ
ートキャップおよび充電ポートフラッ
プを確実に閉じてください。水や異物
が充電ポートに入ると正常に使用でき
なくなるおそれがあります。

● 利便性向上のために、以下のことをおす
すめします。

● コンビネーションメーター内のパワー
バッテリー残量（SOC）表示が赤のエ
リアに到達した場合は、パワーバッテ
リー残量が低下していることを表しま
す。残量が低下している場合は、パワ
ーバッテリーの寿命に影響をおよぼす
おそれがあるため、速やかに充電して
ください｡

● 車両を使用した直後に充電することを
おすすめします。使用直後は、充電性
能が優れています。

一般充電故障の診断

故障状態 考えられる原因 対処方法

充電されない
とき：充電設
備に接続して
充電をスター
トしている

充電カードの残高
不足、または充電
スタンドの故障

充電カードの残高を確認する、または充電場所のスタッフ
に連絡してください。

AC 充電コネクタ
を正しく接続して
いない

充電装置の給電プラグの長さと接続位置の違いに注意し
てください。

12V 起動バッテリ
ーが過放電になっ
ている

ブースターケーブルで他の車両の 12V 電源と接続し、車両
を始動させた後、モータールームの起動バッテリーを充電
してください。

230V 50Hz 10A ア
ース付き標準コン

電源の過電流保護が作動しているかを確認し、他のコンセ
ントを使用してください。
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故障状態 考えられる原因 対処方法

セントが電力を供
給していない

車両や AC 充電コ
ネクタが故障して
いる

コンビネーションメーター内のパワートレイン故障警告
灯が点灯している場合、または充電システム故障メッセー
ジが表示されている場合は、充電を停止して BYD 正規デ
ィーラーまたは BYD 指定サービス工場に連絡してくださ
い。

パワーバッテリー
の温度が低すぎ
る/高すぎる

パワーバッテリーが加熱、または冷却されるまで適切な場
所に停車し、温度が正常になるのを待ってから充電してく
ださい。

パワーバッテリー
がフル充電になっ
ている

パワーバッテリーがフル充電になっている場合は、自動で
充電を停止します。

充電が途中で
止まった

充電コネクタがき
ちんと接続されて
いない

充電コネクタが確実に接続されているかどうか確認して
ください。

充電コネクタスイ
ッチが押し込まれ
ている

充電コネクタスイッチが押し込まれると、充電が停止する
ため、充電コネクタを再接続して充電を開始する必要があ
ります。

停電している 一定時間内に電源が復旧したら、充電コネクタを再接続し
て充電を開始してください。

パワーバッテリー
の温度が高すぎる

充電が自動的に止まります。バッテリーを冷却してから
充電を再開してください。

車両や充電スタン
ドが故障している

充電スタンドや車両に故障メッセージが表示されていな
いかを確認し、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サー
ビス工場に連絡してください。

充電方法

● 充電前の点検

● 給電設備、充電コネクタ、充電ポート、
車載充電ケーブルなどに、ケーブルの
摩耗やポートの錆び、ケースの割れま
たはポート内の異物付着などの異常が
ないことを確認してください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートの金属端子が錆び、燃焼や腐
食で破損している、または緩みがある
場合は、充電しないでください。

● プラグやソケット、充電コネクタ、充
電ポートが汚れたり濡れたりしている
場合は、乾燥している清潔な布で拭い
てください。

● 上記のようなことがある場合は、充電
しないでください。ショートや感電な
どにより身体に危害を与えるおそれが
あります。

● 雨の中で充電するときは、水が掛からな
いように充電設備を保護してください。
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家庭用 AC 普通充電

1. 充電器について

● 車載された装置は現地の規格に適合する
給電プラグ、AC 充電コネクタ、コントロ
ールボックス、充電ケーブル、機能ボッ
クスで構成されており、車載充電装置と
呼ばれます。給電プラグを家庭用コンセ
ントに挿し込み、AC 充電コネクタを車両
の AC 充電ポートに挿し込みます。

● 高出力充電による回路焼損や自動保護ブ
レーカーが誤作動し、他の設備に影響を
与えないよう、ソケットは規格に適合す
る家庭用コンセントを選択してくださ
い。

● 230V 10A の専用交流回路と電源ソケッ
トを使用して充電してください。

● 充電時間：コンビネーションメーターに
表示される充電時間についてのご注意を
参照してください。

警告

● 最大周囲温度：最大 50℃までと
し、充電装置を使わないときは乾
燥した冷暗所に保管してくださ
い。

● 充電中、充電装置をトランクルー
ムや車両前部の下、タイヤの近く
に置かないでください。

● 使用中は、車両にひかれたり地面
に落としたりする、または人に踏

警告

まれることがないようにしてくだ
さい。

● 落下禁止。この充電装置を移動す
るために、直接ケーブルを引っ張
らないでください。

● 後付けの電線やアダプター/コン
バーターを使わないでください。

● 家庭用給電コンセントのコードが
柔らかくなった場合や、充電コネ
クタケーブルの摩耗、絶縁層の破
裂やその他の破損がある場合は、
充電設備を使用しないでくださ
い。

● 充電コネクタや給電プラグ、家庭
用コンセントの断線や破裂、また
は表面の破損がある場合は、この
設備を使用しないでください。

● 充電中の放熱性が悪くなるため、
充電ケーブルを巻いたまま使用し
ないでください。

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場に連絡し、充電設備の要
求事項にしたがって、適切な電源を選
ぶことをおすすめします。

● 充電設備のアースについて：設備のア
ース工事を確実にしてください。装置
には、装置の接地点と電源プラグの接
地点を接続するアース線が装備されて
います。電源プラグを正しく設置し、
適切に接地された電源ソケットに適合
している必要があります。

● 車載充電装置で充電する場合は、充電
中の盗難防止機能を ON にしてくださ
い。

注意

● 充電中の放熱性が悪くなるため、充
電ケーブルを巻いたまま使用しない
でください。
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注意

● 充電に関する注意事項の詳細は、「充
電について」を参照してください。

2. 充電する

● 車両を解錠し、充電ポートフラップを開
けます。

● 充電ポートフラップを開けます：

● 車両を解錠し、充電ポートフラップを
押し込むと、充電ポートフラップが自
動で開きます。

● 充電ポートキャップの右側キャップを開
けて、左側キャップは閉じたままにしま
す。

● 給電ポート側の接続：

● 車載充電装置のプラグを家庭用コンセ
ントに挿し込むと、車載充電装置の機
能ボックスの電源表示灯が常時点灯し
ます（赤色点灯）。

● 車両側の接続

● 車載充電装置の充電コネクタを車両側
充電ポートに確実に挿し込みます。

● 充電コネクタを適切に挿し込むと、コ
ンビネーションメーターの充電接続表
示灯が点灯します。車載充電装置の表
示灯は点滅します（緑色の灯）。

● 充電中は、コンビネーションメーターに
関係充電パラメーターと充電画面が表示
されます。

3. 充電を停止する

● 充電が完了する：

● フル充電になると、自動的に充電が完
了します。

● 早めに充電を終了する場合は、下記の
手順を行ってください。

● 充電ポートの接続を切る：

● PAD の電子ロックの作動モードが盗難
防止ロック機能 OFF の場合、フル充電
後は充電プラグを直接抜き出せます。
まだフル充電になっていない場合、リ
モートキーのアンロックボタンまたは
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ドアハンドルのマイクロスイッチを押
し（キーが近くにある場合）、充電コネ
クタを抜き出し、給電プラグを外して
ください。

● PAD の電子ロックの作動モードが盗難
防止ロック機能 ON 場合、フル充電に
なっているかどうかにかかわらず、リ
モートキーのアンロックボタンまたは
ドアハンドルのマイクロスイッチを押
して（キーが近くにある場合）充電ポ
ート盗難防止ロックを解錠し、充電コ
ネクタを抜き出し、給電プラグを外し
てください。

お願い

● 車両を解錠するには、リモートキー
の「アンロック」ボタンを押す（電
源ポジション「OFF）で充電すると
き）、または運転席側ドアハンドルの
マイクロスイッチを押します（リモ
ートキーが近くにあるとき）。

● 充電ポート盗難防止ロック機能が作
動している場合は、充電コネクタを
抜き出す前に車両を解錠し、充電ポ
ート盗難防止ロック機能を解錠後、
30 秒以内に充電コネクタを抜き出
してください。抜き出さないと、充
電ポート盗難防止ロック機能作動し
て再度施錠します。

● 充電ポート盗難防止ロックの作動モ
ードは、マルチメディアから設定で
きます。設定手順の詳細は、「充電ポ
ート盗難防止ロック機能」の設定を
参照してください。

お願い

● ロック解錠操作をしても充電コネク
タが抜き出せない場合は、解錠操作
を数回繰り返してください。それで
も抜き出せないときは、非常解錠の
操作をしてください。操作手順は
「充電ポート盗難防止ロック機能」を
参照してください。

● 給電プラグを外します。

● 車両の充電ポートキャップと充電ポート
フラップを閉めます。

● 車載充電装置を収納バッグに入れ、適切
に保管します。

DC 急速充電*
1. 充電器について

● 公共の DC 急速充電器で車両のバッテリ
ーを充電します。DC 急速充電器は、特定
の充電スポットに設置されています。

● 設備規格：充電スタンドに関する説明を
ご確認ください。

● 充電時間：コンビネーションメーターに
表示される充電時間についてのご注意を
参照してください。

2. 充電する

CHAdeMO の充電コネクタを使って車両と
DC 充電スタンドを接続し、DC 急速充電を
します。

即時充電方法：

● 充電前に車両の電源ポジションを「OFF」
にしてください。

● 車両を解錠し、充電ポートフラップを解
錠して充電ポートフラップおよび充電ポ
ートキャップを開けます。

●「家庭用 AC 普通充電」の充電方法を参
照しながら、まず充電ポートフラップ
を解錠して、上から下へ充電ポートキ
ャップを開けます。
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● 車両側の接続：

● 充電スタンドの充電コネクタを車両の
充電ポートに確実に挿し込みます。

● 充電設備の操作手順で操作し、充電を開
始します。

● コンビネーションメーター充電接続表示
灯  が点灯します。

● 充電中、コンビネーションメーターまた
はマルチメディアには関係充電パラメー
ターが表示されます。また、充電画面も
同時に表示されます。

3. 充電を停止する

● 充電が完了する：

● 予定の時間になる、または充電が完了
すると、自動的に充電を終了します。

● 充電ポートの接続を切る：

● コンビネーションメーターに充電完了
のメッセージが表示されたら、充電コ
ネクタを抜き出します。

● 充電器で DC 急速充電が完了したら、充
電設備を整理して充電コネクタを指定の
位置に戻します。

● 充電ポートキャップ（下から上へ）と充
電ポートフラップを閉めます。

お願い

● 高温/低温の環境で充電を行う場合、
バッテリー熱管理システムの性能が
エアコンの影響を受け、充電時間が

お願い

長くなる場合がありますが異常では
ありません。

注意

● 充電完了後、充電コネクタが抜き出
せない場合は、速やかに充電スタン
ドのカスタマーサービス担当者に連
絡してください。

● 充電に関する注意事項の詳細は、「充
電について」を参照してください。

警告

● 充電に関する警告の詳細は、「充電/
放電について」を参照してください。

スマート充電

● マルチメディアまたはインテリジェント
音声機能から充電モードを設定でき、次
の方法で設定画面に進むことができま
す。

● マルチメディアアプリケーションリス
トのスマート充電アプリから設定画面
に進みます。

● コントロールパネル→設定  →エネル
ギー→充電/放電設定の操作で「スマー
ト充電」の設定画面に入ります。

●「ハイ、BYD。スマート充電をオンにし
て」、「ハイ、BYD。スマート充電したい
です」、「ハイ、BYD。スマート充電をオ
ンにしてくれませんか」などと声をか
けると、クイックアクセスできます。

●  や  をタッチする、または BYD イ
ンテリジェント音声制御機能で、スマー
ト充電画面を閉じることができます。

●「ハイ、BYD。スマート充電をオフにし
てください」、「ハイ、BYD。スマート充
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電を終了してください」などと声をか
けると、すぐに終了します。

設定画面

①設定

②充電予約スイッチ

③充電開始時刻

④繰り返しサイクル

⑤充電待ち時間

● 初期設定では車両がすぐに充電できるよ
うに、充電予約は OFF になっています。

● 充電予約を行う必要がある場合は、充電
予約スイッチ②をタッチし、充電開始時
刻③および繰り返しサイクル④を設定し
ます。設定後、「確定」をタッチして設定
を保存します。

● 予約設定後、充電待ち時間⑤内に充電コ
ネクタを接続するか、車両の電源ポジシ
ョンを「OFF」にすると、マルチメディ
アは充電開始時刻を知らせます。必要に
応じて即時充電に変更することができま
す。

● ドライバーは、設定  アイコン①をタ
ッチし、充電予約通知画面で充電コネク
タ接続通知およびパワー OFF 通知機能
を OFF にすることができます。

お願い

● 通知画面の「即時充電に変更」は、
今回の予約に限るものです。すべて
の予約をキャンセルする場合は、設

お願い

定画面で充電予約を OFF にしてく
ださい。

● スマート充電は、BYD の AC 普通充
電設備のみに対応しています。公共
充電施設で使用する場合は、施設が
予約充電に対応しているかを確認し
てください。

● パワーバッテリー残量が低下してい
る場合は、充電予約に入る前に最小
限のバッテリー残量を確保するため
の充電を行います。最小限のバッテ
リー残量を確保するための充電を行
うときは、マルチメディアからパワ
ー OFF 通知および充電コネクタ接
続通知を発信し、コンビネーション
メーター下側にメッセージが表示さ
れます。

注意

● スマート充電（予約充電を含む）は、
BYD の AC 普通充電設備を対象に開
発したものです。BYD 純正部品以
外の AC 普通充電設備を利用する場
合は、予約充電を OFF にしてくださ
い。そうしないと、充電設備が応答
せず予約充電や即時充電ができなく
なり、バッテリー残量の低下や電圧
不足につながるおそれがあります。

充電ポート盗難防止ロック
機能

充電コネクタの盗難を防ぐため、充電ポー
トには車両に対する充電・給電中の盗難防
止機能が備わっています。初期設定は OFF
のため、ON にするときは、コントロールパ
ネル→設定  →エネルギー→充電/放電設定
の設定画面から、「充電ポート盗難防止」の
機能を ON にしてください。
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● ON/OFF/インテリジェントで充電する場
合、ドライバーは次の方法で盗難防止ロ
ック機能を解除し、充電コネクタを抜き
出すことができます。

● OFF にした状態でリモートキーの「ア
ンロック」ボタンを押して解錠します。

● 運転席側ドアハンドルにあるマイクロ
スイッチを押して解錠します。

● 運転席内側の下にある集中ドアロック
を押して解錠します。

● 車両がフル充電になっている場合、充
電コネクタは自動的に解錠されます
（「インテリジェント」モードのみ）。

番号
「充電ポート盗難
防止ロック作動
モード」設定状態

4 ドア盗難防止
ロック状態

車両のフル充電
状態

充電コネクタ抜
き出しの可否

1 ON 施錠 / 不可

2 ON ON / 可能

3 インテリジェン
ト/OFF 施錠

フル充電 可能

フル充電 不可

4 インテリジェン
ト/OFF ON / 可能

● 上記の表の通り、車両充電中に充電コネ
クタを解錠すると、メーターに「お知ら
せ：交流充電コネクタ電子ロックが施錠
されていません。充電を一時停止しま
す」と表示され、充電パワーは 0kW と表
示されます。30 秒待機した後、または手
動で施錠すると、充電プロセスが再開さ
れます。

注意

● 充電ポート盗難防止ロック機能を解
錠後、30 秒以内に充電コネクタを抜
き出してください。30 秒経過する
と、充電ポート盗難防止ロック機能
が再度作動して施錠します。

● 車両を施錠した後にフル充電になる
と、「インテリジェント／OFF」モー
ドでは電子ロックが自動的に解錠さ

注意

れ、「ON」モードでは電子ロックを
上記の方法で手動解錠する必要があ
ります。

お願い

● 上記機能に異常または故障がある場
合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

緊急解錠

● 充電ポート盗難防止ロックが故障して充
電コネクタを抜き出せない場合、手動で
非常解錠の操作をして、充電コネクタを
抜き出せます。
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● アクチュエーターの故障、または起動バ
ッテリーの電圧不足で充電ポートフラッ
プを開けられない場合、手動で非常解錠
の操作をして、充電ポートフラップを開
けられます。

AC 充電ポート盗難防止ロック解錠用ワイ
ヤー：

1. テールゲートを開けると、内側の右側ト
リムに充電ポート盗難防止ロック解錠用
ワイヤーがあります。

2. ワイヤークリップを外してワイヤーを引
っ張り、充電コネクタを解錠します。

3. 解錠後、ワイヤークリップを戻します。

充電ポートフラップ盗難防止ロックの緊急
時解錠：

1. トランクからパネルを取り外します。

2. 手動でアクチュエーター解錠レバーを下
に操作します。

3. 充電ポートフラップを押して解錠しま
す。

お願い

● 上記機能に異常または故障がある場
合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

電力量バランス機能

● 本車両はデュアルモード走行時に電力量
のバランス機能を有し、急加速などの状
況に備えて電力を確保します。車両が比
較的安定した状態で走行している場合、
電力量は設定値付近で変動します。

● 車両制御装置は記憶機能を有しており、
前回設定した電力量のバランスポイント
を記憶します。

お願い

● エンジン始動後、車両が一定の速度
で安定走行している時、エンジン出
力の一部トルクが発電機を駆動し、
パワーバッテリーを充電します。

● 現在の SOC と電力量のバランスポ
イントの差が大きい場合、バランス
調整に時間がかかる可能性がありま
す。

電力量バランス設定

電力量バランスは、車両の走行中にドライ
バーが期待するパワーバッテリー残量であ
り、ドライバーはマルチメディア  →エネ
ルギー→エネルギー管理画面で設定できま
す。

● 電力量強制維持モードを ON にする。電
力量を優先的に保持し、目標電力量にで
きるだけ近づけます。目的地での充電が
容易な場合は、目標電力量を低く設定し、
蓄えられた電力を最大限に活用して、燃
料消費を節約することをおすすめしま
す。目的地での充電が困難な場合は、目
標電力量を高く設定し、車両の電力を維
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持して、快適性を向上させることをおす
すめします。

● 電力量強制維持モードを OFF にする。
燃料効率を優先しながら、バッテリー残
量の維持も配慮します。

注意

● 電力量の強制維持は HEV モードで
のみ有効です。EV モードで電力量
の強制維持機能を ON にしても機能
しません。快適なドライビング体験
を確保するために、HEV モードに切
り替えた後に電力量の強制維持機能
を ON にすることをおすすめしま
す。

お願い

● 快適なドライビング体験を確保する
ため、車両は標高や環境温度などに
応じて電力量のバランスポイントの
下限値を自動的に調整します。

回生ブレーキ強度の設定

エネルギー回生には「スタンダード」と「強」
の 2 つのモードがあります。ドライバーは
運転習慣に応じて、コントロールパネル→設
定  →エネルギー→エネルギー管理から
「エネルギー回生強度」設定画面に進んで設
定できます。

● ドライバーが設定を行わない場合、出荷
時のデフォルト設定が維持されます。

● 記憶機能を備えており、設定後は毎回電
源を入れるとその設定がデフォルトにな
ります。

定置発電機能

駐車時、バッテリー残量が一定レベル以下
になると、エンジンが発電機を駆動してパ
ワーバッテリーに充電します。発電の際
は、エンジン回転数が通常のアイドリング
回転数よりも高くなりますが、これは正常

な現象です。バッテリー残量が一定以上に
なると、定置発電モードを終了します。

モード記憶機能

● バッテリー残量が多い場合、車両は電源
投入時に自動的に EV モードに切り替わ
ります。EV モードの優先使用をおすす
めします。

● バッテリー残量が中程度の場合、車両は
電源投入時に前回の運転モードを記憶し
ます。電源投入後、ドライバーはモード
スイッチで希望のモードを手動選択でき
ます。

アクセルペダル踏み込み発電機能

アクセルペダルを踏んで発電する機能は、
ドライバーの高出力発電ニーズを満たすと
ともに、車両全体の NVH 性能も配慮してい
ます。

操作方法：

● 「P」レンジ、HEV モードで、SOC が一定
値以下になった場合、アクセルペダルを
踏むことで発電機能が作動します。

お願い

● 長時間アクセルペダルを踏んで発電
することはおすすめしません。

● 特殊な運転条件下（気温が低いまた
は高いなどの状況）では、アクセル
ペダルを踏んだ際の発電出力は、バ
ッテリーの充電能力またはモーター
の発電能力によって制限され、メー
ター表示の発電出力に変化が生じま
す。

外部給電について*
● 本車両には外部給電機能があります。外
部給電機能とは、車両に蓄えた電気を家
電機器などに供給すること(V2L)です。
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警告

● 外部給電中に、給電コンセントや車
両側ポートの金属端子を触らないで
ください。

● 外部給電中に異臭や発煙等の異常が
発生した場合は、直ちに使用を停止
してください。給電に関係する警告
は（90 ページ）を参照してくださ
い。

● 使わないときは、本製品を乾燥した
冷暗所に保管してください。

● 外部給電しているときは、機器をト
ランクルームや車体下部、タイヤ付
近に置かないでください。車両によ
る踏みつけ、落下、人による踏みつ
けなどの事故を防ぐためです。

● 本製品を落としたり、ケーブルを引
っ張って移動させたりしないでくだ
さい。

● 給電コネクタ、ケーブルおよび給電
コンセントに摩耗、絶縁層の破裂や
その他の破損がある場合は、給電装
置を使用しないでください。

お願い

● 外部給電は、可能な限り車両のパワ
ーバッテリー残量が多い状態で使用
してください。

● 電源ポジション「OFF」で、長時間
V2L 外部給電装置を車両に接続した
状態で電気エネルギーを出力しない
場合、車両の消費電力が多くなるた
め、給電コネクタを外すようおすす
めします。

注意

● 給電装置の使用上の注意事項は（90
ページ）を参照してください。

注意

● V2L 外部給電の前には、負荷が OFF
になっていることを確認してくださ
い。

● 車両が外部給電機能を使用する際、
車両のバッテリー残量が少ないとエ
ンジンが始動します。密閉空間や可
燃物・爆発物の近くでは使用しない
でください。

● V2L 外部給電時、許容放電電力を超
えると給電を遮断します。この場合
は使用機器の電力を減らし、給電装
置を再接続してください。

V2L 外部給電方法*
1. 装置について：

● 外部給電装置(V2L)：この装置は給電コネ
クタ、給電コンセント、ケーブル、およ
び給電コネクタ保護カバーで構成されて
います。

2. 外部給電接続について

● 給電前に、イモビライザーが OFF になっ
ているかを確認します。

● 充電ポートフラップのロックを解錠し、
車両の充電ポートフラップと充電ポート
キャップを開けます。

●（94 ページ）の充電ポートフラップの解
錠を参照しながら、充電ポートフラッ
プおよび充電ポートキャップを開けま
す。
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● 外部給電前の点検：

● V2L 給電装置のキャビネットの割れ、ケ
ーブルの摩耗、プラグの錆などの異常
がないかを確認します。

● 充電ポートに水分または異物がない、
金属端子に錆びや腐食による破損など
の異常がないことを確認します。上記
に異常がある場合は、外部給電を中止
してください。ショートや感電などに
より身体に危害をおよぼすおそれがあ
ります。

● 外部給電装置の接続：

● V2L 給電コネクタを充電ポートにしっ
かり接続します。

● 外部給電を開始する：

● 給電コンセントにあるスイッチを押し
て数秒待ち、給電コンセントの表示灯
が常時赤色に点灯すれば外部給電装置
の使用が可能になります。

● 外部機器が接続されると、車両の放電
が開始され、コンビネーションメータ
ーには外部給電に関係する情報が表示
されます。

3. 給電時間設定操作ガイド

● 車両に給電コネクタを接続すると自動的
に外部給電機能が作動し、メーターとマ
ルチメディア画面にカウントダウンが表
示されます。マルチメディアのデフォル
ト設定では 1 回の放電時間は 5 時間で
す。

● コントロールパネル→設定  →エネル
ギー→充電/放電設定の設定画面から、外
部給電(V2L)の設定に入ります。

● 車両に給電コネクタを接続後、「外部給
電(V2L)」ボタンをクリックして機能の
ON/OFF が可能です。

● 車両が「OFF」状態で給電してバッテリ
ー残量が低下した場合、エンジンを始
動して給電を継続する必要があるとき
は「残量不足時にエンジンを始動して
発電」ボタンをクリックして設定でき
ます。

お願い

● 車両電源が「ON」または「OK」位
置で放電し、バッテリー残量が低下
すると、車両は自動的にエンジンを
始動して発電を行います。特に設定
は不要です。

● コントロールパネル画面で「設定」ボタ
ンをクリックすると、給電時間設定画面
に進み、必要な放電時間を設定できます。

注意

● 給電コネクタが接続されていない場
合、給電機能を有効にできません。
この時「外部給電（V2L）」ボタンを
クリックすると、一瞬点灯した後に
再びグレー表示になりますが、これ
は正常な動作です。

● 給電開始時に車両のバッテリー残量
が少なすぎてエンジンが始動できず
発電できない場合、または給電時間
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注意

設定が長すぎる場合、車両は設定時
間通りの給電を保証できず、外部給
電機能は早期に停止しますが、これ
は正常な動作です。

4. 外部給電を停止する

● 外部給電を終了する：

● 給電コンセントのスイッチを押しま
す。

● 緊急の場合は直接次のステップに進む
ことができます（非推奨）。

● 外部給電装置を切り離す：

● リモートキーのアンロックボタン、ま
たはドアハンドルのマイクロスイッチ
を押して、給電コネクタを充電ポート
から抜き出します。

● 充電ポートキャップと充電ポートフラッ
プを閉めます（（94 ページ）を参照して
ください）。

● 外部給電装置を片づける：

● 外部給電完了後、外部給電装置を収納
バッグに入れます。

バッテリー

パワーバッテリー

● 車両の主要な動力源の一つであるパワー
バッテリーは、車両のフロア下に設置さ
れており、繰り返し充電が可能です。外
部電源を使用してパワーバッテリーを充
電する主な方法は以下の通りです。家庭
用普通充電、AC 充電スタンドによる充電
があります。また、車両は制動時、惰性
走行時、またはエンジン作動時にも、モ
ーターを通じてパワーバッテリーを充電
することができます。

注意

● パワーバッテリーはボディーの底部
にあるため、悪路を走る場合は慎重
に運転してください。

お願い

● 車両の電源ポジションが「ON」のと
きは、高電圧回路が接続された状態
になります。

● 新車でパワーバッテリーが正常な場
合でも、運転習慣、道路状況、気温、
電装品の使用状況などによって、EV
走行距離が増減することがありま
す。

● バッテリーの寿命やバッテリーの安
全性確保の観点から、パワーバッテ
リーがフル充電に近づくとトリクル
充電モードに切り替わるため、充電
時間が長くなる場合があります。

● バッテリー自体の化学的特性によ
り、一定の使用期間を経過した車両
はバッテリー容量が自然に低下する
ため、電気での走行距離が短くなる
ことがあります。走行距離の減少に
気づいた場合は、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場で
点検を受けることができます。点検
によって、EV 走行距離の減少が正常
であるかどうかを確認できます。

パワーバッテリーのメンテナンス
● パワーバッテリーを最適な状態に維持す
るため、定期的に AC 車載充電装置でパ
ワーバッテリーをフル充電してくださ
い。また、少なくとも週に 1 回はフル充
電することをおすすめします。

● 車両を 7 日以上使用しない場合、その耐
用年数を延ばすために、バッテリー残量
を 40%～60%SOC の範囲内に保つこと
をおすすめします。3 か月以上使用しな
い場合は、バッテリー性能の低下や損傷
を防ぐために、まず 100%まで充電し、
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その後 40%～60%SOC まで放電してく
ださい。

パワーバッテリーの低温加熱機能
● 外気温が低い場合、パワーバッテリー加
熱システムが作動し、バッテリーを加熱
します。これにより、低温時の充電速度
が向上し、車両の動力性能および航続距
離が確保されます。

お願い

● パワーバッテリーの正常作動温度範
囲は-35～60℃です。

● パワーバッテリーの動作温度が高す
ぎる場合や低すぎる場合、充電時間
が延びることがあります。

注意

● パワーバッテリーに故障が発生した
場合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。

警告

● 専門業者以外はパワーバッテリーパ
ックユニットを開けないでくださ
い。バッテリーの取り外し、分解を
することにより、環境汚染や事故を
起こした場合、相応の責任を負う必
要があります。

パワーバッテリーの回収

電気自動車を廃車にする場合は、下記に示
すプロセスに従って処理してください。

1. 車両を BYD の回収サービスセンターに
お持ちください。パワーバッテリーの残
価を評価します。

2. 評価済みの車両を回収・解体業者に渡し、
パワーバッテリーを取り外してもらいま
す。

3. 回収・解体業者が取り外した古いパワー
バッテリーを回収サービスセンターに引
き渡し、回収サービスセンターはパワー
バッテリーを買い戻します。

警告

● 電気自動車の所有者は、不用となっ
たパワーバッテリーを回収サービス
センターに引き渡す責任と義務があ
ります。不要となったパワーバッテ
リーを他の業者や個人に勝手に引き
渡す、パワーバッテリーを取り外す、
分解を勝手に行うことで発生した環
境汚染や事故については、相応の責
任を負う必要があります。

低電圧バッテリー

● 本車両が使用する低電圧バッテリーは
BYD 独自開発のリン酸鉄リチウムバッテ
リーであり、低電圧バッテリーにはイン
テリジェント充電機能が備わっていま
す。パワーバッテリーの残量が十分な場
合、車両は自動的にパワーバッテリーか
ら低電圧バッテリーへの充電を開始し、
低電圧バッテリーの持続時間を延長でき
ます。

①正極端子

②負極端子

お願い

● 電源ポジションが「OFF」の状態で、
スマート充電を行う際、車両は電源
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お願い

ポジションを「OK」にしたときの音
を発しますが、異常ではありません。

● 車両から離れる際は、すべての電気
機器をオフにし、ドアが確実に閉ま
っていることを確認してください。

起動バッテリー電圧不足時のスリープ解除
機能

運転席側マイクロスイッチでのスリープ解
除：

● 起動バッテリーのスリープ解除機能を搭
載しています。車両を長期間保管し、リ
モートキーでの車両捜索や解錠を実行で
きないときは、起動バッテリーがスリー
プ状態になっている可能性があります。
この時、運転席側ドアハンドルのマイク
ロスイッチを押す（「（60 ページ）」を参
照してください）ことで、起動バッテリ
ーのスリープを解除できます。車両を解
錠すると通常通り使用することができま
す。

ジャンピングスタートによるスリープ解
除：

● 運転席側ドアハンドルのマイクロスイッ
チで車両起動および解錠ができない場合
は、メカニカルキーを使用してドアを開
けることができます。このとき、2 本の
特別な起動専用ケーブルと 12V 電源を介
して車両を起動できます。起動バッテリ
ーの残量が少ないと、コンビネーション
メーターに「バッテリーの残量不足、車
両の電源がもうすぐ切れます」と表示さ

れ、車両が再度スリープ状態になること
があります。ただちに車両を起動して起
動バッテリーが完全に充電できるよう
に、15 分以上車両を起動したままにして
ください。

● 起動方法は、モータールームのフューズ
ボックスの専用インターフェースを介し
てのみ実行できます。モータールーム内
のフューズボックスの起動ポイントを右
図に示します。

①モータールームのフューズボックス用の
正極（＋）端子

②ジャンピングスタート用の負極（－）端
子

上記のいずれの操作を行っても車両を始動
できない場合は、速やかに BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場にご連絡
ください。

注意

● モータールームのフューズボックス
では、ジャンピングスタートのため
のスペースが狭く感電などの危険が
あるため、専門家の指導によりジャ
ンピングスタート作業を行うことを
おすすめします。

警告

● 車両の電源ポジションを「OK」に入
れずに他の車両と接続して起動する
ことは、絶対にしないでください。
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警告

起動バッテリーが損傷するおそれが
あります。

● 起動バッテリーの電力不足や正常に
使用できないなどで、ジャンピング
スタート作業を行う場合は、オーナ
ーズマニュアルの該当内容をよく読
み、必ず記載にしたがってブースタ
ーケーブルを接続し、関連操作を行
ってください。

● 起動バッテリー内部にはインテリジ
ェントコントロールモジュールが内
蔵されています。起動バッテリーの
破損を防ぐために、緊急時以外では、
無断で取り外したり破壊させたりし
ないでください。

● 部品交換や車両整備の前には、起動
バッテリーの負極（－）端子を外し
てください。

注意

● モータールームのフューズボックス
では、ジャンピングスタートのため
のスペースが狭く感電などの危険が
あるため、専門家の指導によりジャ
ンピングスタート作業を行うことを
おすすめします。

● 起動バッテリーは乾燥したウエスな
どで拭き、水洗いはしないでくださ
い。

スマート充電機能

● 低電圧バッテリーの残量が低い場合、ス
マート充電機能が作動し、それによって
低電圧バッテリーの持続時間を延長しま
す。

● パワーバッテリーの残量が低い場合、車
両はエンジンを始動して発電し、スマー
ト充電機能の要求を満たすことがありま
す。

● 本車両はスマート充電機能を搭載してい
るため、長時間にわたり車両を駐車する
場合に、低電圧バッテリーの負極（－）
端子を取り外す必要はありません。

お願い

● 低電圧バッテリーの残量が低い場
合、スマート充電機能が作動し、メ
ーターに表示されるパワーバッテリ
ーの SOC または電気のみの走行距
離が減少することがありますが、こ
れは異常な現象ではありません。

● 車両を施錠した後、パワーバッテリ
ーの残量が低くなり、エンジンを始
動して発電機能が作動すると、少量
の燃料を消費し、少量の排気ガスが
排出されます。

ご利用要領

慣らし運転期間

● パワーユニットが起動しにくい、または
頻繁に停止する場合は、ただちに車両を
点検してください。

● パワーユニットから異音が発生している
場合は、安全なところに停車してから点
検してください。

● パワーユニットから冷却水やオイルが漏
れている場合は、安全なところに停車し
てから点検してください。

● パワーユニットは慣らし運転が必要で
す。最初の約 2000km は高速走行を避
け、「ECO」モードで可能な限り一定の速
度で走行し、慣らし運転することをおす
すめします。以下の操作を避けること
で、車両を長持ちさせることができます。

● 始動や運転時、アクセルペダルを強く
踏み込まないでください。

● スピードを出し過ぎないでください。
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● 最初の 300km までは、急ブレーキを避
けてください。

● 長時間、一定速度での高速走行や低速
走行をしないでください。

● 慣らし運転期間中の HEV 比率は 50％
以上を維持してください。

トレーラーのけん引

● 本車は乗用車として設計されています。
ご自身や他者の安全のため、過積載やト
レーラーのけん引を行わないでくださ
い。

● トレーラーのけん引は、車両の操縦、動
力、制動、耐久性、エコ運転および電力
消費などに悪影響を与えます。

● 運転の安全性と快適性は、設備の正しい
使い方や慎重な運転習慣により決まりま
す。

● トレーラーのけん引による破損や故障は
保証の対象外となります。

燃料

燃料の選択

● 適切に燃料を選択することは、エンジン
性能を最大限に発揮するための基礎で、
排出ガスを抑制し、関連する部品を保護
する重要なポイントでもあります。

● 無鉛ガソリンを使用してください。エタ
ノールの含有量は E10 以下であることが
要求されます。

注意

● 有鉛ガソリンを使用しないでくださ
い。有鉛ガソリンを使用すると、三
元触媒コンバーターが故障し、排気
ガス浄化装置が機能不全になり、メ
ンテナンスコストも増加します。

注意

● 不適切な燃料の使用によって生じた
エンジンの損傷または排出ガス基準
超過は保証の対象外です。

● 低オクタン価のガソリンまたは低品
質のガソリンを使用すると、エンジ
ンの寿命が短くなります。

燃料の給油

● フューエルフィラーキャップは車両の左
側にあります。給油する際は、車両の左
側をガソリンスタンドの給油ポンプに近
づけて駐車してください。

● 車両の電源を OFF にしてエンジンを停
止し、電源を切った状態にします。

1. フューエルフィラーキャップを開けま
す。

● 車両の電源を OFF にしてエンジンを停
止させた後、運転席下部にある圧力逃
がしスイッチを押します。約 1～15 秒
間待ち、メーターに「燃料タンクキャ
ップ解錠済」と表示されたら、フュー
エルフィラーキャップを軽く押し込
み、手動でキャップを開けます。

2. 燃料タンクキャップを、反時計方向に回
しながら外します。

● 5～10 秒間待ってから、ハンドルを反時
計回りに回して燃料タンクキャップを
取り外してください。待機中の燃料タ
ンクキャップの空転は異常ではありま
せん。燃料タンク内部が真空状態で外
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気を取り込む過程で、シューシューと
いう音が聞こえる場合があります。

● 燃料タンクキャップは、紛失を防ぐた
めに、コードでフィラーネックと連結
されています。給油する際は、燃料タ
ンクキャップをフューエルフィラーキ
ャップのブラケットに置いてくださ
い。

3. 燃料の給油が終了したら、燃料タンクキ
ャップを時計回りにしっかり締め、フュ
ーエルフィラーキャップを閉めてくださ
い。

警告

● 燃料は引火しやすく爆発の危険性が
あるため、給油時には以下に注意し
てください。

● 屋外で燃料を注入してください。

● 給油する際は、火花や裸火の発生
を防ぐために、喫煙しないでくだ
さい。火花や裸火はやけどの原因
になります。

● 給油と充電は同時に行わないでく
ださい。充電コネクタを接続して
いる間は給油を行わず、可燃物と
の間に十分な距離を確保してくだ
さい。規定通りに充電コネクタを
抜き差ししない場合、燃焼した燃
料などによる機器の損傷や人身事
故を引き起こすおそれがありま
す。

注意

● 燃料タンク内の圧力の違いにより、
タンク自体の圧力逃がしプロセスか
らキャップ解錠までの時間が異なる
場合があります。フューエルフィラ
ーキャップ解錠までの待ち時間が異
なるのは異常ではありません。

● 給油ノズルが自動停止したら、給油
を停止してください。燃料タンクに
過剰に燃料を入れることはしないで
ください。温度変化による燃料の膨
張に備えて、スペースを残してくだ
さい。

● 給油が終了したら、燃料タンクキャ
ップとフューエルフィラーキャップ
がしっかり閉まっているか点検して
ください。

● 燃料タンクキャップがしっかり閉ま
っていないと、メーターの  が点
灯する可能性があります。

● フューエルフィラーキャップを開け
てから 15 分以内に燃料の給油を完
了しない場合は、一旦フューエルフ
ィラーキャップを閉じてから再度開
け、その後給油を再開してください。
そうしないと、給油時に燃料が逆流
して噴き出す可能性があります。

● 燃料タンクキャップが空回りして開
かない場合は、BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に連
絡してください。緊急時にフューエ
ルフィラーキャップを開けて給油す
る必要がある場合：まず、燃料タン
クキャップのハンドル中心部にある
小さなカバーをこじ開けてくださ
い。その後、細長い棒（ボールペン
の芯など）を、露出した小孔に沿っ
て挿入し、棒がこれ以上進まなくな
るまで差し込んだ状態を保持したま
ま、燃料タンクキャップを反時計回
りに回して取り外してください。
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燃料の節約で車を長持ちさ
せる方法について

● 燃料の節約はシンプルで簡単、しかも車
両の寿命を延ばすことにもつながりま
す。燃料や修理代を節約する要領を次に
示します。

● 一定速度での運転は、燃料の節約に役
立ちます。急アクセル、急ハンドルや
急ブレーキは、より多くの燃料を消費
します。

● 交通状況に応じて一定速度で走行して
ください。車両の減速または加速を行
うたびに、余分な燃料を消費します。

● 適切な運転条件でクルーズコントロー
ルを使用すると、より効果的に燃料を
節約できます。

● エアコンの作動によりエンジンに負荷
がかかるため、より多くの燃料が消費
されます。エアコンを OFF にすると、
燃料の消費を減らすことができます。
また、外気温度が快適なときは、外気
導入モードで外気を取り入れてくださ
い。

● 適切なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。タイヤの空気圧不足は、タイヤの
摩耗や燃料の消費につながります。

● 不要な荷物を積まないでください。車
両重量が重すぎるとエンジンへの負荷
が増えるため、より多くの燃料が消費
されます。

● エンジンの損傷を防ぐために、エンジ
ンが冷えているときは始動後すぐに高
速回転させたり、アクセルを大きく踏
んだりしないでください。

● 連続して加速と減速をしないでくださ
い。ストップ＆ゴー運転は、燃料を浪
費することになります。

● 必要のない停車やブレーキを避けてく
ださい。一定の速度を維持しながら信
号のタイミングに合わせて運転するこ
とで、停車回数を最小限に抑えること
ができます。また、信号のない道路を

走行し、先行車両との車間距離を適切
に保って急ブレーキを避けることで、
ブレーキの摩耗軽減につながります。

● 交通量の多い道路や渋滞している道路
はなるべく避けてください。

● ブレーキペダルに足を置いたままにし
ないでください。ブレーキの早期摩耗
や過熱、大量の燃料消費の原因となり
ます。

● 高速道路走行時は適切な速度を維持し
てください。速度が速いほど燃料の消
費が多くなります。エコ走行になる範
囲内に車両速度を保つと燃料を節約で
きます。

● フロントタイヤの正しいアライメント
を維持してください。道路の縁石へ乗
り上げないようにし、悪路はゆっくり
走行してください。フロントタイヤの
アライメントが正しくない場合は、タ
イヤの早期摩耗につながるだけでな
く、エンジンへの負荷も大きくなり、
燃料をより多く消費します。

● 車体は清潔な状態に保ち、泥などの付
着がないようにしてください。これに
より、車両重量を軽減するだけではな
く、腐食を防ぐこともできます。

● 車両を調整し、最適な作動状態を維持
してください。エアフィルターが過度
に汚れている場合、スパークプラグに
カーボンが過剰に付着している場合、
オイルや潤滑油が汚れて劣化している
または粘度が高すぎる場合、ブレーキ
の調整が不適切な場合などは、いずれ
もエンジンの性能に影響を及ぼし、燃
料を浪費することになります。すべて
の部品の寿命を延ばし、ランニングコ
ストを削減するために、定期的なメン
テナンスを実施してください。頻繁に
悪条件下で走行する場合は、メンテナ
ンスの間隔を短くしてください。

お願い

● 走行中にニュートラルギアで惰性走
行することは厳禁です。
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荷物の積み込み

● 本車両には、複数の便利な格納スペース
を用意しています。

● グローブボックスやドアポケット、シー
トバックポケットなどは、小物や軽量物
を格納するために設計されています。ト
ランクルームは、比較的大きくて重たい
ものを収納するための空間です。

● 積み込む荷物が多い、または積み込み方
が不安定な場合、車両の操縦性や安定性
が悪くなり、安全性が低下することがあ
ります。

● 荷物を積み込む場合は、車両本体、乗員
全員および荷物の総重量が車両総重量を
超えてはいけません。

● 荷物を積載する前に、必ず以下の内容を
お読みください。

警告

● 積載オーバーや不適切な荷物の積み
込み方は、車両の操縦性や安定性に
影響を与えるため､衝突事故を招く
おそれがあります。

● 本オーナーズマニュアルに記載の車
両総重量や、その他の積載ルールを
守ってください。

● 正常な走行を妨げるおそれがあるた
め、強い磁気を持つものを車両に搭
載しないでください｡

客室に荷物を積み込む場合

● 衝突時に車内へ投げ出されて乗員に怪我
を負わせるおそれがあるものは、確実に
収納または固定してください。

● フロントシート後部の床に置いているも
のは、ドライバーのペダル操作やシート
調整の妨げにならないように、シートの
下で転がらないようにしてください。ま
た、荷物を積み込むときはフロントシー
トバックの高さを超えないでください。

● 運転時はグローブボックスをきちんと閉
めてください。グローブボックスが開い
ていると、衝突時や急ブレーキ時に乗員
の膝などに怪我を負わせるおそれがあり
ます。

お願い

● お子様のおもちゃを車内に積み込ま
ないでください。急ブレーキや衝突
事故などが発生した場合、おもちゃ
が安全走行を妨げるだけではなく、
お子様に怪我をさせるおそれがあり
ます。

トランクルームに荷物を積み込む場合

● トランクアンダーボードには均一に荷物
を積み込み、最も重い荷物は一番下の前
方に置いてください。

● 走行中に移動しないように紐やチェーン
で荷物をきちんと固定してください。荷
物は、フロントシートバックの高さ以上
に積み込まないでください。

● 大型の荷物を積載してテールゲートが閉
まらない場合、排気ガスが乗員スペース
に流入する可能性があります。一酸化炭
素中毒を防ぐため、本マニュアルの（ ペ
ージ）に関する説明を参照してください。

ルーフラック

● ルーフラックを取り付ける場合は、メー
カーからの取扱説明書をよく読んで指示
に従ってください。

注意

● 本車両のルーフラックは外観装飾用
部品であり、貨物や荷物を載せるこ
とはできません。

一酸化炭素中毒の危険性

● エンジンの排気ガスには一酸化炭素が含
まれています。車両を適切にメンテナン
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スしていれば、通常の運転状況下で一酸
化炭素が車内に侵入することはありませ
ん。

● 以下の状況では、排気システムの漏れが
ないか点検する必要があります。

● 排気音に異常がある。

● 車両の底部を損傷する可能性のある事
故に遭ったことがある。

警告

● 一酸化炭素ガスは有毒です。このガ
スを吸入すると意識を失い、さらに
は生命に危険を及ぼすおそれがあり
ます。一酸化炭素中毒を引き起こす
可能性のある密閉環境や活動は避け
てください。

● 高濃度の一酸化炭素ガスは、ガレー
ジなどの閉鎖された空間で急速に蓄
積します。そのため、ガレージのド
アを閉めたままエンジンを始動しな
いでください。たとえガレージのド
アが開いていても、エンジンの稼働
時間は、車両をガレージから出すの
に必要な時間に限定してください。

● テールゲートを開けた状態では、気
流によって排気ガスが車内に流れ込
み、危険な状態を引き起こす可能性
があります。テールゲートを開けた
まま車両を始動する必要がある場合
は、すべての窓を開け、以下の指示
に従って車内エアコンシステムを調
整する必要があります。

●「外気循環」モードを選択する。

●「上半身・足元送風」モードを選択
する。

● ファン速度を「高速」に設定する。

冠水路の走行

● 冠水路に進入する前に、水の深さをきち
んと確認してください。水の深さは、ボ

ディー下端を超えないようにしてくださ
い。

● 冠水路を通り抜ける場合は、発進前にエ
アコンをオフにし、シフトレバーを低速
ギアに入れてください。その後、アクセ
ルペダルを軽く踏み続けながら、足を離
さないようにします。これを怠ると、排
気の逆圧によって水がエンジンに逆流
し、エンジンに深刻な損傷を引き起こす
可能性があります。アクセルペダルを軽
く踏み、安定した低速で冠水区間を通過
してください。

● 車両を水の中で絶対に停車させないでく
ださい。また、水の中でバックしたり、
エンジンを停止したりしないでくださ
い。

● 無事に冠水路を走り抜けた後は、ブレー
キペダルを数回軽く踏んでブレーキロー
ターに付着した水を落とし、できるだけ
早く通常の制動性能に戻してください。

● また、深い冠水路を通り抜けるとブレー
キが濡れることがあるため、慎重に運転
してください。

警告

● ブレーキシステムに水や泥などが侵
入すると、ブレーキの利きが悪くな
り制動距離が長くなるため、事故に
つながるおそれがあります。

● また、冠水路を走り抜けた後は、可
能な限り急ブレーキを避けてくださ
い。
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警告

● エンジンに水が入らないように注意
してください。くぼんだ冠水路を走
る場合は、エンジンに水が入らない
ように注意してください。モーター
の重大な破損につながるおそれがあ
ります。これにより発生した車両故
障および破損は、品質保証の対象外
となります。

● 冠水路を走り抜けた後は、ドライブ
トレインシステム、走行システム、
電気システムなどの部品も大きな被
害を受けているおそれがあります。
これにより発生した車両故障および
破損は、品質保証の対象外となりま
す。

● 台風などの荒れた天候では、可能な
限り雨が当たらない場所で充電して
ください。サイドシルの高さ以上の
深さの水に浸かったり、冠水路を走
行して浸水すると、高電圧部品の内
部に水が浸入するおそれがあるた
め、速やかに BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場で点検
や処置をしてください。

● タイヤの半分以上が水に浸かる冠水
路は走行しないでください。

高電圧部品の内部に水が浸入した場合：

● 高電圧部品は電子部品のため、車両が浸
水した場合は、高電圧部品を乾かしても
水分が完全に蒸発する保証はありませ
ん。

● 高電圧部品の内部に水が侵入すると、部
品自体の絶縁性に大きな影響を与えま
す。また、水分に多く含まれる導電性物
質により、高電圧部品の内部ショートや
高電圧システムのショートを引き起こす
おそれがあります。このような場合、車
の安全性能や使用性能に重大な影響を与
えます。

● 高電圧部品の内部に水が侵入すると、製
品の IP 保護等級、耐電圧などの性能が大

きな影響を受けるため、危険性が大きく
なります。

火災の予防

車両火災を有効に防止するため、車両を使
用する場合は下記の内容に注意してくださ
い。

● 車内に引火性・爆発性のあるものを格納
しないでください。

● 炎天下、日が当たるところに駐車する
場合は、車内の温度が 70℃以上に達す
ことがあります。車内にライター、洗
浄剤、香水などの引火性・爆発性のあ
るものを置くと、火災や爆発が発生す
るおそれがあります。

● 喫煙後、吸い殻の火が完全に消えている
ことを確認してください。

● 喫煙は、身体の健康を害するだけでは
なく、火災を引き起こすおそれもあり
ます。吸い殻の火が完全に消えていな
いと火災を引き起こすおそれがありま
す。

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で定期点検を依頼してくださ
い。

● コネクタとワイヤーハーネスとの接
続、絶縁、固定位置などに異常がない
かを確認するため、車両全体の配線の
定期点検も行ってください。不具合が
見つかった場合は、早めに処置してく
ださい。

● 車両の配線の改造、電装品の後付けを禁
止します。

● 電装品（ハイパワーオーディオ、照明
器具など）の後付けは、回路に過大な
負荷がかかり、ワイヤーハーネスの発
熱による火災の原因になります。基準
外の電気機器・配線の改造により抵抗
が大きくなり、異常に発熱して火災を
引き起こすおそれがあります。
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● 電装品の定格から外れたフューズや金
属ワイヤーをフューズの代わりに使用
することは絶対にしないでください。

● 正しい停車場所を選びます。

● 車両を保管する場合は、車両の下に乾
燥した藁や枯れた小枝、葉、麦わらな
どの可燃物がないかをよく確認してく
ださい。特に夏場では、車両の下に可
燃物があると火災につながるおそれが
あります。

● 走行中は枯れた小枝や葉、麦わら、雑
草などの可燃物が堆積している道路を
可能な限り避けてください。走る必要
があるときは、走り抜けた後に車両を
止めて車両の下部に可燃物がないかを
確認してください。停車時、直射日光
が当たる場所は可能な限り避けてくだ
さい。

● 車載用の消火器を車両に搭載することを
おすすめします。

● 車両の安全を確保するため、車内に消
火器を装備し、定期的に点検と交換を
行う必要があります。また消火器の使
用方法を熟知し、非常時に迅速に対応
できるようにしてください。

● 車両の修理やメンテナンスを行う場合、
起動バッテリーの負極（－）端子を外し
ます。

● 車両火災が起きた場合は、迅速、冷静に
効果的な方法で対処し、被害を最小限に
してください。

● 火災の発生は、ボディーからの異音や
異臭などのような前兆があります。異
常を感じたら、ただちに停車し、実際
の状況に応じて積極的に消火を行って
ください。

● 火元を特定します。モータールームか
ら煙があがっていることを発見した場
合は、すぐにボンネットを開けないで
ください（ボンネットを開けると大量
の空気が入り、火の勢いが強くなるた
めです。モータールームには可燃物が
少ないため、ボンネットを閉めておく

ことで火の勢いを抑え、消火を助ける
ことができます）。

● ただちに消防に電話で通報すると同時
に、該当の保険会社にも通報し現場対
応を要請します。

● 消防隊が消火した後は、出動証明書を
請求して発火原因についての報告書の
発行を依頼します。

● 事故発生後、早めに保険会社に対応など
を依頼します。

お願い

● 車両事故による損害を防ぐため、車
両自然発火損害保険への加入をおす
すめします。

発進と運転

車の始動

通常の始動方法：

● パーキングブレーキを確実に掛けます。

● 必要のないランプやアクセサリーを OFF
にします。

● シフトレバーを「P」または「N」に入れ
ます。

● リモートキー①を携帯します。

● ブレーキペダル②を踏み込んだ状態で
「スタート/ストップ」ボタン③を押しま
す。
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● メーターの「  」表示灯が点灯する
と、車両は走行できる状態になります。

車両が始動できない場合：

● 次の場合は安全に始動できません。

●「スタート/ストップ」ボタンを押すとリ
モートキーシステム警告灯が点灯して
スピーカーから警告音が鳴り、コンビ
ネーションメーターに「キー検出不可」
と表示されたとき（リモートキーが車
内にない、または干渉によりキーが検
知できない）。

● リモートキーは車内にあるが、正しい
位置に置かれていないとき（例えば、
床面、トランクルーム内または右側の
収納ボックス内などに置かれている場
合は、車を始動することができませ
ん）。

緊急時の始動方法：

● パーキングブレーキを確実に掛けます。

● 必要のないランプやアクセサリーを OFF
にします。

● シフトレバーを「P」または「N」に入れ
ます。

● 車両の電源ポジションを「OFF」にしま
す。

● リモートキーを車内に置きます。

● 「スタート/ストップ」ボタンを 15 秒以上
長押しすると、始動します。

お願い

● 走行中は、「スタート/ストップ」ボ
タンを触らないでください。

車の運転

● 走行中、車両が減速すると回生ブレーキ
により、エネルギーを回収できます。よ
り効率的にエネルギーを使用するため、
不必要な加速や減速をしないでくださ
い。

● ドライバーはマルチメディアタッチスク
リーンから関連設定画面に進み、運転習
慣に応じて適切なエネルギー回生モード
を選択できます。

● スタンダード:アクセルペダルを離す
と、通常の回生エネルギー量を回収し
ます。このとき、車両の減速度は標準
です。

● 強：アクセルペダルを離したとき、ス
タンダードに比べてより多くの回生エ
ネルギー量を回収します。このとき、
車両の減速度はスタンダードより大き
くなります。

● ドライバーは、アクセルペダルから足を
離したときの回生ブレーキの強さを、ニ
ーズに合わせて自由に選択できます。

● アクセルペダルから足を離したときの回
生ブレーキ強度設定には記憶機能があ
り、車両の電源ポジションを「OFF」に
して再度「ON」にした場合、前回の回生
モードを維持します。

お願い

● 高速走行中は、回生ブレーキ強度の
設定を変更しないでください。注意
が散漫になり、思わぬ事故を起こす
おそれがあります。

● HEV モードでは、エンジンは必要に応じ
て自動的に始動・停止し、それによって

115

04
使
用
お
よ
び
運
転



バッテリー充電または追加の動力供給を
行います。

● 車両の動力は、パワーバッテリー残量が
多い状態より、少ない状態の方が弱くな
ります。

キックダウン機能

走行中、坂道登坂時や急加速が必要な場合、
またはアクセルペダルを深く踏み込む必要
がある場合、ペダルをほぼ全開まで踏み込
むと抵抗が増加し、この機能が作動します。
これによりエンジン回転数が上昇し、車両
に大きな駆動力を供給します。

注意

● バッテリーの残量が多いほど、パワ
ーバッテリーの放電電力が十分であ
り、エンジンが正常に作動するため、
より優れた加速性能を発揮します。

● バッテリー故障、発電機故障、エン
ジン故障などがキックダウンの動力
出力に影響を及ぼします。

● キックダウン機能を頻繁に作動させ
ると、車両のバッテリー残量が急速
に減少します。

運転前の点検

車両外部

● タイヤ：タイヤの空気圧、タイヤトレッ
ドに割れ、破損、異物の噛み込みがない
か、タイヤに異常、過度な摩耗がないか
を点検します。過度な摩耗や偏摩耗があ
る場合は、速やかに BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場でホイー
ルのアライメント調整および関連する点
検を行ってください。

● ホイールナット：ナットの緩みや外れが
ないかを点検します。

● 水漏れ：車を止めてからしばらく待ち、
車両の下部に燃料やオイル、冷却水、そ
の他の液体が漏れていないかを点検しま
す（エアコンの作動により発生する水は
異常ではありません）。

● 照明：ヘッドライト、ポジションランプ、
ターンシグナルランプおよび他のライト
の動作を点検します。ヘッドライトの明
るさを点検します。

車両内部

● シートベルト：バックルがしっかりロッ
クできることを点検します。シートベル
トに摩耗や擦り傷がないことを点検しま
す。

● コンビネーションメーター：メンテナン
ス表示灯、コンビネーションメーター照
明とデフロスターの作動に異常がないこ
とを点検します。

● ブレーキ：ブレーキペダルの操作に必要
なスペースがあることを点検します。

モータールーム内部

● バックアップ用フューズ：それぞれのフ
ューズのバックアップがあることを点検
します。フューズボックスには、各種の
定格電流に対応したフューズを備えてお
く必要があります。

● 冷却水の量：冷却水の量が適切であるこ
とを確認します。

● ブレーキフルードレベル：ブレーキフル
ードの液量が適切であることを確認しま
す。

● 起動バッテリーとケーブル：つなぎ目に
腐食や緩み、外れがないか、起動バッテ
リーのケースに割れ目がないかを点検し
ます。

● 燃料パイプ：配管の油漏れや接続の緩み
を点検します。

始動後の点検

● コンビネーションメーター：メンテナン
ス警告灯およびスピードメーターの作動
に異常がないことを確認します。

● ブレーキ：安全な場所でブレーキを掛け
たときに片側へ偏らないことを確認しま
す。

● その他の異常な現象：緩んだ部分や漏れ、
異音がないかを点検します。

116



運転前の準備について

● 車両に乗り込む前に、車両周辺の状況を
確認してください。

● シートポジション、シートバック角度、
シートクッションおよびヘッドレストの
高さ、ステアリングホイールの角度と高
さを調節します。

● ルームミラーとドアミラーを調節しま
す。

● すべてのドアを閉めます。

● シートベルトを確実に締めます。

シフトコントロール機構

シフトレンジマークは、図のようにシフト
パネルに表示されます。

● 「R」レンジ：リバースレンジで、車両が
完全に止まってから使用してください。

● 「N」レンジ：ニュートラルレンジで、車
両を一時的に停止したり牽引したりする
場合に使用します。何らかの理由で車両
から降りる場合は、必ず「P」レンジに切
り替えてください。

● 「D」レンジ：ドライブレンジで、走行時
に使用します。

● 「P」レンジはパーキングレンジで、ボタ
ンを押すと駐車できます。車両をスター
トまたはストップする場合は、シフトレ
バーを「P」レンジに入れてください。ブ
レーキペダルを踏み込むと、「P」レンジ

からその他のレンジに切り替えることが
できます。

● シフトチェンジ後に手を離すと、シフト
レバーは自動的にセンターポジションに
戻ります。

車両の電源ポジションが「OK」以外のとき
は、「D」レンジに切り替えることができま
せん。

「P」レンジから他のレンジに切り替える、
または「D」レンジに切り替える場合は、ブ
レーキペダルを踏み込む必要があります。

注意

● 「P」レンジから他のレンジに切り替
える、または「R」レンジに切り替
える場合は、安全を確保するために、
まずブレーキペダルを踏み込む必要
があります。

● 怪我を防ぐため、「P」ボタンは車両
が完全に止まってから押してくださ
い。

警告

● 制動力不足による事故を避けるた
め、エンジンまたはモーターを OFF
にしている場合は、絶対にシフトを
「N」レンジに切り替えた状態で車両
を移動させないでください。

● エンジンまたはモーターが作動して
いて、かつシフトレバーを「R」/
「D」レンジに入れるときは、必ずブ
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警告

レーキペダルを踏み込み、車両を停
止させてください。ニュートラルの
状態でも、トランスミッションがま
だ動力を伝達しているため、車両が
ゆっくり動きます。

● 事故を防ぐために、前進時にシフト
ポジションを切り替えるときは、絶
対にアクセルペダルを踏まないでく
ださい。

● 事故を防ぐため、走行中はシフトを
「R」または「P」レンジにしないで
ください。

● エンジンまたはモーターが作動して
いない状態で、「N」レンジのままで
坂を下ることはしないでください。

● 自然発車を防ぐために、車両がしっ
かり止まってからパーキングブレー
キをかけ、「P」ボタンを押してくだ
さい。

電動パーキングブレーキ
（EPB）
電動パーキングブレーキスイッチ

駐車時や車両から離れるときは、必ず電動
パーキングブレーキ (EPB)を作動させてく
ださい。

手動で EPB を掛ける

車両が停止していて、「P」レンジ以外の場
合、マルチメディアのシーンモードまたは
マルチメディアコントロールパネル→設定

 →車両制御→運転制御設定画面の電動パ
ーキングブレーキシステム設定項目*から、
電動パーキングブレーキスイッチを作動さ
せることができ、EPB は適切なブレーキを
掛けます。コンビネーションメーターの電
動パーキングブレーキ表示灯  が点滅し
てから点灯状態になり、EPB が ON になっ
たことを示します。また「電動パーキング
ブレーキが作動しました」というメッセー
ジが表示されます。

注意

● 電動パーキングブレーキ表示灯 
が点滅している場合は、EPB が作動
しています。坂道では自然発車を防
ぐため、電動パーキングブレーキ表
示灯  が点灯してからブレーキペ
ダルを離してください。

自動で EPB が掛かる

自動で EPB が掛かる機能は、車両の自主安
全性を上げるためのものであるため、機能
を過信したり、頻繁に使用しないでくださ
い。安全を確保するために、車両から降り
るときは、必ずシフトレバーを「P」レンジ
にし、EPB が掛かっていることを確認して
ください。

● 車両の電源ポジションを「OK」から
「OFF」にすると EPB が自動で作動し、
コンビネーションメーターの電動パーキ
ングブレーキ表示灯  が点灯します。

● ブレーキペダルを踏み込んで車両を止め
てから「P」レンジに入れると、EPB が
自動的に掛かります。コンビネーション
メーターの電動パーキングブレーキ表示
灯  が点滅から点灯状態になり、「電動
パーキングブレーキ ON」の文字が表示
されたらブレーキペダルを離します。
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● ブレーキペダルを踏んで車両が停車し、
シフトポジションが「D」または「R」の
ときに運転席側ドアを開けると、シフト
ポジションが「P」に切り替わり、EPB が
自動的に掛かります。コンビネーション
メーターの電動パーキングブレーキ表示
灯  が点滅から点灯状態になり、「電動
パーキングブレーキ ON」の文字が表示
されたらブレーキペダルを離します。

注意

● 車両のレッカー移動、立ち往生でレ
ッカー移動やブレーキペダルの修理
交換が必要な場合は、コントロール
パネル→設定  →車両制御→運転制
御から EPB トレーラーモードを
ON にします。

発車時に自動的に EPB を解除する

● 「P」レンジで車両を始動し、ブレーキペ
ダルを踏み続けながら「P」または「N」
レンジから、「D」または「R」などのレ
ンジに切り替えると、EPB が自動で解除
されてコンビネーションメーターの電動
パーキングブレーキ表示灯が消灯し、
「EPB が解除されました」と表示されま
す。

注意

● 正しくシフトチェンジしてくださ
い。シフトチェンジ中は最後までブ
レーキペダルを踏み続け、コンビネ
ーションメーターに目的のレンジが
表示されてから、ブレーキペダルを
離してください。

● 電源ポジションを「OK」にしてから
の数秒間は、EPB システムが電源投
入時のセルフテストをしている状態
のため、すべての機能に応答しませ
ん。

● 車両を始動し、シフトレバーが「D」また
は「R」などのレンジに入っているとき、

マルチメディア設定画面の「電動パーキ
ングブレーキ（EPB）」で EPB を ON に
した後に、アクセルペダルをある程度ま
でゆっくり踏み込むと、EPB は自動で解
除され、電動パーキングブレーキ表示灯
が消灯し、「EPB が解除されました」と表
示されます。

フットブレーキが利かない場合の緊急ブレ
ーキ機能

● 走行中にブレーキが利きにくい、または
掛からない場合は、「P」ボタンを 2 秒以
上押し続けることで、緊急ブレーキを作
動させることができます。

警告

● EPB は、路面の摩擦力の物理限界を
超えることはできないため、カーブ
や危険な道路、渋滞、悪天候などの
走行時に緊急ブレーキ機能を作動さ
せると、スリップや横滑り、または
コースアウトを引き起こすおそれが
あるため、事故につながらないよう
に注意してください。

注意

● 正常に走行している場合は、走行中
の安全を確保するために「P」ボタ
ンによる緊急ブレーキを避けてくだ
さい。インテリジェントパワーブレ
ーキシステムの故障やフットブレー
キが利きにくいなどの緊急時は、車
両に対する制御を常に維持しながら
正常運転状態で緊急ブレーキ機能を
利用するようにしてください。

EPB を解除できない場合

● EPB を解除できない場合は、マルチメデ
ィア  →車両制御→運転制御から EPB
トレーラーモードを ON にしてくださ
い。
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● EPB が解除できた場合は、早めに BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場まで連絡し点検してください。

● それでも解除できない場合は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場に連絡してください。

EPB トレーラモード

電動パーキングブレーキのけん引モード
は、主に EPB が OFF になっている場合の自
動開閉機能が考慮されています。車両の電
源を「OFF」にしてけん引する場合や故障が
発生した場合にトレーラモードを ON にし
て EPB を解除できます。

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →車両制御→運転制御→EPB トレーラ

モードの設定画面から、EPB トレーラモ
ードを ON にできます。

● EPB トレーラモードの開始条件(同時に
満たすこと）：

● シフトを「P」レンジに入れる。

● ブレーキペダルを踏む。

● 車両が充電コネクタに接続されておら
ず、充電されていない。

注意

● EPB トレーラモードの開始条件が
満たされていない場合は、マルチメ
ディアの画面に対応するプロンプト
が表示されます。

● トレーラモードになると、トレーラ
モードを終了しない限り、マルチメ
ディアディスプレイは常時トレーラ
モード画面になります。

● 坂道で EPB トレーラモードにする
必要がある場合は、坂道による自然
発車を避けるため、運転中はブレー
キペダルを放さないでください。

注意

● 車両が故障して救援が必要な場合
は、（204 ページ）に記載のけん引
車両の使用方法を参照してくださ
い。

● EPB トレーラモードの終了条件(いずれ
か 1 つを満たすこと）：

● マルチメディアタッチスクリーンをタ
ップして、トレーラモードを OFF にす
る。

●「P」ボタンを押す。

● 車両に充電コネクタを接続して充電す
る。

EPB システム表示灯

● EPB 作動状態で車両の電源ポジションを
「ON」にすると､コンビネーションメータ
ーの電動パーキングブレーキ表示灯 
が常時点灯します。

● EPB 作動状態で車両の電源ポジションを
「OFF」にすると、コンビネーションメー
ターの電動パーキングブレーキ表示灯

 が点灯状態から数秒後に消灯します。

● 車両の電源ポジションを「ON」にすると
EPB がセルフテストを行い、コンビネー
ションメーターのパーキングシステム故
障警告灯  が点灯してから数秒後に消
灯します。消灯しない場合は、EPB に不
具合があるおそれがあります。ただちに
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場に連絡してください。

EPB 作動音

● EPB が掛かるまたは解除されると、EPB
モーターの作動音が聞こえます。

● 緊急ブレーキ機能を有効にしてから、焦
げた臭いがするまたは異常な音がする場
合は、すぐに BYD 正規ディーラーまたは
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BYD 指定サービス工場に連絡してくださ
い。

警告

● 車両が坂道で下がることを防ぐため
に､車両から離れるときは、EPB の
代わりにシフト機構で駐車しないで
ください。必ず EPB を使用して駐
車し、シフトレバーを「P」レンジ
に入れてください。

● 重大な事故の発生を避けるため、走
行中は EPB スイッチを操作しない
でください。

● EPB の制動力不足時の自然発車や、
それによるシフト引っかかりなどの
異常を防ぐため、EPB を掛けるまた
は解除するときは、できるだけブレ
ーキペダルを踏んでください。

オートビークルホールド
（AVH）
オートビークルホールド (AVH)：渋滞や信号
待ちなどの長い間停車する必要がある場
合、自動的にブレーキが掛かり停車状態を
維持します。

オートビークルホールド（AVH）待機状態

● 車両の電源ポジション「OK」時にオート
ビークルホールドスイッチを押して機能
を ON にすると、コンビネーションメー
ターのオートビークルホールドスタンバ
イ表示灯  が点灯します。

● 再度オートビークルホールドスイッチを
押すと、機能が OFF になります。

オートビークルホールド(AVH)の有効化

● コンビネーションメーターのオートビー
クルホールドスタンバイ表示灯  が点
灯している状態でブレーキペダルを踏み
停車すると、オートビークルホールドが
作動します。このとき、車両は自動で停
車してオートビークルホールド表示灯

 が点灯します。

注意

● オートビークルホールドの作動に必
要な条件（同時に満たす必要があり
ます）：

● ドライバーがシートベルトをきち
んと締め、かつドアが閉まってい
ること。

● インテリジェントパワーブレーキ
システムおよび電動パーキングブ
レーキ（EPB）システムに故障が
ないこと。

● アクセルペダルを踏む、「P」レンジ
に切り替える、または EPB スイッチ
を引き上げると、オートビークルホ
ールドが解除されて待機状態に戻り
ます。

● オートビークルホールド機能は、工
場出荷時は OFF に設定されていま
す。

● 次に電源を ON にしたとき、前回の
電源 OFF 前の ON/OFF 状態を維持
します。

オートビークルホールド（AVH）の作動
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● オートビークルホールドが作動すると、
ブレーキランプとハイマウントストップ
ランプが点灯します。コンビネーション
メーターのオートビークルホールド表示
灯  が常時点灯していれば、オートビ
ークルホールドが正常に作動していま
す。

● 車両が 10 分以上停車していると、システ
ムが自動でオートビークルホールドを解
除して待機状態になります。このとき、
コンビネーションメーターのオートビー
クルホールドスタンバイ表示灯  は点
灯し、自動で「P」レンジに切り替わりま
す。

● オートビークルホールド（AVH）を有効
にするには、「D」レンジに切り替えて
走行した後、ブレーキペダルを踏んで
停車してください。

オートビークルホールド（AVH）機能のキ
ャンセル

● オートビークルホールド作動中に以下の
操作を行うと、自動で「D」から「P」レ
ンジに切り替わります。

● 運転席のドアを開ける。

● 運転席のシートベルトを外す。

●「D」レンジで停車中に、電動パーキン
グブレーキ（EPB）を ON にする。

● ブレーキペダルを離したときにオート
ビークルホールド（AVH）スイッチを押
して、オートビークルホールド（AVH）
機能を OFF にする。

オートビークルホールド（AVH）機能の抑
制

● 「R」レンジに切り替えて低速での移動状
態になると、オートビークルホールドが
移動モードに入ります。「R」レンジで低
速で後退する、または「R」から「D」レ
ンジに切り替え低速で走行すると、オー
トビークルホールドの作動が抑制される
ため移動しやすくなります。

● 速度が 10km/h を超えるか、または AVH
を解除してからもう一度 AVH を有効化
すると、移動モードは自動的に終了しま
す。

注意

● 車両の輸送中（トレーラー、船、列
車などを使用して輸送する場合）は、
AVH 機能で駐車しないでください。
車両の揺れにより制動力が不足して
車両が動くリスクがあるため、「P」
レンジに入れ、EPB を ON にしてか
ら電源を切り、車両をロックしてく
ださい。

運転要領

運転上のご注意

● 向かい風の中では、車のコントロールが
できるようにゆっくり走行してくださ
い。

● 敷石が設置されている道路を走行する場
合は、ゆっくりと走行しながら正しい角
度を保ってください。尖っているものや
障害物の上を走らないでください。タイ
ヤを大きく破損させるおそれがありま
す。

● 悪路を走行する場合はスピードを落とし
てください。衝撃でホイールを大きく破
損させるおそれがあります。

● 車両を洗浄した後、または深い水たまり
を走行した後は、ブレーキが濡れていな
いか確認してください。周囲の安全を確
認した上で、軽くブレーキペダルを踏ん
でください。通常の制動力が感じられな
い場合、ブレーキが濡れている可能性が
あります。その場合は、電動パーキング
ブレーキスイッチを使用しながら、慎重
に運転し、ブレーキペダルを軽く踏むこ
とをおすすめします。

● 車両が正常に走行している際に、起動ボ
タンを 3 秒以上長押しすると、車両は動
力出力を遮断し、緊急パワーオフ状態に
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なります。この場合、ハザードランプを
点灯させ、ゆっくりと路肩に移動してく
ださい。ブレーキペダルを踏んだり、低
速時に P レンジを長押ししたり、周囲の
障害物を利用したりといった方法で、徐
々に減速して停車させてください。

注意

● 運転前、電動パーキングブレーキが
完全に解除され、電動パーキングブ
レーキ表示灯が消灯していることを
確認してください。

● エンジン作動中は、車両から離れな
いでください。

● 走行中はブレーキペダルに足を置か
ないでください。危険な過熱現象や
摩耗、燃料の浪費につながります。

● 長い距離の下り坂を走行するとき
は、スピードを落としてください。
また、ブレーキを頻繁に踏むと、デ
ィスクローターが高温になり正常に
機能しないおそれがあります。

● 滑りやすい路面で加速したり、ブレ
ーキを掛けたりする場合は、注意し
てください。車両がスリップや横滑
りを引き起こすおそれがあります。

● 交通事故を防ぎ、生命に関わる危険
をを避けるため、走行中は窓から頭
や手を出さないでください。特にお
子様を乗せている場合は十分に注意
してください。

● 濡れた路面を走行するときは、深い
水たまりを避けてください。

● エンジンルームに大量の水が侵入す
ると、パワートレインや電気部品の
破損につながります。

警告

● ドライバーは、お子様などの乗員が
誤った操作をするのを防ぐため、乗

警告

員に各機能の使い方を伝え、乗員の
安全確保を心がけてください。

冬期の運転について

● 冷却水が凍結防止の保護機能を発揮して
いることを点検します。

● 車両に使用されている冷却水と同じ型
番のものを使用してください。冷却シ
ステムに冷却水を補充する場合、周囲
の温度に応じて、適切な型番の冷却水
を選んでください。

● 不適切な冷却水を使うと、エンジンの
冷却システムの破損につながります。

● 起動バッテリーやケーブルの状況を点検
します。

● 寒い時期は起動バッテリーの電圧が低
下するため、冬場の始動に備えて、起
動バッテリーは十分な充電状態を維持
してください。

● エンジンオイルの粘度が冬季運転に適し
ていることを確認します。

● 氷雪によるドアロックの凍結を避けてく
ださい。

● 凍結を防ぐために、ドアロックの鍵穴
の中に除氷剤やグリセリンを吹き付け
ます。

● 不凍液を含んだウォッシャ液を使いま
す。

● このような製品は、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場やすべ
ての自動車部品販売店で販売されてい
ます。

● 水と不凍液の混合比は、メーカーの指
示に従ってください。
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注意

● エンジン冷却水や他の代替品をウォ
ッシャ液として使わないでくださ
い。車両の塗装が損傷するおそれが
あります。

● マッドガード下側に氷雪が付着するのを
避けてください。

● マッドガード下側に氷雪が付着する
と、ハンドル操作が難しくなります。
厳冬期の走行時はこまめに停車し、マ
ッドガード下側に氷雪が付いていない
かを点検してください。

● 走行道路によっては、必要な非常用装備
やアイテムを用意しておくことをおすす
めします。

● タイヤチェーン、ウィンドウ用ヘラ、
砂 1 袋分、塩、誘導灯、車載用スコッ
プ、ジャンピングケーブルなどはでき
るだけ積載してください。

冬用タイヤ

● 冬用タイヤは積雪路面でのグリップ力に
優れています。特殊なゴムトレッド設計
により、低温環境の影響を受けにくく、
優れた制動性能を発揮することで運転の
安全性を向上させます。

使い方

● 氷雪路や気温が 7℃以下の場合は、冬用
タイヤの使用をおすすめします。気温が
7℃以上のときは、運転の安全性と性能を
確保するために、夏用タイヤまたはオー
ルシーズンタイヤに交換してください。

● 冬用タイヤを使用する場合は、車両の工
場出荷時の設計と同じ仕様、荷重指数、
速度記号のタイヤを選択してください。

● 冬用タイヤは十分な溝の深さが必要で
す。溝の深さが 4mm 以上ないと、冬場
の適応性が制限されることがあります。

● 冬用タイヤと夏用タイヤは、それぞれの
季節に合わせて設計されているため、対

応する季節に使用することをおすすめし
ます。そうしないと、タイヤの密着性が
悪くなったり、制動能力が低下したりす
るおそれがあります。

● 冬用タイヤが走行できる最高速度は比較
的低いため、タイヤの速度記号が示す最
高速度を超えないでください。

● 冬用タイヤを装着した後は、タイヤ空気
圧が適正値になっていることを確認して
ください。

タイヤチェーン使用上のご注意

● タイヤチェーンは、緊急時対応、または
チェーン規制が実施されている道路を通
行するときに使用するものです。

● タイヤチェーンは、フロントタイヤ（前
輪駆動）または 4 つのタイヤ（四輪駆動）
に装着します。凍結路面や雪道でタイヤ
チェーンを装着して運転するときは、細
心の注意を払って運転してください。タ
イヤチェーンによっては、車両のタイヤ、
ホイール、サスペンションおよびボディ
を破損させることがあるため、適切なサ
イズのタイヤチェーンを選定し、タイヤ
とホイールハウス内の部品の間に十分な
スペースを確保してください。

● 部品組立図およびタイヤチェーンメーカ
ーの他の取扱説明書をよく読んでくださ
い。

● タイヤチェーンの購入やタイヤへの装着
前に、お買い上げの BYD 正規ディーラー
または BYD 指定サービス工場に問い合
わせてください。

● タイヤチェーンを装着した状態で雪道を
走行する場合は、30km/h 以下の速度で
走行してください。

● タイヤとタイヤチェーンの摩耗を軽減す
るため、タイヤチェーンを装着したまま
積雪路や凍結路以外の道路を走行しない
でください。
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お願い

● 走行速度は、30km/h またはタイヤ
チェーンメーカーが推奨する制限速
度のいずれか低い方を超えないでく
ださい。

● 路面の凹凸や穴、急カーブに注意し
ながら慎重に運転してください。乗
り上げた場合、車両が跳ね上がるお
それがあります。

● タイヤチェーン装着時は、制御不能
による事故を防ぐため、急ハンドル
や急ブレーキを避け、カーブに入る
前にスピードを落としてください。

● タイヤチェーンは左右対称に使用
し、積雪路を抜けたら、直ちに取り
外してください。

エンジンシリンダークリーニング

寒冷地では、エンジンの始動失敗によりフ
ラッディング（シリンダー内への燃料過剰
供給）が発生する場合があるため、エンジ
ンのシリンダークリーニング作業が必要で
す。

1. 車両の OK 表示灯が点灯し、強制 EV モー
ドになり、エンジンが停止状態になりま
す。その後ギアを N レンジに入れてく
ださい。

2. PAD で「電動パーキングブレーキシステ
ム」の起動を選択します。

3. またブレーキペダルとアクセルペダルを
完全に踏み込み、数秒待つと、シリンダ
ークリーニング機能が作動します。

運転支援機能

アダプティブクルーズコン
トロール（ACC）システム*

● アダプティブクルーズコントロール
（ACC）システムは、従来のクルーズコン
トロールをベースに、レーダーおよびマ
ルチファンクションビデオコントローラ
ーで先行車と本車の相対距離、および相
対速度を計測して本車の走行速度を自動
で調整し、先行車との車間距離を一定に
保ちながら走る追従走行を可能にした機
能です。先行車の有無により、システム
はクルーズコントロールと追従型クルー
ズコントロールを自動で切り替えます。

● ボタンで本車の巡航速度および先行車と
の車間距離を設定することができます。
本車と先行車との車間距離、30～
150km/h の範囲内で巡航速度を設定し、
0～150km/h の範囲内で車間距離を一定
に保ちながら追従走行することもできま
す。

作動状態説明

● ACC 待機の場合：

● システム ON 後はデフォルトで待機状
態となり、ドライバーの操作によって
システムを有効にできます。有効にす
るための条件が揃っていないときは、
ドライバーが車両を点検して有効にす
る条件を揃えてください。このとき、
コンビネーションメーターに  ア
イコンが表示されます（巡航速度は変
数）。

● ACC が有効になっている場合：

● システムは作動状態であり、車両が設
定速度で走行する、または先行車との
車間距離を自動で調節しながら追従走
行します。このとき、コンビネーショ

ンメーターに  アイコンが表示さ
れます。（巡航速度は変数）。
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● 追い越し時の加速の場合：

● システムを有効にした状態でアクセル
ペダルを踏むと、追い越しモードにな
ります。システムを一時的に停止し、
操作に応じて速度を上げ、アクセルペ
ダルを離すと自動で元のモードに戻り
ます。

● ACC 故障の場合：

● 故障している場合は、いかなる操作も
できず、コンビネーションメーターの
アダプティブクルーズコントロール故

障警告灯  が点灯します。このよ

うな場合は、BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場に連絡してく
ださい。

ACC の作動条件

● 電動パーキングブレーキ（EPB）が解錠
されている状態。

● シフトポジションは、「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

● すべてのドア、ボンネット、テールゲー
トは閉まっている状態。

● ドライバーがシートベルトを着用してい
る状態。

● ESC システムは ON で、なおかつ作動し
ていない状態。

● 速度が≦150km/h のとき。

● 速度が 0km/h のときは、ブレーキペダル
を踏み込んだ状態。速度が 0km/h 以外
のときは、ブレーキペダルを踏み込んで
いない状態。

● コンビネーションメーターに車両ネット
ワーク通信故障のインフォメーションが
表示されていない状態。

● 自動緊急ブレーキ機能が ON になってい
ない状態。

使い方

ACC 機能スイッチボタン

① アダプティブクルーズコントロールボタ
ン

② マルチファンクションレバー（上方向：
巡航速度の加速または復帰、下方向：巡
航速度の減速または設定）

③ 車間距離を狭くする

④ 車間距離を広くする

ACC 作動/解除

● ボタン①を押すと（作動条件を満たして
いるとシステムは作動状態に入ります）、
システムの ON/OFF の切り替えができま
す。 （ボタン①を押して有効にすると、
デフォルトとして現在の速度が巡航速度
として設定されます。速度が 30km/h 未
満の場合は、30km/h に設定されます）。

ACC リセット

● 走行中、システムがスタンバイ状態の場
合は、最後に設定した巡航速度を記憶し
ます。このとき、上方向にレバー②を操
作すると、前回システム OFF 時に記憶し
た速度に戻すことができます。

設定速度の＋/－
● システム ON の状態でレバー②を操作す
ると、30～150km/h の範囲内で巡航速度
を設定できます。上下方向にレバー②を
操作すると、設定速度は 5km/h ずつ加速
または減速します。

ACC の解除
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● システム作動中に再びボタン①を押す、
またはブレーキペダルを踏むと、作動状
態からスタンバイ状態に入ります。

車間距離の設定

● ドライバーは、安全な車間距離を選択す
る責任があります。

● このシステムは、同一車線を走行する先
行車と適切な距離を保つように速度を調
整することができます。ドライバーは、
ステアリングホイールの③または④ボタ
ンを操作することで、車間距離を 4 段階
で調整することができます。車間距離は
速度に比例して変化し、速度が速いほど
選択する車間距離が広くなります。

ACC 使用時の自動加速/減速

● システムが作動している状態でアクセル
ペダルを踏み込みスピードを上げること
で、早めに設定速度を達成することがで
きます。このとき、システムは追い越し
時の加速状態になります。設定速度で走
行中にアクセルペダルを踏み込みスピー
ドを上げ、かつ他の操作を行わないとき
は、スピードを上げた後にアクセルペダ
ルを離すと、設定されていた速度に自動
で戻ります。システムが作動している状
態でブレーキペダルを踏み込むと、シス
テムはスタンバイ状態になるため、ブレ
ーキペダルを離して再度システムを作動
する必要があります。

先行車に追従しての停止/発進

● システムは、通常の走行モードで先行車
に追従して車両を停車することができま
す。30 秒以内の停車時は、自動で先行車
に追従して発進します。

● 30 秒～3 分以内の停車では、ドライバー
がアクセルペダルを踏み込むか、レバー
を上方向へ操作するとシステムが作動し
ます。

● 3 分以上停車すると、システムがスタン
バイ状態になり EPB が作動します。

システムの限界

● 車両前部に設置されているフロントミリ
波レーダーおよびマルチファンクション
ビデオコントローラーは、汚れにより視
界が遮られると本来の機能を発揮できな
くなります。特に、積雪でセンサーが覆
われるとシステムが OFF になります。
システムは HMI（ヒューマンマシンイン
ターフェース）を通じて、ドライバーに
システム OFF のメッセージを伝えます。
このような場合は、汚れをきれいに取り
除いて車両を再始動させる、または通常
の道路を一定距離走行すると機能が回復
します。

● 円形駐車場やトンネルなどの特殊な道路
を長時間走行した場合は、フロントミリ
波レーダー検出特性の限界により一時的
に機能しないことがあります。このよう
なときは、車両を再始動する、または通
常の道路を一定距離走行すると機能が回
復します。

● カーブに進入する､またはカーブを抜け
たときは、対象先行車の選定が遅れたり
干渉を受けたりすることがあります。こ
のようなときは、システムが期待通りに
作動しない、または作動が遅れることが
あります。

● 曲がりくねった道などの急カーブでは、
センサーが感知する前方の車両が数秒間
消えることがあるため、速度が上がるお
それがあります。

● ドライバーは、先行車の流れ、雨や霧な
どの現在の状況に合わせて追従走行時の
車間距離を調整し、システムを適切に設
定してください。また、適切に設定した
後は、いつでも減速できるようにしてく
ださい。

● システムは、車両、渋滞の最後尾、料金
所、自転車や歩行者など静止している物
体やゆっくり移動している物体を認識で
きずに衝突事故を引き起こすおそれがあ
ります。そのため、ドライバーは常に周
りの状況を確認してください。

● システムの制動力が限られているため、
急ブレーキには対応できません。
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● フロントミリ波レーダーは、レールや道
路工事用金属板などの金属物が中距離レ
ーダーと干渉すると、正常に作動しない
ことがあります。

● フロントミリ波レーダーが振動や衝突の
影響を受けると、性能が低下することが
あります。このような場合は、BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービス工
場まで連絡してください。

ご注意

● システムはセーフティシステム、障害物
検知システム、または衝突警告システム
ではなく、快適な運転を支援するための
システムです。そのため、ドライバーは
常に車両をコントロールし、自己責任で
運転してください。

● システムはライバーを支援するためのシ
ステムであり、ドライバーの代わりに運
転するものではありません。ドライバー
は常に車両をコントロールし、自己責任
で運転してください。

● 安全上の理由から、ESC を ON にしてい
ない状態では、システムを有効にするこ
とができません。

● システムは、高速道路や状況が良好な公
道で走行する場合に適しています。複雑
な市街地や山道での走行には適していま
せん。

● 先行車との車間距離を保つことはドライ
バーの責任です。システムの車間距離
は、現地の運転環境に要求される最小車
間距離に適合しています。

● システム作動時、ドライバーがアクセル
ペダルまたはブレーキペダルを踏むと、
車両のコントロールはドライバーに引き
継がれます。このとき、車間距離制御機
能は作動しません。

● 先行車が急ブレーキを掛けた場合（緊急
停車）は、システムが反応できない、ま
たは反応が遅れてブレーキが遅れるおそ
れがあります。このようなときは、ドラ
イバーに車両制御へ介入を要請するメッ
セージが届きません。

● 状況（本車の速度に対して先行車が遅い、
車線変更速度が速い、安全距離が短いな
ど）によっては、システムが相対速度を
落とすのに必要な時間がない場合があり
ます。このようなときは､ドライバーが
適切な操作をする必要があります。シス
テムはどのような状況でも音声や映像で
警告を出すことができるわけではありま
せん。

● ACC 付き車両が、隣接車線を走行する他
車との車間距離が狭い（隣接車線を走行
する他車が ACC 付き車両に近すぎた）場
合は、システムが作動することがありま
す。

● 本車が ACC 付き車両の進路に車線変更
し、フロントミリ波レーダーの検知範囲
内に入った場合は、この車両を対象車両
として認識し反応するため、強力な制動
力が掛かったり、ブレーキが遅れたりす
ることがあります。

● 環境によっては、検知が影響を受けたり
遅れたりすることがあります。対象物の
フロントミリ波レーダー反射断面積が小
さすぎる（自転車、バイク、4 輪馬車、
歩行者など）場合は、システムが前車と
の距離を判断できないおそれがありま
す。このようなときは、ドライバーが速
度をコントロールしてください。また、
ノイズや電磁波による干渉などの影響を
受けると、検知の遅延や干渉が発生する
ことがあります。

● 本車が先行車と一直線上に走行していな
い場合、ACC は先行車を対象車両として
認識できません。このようなときは、ド
ライバーが常に車両をコントロールして
ください。

● 先行車に追従し停止する場合、まれに先
行車の後端を検知できずに下端（車高の
高いトラックの後軸や車のバンパーな
ど）を検知することがあります。このと
き、システムは適切な停止距離を確保で
きなくなるため、ドライバーは常に注意
を払ってブレーキを掛けられる準備をし
てください。

● 車両が停止している状態でシステムを有
効にすると、前方にある静止物を対象車
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両として認識し、停止状態を維持します。
これは、発進時の安全を確保して予期せ
ぬ発進による衝突を避けるためです。た
だし、この機能はすべての障害物に対応
できるわけではありません。そのため、
ドライバーは車両真正面に障害物や他の
車両がないことを確認してください。

● 車高を下げたりナンバープレート取り付
けブラケットを変更したりするなど、車
両の構造的な改造はシステムに影響を与
えるおそれがあります。

● 視界が悪い場所、坂道やカーブが続く道
路、滑りやすい路面（雪道、凍結路、濡
れた道路や水浸しの道路など）を走行す
る場合は、本システムを使用しないでく
ださい。

● けん引/雪道/ぬかるみ/砂道/山地などの
特別な運転モード（運転モードが搭載さ
れている場合）では、システムが作動し
ません。

● 次の場合は、必ず BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場でフロント
ミリ波レーダー、マルチファンクション
ビデオコントローラーの校正、点検をし
てください。

● フロントミリ波レーダー、フロントバ
ンパー、フロントガラス、マルチファ
ンクションビデオコントローラーを取
り外すとき。

● 車輪の振れによりホイールアラインメ
ント調整を行ったとき。

● 衝突したとき。

● システムの性能低下、またはコンビネ
ーションメーターからのシステム異常
のメッセージに気づいたとき。

警告

● アダプティブクルーズコントロール
はドライバーを支援するためのシス
テムです。ドライバーは自己責任で
運転してください。

警告

● アダプティブクルーズコントロール
は、天候や道路環境などにより機能
しないおそれがあります。

● ドライバーの要望、交通状況や道路
環境に応じて、アダプティブクルー
ズコントロール機能を使うかどうか
を判断してください。

ナビゲーションパイロット
（ICC）*

● ナビゲーションパイロット（ICC）は、ア
ダプティブクルーズコントロール（ACC）
の速度制御と車間距離維持機能に加え、
車両を現在の車線の中央に保持する補助
機能を追加したものです。速度が 0～
130km/h の範囲で車両の縦方向と横方
向の補助制御をドライバーに提供するこ
とで、運転負担を軽減して安全で快適な
運転環境を実現します。

● システム作動中、ドライバーは常にステ
アリングホイールを握り、必要なときに
車両をコントロールしてください。

● 前後方向制御支援はアダプティブクルー
ズコントロールによって行われ、速度お
よび先行車との車間距離を一定に保ちな
がら走行することができます。

作動状態説明

● ICC 待機の場合：

● ナビゲーションパイロットはデフォル
トの待機状態となり、ドライバーの操
作で有効にすることができます。アク
ティブ状態に必要な条件が揃っていな
い場合は、ドライバーが車両を確認し
て条件を揃えてください。このとき、
コンビネーションメーターには 
アイコンが表示されます。

● ICC が有効になっている場合：
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● ナビゲーションパイロットは通常の作
動状態にあります。車両が設定速度で
走行する、または先行車との車間距離
を自動で調節しながら追従走行しま
す。このとき、コンビネーションメー
ターには  アイコンが表示されま
す。

● ICC 故障の場合：

● システムが故障すると、コンビネーシ
ョンメーターにナビゲーションパイロ
ット故障警告灯  が点灯し、使用で
きなくなります。

ナビゲーションパイロットの作動条件

● 電動パーキングブレーキ（EPB）が解錠
されている状態。

● シフトポジションは、「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

● すべてのドア、ボンネット、テールゲー
トは閉まっている状態。

● ドライバーがシートベルトを着用してい
る状態。

● ESC システムは ON で、なおかつ作動し
ていない状態。

● 速度が≦130km/h のとき。

● 速度が 0km/h のときは、ブレーキペダル
を踏み込んだ状態。速度が 0km/h 以外
のときは、ブレーキペダルを踏み込んで
いない状態。

● コンビネーションメーターに車両ネット
ワーク通信故障のインフォメーションが
表示されていない状態。

● 自動緊急ブレーキ機能が ON になってい
ない状態。

● 双方向車線が明瞭に表示され、かつ本車
が車線の中央部を走行している状態。

使い方

● ドライバーは、ステアリングホイールの
ボタンでナビゲーションパイロットの
ON/OFF を操作できます。機能が ON に
なると、初期設定として巡航速度が設定
され、現在の速度を設定速度にします。
また、速度が 30km/h 未満のときは、
30km/h に設定します。

● クルーズ速度および車間距離の設定は、
アダプティブクルーズコントロールの使
い方を参照してください（詳細は前章を
参照）。

● ドライバーは、  → ADAS → 運転アシス
ト の設定画面から、ナビゲーションパイ
ロットを ON/OFF することができます
（ソフトスイッチング機能が ON になっ
ているとき、「P」レンジのときにのみ
OFF にできます）。車両始動時の設定は、
前回の状態を維持します。

● 現在の車速が 30～120km/h の場合は、
ステアリングホイールの「RES+」と
「SET-」ボタンで車速を設定できます。短
押しで 5km/h ずつ速度調整ができ、長押
しで 1km/h ずつ調整できます。

ご注意

● ナビゲーションパイロットは、アダプテ
ィブクルーズコントロールの速度制御と
車間距離維持機能に加え、車両を車線中
央に保持する補助機能を追加しているた
め、使用時にはアダプティブクルーズコ
ントロールの注意事項（詳細は前章を参
照）を遵守してください。
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● ナビゲーションパイロットを作動させる
際は、車両をできるだけ車線の中央に保
持し、車両中心軸線と車線が平行になる
ようにしてください。そうしないと、機
能作動時の快適性と滑らかさに影響が出
るおそれがあります。

● 機能を ON にして作動させた後、本車の
速度が 0～120km/h の範囲内の場合：

● 前方に車線境界線がない場合は、シス
テムの横方向制御が抑制されてアダプ
ティブクルーズコントロールのみが機
能します。このとき、コンビネーショ
ンメーターのナビゲーションパイロッ
ト作動状態表示灯が灰色に点灯しま
す。

● 前方の車線境界線が明瞭に認識できる
ときは、システムの横方向制御が自動
で作動し、コンビネーションメーター
にシステム作動状態表示灯が有効状態
になります。

● ナビゲーションパイロットは、運転を支
援するための機能であり、自動運転では
ありません。ドライバーは常に車両をコ
ントロールし、長時間ステアリングホイ
ールから両手を離さないでください。そ
うしないと、警告メッセージが表示され
た後にシステムが OFF になります。

● ナビゲーションパイロットは、天候や照
明の明るさ、車線境界線の鮮明さの影響
を受けるため、逆光、日没時、路面の積
雪および著しい摩耗がある路面では、性
能が著しく低下します。

● 急カーブが連続する道や凍結して滑りや
すいカーブ、または悪天候（濃霧、大雨、
大雪など）により、フロントミリ波レー
ダーやマルチファンクションビデオコン
トローラーの視野が遮られている場合
は、ナビゲーションパイロットは使用し
ないでください。

● けん引/雪道/ぬかるみ/砂道/山地などの
特別な運転モード（運転モードが搭載さ
れている場合）では、ナビゲーションパ
イロットは作動できません。

● 機能が使えない場面：

● センサーが遮られているとき。

● 悪天候のとき。

● 能動的安全システムが機能していると
き。

● 走行速度の範囲を超えているとき。

警告

● ナビゲーションパイロットは運転を
支援するためのシステムです。その
ため、ドライバーは自己責任で運転
してください。

● ナビゲーションパイロット機能は、
天候や道路環境などにより機能しな
いおそれがあります。

● ドライバーのニーズ、交通状況や道
路環境に応じて、ナビゲーションパ
イロットを使うかどうかを判断して
ください。

予測緊急ブレーキシステム*
予測緊急ブレーキシステムは、衝突予測警
告（PCW）と自動緊急ブレーキ (AEB)の 2 つ
の機能を備えています。本システムは､フ
ロントミリ波レーダーとフロントビューに
より本車線上の先行車や歩行者を検知しま
す。システムは、本車が先行車または歩行
者と正面衝突するおそれがあると判断した
場合、音声・視覚警告を発してドライバー
へ回避行動を取るように促すと同時に、潜
在的な制動力を強くして、ドライバーが対
応するための反応時間を確保します。衝突
の可能性が高くなりつつあると判断した場
合は、ブレーキを自動で作動させてドライ
バーが衝突を回避できるようにアシスト
し、衝突の被害を軽減します。

使い方

● ドライバーは、  → ADAS → アクティブ
セーフティ の設定画面から、PCW と
AEB システムの機能の ON/OFF を設定
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することができます。始動時の初期設定
は ON です。

● 衝突予測警告の警告方法は、音声による
警告、文字による警告、ポンピングブレ
ーキ警告があります。

● 衝突予測警告が作動した場合は、緊急度
合いによりコンビネーションメーターの
警告灯が緑  または赤  で点滅して
メッセージが表示されます。

● 自動緊急ブレーキが作動した場合は、コ
ンビネーションメーターの警告灯が赤

 で点灯してメッセージが表示されま
す。

● 機能に故障がある場合は、コンビネーシ
ョンメーターに  アイコンが表示され
ます。

● ドライバーが自動緊急ブレーキを OFF
にした場合は、コンビネーションメータ
ーに  アイコンが表示されます。

衝突予測警告（PCW）の作動条件

衝突予測警告を作動させるには、以下の条
件を満たす必要があります。

● 車両設定から機能を ON にする。

● 速度が、16km/h～150km/h の範囲。

● シフトポジションは、「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

自動緊急ブレーキ（AEB）の作動条件

自動緊急ブレーキを作動させるには、以下
のすべての条件を満たす必要があります。

● 車両設定から機能を ON にする。

● 速度が、4km/h-150km/h の範囲。

● 電動パーキングブレーキ（EPB）が解錠
されている状態。

● シフトポジションは、「D」レンジ状態。

● 車両がバックしない状態。

● すべてのドア、ボンネット、テールゲー
トは閉まっている状態。

● ドライバーがシートベルトを着用してい
る状態。

● ESC システムは ON で、なおかつ作動し
ていない状態。

システムの限界
● 次の場合は、システムが影響を受ける、
または機能しないことがあります。

● 雨、雪、霧、または大きな水しぶき、
反射光、直射日光、照明の明るさの急
激な変化。

● センサーの汚れ、曇り、破損、または
遮断。

● 立体駐車場での強いレーダー反射な
ど、他のフロントミリ波レーダー源の
干渉によるフロントミリ波レーダーの
故障。

● 交通状況が複雑な場合、システムは下記
の場面に正しく対応できないことがあり
ます。

● ハイスピードでセンサーの検知範囲に
現れた歩行者や車両。

● 他のものに遮られている歩行者。

● 背景と見極めができない歩行者の輪
郭。

● 特殊な衣服、または他のものに覆われ
ているなどで検知されない歩行者。

● 半径が小さいカーブ。

ご注意
● 予測緊急ブレーキシステムは、いかなる
状況でも衝突を回避できるわけではあり
ません。交通状況が複雑な場合は、シス
テムが車両と歩行者を正確に認識できな
いことがあります。また、マンホールカ
バーや鉄板、道路標識に反応して、誤っ
て警告を発したりブレーキを掛けるおそ
れがあります。
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● 必ず安全運転を心掛け、周辺の交通状況
に注意してください。いかなる場合も、
通常のブレーキ操作の代わりに自動緊急
ブレーキを使用しないでください。

● 事故の発生や生命にかかわる重大な傷害
につながるおそれがあるため、予測緊急
ブレーキシステムを過信しないでくださ
い。このシステムは運転を支援するため
のものであるため、ドライバーは自己責
任で先行車との車間距離を適切に保って
速度を制御してください。また、必要に
応じてブレーキやハンドル操作ができる
よう常に車両をコントロールし、自己責
任で運転してください。

● 自動緊急ブレーキの作動は、走行速度が
一定速度より速い場合に限られます。こ
のシステムは、いかなるモードでも正し
く作動できるわけではないため、慎重に
運転してください。

● ESC システムが OFF または警告灯が点
灯している場合は、自動緊急ブレーキが
正常に作動しません。

● 予測緊急ブレーキシステムが警告を出し
ている場合、ドライバーは交通状況に応
じてブレーキ操作で速度を落とす、また
はハンドル操作で障害物を回避してくだ
さい。

● 車間距離が近い状態で長時間走行する
と、安全距離警告システムが車間距離を
取るように警告を出します。先行車が急
ブレーキを掛けると衝突は避けられませ
ん。

● 緊急警告時にドライバーが気づいている
場合は（ドライバーがハンドルを切る、
アクセルペダルやブレーキペダルを踏む
など）、自動緊急ブレーキは作動しませ
ん。

● 円形駐車場やトンネルなどの特別な道路
を長時間走行した場合は、フロントミリ
波レーダーの検出特性の限界により一時
的に機能しないことがあります。このよ
うなときは、車両を再始動する、または
通常の道路を一定距離走行すると機能が
回復します。

● フロントミリ波レーダーやマルチファン
クションビデオコントローラー表面に汚
れや異物が付着すると、衝突予測警告お
よび自動緊急ブレーキが作動しないおそ
れがあるため、速やかに汚れや異物を除
去してください。

● 歩行者保護システムは、克服できない物
理的な条件の制限があるため、ドライバ
ーは危険モードに対して車両制御に素早
く介入してください。

● 歩行者保護システムでは、事故や重傷を
完全に防ぐことはできません。

● 歩行者保護システムは、曲がっている幹
線道路などの複雑な状況では、不必要な
警告発信やブレーキ操作を行うことがあ
ります。

● 歩行者保護システムに機能上の故障があ
る場合は、マルチファンクションビデオ
コントローラーの角度ずれなどにより、
間違った警告発信やブレーキ操作を行う
ことがあります。

● 自動緊急ブレーキが作動すると、ブレー
キペダルの操作フィーリングが重くなり
ます。また、短時間でブレーキキャリパ
ーを動かすのに大きな油圧が必要となる
ため、「ズズズ」という音が聞こえること
があります。

● 予測緊急ブレーキシステムは、ドアを閉
めてシートベルトを着用している場合に
限り作動します。次の場合は、システム
が機能しないことがあります。

● ドアが閉まっていない、または走行中
にドアが開いたとき。

● シートベルトを着用していない、また
は走行中にシートベルトを外したと
き。

● ドライバーが急アクセルまたは急ブレ
ーキ操作をしたとき。

● 次の場合は、システムが常に最適な性能
を発揮することができないおそれがあり
ます。

● 事故や他の原因により、フロントバン
パーに強い衝撃を受けたとき。
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● タイヤ空気圧の過不足、またはタイヤ
の過度な摩耗があるとき。

● 規定に合わないタイヤを装着したと
き。

● タイヤチェーンを装着したとき。

● 小型スペアタイヤ、または緊急用パン
ク修理キットを使ったとき。

● 次の場合は、必ず BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場でマルチフ
ァンクションビデオコントローラーの校
正を行ってください。

● フロントミリ波レーダーまたはマルチ
ファンクションビデオコントローラー
を取り外したとき。

● ホイールアライメント調整中に、トー
インやリアタイヤのキャンバー角を調
節したとき。

● 衝突事故発生後に、マルチファンクシ
ョンビデオコントローラーの位置が変
わったとき。

● 紙箱、鉄板、ダミー人形などで予測緊急
ブレーキシステムの作動試験を勝手に行
わないでください。システムが正常に機
能せず事故を引き起こすおそれがありま
す。

● けん引/雪道/ぬかるみ/砂道/山地などの
特別な運転モード（運転モードが搭載さ
れている場合）では、自動緊急ブレーキ
は作動できません。

警告

● 衝突予測警告および自動緊急ブレー
キは運転を支援するためのシステム
です。そのため、ドライバーは自己
責任で運転してください。

● 衝突予測警告および自動緊急ブレー
キは、天候や道路環境などにより機
能しないおそれがあります。

● ドライバーの希望、交通状況や道路
環境に応じて、衝突予測警告および

警告

自動緊急ブレーキを使うかどうかを
判断してください。

フロントクロストラフィッ
クアラートおよびフロント
クロストラフィックオート
ブレーキ

フロントクロストラフィックアラート
（FCTA）およびフロントクロストラフィック
オートブレーキ（FCTB）は、フロントバン
パーの左右両側に搭載されるフロントミリ
波レーダーで本車の先方を横切る車両を検
知すると、ドライバーに知らせるとともに、
必要に応じて自動でブレーキを掛けます。
本車が低速走行中に先方を横切る車両と衝
突する危険を検知すると、視覚・音声警告
でドライバーに知らせます。また、衝突事
故が発生しそうなときは、自動でブレーキ
を作動させて衝突事故の発生を防ぎます。

使い方

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →ADAS→アクティブセーフティの設

定画面から、FCTA/FCTB の ON/OFF を設
定することができます。

● FCTA を有効にしたときは、ドアミラー警
告灯が点滅して音声警告を出します。

● FCTB を有効にしたときは、コンビネーシ

ョンメーターの警告灯が赤  で点灯
し、音声警告を出すと同時に自動で緊急
ブレーキを作動させます。

● FCTA/FCTB が故障したときは、コンビネ

ーションメーターに  が表示されま
す。

ご注意
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● システムは前方の監視を支援しますが、
ドライバー自らの目視確認や判断に取っ
て代わるものではありません。ドライバ
ーは常に車両をコントロールし、自己責
任で運転してください。

● 対象車両が側面からハイスピードで本車
に接近してきた場合、システムは警告機
能を発揮できないことがあります。

● ドライバーは、システムが正常に作動す
るように泥や雪などの付着物を早めに取
り除き、フロントバンパー左右両側のフ
ロントミリ波レーダーの設置部位を良好
な状態に維持してください。

● ノイズや電磁波による干渉などの影響を
受けると、システムの検知が遅れたり干
渉を受けることがあります。

● 状況によっては、感知システムが影響を
受けたり遅れることで、システムが運転
を支援できない場合があります。考えら
れる状況は次に示す場合を含みますが、
それらに限りません。

● 側面から接近してきた車両が最後のタ
イミングで車線を切り替えたとき。

● 対象車両が遮られたとき。

● 対象物のレーダー反射断面積が小さす
ぎる（自転車、バイクなど）とき。

● 雨、雪などの悪天候のとき。

● フロントミリ波レーダーの緩みや外
れ、干渉があるとき。

● 金属製ガードレールがあるなど、道路
環境が複雑なとき。

● 次の場合は、システムが機能しなくなり
ます。

● 対象物がミリ波レーダーの検知範囲外
にあるとき。

● FCTA/FCTB スイッチが OFF になって
いるとき。

● シフトポジションが「D」以外のレンジ
に入っているとき。

● 4 つのドアが閉まっていないとき。

● システムの初期化が完了していないと
き。

● ミリ波レーダーに故障があるとき。

● 急カーブや坂道などで横前方から接近
してきた車両の感知が遅れたとき。

● ミリ波レーダーセンサーの校正が振動や
衝突の影響を受けたことにより、システ
ム性能が低下するおそれがあります。こ
のようなときは、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。

● けん引/雪道/ぬかるみ/砂道/山地などの
特別な運転モード（運転モードが搭載さ
れている場合）では、FCTB は作動できま
せん。

警告

● フロントクロストラフィックアラー
ト/フロントクロストラフィックオ
ートブレーキ機能は、運転を支援す
るためのシステムです。ドライバー
は自己責任で安全に運転してくださ
い。

● フロントクロストラフィックアラー
ト/フロントクロストラフィックオ
ートブレーキ機能は、天候や道路環
境などにより機能しない、または作
動が遅れるおそれがあります。

● ドライバーの要望や交通状況、道路
環境に応じてフロントクロストラフ
ィックアラート/フロントクロスト
ラフィックオートブレーキ機能を使
うかどうかを判断してください。

ハイビームアシストシステ
ム（HMA）*
インテリジェントハイビームアシストシス
テム（HMA）は、マルチファンクションビ
デオコントローラーセンサーにより現在の
運転環境を判断し、速度が 35km/h 以上に
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なるとハイビームを自動で ON/OFF しま
す。

作動状態説明

● HMA 待機の場合：

● HMA 機能は ON になっているが作動し
ていない状態のとき、コンビネーショ
ンメーターに  が表示されます。

● HMA が有効になっている場合：

● 機能を ON にしてライトスイッチが
Auto の位置にある場合、速度が
35km/h を超えて明るさの条件を満た
していれば自動で作動します。このと
き、コンビネーションメーターに 
が表示されます。

● HMA 故障の場合：

● 故障が発生した場合は、コンビネーシ
ョンメーターに  が表示されます。

使い方

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →ADAS→ドライビングアシストの設

定画面から、HMA の ON/OFF を設定する
ことができます。車両を再始動した時の
設定は前回の設定になります。

● 機能を ON にしてライトスイッチが
Auto の位置にある場合、速度が 35km/h
を超えて明るさの条件を満たすと、シス
テムは実際の走行状況に応じてロービー
ム/ハイビームを自動で切り替えます。

ご注意

● インテリジェントハイビームアシストシ
ステム（HMA）はライトを制御するため
の支援システムで、高速走行時の利用を
おすすめします。ただし、このシステム
はドライバーに取って代わるものではな
いため、常に道路交通規則を遵守し、道
路環境の変化に合わせてハイビームとロ
ービームを適切に切り替えてください。

● ABS や ESC の作動など､車両が高い動的
状態にある場合は､ライトの切り替えを
制限します。

● ドライバーがフォグランプを点灯したと
き、ターンシグナルランプを作動させた
とき、ワイパーを高速作動モードに切り
替えたとき、バックで走行させたとき、
ライトスイッチをオート以外に切り替え
たとき、周囲の光が強すぎるときは、HMA
システムが OFF になります。

● ハイビームが ON で作動している場合で
も、環境要素や条件によって誤って作動
したり作動しなかったりすることがある
ため、ドライバーが対応してください。
代表的な状況は次の通りです。

● ドライバーがレバー操作でハイビーム
を選択したときは、ドライバーの操作
を優先します。

● 濃霧や大雨、大雪など、運転に極めて
不利な天候のとき。

● 照明が弱い交通参加者（歩行者や自転
車など）や、鉄道や水路に近隣する道
路または野生動物が出没する道路を走
行するとき。

● 光を強く反射するものがあるとき（高
速道路上の交通標識、路上の水たまり
など）。

● フロントガラスに霧や汚れが付いてい
る、またはラベルやアクセサリーなど
で遮られているとき。

● 衝突事故が発生した、またはカメラセン
サーを脱着した場合は、システム性能へ
の支障がないように BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場にセン
サーの校正を依頼してください。

警告

● インテリジェントハイビームアシス
トシステムは運転を支援するための
システムです。そのため、ドライバ
ーは自己責任で運転してください。
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警告

● インテリジェントハイビームアシス
トシステムは、天候や道路環境など
により機能しないおそれがありま
す。

● ドライバーの要望、交通状況や道路
環境に応じて、ロービームアシスト
システムを使うかどうかを判断して
ください。

レーンサポートシステム
（LDA）*
レーンサポートシステム（LDA）は、車線逸
脱警告（LDW）と車線逸脱防止（LDP）の 2
つの機能を備えています。

車線逸脱警告（LDW）

● 車線逸脱警告（LDW）は、マルチファン
クションビデオコントローラーにより前
方車線を検知します。速度が 60km/h～
150km/h のときにドライバーの不注意
で車線から逸脱すると、システムがステ
アリングホイールの振動、音声、コンビ
ネーションメーターへの表示などによ
り、車線の逸脱をドライバーに知らせま
す。

車線逸脱防止（LDP）
● 車線逸脱防止（LDP）は、マルチファン
クションビデオコントローラーにより前
方車線を検知します。速度が 60km/h～
150km/h のときにドライバーの不注意
で車線から逸脱すると、電動パワーステ
アリングシステム（EPS）制御により、
反対方向にステアリングホイールを軽く
回して車線のはみ出しを防ぎます。

● 車線逸脱防止が作動を開始してから 5 秒
を超えると、5 秒後に警告を出します。
警告の出し方は音声警告と視覚警告があ
り、警告はシステムが作動状態を終了す
るまで続きます。180 秒の間に 2 回以上
連続してシステムが作動し、さらに作動
期間にドライバーのステアリング操作が

ない場合は、2 回目以降のすべての作動
期間に警告を出します。また、3 回目の
作動以降は警告時間が前の警告より 12
秒長くなります。ドライバーがステアリ
ング操作やブレーキ操作などの積極的な
操作を行うと、警告が終了します。

使い方

● ドライバーは、  → ADAS → アクティブ
セーフティ の設定画面から、レーンサポ
ートシステムの ON/OFF を設定すること
ができます。

● レーンサポートシステムの警告パターン
は、ステアリングホイール振動のみ、音
声警告のみ、ステアリングホイール振動
+音声警告の 3 パターンがあります。

● 車線逸脱警告や車線逸脱防止を ON にす
ると、コンビネーションメーターに 
アイコンが表示されます。

● 車線逸脱警告が作動すると警告（警告の
出し方：音声警告、視覚警告、ステアリ
ングホイール振動による警告）を出して、
コンビネーションメーターの仮想車線境
界線が赤色になります。

● 車線逸脱防止が作動すると警告（警告の
出し方：音声警告、視覚警告）を出して、
コンビネーションメーターの  アイ
コンが 2 回点滅して仮想車線境界線が青
色になります。

● システムに故障があった場合は、コンビ

ネーションメーターに  アイコンが
表示されます。

システムの限界

● 複雑な道路環境では、レーンサポートシ
ステムが誤った検知をしたり車線を検知
できなかったりすることがあります。次
の場合は、システムが機能しない、また
は性能が著しく低下するおそれがありま
す。
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● 雪、雨、霧により、視界が悪くなった
とき。

● フロントガラスの汚れや曇り、または
マルチファンクションビデオコントロ
ーラー前方への異物の付着。

● 直射日光、路面の水たまりの反射、対
向車などからの反射光。

● トンネルの出入口など周辺環境の明る
さが急激に変化したとき。

● 直射日光が路面を照らす際、木陰によ
って車線が見えにくくなったとき。

● 道路と道端の草・土壌・縁石などとの
境界線が認識できないとき。

● システムが頻繁に作動して操作を妨げな
いように、狭い車線を走るときは機能が
抑制されることがあります。

ご注意

● ドライバーがターンシグナルランプを点
灯させて指示した方向に車線を切り替え
る場合、システムは無効になります。

● 車線境界線上を走行中、車線境界線が目
立たない、細すぎる、摩耗、不明瞭、汚
れや氷雪が付着している場合、システム
は無効になることがあります。

● 車線が広いまたは狭い、車線の数が多く
なる、少なくなる、誘導路や高速道路の
出口などの短時間で境界線が切り替わ
る、または複雑な車線を切り替える場合、
システムは無効になることがあります。

● 坂道や曲がった道路を走行中、先行車と
の距離が近すぎる、または車線境界線が
先行車に遮られた場合、システムは無効
になることがあります。

● 道路事情により激しい凹凸路がある場合
や、急アクセルや急ブレーキ、または急
ハンドル操作をした場合、システムは無
効になることがあります。

● マルチファンクションビデオコントロー
ラーの視界範囲内のガラス割れ、フロン
トガラスの着色、規則に適合しない塗装、

インストルメントパネルの上にある光を
反射する物体、マルチファンクションビ
デオコントローラーの視界を妨げる後付
け部品は、システムの正常な作動に影響
を与えるおそれがあります。

● 安全運転のために、自らレーンサポート
システムの作動試験を行わないでくださ
い。また、マルチファンクションビデオ
コントローラーの視界が遮られたり、強
い光と干渉したりしないようにしてくだ
さい。視界が一時的に遮られたり強い光
と干渉したりすると、システムが一時的
に OFF になり、視界が正常に戻ると自動
で復帰します。自動で復帰しないとき
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場に連絡してください。

● 下記の場合は、レーンサポートシステム
を OFF にすることをおすすめします。

● スポーティーな走りのとき。

● 悪天候のとき。

● 悪路を走行するとき。

● 以下の場合は認識される保証がありませ
ん。ただし、以下に限定されるものでは
ありません。

● 不明瞭な車線。

● 部分的に消えている車線。

● 以下の場合は、マルチファンクションビ
デオコントローラーの機能障害または機
能の作動遅れにつながるおそれがありま
す。次のシーンを含みますがそれらに限
りません。

● マルチファンクションビデオコントロ
ーラーの緩みや外れ、干渉があるとき。

● 雨、雪、PM2.5 など極端な気象のとき。

● マルチファンクションビデオコントロ
ーラーのレンズの一部、または全部が
遮られているとき。

● けん引/雪道/ぬかるみ/砂道/山地などの
特別な運転モード（運転モードが搭載さ
れている場合）では、レーンサポートシ
ステムは作動しません。
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警告

● レーンサポートシステムは、運転を
支援するためのシステムです。ドラ
イバーは自己責任で運転してくださ
い。

● レーンサポートシステムは、天候や
道路環境などにより、機能しないお
それがあります。

● ドライバーのニーズ、交通状況や道
路環境に応じて、レーンサポートシ
ステムを使うかどうかを判断してく
ださい。

緊急時車線維持支援（ELKA）
*
緊急時車線維持支援（ELKA）は、マルチフ
ァンクションビデオコントローラーで前方
の車線を検知し、リアコーナー部のミリ波
レーダーで隣接車線を走行する後続車を検
知します。速度が 50km/h～150km/h の範
囲内で、本車が実線の車線境界線から逸脱
して道路をはみ出す、または対向車や隣接
車線を走行する車両と衝突するおそれがあ
ると判断すると、システムが電動パワース
テアリングシステム（EPS）を操作して反対
方向にステアリングホイールを軽く回し、
現在の車線を維持しようとします。

使い方

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →ADAS→ドライビングアシスト→レ

ーンサポートシステムの設定画面から、
ELKA の ON/OFF を設定することができ
ます。

● ELKA を ON にすると、コンビネーション
メーターの  アイコンが点滅します。

● ELKA が故障すると、コンビネーションメ
ーターに  アイコンが表示されます。

● ELKA を OFF にすると、コンビネーショ
ンメーターに  が表示されます。

システムの限界

● 複雑な道路環境では、システムが誤って
検知する、または車線を検知できないこ
とがあります。また、次の場合は、シス
テムが機能しなかったり性能が著しく低
下したりするおそれがあります。

● 雪、雨、霧により、視界が悪くなった
とき。

● フロントガラスの汚れや曇り、または
マルチファンクションビデオコントロ
ーラー前方への異物の付着。

● 直射日光、路面の水たまりの反射、対
向車などからの反射光。

● トンネルの出入口など周辺環境の明る
さが急激に変化したとき。

● 直射日光が路面を照らす際、木陰によ
って車線が見えにくくなったとき。

● 道路と道端の草・土壌・縁石などとの
境界線が認識できないとき。

● システムが頻繁に作動して操作を妨げな
いように、狭い車線を走るときは機能が
抑制されることがあります。

ご注意

● 以下の場合は認識される保証がありませ
ん。ただし、以下に限定されるものでは
ありません。

● 歩行者、動物、特殊車両、または異形
車。

● 不明瞭で、部分的に消えている車線。

● 以下の場合は、マルチファンクションビ
デオコントローラーの機能障害または機
能の作動遅れにつながるおそれがありま
す。だたし、以下に限定されるものでは
ありません。

● マルチファンクションビデオコントロ
ーラーの緩みや外れ、干渉があるとき。

● 雨、雪、PM2.5 など極端な気象のとき。
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● マルチファンクションビデオコントロ
ーラーのレンズの一部、または全部が
遮られているとき。

● 以下の場合は、ミリ波レーダーの機能障
害または機能の作動遅れにつながるおそ
れがあります。だたし、以下に限定され
るものではありません。

● ミリ波レーダーの緩みや外れ、干渉が
あるとき。

● 雨、雪、PM2.5 など極端な気象のとき。

● 金属製ガードレールがあるなど、道路
環境が複雑なとき。

● けん引/雪道/ぬかるみ/砂道/山地などの
特別な運転モード（運転モードが搭載さ
れている場合）では、ELKA は作動できま
せん。

警告

● 緊急時車線維持支援機能は運転を支
援するための機能です。そのため、
ドライバーは自己責任で運転してく
ださい。

● 緊急時車線維持支援機能は、天候や
道路環境などにより機能しないおそ
れがあります。

● ドライバーの要望、交通状況や道路
環境に応じて、緊急時車線維持支援
機能を使うかどうかを判断してくだ
さい。

ブラインドスポットアシス
トシステム

ブラインドスポットアシストシステムは、
ブラインドスポットインフォメーション
（BSD）、リアクロストラフィックアラート
（RCTA）、リアクロストラフィックブレーキ
（RCTB）、後方衝突予測警告（RCW）、ドア
オープンワーニング（DOW）機能を備えて
います。主にリアバンパーの左右両側にあ
るミリ波レーダーで車両後方の交通状況を

判断し、ドライバーに安全運転を心掛ける
ように知らせます。

ブラインドスポットインフォメーション
（BSD）

● 速度が 15～150km/h の状態で、リアコ
ーナー部のミリ波レーダーにより隣接車
線の死角領域内に車両がいる、または隣
接車線から急接近する車両を検知した場
合は、該当ドアミラーの警告灯が点灯し
ます。このとき、同じ方向のターンシグ
ナルランプを点灯させると、危険を知ら
せるためにドアミラーの警告灯が点滅
し、注意を促します。

リアクロストラフィックアラート（RCTA）
*

● 速度が 15km/h 以下で後退中に、リアコ
ーナー部のミリ波レーダーにより後方の
死角領域を走行する車両を検知し、後方
から接近してくる車両が本車と衝突する
おそれがあると判断した場合は、ドアミ
ラーの警告灯を点灯させると同時に音声
警告を出してドライバーに注意喚起し、
衝突の可能性を低減します。

リアクロストラフィックブレーキ（RCTB）
*

● 速度が 9km/h 以下の状態で、リアコーナ
ー部のミリ波レーダーにより斜め後方の
死角領域を走行する車両を検知し、後方
から接近してくる車両が本車と衝突する
おそれがあると判断した場合は、緊急ブ
レーキが自動で作動します。

作動パターンの説明
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● リアクロストラフィックブレーキは、以
下のような場面で作動する可能性があ
り、本車、対象車両、周辺環境などのさ
まざまな要因によって作動するかが決ま
るため、すべての場面で作動するわけで
はありません。

● 車両が低速で後退中に、システムが後方
を横断する歩行者を検知すると、リアル
タイムで衝突リスクの有無を判定しま
す。衝突するリスクがある場合は、緊急
ブレーキを作動させて衝突事故の被害を
軽減または防止します。

● システムの制限事項：システムの作動は、
本車や対象物の状態、環境などのさまざ
まな要因によって決まるため、必ず緊急
ブレーキが作動することを保証するもの
ではありません。

後方衝突予測警告（RCW）*
● 速度が 5～146km/h で走行中に後方車両
が急接近し、リアコーナー部のミリ波レ
ーダーが衝突するおそれがあると検知す
ると、ハザードランプを点滅させて注意
するように後方車両に知らせます。

ドアオープンワーニング（DOW）*
● 停車時にドアを解錠している場合、リア
コーナー部のミリ波レーダーで、自転車
や自動車などの移動物が後方の隣接車線
から本車に接近すると、ドアミラーの警
告灯を常時点灯させて自動車などの存在
をドライバーに知らせます。このとき、
ドライバーがドアを開けようとするとド
アミラーの警告灯が点滅すると同時に音
声警告を出します。

使い方

ドライバーは、ボタン操作または  →
ADAS → セーフティアシストの設定画面か
ら、ブラインドスポットインフォメーショ
ン、リアクロストラフィックアラート、リ
アクロストラフィックブレーキ、後方衝突
予測警告、ドアオープンワーニングの
ON/OFF を設定することができます。

ブラインドスポットアシストシステム
OFF：コンビネーションメーターの関係機能
の表示灯が消えます。

ブラインドスポットアシストシステム待
機：速度、シフトポジションなどの作動条
件を満たしていないと、コンビネーション

メーターの表示灯  が灰色になり機能

しません。

ブラインドスポットアシストシステム故

障：コンビネーションメーターに黄色 
のアイコンが表示されます。

ブラインドスポットアシストシステム ON：
コンビネーションメーターの表示灯が緑色

 に点灯して機能が有効となり、いつで

も作動できる状態になります。

システムの限界

● 状況によっては、感知システムが影響を
受けたり遅れることで、システムが運転
を支援できない場合があります。考えら
れる状況は次に示す場合を含みますが、
それらに限りません。
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● 後方から接近してきた車両が最後のタ
イミングで車線を切り替えたとき。

● 急カーブや坂道などで後方から接近し
てきた車両の感知が遅れたとき。

● 対象車両が遮られたとき。

● 後方から接近してきた車両の相対速度
が 80km/h を超えたとき。

● カーブの半径が小さすぎる、またはカ
ーブを出入りするとき。

● 雨、雪などの悪天候のとき。

● リアコーナー部のミリ波レーダーの緩
みや外れ、干渉があるとき。

● 金属製ガードレールがあるなど、道路
環境が複雑なとき。

● 次の対象物に反応しないおそれがあり
ます。以下を含みますが、それらに限
りません。歩行者、動物。

● 周りに電磁波による干渉などの影響が
存在している。

● リアコーナー部のブラインドスポットア
シストシステムレーダーセンサーの校正
が振動や衝突の影響を受けたことによ
り、システム性能が低下することがあり
ます。このようなときは、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

ご注意

ブラインドスポットアシストシステムは、
左右ドアミラーの死角領域の監視を支援す
るものですが、ドライバー自らの目視確認
や判断に取って代わるものではありませ
ん。ドライバーは常に車両をコントロール
し、自己責任で運転してください。

対象車両が後方から高速で本車に接近して
くる場合は、ブラインドスポットインフォ
メーションの警告機能が十分に発揮できな
いことがあります。

ドライバーは、ブラインドスポットアシス
トシステムが正常に作動するように、泥や
雪などの付着物を速やかに取り除き、リア

コーナー部のブラインドスポットインフォ
メーションレーダーの設置部を良好な状態
に維持してください。

道路工事中の道路脇の大型防護柵、大型看
板、トンネル内の反射板、反射断面積が大
きい物体など、後側方や後方にある無関係
の対象物を誤って対象車両として認識し、
ブラインドスポットインフォメーションが
警告を出すことがあります。

警告

● ブラインドスポットアシストシステ
ムは、運転を支援するための機能で
す。ドライバーは自己責任で安全運
転してください。

● ブラインドスポットアシストシステ
ムは、天候や道路環境などにより機
能しないおそれがあります。

● ドライバーのニーズ、交通状況や道
路環境に応じて、ブラインドスポッ
トアシストシステムを使うかどうか
を判断してください。

交通標識認識システム
(TSR)*
交通標識認識システム（TSR）は、マルチフ
ァンクションビデオコントローラーおよび
地図（装備した場合）により道路の速度制
限標識を認識します。また、コンビネーシ
ョンメーターに認識した速度制限標識を表
示して、速度が制限速度を超えたときはド
ライバーへ警告情報（ISLI：インテリジェン
トスピードリミットインフォメーション）
を発信します。

使い方

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →ADAS→ドライビングアシスト→交

通標識認識の設定画面から、交通標識認
識システムの ON/OFF を設定することが
できます。

142



● TSR が交通標識を認識すると、コンビネ

ーションメーターに赤色の  が表示
されます。

● TSR により認識した制限速度が、現在の
道路環境に適しているかを判断できない
場合は、コンビネーションメーターに赤

色の  アイコンが表示されます。

● TSR の性能が低下した場合は、コンビネ

ーションメーターに黄色の  アイコ
ンが表示されます。

● TSR の性能が低下し、認識された制限速
度が現在の道路環境に適しているかを判
断できない場合は、コンビネーションメ

ーターに黄色の  が表示されます。

● TSR が故障している場合はコンビネーシ

ョンメーターに黄色の  が表示され
ます。

● TSR を OFF にした場合は、コンビネーシ

ョンメーターに  が表示されます。

● 上記の数字は、実際の交通標識に合わせ
て表示されます。

● 速度制限値は電源 OFF 時の記憶機能を
備えており、車両の電源を再度入れると、
システムは前回の電源 OFF 前に記憶し
た速度制限状態および数値を復元しま
す。

ご注意

● TSR は制限速度標識のみを認識するた
め、車両のアクティブ制御には関与しま
せん。そのため、ドライバーは常に車両
をコントロールできる適切な速度で運転
してください。

● 定められたサイズに一致していない、ま
たは国の寸法要求を満たしていない重量
制限標識の場合は、誤って制限速度標識
として認識されることがあります。

● 標識が不明瞭で、歪み、傾き、反射、部
分的な遮蔽などがある場合は、カメラの
認識能力が低下したり認識できなくなる
可能性があります。

● TSR の性能は、天気や照明の明るさ、道
路標識の明瞭さなどに影響を受けます。
夜間、日陰、夕暮れ、雨天、霧、もや、
氷雪の付着、砂塵、明るさの急激な変化
などにより、認識能力が低下して標識を
認識できないことがあります。

● 衝突事故が発生した、またはカメラセン
サーを脱着した場合は、システム性能へ
の支障がないように BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場でセン
サーの校正を依頼してください。

警告

● TSR は、運転を支援するためのシス
テムです。ドライバーは自己責任で
運転してください。

● TSR は、天候や道路環境などにより
機能しない、または作動が遅れるお
それがあります。

● ドライバーの要望や交通状況、道路
環境に応じて、TSR を使うかどうか
を判断してください。

インテリジェントスピード
リミットコントロール
（ISLC）*

● インテリジェントスピードリミットコン
トロール（ISLC）は、アダプティブクル
ーズコントロール（ACC）システムと速
度制限標識認識システム（TSR）を組み
合わせたシステムです。システムを ON
にすると速度制限標識を認識し、速度制
限値が現在の ACC 設定巡航速度に一致
していない場合は、認識した制限速度に
ACC 巡航速度を調節するかを知らせま
す。ドライバーが操作（下方向へ ACC 速
度制御レバーを操作）すると、システム
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は ACC 巡航速度を認識した制限速度に
自動で設定します。

● ドライバーは、速度 30～150km/h の範
囲内でシステムを ON にすることができ
ます。

使い方

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →ADAS→ドライビングアシスト→交

通標識認識システムの設定画面から、イ
ンテリジェントスピードリミットコント
ロール（ISLC）の ON/OFF を設定するこ
とができます。

● 速度制限標識認識システムを OFF にし
た場合、ISLC のアイコンが灰色になり操
作できなくなります。このとき、ISLC は
OFF になります。再度、速度制限標識認
識システムを ON にすると、ISLC 機能ス
イッチを操作することができます。

● インテリジェントスピードリミットコン
トロール機能を作動させる前提条件は、
ACC 機能が ON になっていることです。

ご注意

● インテリジェントスピードリミットコン
トロールは、運転を支援するための機能
です。そのため、ドライバーは常に車両
をコントロールしてください。

● インテリジェントスピードリミットコン
トロールの性能は、天候や照明の明るさ、
道路標識の明瞭さなどに影響されます。
夜間、日陰、夕暮れ、雨天、霧、もや、
氷雪の付着、砂塵、明るさの急激な変化
などにより、認識能力が低下して、制限
速度標識を認識できない場合がありま
す。

● インテリジェントスピードリミットコン
トロールシステム（ISLC）は、アダプテ
ィブクルーズコントロール（ACC）と速
度制限標識認識システム（TSR）を組み
合わせたシステムであるため、使用時は
アダプティブクルーズコントロール

（ACC）および速度制限標識認識システム
（TSR）にかかわる注意事項を守ってくだ
さい。

警告

● インテリジェントスピードリミット
コントロールは運転を支援するため
のシステムです。そのため、ドライ
バーは自己責任で運転してくださ
い。

● インテリジェントスピードリミット
コントロールは、天候や道路環境な
どにより機能しない、または作動が
遅れるおそれがあります。

● ドライバーの要望、交通状況や道路
環境に応じて、インテリジェントス
ピードリミットコントロールを使う
かどうかを判断してください。

ドライバー眠気注意力警告
システム*
ドライバー眠気注意力警告システムは、ス
テアリングホイールの角度、ブレーキ、シ
フトチェンジおよび車線変更など、車両に
対するドライバーの操作状態からドライバ
ーの疲労度合いを評価します。ドライバー
が疲労状態にあると識別された場合、コン
ビネーションメーターおよび音声でドライ
バーに注意喚起し、運転の安全性を高めま
す。車両起動時のドライバー眠気注意力警
告は、デフォルトで ON に設定されていま
す。

使い方

車両の電源ポジションが「ON」の状態で、
ドライバーは、コントロールパネル→設定

 →車両制御→ドライビングアシストの設
定画面から、ドライバー眠気注意力警告
（DAW）を設定することができます。設定は
今回のみ有効で、次回始動時には乗員の安
全を確保するためデフォルトである ON に
戻ります。
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注意

● この機能は補助的なシステムであ
り、いかなる場合でも危険を認識し
て警告を出すことができるわけでは
ないため、ドライバー自らの目視確
認や判断に取って代わるものではあ
りません。ドライバーは、常に車両
をコントロールしながらすべての道
路法を遵守して自己責任で運転して
ください。

警告

● 運転で疲れている場合は、早めに車
両を止めて休憩を取ってください。

幼児置き去り検知

幼児置き去り検知システム(CPD)は補助的
なリマインダー機能です。車両のエンジン
停止後、ドアが閉まるかロックされると、
システムは車内に生命体が残されていない
かを検知します。生命体が検出されると、
システムはライトの点滅とクラクションで
警告し、エアコンを作動させて温度を調節
します。警告はドアを開けることでキャン
セルできます。

使い方

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →車両制御→キャビン感知→幼児置き

去り検知から設定画面に進むことができ
ます。

● 設定は「OFF」、「ON」、「遅延」の 3 つが
あります。

● 車両の電源を入れるたびに、システムは
前回選択した設定を記憶します。

● 「OFF」を選択すると、幼児置き去り検知
機能は無効になります。

● 「遅延」を選択すると、警告機能は今回の
運転のみ遅延して作動します（約 5 分）。

ご注意

● 機能が有効で「遅延」の場合：

● 車両の電源ポジションを「OFF」にして
ドアを閉めた場合、お子様などが車内
に置き去りにされていることをシステ
ムが検知すると、5 分以内に初期警告を
約 6 秒出します（ランプの点滅および
ホーンを鳴らします）。

● 初期警告がキャンセルされていない場
合：

● 90 秒以内に警告レベルを上げて（ラン
プの点滅およびホーンを鳴らす）、警告
を約 25 分間出し続けます。

● 警告レベルを上げてから約 3 分後、エ
アコンを約 30 分間作動させます。

● 警告作動時に、PAD の壁紙の通知ボタン
から、今回の警報を解除することができ
ます。

● 初期アラーム、アップグレードされたア
ラーム、および介入措置が開始されると、
システムはリマインダー情報と SMS に
よるリマインダーをユーザー APP にプ
ッシュ通知します。

警告

● システムはライトの点滅、クラクシ
ョン、アプリによるプッシュ通知、
SMS 通知、エアコンの作動などによ
り車内の生命体への危害を軽減させ
ることができますが、幼児置き去り
検知システムは補助システムである
ため、警告漏れが発生する可能性が
あり、いかなる状況においても有効
な識別と通知を保証するものではあ
りません。ドライバーは常に車内の
生命体に注意を払い、その安全に対
して全責任を負う必要があります。

● 事故を避けるため、システムが警告
を出したときは早めにお子様などが
車内に閉じ込められていないかを確
認してください。
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注意

● システムが成人/ペットなどの生命
体を検知した場合、警告を発します。

● システムは、携帯用 APP によるリモ
ート解錠で警告を消すことはできま
せん。

● システムは、バッテリー残量が少な
いと警告を出せず、エアコンも作動
できないおそれがあるため、十分な
バッテリー残量を確保してくださ
い。

車両接近通報装置（AVAS）*
車両接近通報装置（AVAS）は、低速走行す
るときに歩行者に車両の接近を知らせるも
のです。

● 前進時：

● 速度が 0km/h ＜ V≤30km/h の場合、
通報音は変わりません。

● 速度が V>30km/h の場合、通報音は自
動的に止まります。

● 後退中は、車両から一定間隔で通報音を
出し続けます。

使い方

この機能のデフォルトは ON です。

警告

● 車両接近通報装置を OFF にした状
態で車両が低速走行する場合、車両
の接近を歩行者に知らせることがで
きず、車両の安全性が低下します。

● 低速走行中に車両接近通報装置の通
報音が聞こえない場合は、安全で静
かな場所に車両を停車し、ウィンド
ウを開けてから、シフトレバーを
「R」レンジに切り替え、車両の前方
から警告音が聞こえるか確認してく
ださい。通報音が聞こえないとき
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してくださ
い。

BYD アラウンドビューシス
テム*
マルチメディアタッチスクリーンを車両イ
メージ画面以外の状態にし、ステアリング
ホイールの BYD アラウンドビューシステム
を押す、またはシフトレバーを「R」レンジ
に入れると、BYD アラウンドビューシステ
ムが ON になります。

● 横画面表示の場合：

● マルチメディアタッチスクリーン左下
のフロント側、リア側、ライト側、レ
フト側を表示するアイコンをタッチす
ると、左側の画面にフロントビュー、
リアビュー、ライトビュー、レフトビ
ューのシングルビューが表示されま
す。

● フロントビュー、リアビューのシング
ルビューで映像領域をダブルタップす
ると、180°視角の全画面表示に切り替
わります。

● レーダーボタン  をタッチすると、レ
ーダー機能の ON/OFF ができます。レ
ーダーが ON の状態で障害物に接近す
ると、映像に障害物が映って警告音が
鳴ります。
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● 縦画面表示の場合：

● マルチメディアディスプレイ下側のフ
ロント、リア、レフト、ライトのいず
れか 2 つの領域に表示されるアイコン
をタッチすると、上側と右下の映像領
域に選択された 2 つのシングルビュー
が表示されます。

● 右側のボディービューをタッチすると、
透明ボディーと現物ボディーの切り替え
ができます。

● 始動後、透明の全景画面には前回電源ポ
ジション「OFF」時の画像が表示されま
す。このとき、車両の底部や周辺の死角
領域にある物体は、実際のものと異なる
ことがあります。発進すると画像がリア
ルタイムに更新され、ボディーの長さ以
上の距離を走行すれば更新が完了しま
す。

警告

● システムは広角魚眼カメラを搭載し
ているため、表示画面に映っている
ものには若干の歪みが発生すること
があります。

● BYD アラウンドビューシステムは
駐車や走行を補助するためのもので
あり、車両前後には死角領域が存在
するため、システムだけに頼るのは
危険です。駐車または走行中の事故
を避けるために、必ず他の方法で車
両周辺の状況を確認してください。

● ドアミラーが最後まで展開されてい
ない場合は、システムを使用しない
でください。システムを通じて車両
を操作するときは、すべてのドアが
閉まっていることを確認してくださ
い。

● BYD アラウンドビューシステムの
画面に映っている距離は、目視で確
認した距離とは異なることがありま
す。特に障害物が車両近くにある場
合は、複数の手段で車両と障害物の
距離を判断してください。

警告

● カメラは、フロントバンパー、左右
ドアミラーの下側およびリアライセ
ンスプレートの上側に搭載されてい
ます。カメラの視界が異物などで遮
られないようにしてください。

● カメラ性能への影響を避けるため、
高圧洗浄機でボディーを洗浄する場
合は、可能な限りカメラに直接噴射
しないでください。また、カメラに
水分やほこりが付着しているとき
は、早めに拭き取ってください。

● カメラの故障や破損につながるおそ
れがあるため、カメラを叩かないで
ください。

● 車両始動直後のマルチメディアシス
テムが完全に立ち上がっていない状
態では、BYD アラウンドビューシス
テムのスイッチ操作やシフトレバー
を「R」レンジに入れたときに、BYD
アラウンドビューシステム表示画面
への出力が遅れたり画面がちらつく
ことがあります。これは、カメラ起
動時の電源投入プロセスで正常な現
象です。

● 低速走行中、透明全景機能は速度の
変化やブレーキ操作の繰り返しによ
る影響を受けるため、車両底部の画
像位置が車外の画像と一致しないこ
とがあります。

駐車支援システム*
● 駐車支援システムは、駐車時にスピーカ
ーの警告音で、車と障害物の距離をドラ
イバーに伝えます。このシステムは、セ
ンサーで障害物を検知します。

● 駐車支援システムはバック駐車を支援す
るための機能です。バック時は、車両後
部や周辺の状況を目視で確認してくださ
い。
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警告

● 「D」レンジに入れる、または速度が
10km/h(6mph)を超えると、駐車支
援システムの作動が停止します。

● センサーの作動範囲内に他のものを
取り付けないでください。

● センサーの故障につながるおそれが
あるため、洗車時は水や蒸気でセン
サー部位を洗浄しないでください。

後方レーダーの電源スイッチ

● ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →ADAS→パーキングアシスト→後方

レーダーの設定画面から、ON/OFF を設
定することができます。

● 電源ポジションを「OK」にすると、駐車
支援システムが自動的に立ち上がりま
す。

● 駐車支援システムを ON にし、シフトレ
バーを P 以外のレンジに入れ、EPB、AVH
を解除すると、駐車支援システムは障害
物検知モードに入ります。車両周辺に障
害物があると警告メッセージが表示され
ます。システムを OFF にすると警告メ
ッセージは表示されません。

センサータイプ

● センサーが障害物を検知すると、障害物
の方位や車両と障害物の距離により、関

連画像がマルチメディアディスプレイ*
に表示されます。

● 縦列駐車や車庫入れをする場合、センサ
ーが車両と障害物の距離を検知して、マ
ルチメディアディスプレイおよびスピー
カーでお知らせします。当該システムを
利用するときは、必ず周辺の環境に注意
してください。

① 右前側面センサー*
② 左前側面センサー*
③ 左後側面センサー

④ 左後中央センサーと右後中央センサー

⑤ 右後側面センサー

距離表示ブザー

センサーが障害物を検知した場合、マルチ
メディアディスプレイに障害物の向きおよ
び車両と障害物との距離が表示されてブザ
ーが鳴ります。

中央部センサーの作動例

おおよその距離 マルチメディア表示例 警告音

約 700～1200mm
約 28～47 インチ

低速

約 400～700mm
約 16-28in 高速
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おおよその距離 マルチメディア表示例 警告音

約 200～400mm
約 8-16in 鳴り続ける

角度センサーの作動例

おおよその距離 マルチメディア表示例 警告音

約 400～600mm
約 16-24in 高速

約 200～400mm
約 8-16in 鳴り続ける

注意

● 0～200mm はシステムの死角領域
のため検知精度が悪く、警告メッセ
ージの表示が正確ではありません。
そのため、この距離上の警告メッセ
ージは参考としてください。

作動センサーおよびその検知範囲

● 車両がバックすると、すべてのセンサー
が作動します。

● センサー作動時の検知範囲は図示の通り
です。検知範囲は限られているため、車
両周辺の状況を観察して慎重にバックし
てください。

お願い

● 駐車支援システムはドライバーの駐
車操作を支援するためのものであ
り、ドライバー自らの判断に取って
代わるものではありません。ドライ
バーは車両周辺を確認したうえで操
作してください。

● システムの正常な作動に影響を与え
るため、センサーが障害物を検知す
る場所にアクセサリーやその他のも
のを置かないでください。

● 状況によっては、システムが正常に
作動せず障害物に接近しても検知し
ないことがあります。そのため、常
に車両周辺の状況を確認してシステ
ムだけに頼らないでください。

● バックソナーシステム故障時は、コ
ンビネーションメーターに故障メッ
セージが表示されてブザーが 1 回
鳴ります。このようなときは、早め
に BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡して点検を
依頼してください。

センサーからの検知情報
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● 車両状況や周辺の環境によっては、障害
物を正しく検知するセンサー性能に影響
を与える場合があります。影響を与える
おそれがある状況を以下に示します。

● センサーに汚れ、水分や曇りがあると
き。

● センサー上に雪や氷が付着していると
き。

● センサーが何かに覆われているとき。

● 車両が明らかに傾いたり、最大積載量
を超えているとき。

● 凹凸が激しい道路、坂道、砂利道、草
原を走っているとき。

● センサーを再塗装したとき。

● ホーンの音、バイクのエンジン音、大
型車両のエアブレーキの作動音や超音
波が発生するその他の騒音、車両付近
が非常に騒がしいとき。

● 近くに駐車支援システムを搭載した車
両があるとき。

● 車両にけん引フックを取り付けたと
き。

● バンパーやセンサーが強い衝撃を受け
たとき。

● 高い縁石または湾曲した縁石に車両が
接近したとき。

● 炎天下や厳しい寒さのとき。

● 純正品でない、車高の低いサスペンシ
ョンキットを取り付けたとき。

● 上記の他に、障害物の形状により、セン
サーが実際の距離を感知できないことが
あります。

● 障害物の形状や材料は、センサーの検知
を妨げることがあります。特に下記に示
す障害物に注意してください。

● 電線、柵、ロープなど。

● 綿、雪、その他の電波を吸収する材料。

● 角が尖っているもの。

● 低い障害物。

● 上部が外側に向き、車両の方に伸びて
いる高い障害物。

● バンパーの下にあるもの。

● 車両の近くにあるもの。

● 車両近くにいる人（服装のパターンに
よる）。

● マルチメディアディスプレイ*に画像が
表示されたり、スピーカーが鳴ったりし
ている場合、センサーが障害物を検知し
ている、またはセンサーが外部からの干
渉を受けている可能性があります。この
ような現象が続くときは、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場で
点検してください。

注意

● センサーの故障につながるおそれが
あるため、洗車時は水や蒸気でセン
サー部位を洗浄しないでください。

タイヤ空気圧モニタリング

● 直接式タイヤ空気圧モニタリングシステ
ムは、タイヤの空気圧をリアルタイムに
モニタリングすることで走行中の安全性
や快適性を向上させ、空気圧不足による
タイヤの早期摩耗やエネルギー消費量の
増加を低減する支援システムです。

● ドライバーは、ステアリングホイール上
の  ボタンを操作してメーターメニュ
ーに入ることができます。また、ホイー
ルボタン上の  および  を操作して
走行情報画面を切り替え、ホイールボタ
ン操作でタイヤ空気圧の表示画面を選択
することができます。

システム機能

1. 電源ポジション「ON」時の警告について
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電源ポジションを「OFF」にするときにタイ
ヤ空気圧が不足していると、次に電源ポジ
ションを「ON」にしたとき、タイヤに空気
を補充してから走行するように低圧警告が
表示されます。

2. タイヤ空気圧不足時の警告について

● いずれかのタイヤの空気圧が、適正空気
圧の 85%以下になると、タイヤ空気圧警
告灯が点灯してタイヤ空気圧の値が黄色
になります。ドライバーは、車両を止め
て該当のタイヤからエアが漏れていない
かを点検したうえで、空気圧が適正な範
囲に入るように空気圧を補充してくださ
い。

● タイヤ空気圧が適切空気圧の 90％を超
える場合、低圧警報が解除されます。

3. タイヤ空気急速漏れ警告

システム作動中に 1 つまたは複数のタイヤ
から、30Pa/分以上の速度で空気が漏れてい
る場合、タイヤ空気圧警告灯が常時点滅し
て空気圧の値が赤色になります。タイヤ空
気急速漏れ警告が表示されたときは、速や
かに安全な場所に停車して警告が表示され
たタイヤを点検し、タイヤに問題がないこ
とを確認してから運転を再開してくださ
い。

4. シグナル異常警告機能

システム作動中に故障が発生した場合、タ
イヤ空気圧故障警告灯が点滅した後に常時
点灯し、コンビネーションメーターに「信
号異常」が表示されます。関係するモニタ
リングモジュールが正常であるか、長時間
強い電界範囲に囲まれていないかを点検し
てください。

5. リアルタイムでタイヤ空気圧を表示

タイヤ空気圧モニタリングシステム
(TPMS)は、作動状態で各タイヤの空気圧情
報をリアルタイムで表示します。

ご注意

● タイヤ空気圧モニタリングモジュールの
使用時間は、毎日の走行距離などの要素
に関係します。

● タイヤ空気圧モニタリングモジュール
は、タイヤ空気圧などの情報を定期的に
コンビネーションメーターに送信してい
ます。そのため、走行中に発生したタイ
ヤ空気圧の急激な低下やバーストなど
は、次にシステムが立ち上がるまでデー
タをコンビネーションメーターに送信す
ることができないため、運転が制御不能
になる場合があります。また、タイヤ破
損と共にモニタリングモジュールも破損
して情報が発信できない、またはタイヤ
の破損が疑われるときは、コンビネーシ
ョンメーターに警告が表示される前に、
車両を安全な場所に停車させてくださ
い。

● モニタリングモジュールの取り付けを誤
るとタイヤの気密性に影響を与えるた
め、モニタリングモジュールの取り付け
や交換は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に依頼してくださ
い。

● タイヤの装着位置やモニタリングモジュ
ールを交換した場合は、システムが作動
できなくなるおそれがあるため、タイヤ
空気圧モニタリングシステムに対するキ
ャリブレーションを行う必要がありま
す。キャリブレーション作業は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場に依頼してください。

● タイヤ空気圧は外気温度により変化する
ため、コンビネーションメーターに表示
されている空気圧および適正空気圧に合
わせて、空気圧の調整をしてください。

● タイヤ空気圧モニタリングシステムはワ
イヤレスでデータを送信しているため、
電波干渉が強い環境では、タイヤ空気圧
モニタリングシステムの受信能力が低下
することがあります。
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注意

● タイヤ空気圧に異常がある状況で
も、本システムは車両の走行を妨げ
ることはありません。そのため、ド
ライバーは電源ポジションを「ON」
にした状態でタイヤ空気圧がメーカ
ー推奨の適正空気圧になっているこ
とを運転前に点検してください。メ
ーカー推奨の適正空気圧になってい
ないと、車両の破損、自身や他人に
怪我を負わせるおそれがあるため、
必ず空気圧を調整してから運転して
ください。

● 運転中にタイヤ空気圧の異常が見つ
かった場合は、ただちに空気圧を点
検してください。タイヤ空気圧警告
灯が点灯しているときは、急ハンド
ルや急ブレーキを避けながら速度を
落とし、安全な場所に停車してくだ
さい。空気圧不足のまま走行し続け
るとタイヤが破損し、タイヤの交換
が必要になる場合があります。タイ
ヤを大きく破損すると死傷者が出る
ほどの交通事故につながるおそれが
あります。

ヘッドアップディスプレイ
（HUD）*
ヘッドアップディスプレイシステム*
ヘッドアップディスプレイ*は、速度、制限
速度、アダプティブクルーズコントロール
（ACC）、車線逸脱、ブラインドスポットイン
フォメーションなどの重要な情報をフロン
トガラスに投影します。ドライバーの視界
に情報を表示することで、わき見運転など
を避けて運転の安全性を向上させます。

使い方

ドライバーは、コントロールパネル→設定
 →音声設定の設定画面から、HUD 機能の

ON/OFF を設定することができます。初期
設定は ON に設定されており、HUD が表示

されます。OFF をタッチすると HUD が消
えます。再始動の時は前回の設定となりま
す。

HUD 設定

● 高さ調整：HUD 表示の明るさを調整しま
す。-10～10 の計 21 段階で調整でき、初
期設定は 0 です。

● 輝度調整：HUD 表示の上下位置を調整し
ます。0～10 の計 11 段階で調整でき、初
期設定は 5 です。

● 回転数調整：HUD 表示の角度を調整しま
す。計 11 段階で調整でき、初期設定は
0°です。

● モード設定：使用環境に合わせて、クラ
シック、または雪モードの選択ができま
す。初期設定はクラシックです。

● オプション表示内容：安全運転支援を選
択できます。初期設定は ON に設定され
ています。再度タップして選択を解除す
ると、この機能は OFF になります。

注意

● ヘッドアップディスプレイの上にも
のを置かないでください。

● カバーに付いているほこりは、柔ら
かい布やティッシュで拭き取ってく
ださい。

● 水などの液体をヘッドアップディス
プレイの開口部に入れないでくださ
い。

安全運転支援システム

安全運転支援システムは、走行中の安全性
を向上するためにさまざまな走行条件に合
わせて自動で作動します。ただし、これら
のシステムは補助的なものであり、車両を
運転するときはシステムに過度に頼るべき
ではないことに注意してください。
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インテリジェントパワーブレーキシステム

インテリジェントパワーブレーキシステム
は、先端的な分離型電気油圧式ブレーキシ
ステムで、マスターバック、電子真空ポン
プおよび ABS、ESC などの機能を集積して
います。インテリジェントパワーブレーキ
システムは、ドライバーの制動操作上の必
要性に応じて制動を支援し、ABS、EBD、
TCS、VDC、CST、CRBS などの高度な制動
を提供して、車両の安定性や快適性を改善
し、制動エネルギーの回収効率を向上しま
す。

ビークルダイナミクスコントロール (VDC)
走行中に突然方向を切り替えた場合、VDC
がステアリングホイールの角度や走行速度
などの情報をもとにドライバーの意図を判
断し、車両の実際の状況と比較します。車
両がドライバーの目的の車線から外れると
VDC がサイドスリップの制御を支援し、方
向安定性を保つために関係するタイヤに制
動力を加えることで修正を行います。

トラクションコントロールシステム (TCS)
TCS は、エンジンのパワーを弱めることで
加速走行時の駆動輪のスリップを防止しま
す。また、必要な場合は制動力を加えるこ
とで駆動輪の空転を防止します。走行条件
が悪いときは TCS が作動することで、発進
や加速、上り坂の走行が容易になります。

警告

● 下記の場合は、TCS が効果的に発揮
できないことがあります。

● 滑りやすい路面では、TCS は正常
に作動しますが、方向が制御でき
ない、または必要な駆動力が出な
いことがあります。

● 安定性や動力が維持できなくなる
状況では、車両を運転しないでく
ださい。

ヒルスタートホールドコントロール（HHC）
システム

勾配が 3%以上の坂道でブレーキペダルを
離した後、HHC は約 1 秒間ブレーキ油圧を
保持して車両の後退を防止します。

ハイドロリックブレーキアシスト (HBA)
ドライバーが素早くブレーキペダルを踏ん
だとき、HBA が緊急ブレーキと認識し、最
大値になるまでブレーキ油圧を急速に高め
ることにより、ABS をより早く介入させ、
制動距離を効果的に短くすることができま
す。

減速度制御 (CDP)*
電動パーキングブレーキスイッチを ON に
すると、CDP 機能が作動します。車両が停
止するまで一定の減速度（ブレーキを踏ま
ずに電動パーキングブレーキスイッチを
ON にする場合の減速度が 0.4g、電動パーキ
ングブレーキスイッチを ON にすると同時
にブレーキペダルを踏む場合の減速度が
0.8g）で制動します。ドライバーが電動パー
キングブレーキスイッチを離すと、CDP 機
能が停止します。

ヒルディセントコントロール（HDC）シス
テム

● 作動原理：HDC は、ESC システムの付加
機能として車両の快適性を向上させるも
のです。ドライバーは、  → 車両 → イ
ンテリジェントアシスト の設定画面か
ら、ヒルディセントコントロールの
ON/OFF を設定できます。HDC の主な
役割は、能動的に制動力を加えることで、
低速で下り坂を走行できるように車両の
速度を制御することです。HDC 作動中、
車輪のスリップ率が ABS 作動しきい値
を超えると、ABS が作動します。これに
より、車両が安全に下り坂を走行できる
ようになり、さらにはバック走行もでき
ます。

● HDC ON：
● 速度が 38km/h 未満の場合は、HDC を

ON にすると、コンビネーションメータ
ーのヒルディセントコントロール表示
灯が常時点灯します。
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● HDC 速度の制御：

● HDC は速度が約 11～38km/h の範囲
内で機能します。範囲内の場合はアク
セルペダルやブレーキペダルを操作し
て速度を調整し、アクセルペダルやブ
レーキペダルを離したときの速度を維
持します。HDC 作動中にコンビネーシ
ョンメーターのヒルディセントコント
ロール表示灯が点滅しているときは、
HDC が機能していることを示します。

● HDC OFF：
● 使用しないときは HDC を OFF にしま
す。このとき、コンビネーションメー
ターの表示灯が消灯します。

● 速度が約 65km/h を超えると、HDC は
自動で OFF になります。

● HDC 機能故障：

● 長い下り坂を走行するなどの特別な状
況では、ブレーキが高温になり HDC が
一時的に使えなくなります。このよう
な場合は、安全運転を心がけて車両を
操作し、機能を復帰させるときは、安
全な場所に停車しブレーキが冷えるま
でお待ちください。

横滑り防止装置システム（ESC）について

● ESC 作動時

● 坂道で発進するとき、車両が滑るまた
は後退しいずれかの駆動輪が空転する
可能性がある場合は、ESC 表示灯が点
滅し ESC が作動していることを表しま
す。

● ESC の使用禁止

● 車両が積雪やぬかるみでスタックする
と、ESC はモーターからホイールへの
出力を下げることがあります。そのた
め、スタックなどを脱出するときはス
ノーモードを ON にしてください。

● ESC を OFF にする

●  → 車両 → 運転管理 の設定画面から
ESC OFF を ON にすることで、ESC を

作動しなくなります。また、ESC はリ
アルタイムで作動状態を確認していま
す。ESC 作動中に ESC を OFF にして
も、システムはすぐに「OFF」にはなら
ず能動的に制御に介入します。制御介
入が完了するまでは、システムがコマ
ンドを実行しません。

● マルチメディアで ESC OFF を ON から
OFF にする、または速度がしきい値
80km/h を超えると、OFF になった ESC
の一部機能が再度 ON になります。ESC
が突然 ON になることがないように、シ
ステムが車両走行の制御に介入していな
い場合のみ、再度 ESC を ON にすること
ができます。

● ESC OFF スイッチの誤操作

● ESC OFF スイッチを 10 秒以上押し続
けると、ESC は誤操作と判断し、すべ
ての内部機能の正常作動を保ちます。

● 電源ポジション「OFF」後の ESC 再開

● ESC を OFF にしてから再度車両の電源
ポジションを「ON」にすると、ESC が
自動で ON になります。

● 速度連動による ESC の作動

● ESC が OFF の状態で速度がしきい値
80km/h を超えると、車両の姿勢が極め
て不安定になるため、ESC が自動で ON
になります。

● ESC 起動時

● ESC 故障警告灯  が点滅していると
きは、事故につながるおそれがあるた
め、慎重に運転してください。また、
表示灯が点滅しているときは特に注意
してください。

● ESC を OFF にする

● 細心の注意を払いながら、道路状況に
応じた速度で運転してください。ESC
は車両安定性と駆動力を確保してくれ
るため、必要がない状況を除き OFF に
はしないでください。

154



● タイヤの交換

● すべてのタイヤは、寸法、ブランド、
トレッドパターン、輪荷重を同一にし
てください。また、推奨空気圧になる
までタイヤに空気を入れてください。

● 異なる種類のタイヤを装着すると、ABS
と ESC が正常に作動できなくなりま
す。

● タイヤやホイールの交換については、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場にお問い合わせくださ
い。

● タイヤおよびサスペンションの処置

● 不具合があるタイヤの使用やサスペン
ションの改造は、安全運転支援システ
ムに影響を与えてシステムの故障を引
き起こすおそれがあります。

ABS（アンチロックブレーキシステム）

● アンチロックブレーキシステム（ABS）
の油圧システムは、それぞれ独立する 2
つの回路があります。それぞれの回路は
対角線上になっています（左側フロント
タイヤブレーキと右側リアタイヤブレー
キとの接続など）。1 つの回路が故障し
ても、残り 2 つのホイールに制動力を加
えることができます。

● ABS は、急ブレーキや滑りやすい路面で
のブレーキ操作時に、車輪のロックやス
リップを防止してステアリング制御の維
持に役立ちます。

● フロントタイヤがスリップしたときは、
ハンドル操作ができずにハンドルを回し
ても車両が直進します。急速かつ脈動的
なブレーキは、人間の反応よりもはるか
に速いため、ABS は車輪のロックを防い
でステアリング制御の維持に役立ちま
す。

● ABS が効かないおそれがあるため、ポン
ピングブレーキをしないでください。危
険回避のためにハンドルを操作する場合
は、ABS が作動するようにブレーキペダ
ルを強く踏み続けてください。

● ABS 作動時には異音が聞こえる場合があ
ります。これは、ABS の急速かつ脈動的
なブレーキによるものであり、異常では
ありません。

注意

● ABS 故障警告灯とブレーキシステ
ム故障警告灯が同時に点灯した場合
は、ただちに安全な場所に停車し、
BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場に連絡してくださ
い。

● このようなときは、ブレーキをかけ
ても ABS が機能せず、車両姿勢も極
めて不安定な状態になります。

● ABS（アンチロックブレーキシステ
ム）は、車両を停止させるのに必要
な時間および距離を短縮させること
ができません。この機能は、ブレー
キを掛けたときのステアリング制御
を支援するものであるため、ドライ
バーは常に安全な車間距離を保って
ください。

● ABS は、急旋回や急な車線変更など
のハンドル操作によるスリップを防
ぐことはできません。路面状況およ
び天候を問わず、常に安全な速度で
慎重に運転してください。

● ABS は、安定性の低下を防ぐことは
できません。急ブレーキ時は適切な
ハンドル操作を行ってください。ま
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注意

た、大きなカーブや急カーブでは、
対向車線に飛び出したり道路からは
み出たりするおそれがあります。

● 軟弱な路面や凹凸路（砂利道や積雪
路面）を走行するとき、ABS 搭載車
は ABS が搭載されていない車両と
比べると長い制動距離が必要です。
この場合は、速度を落として他の車
との車間距離をさらに取ってくださ
い。

警告

● 下記の場合は、ABS を効果的に発揮
できません。

● グリップ力が弱いタイヤを使って
いるとき（雪が積もっている路面
で過度な摩耗があるタイヤを使う
など）。

● 高速で滑りやすい路面を走行する
とき、または車両がスリップした
とき。

● ABS は、制動距離の短縮を目的とし
て設計されたものではありません。
次のような場合は、必ず先行車との
車間距離を確保してください。

● ぬかるみ、砂利道や積雪路面を走
行するとき。

● へこみが多い道路、または平坦で
ない道路を走行するとき。

● 凹凸路を走行するとき。
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マルチメディアシス
テム

マルチメディアコントロー
ルパネル

電源ポジションを「OK」にすると、初期画
面を数秒表示してからシステムが作動しま
す。

①マルチメディアタッチスクリーン

②マルチメディアスイッチボタン/音量調節
ホイール

工場出荷時設定に戻す場合：

● ドライバーはコントロールパネル→設定
 →システム設定→バージョン管理→工

場出荷時設定に戻す→戻すボタンをタッ
チすることで、工場出荷時設定に戻すこ
とができます。

● 工場出荷時設定に戻すをタッチすると、
マルチメディア機器に設定されているす
べてのデータが工場出荷時の状態に戻り
ます。

● 工場出荷時の状態に戻している間は、
車両の電源を切らないでください。ま
た、エラーの発生を防ぐためマルチメ
ディア機器のアイコンに触れないでく
ださい。

● 工場出荷時の状態に戻す作業は、2～5
分掛かるためしばらくお待ちくださ
い。

警告

● マルチメディアシステムの異常につ
ながるおそれがあるため、車内でハ
イパワーインバーターを使わないで
ください。

● オペレーティングシステム入れ替え
や Root 化は禁止です。マルチメデ
ィアシステムや車両の異常につなが
るおそれがあります。

注意

● タッチスクリーンの破損を防ぐため
に

● 指でタッチスクリーンを軽くタッ
チしても反応がないときは、タッ
チスクリーンから指を離し、再度
タッチしてください。

● タッチスクリーンを拭くときは柔
らかい布を使用し、洗剤は使わな
いでください。

● タッチスクリーンを使うとき

● タッチスクリーンの温度が低い
と、表示された画像が暗く見えた
り、システムの作動がいつもより
遅いときがあります。

● サングラスをかけてタッチスクリ
ーンを見ると、暗く見えたりきれ
いに見えないときがあります。タ
ッチスクリーンの角度を変える
か、サングラスを外してください。

● 灰色のアイコンは操作できませ
ん。

● タッチスクリーンの表示は参考表示
であり、実際の車両が基準となりま
す。

● 安全運転のために、運転中はマルチ
メディアタッチスクリーンを横向き
にして使ってください。
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お願い

● マルチメディアシステム関連の機能
（BYD インテリジェント音声制御機
能、APP など）を活用するときは、
インターネットに接続してから使用
してください。

ナビゲーションバー

ナビゲーションバー

 ：前の画面に戻る、またはプログラムを
終了します。

 ：メイン画面に戻ります。

 ：車両設定画面になります。

 ：画面分割に対応する APP が画面分割
状態になります。

 ：アプリケーションリスト画面になりま
す。

ジェスチャーおよび応答

ジェスチャー操作および応答は次の通りで
す。

● タッチ：APP を立ち上げる、機能を選択
する、タッチスクリーン上のキーを押す、
タッチスクリーン上で文字を入力する場
合は、タッチスクリーンをタッチしてく
ださい。

● ドラッグ：アイコン、サムネイル、また
はプレビューを移動する場合は、押しな
がら目的の位置にドラッグして離してく
ださい。

● スワイプ：メイン画面、または APP の画
面でこの操作を行うことができます。

● ダブルタップ：ダブルタップで写真を拡
大したり、映像を全画面表示できます。
再度ダブルタップすると戻ります。

● ピンチアウト/ピンチイン：指 2 本で画面
をタッチして間隔を広げると、画像の一
部分を拡大表示できます。間隔を縮める
と縮小表示できます。

● 3 本の指でタッチして左/右にスワイプ：
エアコンの風量を調整します。

● 3 本の指でタッチして上/下にスワイプ：
エアコンの温度を調整します。

● 画面の上から下にスワイプ：ショートカ
ットメニューを開きます。

● 画面の下から上にスワイプ：タスク管理
センターを開きます。

● 画面の左側/右側を内側にスライド：戻り
ます。

OTA アップデート

● この車両にはソフトウェアのアップデー
ト機能を搭載しています。システム設定
→バージョン管理→車両バージョン→アッ
プデートをタッチすることで車両システ
ムをアップデートし、車両の機能を最新
の状態に保つことができます。

● 車両のソフトウェアアップデートが必要
な場合は、ソフトウェアアップデートを
促すメッセージが表示されます。車両の
利用状況に合わせて、即時アップデート、
予約アップデートまたは携帯アップデー
トを選択し、システムソフトウェアのア
ップデートを開始することができます。

注意

● OTA でのアップデートプロセス中
に車両を移動させないでください。

● OTA でアップデートするには、車両
を安全な場所に駐車してから「P」
レンジに入れ、モバイル通信ネット
ワークが正常に接続できる状態での
み実行できます。
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注意

● OTA でのアップデート前に、十分な
バッテリー残量があることを確認し
てください。

● OTA でのアップデート前およびア
ップデートプロセス中は、車両の
OBD ポートにサードパーティ製デ
バイスを取り付けないでください。

● アップデート中は車両を充放電でき
ません。そのため、アップデートを
実行する前に車両が完全に充電され
ていることを確認してください。

● OTA でのアップデートプロセス中
は、リモートキーおよびマイクロス
イッチによる施錠/解錠、ルームラン
プスイッチ、緊急警告灯、パワーウ
ィンドウスイッチ以外のすべての機
能が操作できなくなります。

● OTA でのアップデートに失敗した
場合は、アップデートを再試行して
ください。再試行にも失敗したとき
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場にお問い合わせく
ださい。

お願い

● アップデート操作の手順は、車載シ
ステムやスマートフォンアプリの実
際の手順と若干異なる場合があるの
で、実際の手順に従って操作してく
ださい。

● OTA アップデート完了後、車両の一
部の機能が変更されることがありま
す。新しいバージョン番号をタッチ
することでアップデート内容を確認
し、更新された機能を再度チェック
することができます。

BYD インテリジェント音声
制御機能

BYD インテリジェント音声制御機能は、ナ
ビゲーション起動、音楽再生、ラジオ放送、
DAB 放送、電話発信、エアコンなどの車内
装置の制御を音声指示で実現できます。

● 音声制御による起動方法：

● ステアリングホイール上の  を短く
押す

● タッチスクリーン上の  をタッチす
る

● 音声起動ワード：「ハイ、BYD。」
● ドライバーが BYD インテリジェント音
声制御機能を起動した後、ドライバーの
音声指示の認識を開始します。

● このとき、ドライバーは音声で任意の指
示を出すことができます。

● 例：「目的地を家にする（家の場所を事
前登録する必要があります）」、「音楽を
聞きたい」、「〇〇に電話して（アドレ
ス帳を登録して携帯電話の Bluetooth
に接続する必要があります）」、「エアコ
ンの温度を 23 度に調整して」、「運転席
のシートベンチレーションを ON にし
て」などを指示できます。BYD インテ
リジェント音声制御機能が音声指示を
識別した後に該当の操作を行います。

Bluetooth 電話

Bluetooth 接続

1. Bluetooth 電話画面に入り Bluetooth 接
続アイコンをタッチすると、接続画面に
移動します。

2.「デバイスを検索」をタッチして、利用可
能なデバイスを検索します｡

3. 接続可能な機器を選択してペアリングし
ます。携帯電話とマルチメディアタッチ
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スクリーンのペアリングコードが合って
いることを確認します。

4. 接続完了後、Bluetooth に対してさまざ
まな設定を行うことができます。

Bluetooth 電話

Bluetooth に接続した後、ダイヤル画面に入
ります。

● 連絡先、最近の通話記録および不在着信
記録をタッチして発信することができま
す。また、キーパッドで電話番号を入力
して電話をすることもできます。

● 通話カードを上にスワイプするか空白ス
ペースをクリックすると、ダイヤル画面
を縮小することができます。

● 映像画面が表示されている状態で着信が
ある場合は、着信画面が最小化ウィンド
ウで開きドライバーに知らせます。

外部アプリケーション

本マルチメディアシステムは Android 開発
システムを採用しており、外部アプリケー
ションのインストールおよび利用が可能で
す。

● 外部アプリケーションのインストール：

1. 必要なアプリケーションをダウンロー
ドします。

2. アプリケーションファイルをタッチ
し、「外部アプリのインストールを許可
する」を選択し、インストールを行い
ます。

3. インストールが完了したら、アプリケ
ーションリストでインストール済みの
アプリをタッチすると利用できます。

注意

● 公式に認証されていないアプリケー
ションは、正常に動作しない場合が
あります。

注意

● 必要のないソフトウェアを大量にイ
ンストールすると、システムが正常
に使用できなくなるおそれがありま
す。慎重にこの機能を使ってくださ
い。

● 外部アプリケーションのアンインストー
ル：

1. 設定→アプリケーション管理→アプリ
ケーションの画面で、インストール済
みのアプリが表示されます。アンイン
ストールするアプリケーションを選択
します。

2.「アンインストール」をタッチし、確定
します。

注意

● 本マルチメディアシステムに付属す
るデフォルトのアプリケーションは
削除できません。

エアコンシステム

ファン ON/OFF
①オートボタン

②エアコン ON/OFF ボタン

③フロントガラスデフロスターボタン

161

05
車
内
装
置



お願い

● エアコンリモートスタート機能

● ユーザーは車両のリモートキーま
たは BYD APP でエアコンを作動
させることができ、事前に快適な
室内環境を整えることができま
す。
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エアコン操作画面

1 ファン ON/OFF
2 オートモード

3 換気

4 エアコン ON/OFF
5 外気導入/内気循環切り替え

6 リアガラスおよびドアミラーデフロ
スター

7 フロントガラスデフロスター

8 最大エアコン

9 エアコン設定

10 運転席側温度調節

11 吹き出しモード選択

12 助手席側温度調節

13 DUAL
14 風量調節

機能定義

オートモード

● オートモードボタンを押すと、シフト機
構パネル上のオートモードボタン表示灯
が点灯し、コンプレッサーの状態、風量
の強さ、吹き出しモードを自動的に調節
します。
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● 風量の強さや吹き出しモード、コンプレ
ッサーの状態を設定すると、フルオート
制御が OFF になります。その操作した
機能を除き、その他の機能はオートモー
ドのままです。

ファン ON/OFF
● エアコンが ON の状態でファン ON/OFF
ボタンを押すと、エアコンを OFF にする
ことができます。

● エアコンが OFF の状態でファン
ON/OFF ボタンを押すと、エアコンを ON
にすることができます。

風量調節

● 押すと風量アイコンが点灯します。設定
段階が高いほど風量が強くなります。

フロントガラスデフロスター

● フロントガラスデフロスターボタンを押
すと、エアコンがフロントガラスデフロ
スター制御に入り、吹き出しモードがフ
ロントガラスデフロスターモードに切り
替わります。再度このボタンを押すと、
エアコンのフロントガラスデフロスター
制御が OFF になります。再度このボタ
ンを押すと、エアコンのフロントガラス
デフロスター制御が OFF になります。

● このボタンを押すと、フロントガラスデ
フロスター制御が ON になると同時にエ
アコンが作動します。このとき、エアコ
ン ON/OFF は自動で ON になります。

温度調整

● 運転席側温度調節

● 独立モードの場合：運転席側の温度を
調節します。

● 連動モードの場合：運転席側、助手席
側の温度を調節します。

● エアコン操作画面内の上側の矢印をタ
ッチ、または温度表示部を押しながら
下へスライドすると、温度が高くなり
ます。下側の矢印をタッチ、または温
度表示部を押しながら上へスライドす
ると、温度が低くなります。

● 温度を最低にする場合は「Lo」、温度を
最高にする場合は「Hi」にします。

● 助手席側温度調節

● 独立モードの場合：助手席側の温度を
調節します。

● 連動モードの場合：助手席側の温度を
調節し、連動モードを OFF にして独立
モードに切り替わります。

● エアコン操作画面内の上側の矢印をタ
ッチ、または温度表示部を押しながら
下へスライドすると、温度が高くなり
ます。下側の矢印をタッチ、または温
度表示部を押しながら上へスライドす
ると、温度が低くなります。

● 温度を最低にする場合は「Lo」、温度を
最高にする場合は「Hi」にします。

DUAL
● DUAL ボタンをタッチすると、独立モー
ドと連動モードを切り替えます。

● 独立モード：運転席側と助手席側の温
度を個別に設定できます。独立モード
を選択するとアイコンが点灯します。

● 連動モード：運転席側温度調節ボタン
で、運転席側と助手席側の設定温度を
同時に調節できます。連動モードの場
合は、アイコンが灰色になります。

● 連動モードで助手席側温度調節ボタンを
操作すると、自動的に独立モードに切り
替わります。

最大エアコン

● 最大エアコンボタンをタッチすると、エ
アコンが最大冷房制御に入り、コンプレ
ッサーが ON になり、温度が LO、風量が
最大、外気導入/内気循環状態が内気循
環、吹き出しモードが上半身送風になり
ます。

● 再びこのボタンを押すと、エアコンの最
大冷房制御が OFF になります。

エアコン ON/OFF
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エアコン ON/OFF でエアコンを ON にする
ことができます。アイコンが点灯してコン
プレッサーが作動し、冷房または暖房を行
います。再度タッチすると、コンプレッサ
ーが停止してアイコンが消灯します。

外気導入/内気循環切り替え

● 外気導入/内気循環切り替えボタンをタ
ッチすると、アイコン  が表示され
て内気循環になります。再度外気導入/
内気循環切り替えボタンをタッチする
と、アイコン  が表示されて外気導
入になります。

● 駐車時オートリサーキュレーションの設
定が ON になっている場合は、車内の空
気の質を確保するため、排気ガスが車内
に入らないように駐車時オートリサーキ
ュレーションモードが内気循環に切り替
わります。

リアデフロスター

● リアデフロスターアイコンを押すと、リ
アガラスおよびドアミラーデフロスター
機能を ON にすることができます。ま
た、再度操作しない場合は、15 分作動す
るとシステムが自動で OFF になります。
再度タッチすると、リアガラスおよびド
アミラーデフロスターを OFF にするこ
とができます。

● この機能は、雨滴を乾燥させたり、雪を
溶かしたりするものではありません。

警告

● ドアミラーの表面が熱くなるためリ
アガラスおよびドアミラーデフロス
ターボタンを ON にした後は、鏡面
を触らないでください。

注意

● リアガラス内側のクリーニングを行
うときは、熱線や接続部を傷付けた
り破損させたりしないように注意し
てください。

換気

● 換気ボタンを押すと、エアコンの換気制
御が ON になり外気が送り込まれます。

● 再度ボタンを押すと、エアコンの換気制
御が OFF になりオートモードに入りま
す。

吹き出しモード選択

エアコン画面から、希望の吹き出しモード
を選択できます。吹き出しモードはマルチ
メディアで自由に組み合わせることがで
き、希望に応じて吹き出しモードを 3 つま
で同時に ON にすることができます。

 ：主に上半身へ送風します。

 ：主に足元へ送風します。

 ：主にフロントガラスおよびウィンドウ
ガラスに送風します。

操作要領
● 炎天下に駐車した車両をできるだけ早く
冷却したい場合は、窓を開けて数分間走
行することで熱気を排出し、エアコンに
よる冷却効果を高めることができます。

● 車内の温度を素早く下げるには、温度を
「Lo」に調節し、内気循環モードで一定時
間エアコンを稼働させます。

● 急速冷却が必要な場合は、最大エアコン
をオンにすると、エアコンは自動的に最
適な冷房運転状態になり、車内環境を迅
速に快適な状態にします。

● エアコンの効果が期待通りでない場合
は、エアコンの自動モードをオンにする
ことをおすすめします。このモードで
は、エアコンは自動的に適切な吹き出し
温度、モード、および風量を調整し、乗
員の快適性に関するニーズを満たしま
す。

● フロントガラス前のエアインレットグリ
ルが、（落ち葉や雪などで）詰まっていな
いことを確認してください。
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● 湿気の多い天候では、冷気がフロントガ
ラスに当たらないようにしてください。
フロントガラスの内側と外側の温度差に
より、フロントガラスが曇ることがあり
ます。

● 車内の空気が循環できるように、フロン
トシートの下に荷物を置かないでくださ
い。

● ウィンドウガラスの曇りを低減するた
め、寒いときはファンの回転数を強に設
定して 1 分間稼働すると、吸気経路にあ
る雪や湿気を取り除くことができます。

● 寒いときは、車内の温度を素早く上げる
ために内気循環で数分間エアコンを稼働
します。車内が温まった後、窓の曇りを
防ぐために、外気循環を選択できます。

● ほこりが多い道路で他の車両に追従して
走行する、または風とほこりがある状況
で走行するときは、すべてのドアガラス
を閉めてエアコンを内気循環に設定し、
エアコンのファンを ON にすることをお
すすめします。

● 暖房運転時、エアコン ON/OFF アイコン
を押してアイコンが点灯（エアコンを
ON）すると、空気中の湿気を減らすこと
ができます。

● 換気モードでは、車外の自然な空気を車
内に導入するため、春や秋の運転に適し
ています。

お願い

● エアコンの異臭について：

● エアコンを初めて作動させた際、
送風にカビ臭さを感じることがあ
りますが、これは異常な現象では
ありません。エアコン使用中、エ
バポレーターにはエアコンの結露
水や、フィルターで除去されなか
った車内の乗員の汗や煙の粒子な
どが付着しやすく、湿ったエバポ
レーター表面には細菌が繁殖しや
すく、長時間発酵すると異臭が発
生しやすくなります。

お願い

● 異臭の防止、減少について：

● 停車前にエアコンを消し、外気導
入で換気することにより、比較的
乾燥した状態を保つことができま
す。

● エアフィルターを定期的に点検、
清掃、交換します。

● できるだけ車内を清潔にし、車内
の空気をきれいに保ちます。

● 上記の対策を行ってもエアコンの異
臭が改善されない場合は、BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場に連絡して修理を受けること
をおすすめします。

● エアコンからの異臭を改善するため
に、エアコンが作動している状態で
車両の電源ポジションを「OFF」に
してから施錠すると、エアコンのブ
ロワーがしばらく作動し続けること
がありますが、異常ではありません。
これは、エバポレーター表面の結露
を乾燥させてエバポレーター表面の
カビ発生による異臭を防ぐためで
す。

吹き出し口

フロント中央吹き出し口

吹き出し口中央のノブを動かすと、風の向
きや風量を調節できます。ノブを左右に限
界まで動かすと、吹き出し口を閉じること
ができます。

166



フロントサイド吹き出し口

左/右の吹き出し口中央にあるノブを動かす
と、風の向きや風量を調節できます。ノブ
を上下に限界まで動かすと、吹き出し口を
閉じることができます。

リア吹き出し口

吹き出し口のノブを動かすと、風の向きを
調節できます。

ホイールを回すと風量や吹き出し口の開度
を調節できます。
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エアコン設定項目

● ドライバーは、マルチメディア→エアコン
ボタン  →設定  から、エアコン調節
画面に入ることができます。

Bluetooth 通話中風量自動低下設定

● このアイコンをタッチすると、Bluetooth
通話中の風量低下の設定が ON になりま
す。

駐車時オートリサーキュレーション設定

● このアイコンをタッチすると、駐車時自
動内気循環の設定が ON になります。

● 再度このアイコンをタッチすると、駐車
時自動内気循環の設定が OFF になりま
す。

リモートコントロールによるエアコン運転
時間の設定

● リモートコントロールによるエアコンの
起動時間を設定できます。

エアコン自動モードの設定

● エコノミーまたはコンフォートモードを
設定することができます。

BYD APP について

BYD APP の紹介

● BYD APP は、BYD が開発した車両のイン
ターネット関連モバイル APP で、遠隔制
御や車両状况チェックなどの機能を手軽
に実現し、お客様を車載ネットワークの
クラウド時代に導いてくれます。

● Google Play または App Store で「BYD」
と検索し、BYD APP をダウンロードして
インストールしてください。

アカウント登録

BYD APP をダウンロードしてインストール
した後、携帯電話の案内または次の手順に
従って、登録およびアカウントへのサイン
インを行います。

1. APP を立ち上げて登録をタッチし、登録
画面に入ります。

2. ご購入時にディーラーで登録したメール
アドレスを入力して「メール送信」をタ
ッチし、キャプチャ認証文字を取得しま
す。その後、APP に戻りキャプチャ認証
文字を入力します。

3. サインインパスワードの設定画面に入っ
てパスワードを設定した後、「登録完了」
をタッチするとメイン画面に入ります。

注意

● 必ずディーラーで登録したメールア
ドレスを入力してください。そうし
ないと、登録を完了することができ
ません。

● APP 右上で地域を選択できます。
初期設定は、お客様の携帯電話のオ
ペレーティングシステムに設定され
た地域となっています。ご購入先の
地域が携帯電話のオペレーティング
システムに設定された地域と一致し
ていない場合は、ご購入先の地域を
選択してください。そうしないと、
お客様のデータを取得できません。

車両状態および車両制御シ
ステム

車両状態および車両制御システム

APP トップページに入ると、車両に関連す
る情報や該当の制御項目を調べることがで
きます。

1. トップページでは、車両の航続可能距離、
バッテリー残量、異常情報、走行状態、
充電状態、エアコン作動情報、ドア・ウ
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ィンドウガラスの状態、シートヒーター
の状態、タイヤ空気圧の異常有無などを
調べることができます。

2. 施錠、解錠、パッシング・ホーン鳴らし、
パッシングのアイコン 4 つのいずれかを
タッチすると、該当の機能を直接操作で
きます。

3. エアコンは、トップページで ON/OFF す
ることができ、カードをタッチすること
でエアコン制御画面に入り、温度などを
設定することもできます。詳細はエアコ
ン操作画面を参照してください。

4. シート、ドアとウィンドウ、タイヤ空気
圧は、トップページ下側の各制御項目を
タッチして該当の画面に入り、状態を調
べることができます。

5. お客様の同一アカウントに複数台の車両
が登録されている場合は、車両名称をタ
ッチすることで車両を切り替えることが
できます。

注意

● APP の制御機能は主に遠隔制御シ
ーンに対応するものであり、当該機
能を利用する際は、携帯電話と車両
をインターネットに接続している状
態にしてください。

個別センターおよび車両管
理

個別センターおよび車両管理

トップページ右上のアイコンをタッチする
と、個別センター画面を表示することがで
きます。

● 車両管理にアクセスすると車名とナンバ
ーを変更できます。

● アカウントとセキュリティに入ると、パ
スワードのリセットまたは変更ができま
す。

● プッシュ通知の対象項目選択や自動ログ
インなどの機能を ON/OFF できます。

● 当社についてでプライバシーポリシーを
ご覧いただき、ご意見のフィードバック
をお願いします。

収納ボックス

ドアポケット

それぞれのドアには、ペットボトルや小物
などを格納するためのドアポケットが付い
ています。

グローブボックス

● ハンドルを引くと、グローブボックスを
開けることができます。開けるとグロー
ブボックスのライトが点灯します。

● グローブボックスを上に押し上げると閉
まります。完全に閉めると、グローブボ
ックスのライトが消灯します。
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注意

● 事故や急ブレーキ時に怪我をする可
能性を減らすため、運転時はグロー
ブボックスを閉めてください。

駐車券収納ボックス

● 駐車券収納ボックスを開けるには、ノブ
を引いてください。

● 駐車券収納ボックスには、領収書や名刺
などを入れることができますが、大型の
ものや過度に重いものを入れないでくだ
さい。収納ボックスが閉まらなくなるお
それがあります。走行中は、収納ボック
スを閉めてください。

センターコンソールボック
ス

● 図中の矢印方向に沿ってセンターコンソ
ールボックスカバーを引き上げると、セ

ンターコンソールボックスを使用するこ
とができます。

● センターコンソールボックスカバーを下
に押し込むと閉じることができます。

お願い

● 思わぬ事故や急ブレーキ時に怪我を
する可能性を減らすため、走行中は
センターコンソールボックスを閉め
てください。

カップホルダー

フロントカップホルダー

フロントシートのカップホルダーは、セン
ターコンソールにあります。

注意

走行中に飲み物がこぼれないように、
蓋が付いていないカップやしっかりと
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注意

蓋をしていないボトルは、カップホル
ダーに入れないでください。

● 走行中に飲み物がこぼれないよう
に、蓋が付いていないカップやしっ
かりと蓋をしていないボトルは、カ
ップホルダーに入れないでくださ
い。

● 安全運転のため、運転中はカップホ
ルダーからコップの出し入れをしな
いでください。

リアカップホルダー

リアカップホルダーはリアシートセンター
アームレストに設置されています。リアシ
ートセンターアームレストを倒すことで使
用できます。

注意

● 液体がこぼれて火傷するおそれがあ
るため、カップホルダーを使う場合
は、急発進や急ブレーキをしないで
ください。

● 走行中に飲み物がこぼれないよう
に、蓋が付いていないカップやしっ
かりと蓋をしていないボトルは、カ
ップホルダーに入れないでくださ
い。

注意

● 安全運転のため、運転中はカップホ
ルダーからコップの出し入れをしな
いでください。

シートバックポケット

● フロントシートバックには、雑誌、新聞
などを入れるためのシートバックポケッ
トが付いています。

サングラスホルダー

● カバーを押すとサングラスホルダーが開
きます。
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その他の装置

サンバイザー

● 前方からの光を遮るには、サンバイザー
を下げます。

● 側方からの日差しを遮るには、サンバイ
ザーを下げた状態でフックから外し、横
へ回します。

お願い

● 正しく適切にサンバイザーを使う
と、運転時の快適性や安全性を向上
させることができます。

バニティーミラー*
● バニティーミラーは運転席側および助手
席側サンバイザーにあります。

● サンバイザーを下げ、ミラーカバーをス
ライドさせるとバニティーミラーを使用
できます。このときバニティーミラーラ
ンプが点灯します。ミラーカバーを閉じ
るか、サンバイザーを元の位置に戻すと、
ランプは消灯します。

アシストグリップ

● アシストグリップを使うときは下に引
き、使わないときは手を離すと自動的に
戻ります。

● アシストグリップ（リアシート）の横に
はコートハンガーがあり、服や帽子を掛
けることができます。

注意

● 怪我やアシストグリップ/コートハ
ンガーの破損を避けるため、アシス
トグリップおよびコートハンガーに
重量物を掛けないでください。

12V アクセサリー電源

● 作動電圧 DC12V、かつ作動電流が 10A ま
でのアクセサリーに対応します。
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● 12V アクセサリー電源を使う場合は、カ
バーを開けて車両の電源ポジションを
「ON」にしてください。

USB ポート

● フロント側 USB ポートは、センターコン
ソール下の運転席側にあります。

①USB 充電ポート

②USB データ伝送インターフェース

● リアシート充電ポートは充電用で、マル
チメディアに接続することはできませ
ん。

SD カードスロット*
● センターコンソール下の運転席側に SD
カードスロットが設置されています。

リアシェルフ*
● リアシェルフで荷物を覆うことで、プラ
イバシーを守り、直射日光を避けること
ができます。

● シートを倒し、リアシェルフの一端を C
ピラーリアトリムの凹部に置き、奥まで
押し込みます。その後、シートのロック
リング上部から、もう一方の端を反対側
の C ピラーリアトリムの凹部に差し込み
ます。使用時にはカバーを引き出し、後
部両側のガイド溝に掛けます。

● リアシェルフの取り外し方は取り付けと
逆の手順です。
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警告

● リアシェルフを取り付けるときは、
しっかり取り付けられていることを
確認してください。

● リアシェルフにものを置かないでく
ださい。

● お子様をリアシェルフに乗せないで
ください。リアシェルフの破損やお
子様の生命にかかわる重大な傷害に
つながるおそれがあります。

ワイヤレス充電

● スマートフォン用のワイヤレス充電エリ
アはセンターコンソール前部にありま
す。ドライバーはマルチメディア上部の
ステータスバーをドロップダウンして
「ショートカット」画面を開き、ワイヤレ
ス充電機能を ON/OFF できます。システ
ムはデフォルトで ON 状態に設定されて
おり、車両起動後、スマートフォンの画
面を上向きにしてワイヤレス充電エリア
の滑り止めゴムマットに置くと、自動的
にワイヤレス充電が開始され、マルチメ
ディア画面に充電アイコンが表示されま
す。

● 充電時はスマートフォン
内の緑色のアイコン「」が
点滅します。

● 充電異常時にはアイコン
「が点滅します。

お願い

● スマートフォンのワイヤレス充電設
定アイコンは、マルチメディアの「シ
ョートカット」画面編集バーで追加
または削除できます。

● ワイヤレス充電機能は、すべてのス
マートフォンではなく、QI 認証取得
済みのスマートフォンのみに対応し
ています。

● プログラムのアップグレード中、充
電エリアに異物を置かないでくださ
い。

● 一度に 2 台のスマートフォンを同
時に充電できます。

● 携帯電話ケースが厚すぎる場合は、
充電できないことがあります。

● 悪路走行中は、ワイヤレス充電機能
が充電停止と充電再開を繰り返すこ
とがあります。

● スマートフォンがワイヤレス充電エ
リアからずれて充電が止まった場合
は、スマートフォンをワイヤレス充
電エリアに戻す必要があります。

● スマートフォンが正常に充電できな
い場合は、まずワイヤレス充電エリ
アに異物がないか確認し、ワイヤレ
ス充電エリアが冷えてから充電を再
開してみてください。それでも充電
できない場合は、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

注意

● ワイヤレス充電機能が作動している
ときは、リモートキーをワイヤレス
充電エリアから 25cm 以内に置か
ないでください。

● 事故にかかわるワイヤレス充電機能
の異常を避けるため、コインや金属
キー、金属リング、金属成分を含ん
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注意

でいる他のものは、携帯電話と一緒
にワイヤレス充電エリアに置かない
でください。

● 充電エリアの破損を避けるため、充
電エリアには重量物を置かないでく
ださい。

● ワイヤレス充電機能が故障して正常
に使えないときは、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。

● 誤った使い方による問題について、
当社はいかなる責任も負いません。
製品の解体や改造があった場合、無
償保証サービスが受けられなくなり
ます。

● 火災などにつながるおそれがあるた
め、ドライバーが車内にいない状態
で携帯電話を充電しないでくださ
い。

● 運転中は、携帯電話の充電状況を確
認しないでください。交通事故につ
ながるおそれがあります。

● ワイヤレス充電時に携帯電話とゴム
パッドの間に金属製の異物が入って
いる場合、やけどのおそれがあるた
めすぐに異物を素手で取り除かない
でください。

● より良い充電効果を得るためには、
充電エリアのガイドに従ってスマー
トフォンを中央に配置してくださ
い。（充電エリア文字位置）

● 充電エリアに水がかからないように
してください。水がゴムパッドの隙
間からワイヤレス充電器に侵入し、
充電器が故障するおそれがありま
す。

● 温度が高すぎると携帯電話の充電が
止まることがあります。温度が下が
ると充電が再開します。

● 外付けのワイヤレス充電コイルによ
る不具合について当社は一切保証で

注意

きませんので、注意してご使用くだ
さい。

トランクアンダーボード

トランクアンダーボードには 2 段階の高さ
調整機能があります。トランクアンダーボ
ードのノブを押してボードを取り外すこと
で、高さの位置を切り替えることができま
す。

1. 上段位置では、トランクアンダーボード
とサポートプレートの上面が同一平面と
なります。リアシートを倒した際には、
トランクアンダーボードと座席背面が比
較的平らになります。

2. 下段位置では、トランクアンダーボード
がサポートプレートの下段段差面に収ま
ります。この取り付け位置にすること
で、トランクの収納スペースを拡大でき
ます。
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脱出用ハンマー

脱出用ハンマーは非常時に緊急脱出するた
めのツールで、センターコンソールボック
スに格納されています。

使い方

1. センターコンソールボックスを開ける
と、右側に脱出用ハンマーが固定されて
います。

2. センターコンソールボックスから脱出用
ハンマーを取り外します。

3. 脱出用ハンマーの先端にあるカバーを外
します。

4. ハンドルをしっかり握り、ハンマーの先
端をウィンドウガラスに密着させ、押し
付けてスプリングリリース装置を作動さ
せます。

警告

● ウィンドウガラスが合わせガラスの
場合、割れずにそのまま留まる可能
性があります。ガラスが割れて弱く
なったら、適切な方法で割れたガラ
スをドアの隙間から押し出します。

● 割れたガラスによる怪我を防ぐた
め、必要なすべての予防措置を講じ
てください。

お願い

● 脱出用ハンマーはウィンドウガラス
のみに使用してください。ガラスを
割る際は、ガラスで怪我をしないよ
うに注意してください。

● 脱出用ハンマーは緊急脱出用のツー
ルで、車両からの緊急脱出時のみに
使用してください。紛失を避けるた
め、使わないときは取り外さないで
ください。
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メンテナンスについ
て

メンテナンス周期およびメ
ンテナンス内容

車両メンテナンス計画

● メンテナンス計画は、安定した走行、故
障の低減、安全運転およびエコ運転を実
現するために設計されています。

● メンテナンスの間隔は、周期表を参照し
て走行距離や時間間隔に合わせて判断
し、いずれか早い方に準じます。

● 期限を過ぎたメンテナンス項目も、同じ
時間間隔でメンテナンスを行う必要があ
ります。

● ホース（冷暖房システム、ブレーキシス
テムなどに使われるホース）は、メンテ
ナンス周期表に従い、整備士に点検を依
頼してください。

● これらは、特に重要なメンテナンス項目
であるため、それぞれのメンテナンス間
隔がメンテナンス周期表に記載されてい
ます。ホースに何らかの劣化や破損があ
れば、ただちに交換してください。

● メンテナンス周期表には、車両を常に最
適な状態に保つために必要なすべてのメ
ンテナンス項目を記載しています。

メンテナンス計画について

通常のメンテナンス周期表に従って、車両
のメンテナンスを実施してください。

下記の状況が 1 つ以上当てはまる場合は過
酷な使用条件となるため、一部項目のメン
テナンス周期が異なります。

● 路面状況

● 悪路、ぬかるんだ路面、融雪路を走行
するとき。

● ほこりの多い路面を走行するとき。

● 運転状況

● キャンピングトレーラーやルーフラッ
クを含むトレーラーの使用。

● 外気温が 0 度以下で、8km 以内の短距
離走行を繰り返す。

● パトカー、タクシーまたは荷物を輸送
する車両等の長時間のアイドリングま
たは低速での長距離走行。

メンテナンス周期表

初回エンジンオイルオイル・エンジンオイ
ルフィルター交換

車両は 3 か月以内に初回エンジンオイルお
よびエンジンオイルフィルター交換を実施
し、以降は使用期間や走行距離に準じ定期
的に交換します。

詳しくは、BYD 正規ディーラーまたは BYD
指定サービス工場に連絡してください。

通常メンテナンス

通常メンテナンス項目は車両基本メンテナ
ンス、他の項目のメンテナンス、エンジン
項目のメンテナンスを含みます。

車両基本メンテナンス： 初回メンテナンス
後、車両基本メンテナンスは以下の使用時
間と走行距離（総走行距離）に従って行い、
いずれか早い方に準じます。
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メンテナンス項目 使用時間間隔と走行距離間隔

冷却水ホースに損傷がないかを点検し、接
続部分がしっかり締め付けられているか
を確認します。

12 ヶ月または 20000km ごと

ブレーキパッドとディスクの点検 12 ヶ月または 20000km ごと

シャーシ各部固定ネジの確認および締付 12 ヶ月または 20000km ごと

ブレーキペダルと電動パーキングブレー
キスイッチの点検 12 ヶ月または 20000km ごと

ブレーキシステムのラインおよびホース
を点検 12 ヶ月または 20000km ごと

ステアリング、タイロッドの点検 12 ヶ月または 20000km ごと

ドライブシャフトダストブーツの点検 12 ヶ月または 20000km ごと

ボールジョイントダストブーツの点検 12 ヶ月または 20000km ごと

前後サスペンションの点検 12 ヶ月または 20000km ごと

前後輪アライメントの点検 12 ヶ月または 20000km ごと

タイヤの摩耗状況を点検

点検時に必要に応じてタイヤのローテーションを
実施します。過酷な運転条件の場合、点検の頻度
を増やし、必要に応じてタイヤのローテーション
を行ってください。

タイヤ空気圧モニタリングシステムのリ
セット（間接式タイヤ空気圧モニタリング
システム搭載車）

メンテナンス後にタイヤ空気圧モニタリングシス
テムをリセットします。

ホイールベアリングの遊びを確認 12 ヶ月または 20000km ごと

EPS グラウンドに異物や焼損がないかを
確認 12 ヶ月または 20000km ごと

EPS コネクタの緩みがないか、コネクタの
ピンが焼損していないかを確認 12 ヶ月または 20000km ごと

EPS ECU が腐食していないかを確認 12 ヶ月または 20000km ごと

EPS ECU とモーターの接続に異物や腐食
がないかを確認 12 ヶ月または 20000km ごと

ドアストッパーの点検。湿らせた柔らか
い布でチェックロッドのほこりを取り除
き、チェックロッド、リベットジョイン
ト、回転軸に 0.3～0.8g のグリスを塗布

12 ヶ月または 20000km ごと
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メンテナンス項目 使用時間間隔と走行距離間隔

ボンネットロックおよびストライカーを
点検 12 ヶ月または 20000km ごと

サブタンクのクーラントレベルを確認 12 ヶ月または 20000km ごと

ブレーキフルードの点検 12 ヶ月または 20000km ごと

車両モジュールの故障コードを確認（記録
後にクリア） 12 ヶ月または 20000km ごと

パワーバッテリートレイ、クラッシュバ
ー、ガード、防爆バルブ*、断熱綿、取り
付けトルクの点検

12 ヶ月または 20000km ごと

パワートレインに液漏れや衝突などがな
いかを確認 12 ヶ月または 20000km ごと

高電圧配電ボックス、DC 充電配電ボック
スなどの締結部品を点検

12 ヶ月、または 20000km ごとに点検を行い、特
殊な使用条件や過酷な使用条件は点検頻度を増や
す

高電圧ワイヤーハーネスまたはコネクタ
の緩みがないか、ピンが焼損していないか
を確認

12 ヶ月、または 20000km ごとに点検を行い、特
殊な使用条件や過酷な使用条件は点検頻度を増や
す

高電圧モジュールの外観部品の変形、油の
付着の有無を確認

12 ヶ月、または 20000km ごとに点検を行い、特
殊な使用条件や過酷な使用条件は点検頻度を増や
す

各充電コネクタのインターフェースに異
物、焼損などがないかを確認

12 ヶ月、または 20000km ごとに点検を行い、特
殊な使用条件や過酷な使用条件は点検頻度を増や
す

高電圧部品に浸水の痕跡がないかを確認
12 ヶ月、または 20000km ごとに点検を行い、特
殊な使用条件や過酷な使用条件は点検頻度を増や
す

車両モジュールのソフトウェア更新をチ
ェックし、未更新であれば更新 12 ヶ月または 20000km ごと

電球と LED が正常に点灯しているかを確
認 12 ヶ月または 20000km ごと

ハイビームアシストが正常かを確認 12 ヶ月または 20000km ごと

ロービームの高さ調整が適切かを確認 12 ヶ月または 20000km ごと

標準エアコンフィルターを点検* 最初の保証期間の後、12 ヶ月または 20000 キロご
とに、悪い環境や風が減少した場合は、タイムリ
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メンテナンス項目 使用時間間隔と走行距離間隔

ーにチェックし、必要な場合はエアコンのフィル
ターを交換することをお勧めします

HEC エアコンフィルターを点検*
最初の保証期間の後、12 ヶ月または 20000 キロご
とに、悪い環境や風が減少した場合は、タイムリ
ーにチェックし、必要な場合はエアコンのフィル
ターを交換することをお勧めします

ワイパーアームロックナットのトルクを
確認 12 ヶ月または 20000km ごと

車両のガラス接着剤の貼り付け状況を確
認 12 ヶ月または 20000km ごと

排気管の接続部に漏れがないかを確認 24 ヶ月または 40000km ごと

三元触媒コンバーターにへこみや損傷が
ないかを確認 24 ヶ月または 40000km ごと

燃料タンクキャップ、燃料パイプや接続部
を点検 24 ヶ月または 40000km ごと

チャコールキャニスターを点検 24 ヶ月または 40000km ごと

他の項目のメンテナンス：以下の使用時間
と走行距離（総走行距離）に従って行い、
いずれか早い方に準じます。

メンテナンス項目 使用時間間隔と走行距離間隔

パワーバッテリーパックユニットの密封
性検査

2 年または 40000km ごとに点検し、必要に応じて
通気バルブを交換します。

エアコン冷却水の交換*
4 年、または 100000km ごとにロングライフ有機
酸系クーラントを入れ替える。いずれかの早い方

に準ずる。

高電圧（低温）側の冷却水の交換
4 年、または 100000km ごとにロングライフ有機
酸系クーラントを入れ替える。いずれかの早い方

に準ずる。

エンジン（高温）側の冷却水の交換 4 年、または 100000km ごとにロングライフ有機
酸系クーラントを入れ替えます。

ブレーキフルードの交換 メンテナンス時に点検し、2 年または 40000km ご
とに交換します

後輪駆動電動 ASSY の減速機オイルの点検
と交換*

最初の 24 ヶ月または 40000km、次の 24 ヶ月ま
たは 48000km
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使用時間間隔と走行距離間隔メンテナンス項目

EHS ハイブリッドシステム専用ギアオイ
ルの点検と交換

メンテナンス時に EHS ギアのオイル量をチェッ
クし、4 年または 60000km ごとにオイルとフィル

ターカートリッジを交換します

パワーバッテリーセルフキャリブレーシ
ョン 6 ヶ月または 72000km ごとに実施します。

エンジン項目のメンテナンス：エンジン項
目のメンテナンスは以下の使用時間および

走行距離（HEV 距離）に従って行い、いず
れか早い方に準じます。

使用時間間隔と走行距離間隔メンテナンス項目

エンジンオイルおよびエンジンオイルフィル
ターを交換 12 ヶ月または 10000km ごとに交換します。

クランクケースの通気システムを点検（PCV
バルブと換気ホース）* 12 ヶ月または 10000km ごとに点検します。

エンジンアイドリングを点検 12 ヶ月または 10000km ごとに点検します。

洗浄系ガソリン添加剤（タービンスーパーチャ
ージャー型エンジン） 12 ヶ月または 10000km ごとに注入します。

スパークプラグ
初回は 42 ヶ月または 35000km で点検、その
後は 48 ヶ月または 40000km ごとに点検し、

必要に応じて交換します。

燃料フィルター（フューエルポンプに統合）

エアフィルターエレメントを交換

カーボンキャニスターダストフィルターの交
換* 点検結果に応じて交換します。

お願い

● 初回メンテナンスを除き、タービン
スーパーチャージャー型エンジンに
洗浄系ガソリン添加剤を注入する必
要があります。1 回に 1 本を注入し
ます（180ml/本）。

● まずは洗浄系ガソリン添加剤を注入
し、そして満タンに給油します。メ

お願い

ーターに給油のメッセージが表示さ
れるまたは燃料表示灯が黄色に点灯
するまでは、追加でガソリンまたは
洗浄系ガソリン添加剤を注入しない
でください。

● パワーバッテリーを最適な状態に保
つため、定期的（最小 6 ヶ月、また
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点検結果に応じて交換します。

48ヶ月または50000kmごとに交換します。



お願い

は 72000km で、いずれか早い方に
準ずる）にフル放電とフル充電を行
い、バッテリーの自己校正を行って
ください。BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場にバッ
テリー容量のテストおよび校正を依
頼することも可能です。

● 以下の状況において、車両は過酷な
使用状況にあります。車両を守るた
め、通常のメンテナンス間隔と走行
距離を基本として実際の状況に応じ
てメンテナンス間隔を適切に短縮し
てください。長期的に低温環境下で
使用し（環境温度が 5℃以下）、かつ
HEV モードで使用する時、毎回の持
続走行時間が短すぎる（15 分以下）
または頻繫に長時間低速で徐行する
(速度が 10km/h 以下)場合。

備考：

● 表中のメンテナンス周期は登録日から起
算します。

● 車両を最適な使用状態に保つため、以下
に従って正しく運転してください。

● 2000km 走行するまでは、ECO（エコ）
モードで慣らし運転をし、 HEV（ハイ
ブリッド）モードの使用割合が 50％以
上であること。

● 初回メンテナンス後は、HEV（ハイブリ
ッド）モードの使用割合が 10％以上で
あること。

● エンジンオイルの汚れ度合いに応じてオ
イルフィルターの交換時間を短縮するこ
と。

● 特に寒冷な環境下では、半分のメンテナ
ンス間隔でメンテナンスを行うことをお
すすめします。具体的には、 5000km ま
たは 6 ヶ月ごとに行います。

● 過酷な使用条件：

● ほこりの多い地域を走行する、または
塩分を含む空気にさらされる場合。

● 凹凸のある路面、冠水路、山道を頻繁
に走行する場合。

● 寒冷地を走行する場合。

● 頻繁にブレーキをかける、または急ブ
レーキをかける場合。

● 頻繁にトレーラーをけん引する場合。

● タクシーとして使用する場合。

● 32℃以上の気温で交通量の多い市街地
を走行する時間が、総走行時間の 50%
を超える場合。

● 30℃以上の気温、120km/h 以上の速度
で走行する時間が、総走行時間の 50%
を超える場合。

● 頻繁に過酷な使用環境で走行する場
合。

● アフターサービスで新しいエンジンに交
換した後、初回メンテナンスはエンジン
交換後の 5000km（HEV 走行距離）また
は 6 ヶ月で、オイルおよびオイルフィル
ターを交換します（メンテナンスを行う
走行距離と月数はいずれか早い方に準じ
ます）。

定期メンテナンス

定期メンテナンス

● 車両が最適な性能を維持し、故障の発生
を減らすため、メンテナンス周期表に従
ってメンテナンスを実施してください。

● メンテナンスの間隔は、メンテナンス周
期表を参照して走行距離や時間間隔に合
わせて判断し、いずれかの早い方に準じ
ます。

● 期限を過ぎたメンテナンス項目も、同じ
時間間隔でメンテナンスを行う必要があ
ります。
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● メンテナンス作業は対応する基準および
規格に従い、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で実施してくださ
い。

● メンテナンス周期表に記載されている点
検項目および使用期間や走行距離は、車
両を通常の交通手段として乗員や荷物の
搬送に使用する用途を想定して設定して
います。過酷な使用の場合は、必要に応
じて点検し交換を実施してください。

注意

● BYD の「品質保証書およびメンテナ
ンスノート」の記載内容に従って、
車両メンテナンスを定期的に実施し
てください。

車両の防食について

車両腐食でよくある要因：

● 車両の下にアルカリ性の土壌、ほこりや
湿気が付着する。

● 湿度の高い環境、または車両のある部位
が長期間高湿高温にさらされる。

● 軽微な衝突、または小石や砂利で塗装や
下地が傷付く。

車両腐食を防ぐために、下記のルールを守
ってください。

● こまめに洗車する。

● 冬場に塩分のある路上を走行する、ま
たは海沿いに住んでいる場合は、毎月
1 回以上、土や泥がよく付着する箇所を
洗浄してください。高圧洗浄機や蒸気
でシャーシとホイールハウスを洗浄す
ることで腐食を軽減します。冬が終わ
ったら、シャーシ部分を徹底的に洗浄
してください。

● ボディーの塗装とアクセサリーを点検す
る。

● 塗装の欠けや塗装割れがある場合は、
腐食を防ぐためにただちに補修してく

ださい。塗装剥がれがある場合は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場で補修してください。

● 車内を点検する。

● 水分やほこりがカーペット下に堆積す
ると腐食につながるため、カーペット
下をよく点検し、乾燥した状態を保っ
てください。

● 化学品、洗浄剤、化学肥料、塩などを
運ぶ場合は、注意しながら適切な容器
で運んでください。あふれたり漏れた
りしたときはすぐに洗浄して乾かして
ください。

● マッドガードを使用する。

● アルカリ分が多い地域または砂利舗装
路を走る場合は、マッドガードで車両
を保護してください。マッドガード
は、寸法が大きく地面に近いほど効果
があります。

● 十分に換気された乾燥した場所に駐車す
る。

塗装メンテナンスのお願い

● 定期的に車両を洗浄してください。

● 色違いや配合不良を防ぐため、塗装に明
らかな擦り傷がない場合は、安易に再塗
装しないでください。

● 長期間車両を放置する場合は、車庫や風
通しの良いところに駐車してください。
また、冬場は専用のボディーカバーで覆
ってください。一時的に駐車するとき
は、直射日光が当たらない涼しい場所を
選んでください。

● ボディーの塗装への強い衝撃を避け、当
たり傷や擦り傷などを防いでください。
塗装に傷、へこみ、剥がれがあるときは、
可能な限り早めに専門のカーケアショッ
プで補修してください。

● 化学反応を避けるため、油が付いている
手や布でボディー塗装の表面を触ったり
塗装の表面を拭いたりする、または油が
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付いている工具や有機溶剤を含んだ布を
ボディーの上に置かないように注意して
ください。

● 毎月 1 回、またはボディー表面の撥水性
が落ちている場合は、車用ワックスを塗
布して定期的に（四半期毎に 1 回）手入
れを行い、ボディー塗装の輝きを取り戻
してください。

● 高品質の艶出し剤とカーワックスを使用
し、ボディーに艶がないときはカーワッ
クスとは別にカークリーニング艶出し剤
を使用してください。使用するときは、
メーカーの指示と注意事項をきちんと守
り、クロムメッキ面と塗装面には必ず艶
出し剤と車用ワックスを塗布してくださ
い。

注意

● 車両を再塗装し、高温の塗装ブース
に保管する場合は、高温によりバン
パーを破損させるおそれがあるた
め、車両の樹脂製バンパーを取り外
してください。

車両外部洗浄

● 下記の場合は、塗装剥がれまたはボディ
ーや部品の錆びを引き起こすおそれがあ
るため、早めに車両を洗浄してください。

● 沿岸部を走るとき。

● 凍結防止剤をまいている道路を走ると
き。

● コールタールが付いている道路を走る
とき。

● 樹脂、鳥の糞や虫の死骸が付いたとき。

● 煙塵、石炭灰、ほこり、鉄くずや化学
物質を大量に含んでいる地域を走ると
き。

● ほこりや泥で車両が明らかに汚れてい
るとき。

● 雨が降った後。

注意

● 洗車する前に、すべてのドア、ボン
ネット、テールゲート、サンルーフ
およびキャップが閉まっていること
を確認してください。

● 車両を洗浄する時、充電ポートフラ
ップおよびフューエルフィラーキャ
ップを開けて内部を洗浄しないでく
ださい。

● 高温で直射日光が当たる環境で洗車
しないでください。

手洗い洗車をするとき

日が当たらない涼しい場所に車両を止め、
車両が十分に冷えてから洗車をします。

1. ホースで表面の汚れを洗い落とし、下回
りやホイールの奥に付いているすべての
泥や塩分汚れをきれいに洗い落としま
す。

2. 中性洗剤で洗浄する場合は、洗剤の取扱
説明書に従って洗剤を混ぜ合わせてくだ
さい。柔らかい布に洗剤を浸け、水が流
れる方向に上から下へ拭きます。円を描
くように拭いたり横方向に拭いたりしな
いでください。

3. 充分に洗い落とします——洗剤が乾く
と、痕が残ります。夏場に洗車した際は、
洗車後に水で各部分をきれいに洗い流し
ます。

4. 水垢が残らないように、清潔な柔らかい
タオルでボディーの水分を拭き取ってく
ださい。また、塗装が傷付くおそれがあ
るため、強く拭いたり押し付けて拭いた
りしないでください。

高圧洗浄機で車両を洗浄する

● 高圧洗浄機で車両を洗浄する場合は、次
の操作説明に従ってください。

● 高圧ガンのノズルとボディーの洗浄面
の距離が 30cm 以上であること。
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● 高圧ガンの水圧は 60bar 以内で使用す
ることを推奨し、最大で 100bar を超え
ないこと。

● ガンの吐水形式は扇形または霧状の噴
射モードを選択すること（高圧の水柱
を直接当てないでください）。

● 洗浄時はノズルを常に移動させ、特定
の位置に止めて洗浄しないこと。

注意

● 洗車時は必ず以上の説明に従ってく
ださい。そうしないと車両および部
品の損傷や破損につながるおそれが
あります。

● 高圧洗浄機でウェザーストスリップ
に水を直接吹き付けないでくださ
い。高圧洗浄機の圧力を受けると、
ウェザーストリップの変形や破損に
つながりやすく、車内への水漏れも
起きやすくなります。

お願い

● 強アルカリ性の粉石鹸、石鹸水、洗
剤、脱脂洗浄剤、有機物質（ガソリ
ン、灯油、揮発油、または強溶剤）
を使わないでください。

● ランプの清掃を行うときは、アルコ
ール類（アルコール、ウォッシャ液
など）、ケトン類（シンナー、虫取り
クリーナーなど）、その他の化学溶剤
（ガソリン、シンナー、四塩化炭素な
ど）を使用してランプの表面を拭か
ないでください。ランプカバーに亀
裂が入るおそれがあります。

● 沿岸部や汚染が深刻な地域で走る車
両については、毎日 1 回の洗車をお
すすめします。

● ボディーの汚れをカッターで削った
り、ガソリンで洗ったりしないでく
ださい。有機物質によってプラスチ
ック製ホイール装飾部品が損傷しま
す。有機物質がホイール装飾部品に
付いた場合は、必ず水で洗い流して

お願い

から部品の傷みがないかを点検して
ください。著しい破損があるプラス
チック製ホイール装飾部品は、移動
中に外れて事故を起こすおそれがあ
るため、速やかに交換してください。

● 研磨剤を含んだ洗浄剤でバンパーを
拭かないでください。

● メッキ処理の金属部品の洗浄は、専
用の洗剤を使って定期的に車用ワッ
クスを塗布することをおすすめしま
す。

● 床下やシャーシを洗浄する場合は、
手を切らないように注意してくださ
い。

自動洗車をするとき

塗装面が傷付くおそれがあるため、自動洗
車機で洗車する場合は、ブラシのタイプ、
ろ過されていない洗浄水、または洗車機に
設定された洗浄プログラムに注意してくだ
さい。特に色が濃い車両は、塗装表面の擦
り傷により塗膜の耐久性や光沢度が低下し
ます。洗車前に洗車場のスタッフに問い合
わせるか、自動洗車機の指示を確認し、塗
装面に最も安全な洗車プログラムを選んで
ください。

注意

● 自動洗車機を使用する前に、オート
ビークルホールド機能を OFF にし
ていることを確認してください。

● 車両を洗浄する前に、ドアミラーを
内側に格納してください。また、運
転する前にドアミラーを展開してく
ださい。
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車内の清掃

お願い

● 内外装を洗浄する場合は、床やイン
ストルメントパネルに水が流れ込ま
ないようにしてください。近くの電
気部品に水が入ると機能の異常につ
ながるおそれがあります。

カーペット

● 高品質の泡タイプの洗剤でカーペットを
洗浄してください。

● まずは、できるだけ掃除機でほこりをき
れいに吸い取ります。泡タイプの洗剤は
数種類あり、スプレー、水と混合して泡
を発生させる粉末や液体のタイプもあり
ます。泡立てたスポンジやブラシで、カ
ーペットに円を描くようにこすりながら
洗浄します。

● 水を使わず、できるだけカーペットを乾
燥状態に保ってください。

シートベルトのメンテナンス

● シートベルトは、中性石鹸水やぬるま湯
でクリーニングすることができます。

● スポンジや柔らかい布でシートベルトを
拭きます。洗浄中に、シートベルトに過
度な摩耗、破れや切れがないかを点検し
てください。

注意

● シートベルトの強度が落ちるおそれ
があるため、染色剤や漂白剤でシー
トベルトを洗浄しないでください。

● シートベルトは、乾燥するまで使用
しないでください。

ドアおよびウィンドウガラス

● ドアおよびウィンドウガラスは、一般家
庭用の洗剤で洗浄できます。

● リアウィンドウの内側を拭く際は、力を
入れすぎず、左右方向に沿って拭くよう
にしてください。内側にはリアデフロス
ターのヒーター線とアンテナ配線がある
ため、強く押したり上下に拭いたりする
と損傷するおそれがあります。

● 定期的にドアチェッカーを点検してくだ
さい。チェッカーのロッドにほこりが明
らかに付着しているときは、水で濡らし
た布でドアチェッカーのロッドを拭き、
表面のほこりを落としてください。ブラ
ケットとロッドのリベット軸との間、お
よびロッドとスライダーの間に 0.3～
0.8g のグリスを塗布してください。

注意

● リアガラス内側のクリーニングを行
うときは、熱線およびその接続部を
傷付けたり破損させないように注意
してください。

エアコンパネル、カーオーディオ、インス
トルメントパネル、コントロールパネルと
スイッチ

● エアコンパネル、カーオーディオ、イン
ストルメントパネル、コントロールパネ
ル、スイッチは、水で濡らした柔らかい
布で拭きます。

● 水やぬるま湯で濡らしたきれいな布でほ
こりを軽く拭き取ります。

注意

● 有機物質（溶剤、灯油、アルコール、
ガソリンなど）、酸性やアルカリ性溶
液を使用しないでください。使用す
ると、表面の変色、汚れ、または剥
がれの原因となります。
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注意

● 洗剤や艶出し剤を使う場合は、その
組成に上記の物質を含んでいないこ
とを確認してください。

● 新規の液体洗剤を使う場合は、液体
を車内の表面にこぼさないでくださ
い。液体には上記の成分が含まれて
いる可能性があります。液体をこぼ
した場合は素早くきれいに拭き取っ
てください。

車内の人工皮革部分

● 人工皮革部分は、ウールに使用できる中
性洗剤で拭きます。

● 中性洗剤の溶液を浸けた柔らかい布でほ
こりを拭き取ってから、水で濡らしたき
れいな布で残りの洗剤を完全に拭き取り
ます。

● 洗浄後または人工皮革が濡れている場合
は、清潔な柔らかい布で水分を拭き取り
ます。皮革を風通しの良い冷暗所で乾燥
させます。

● 車両の洗浄についてご質問がある場合
は、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場に問い合わせてください。

注意

● 中性洗剤で汚れが取れない場合は、
有機溶剤を含まない洗剤で洗浄する
ことができます。

● 揮発油、アルコール、ガソリン、酸
性やアルカリ性溶液などの有機物質
で、人工皮革を洗浄しないでくださ
い。人工皮革の色落ちの原因になり
ます。

● ナイロンブラシや化学繊維製の布な
どを使うと、人工皮革表面の模様が
傷付きます。

● 汚れている人工皮革部分はカビが生
えることがあります。特に油汚れに

注意

注意し、人工皮革部分を常に清潔に
保ってください。

● 長時間日光に当たると、人工皮革の
表面が固くなったり縮むことがあり
ます。特に夏場は、日が当たらない
涼しい場所に駐車してください。

● 夏の暑い時期は車内の温度が上昇し
やすいので、人工皮革部分の上には、
ポリエチレン製やワックスを含む材
料で作られたものを置かないように
してください。これらのものは、高
温になると人工皮革に固着します。

● 人工皮革部分の洗浄を誤ると、色が
落ちたりまだらになったりします。

セルフメンテナンス

セルフメンテナンス

セルフメンテナンス上のご注意

● メンテナンスをご自身で行う場合は、本
章に記載されている手順で正しくメンテ
ナンスしてください。

● 不適切で不完全なメンテナンスは、車両
の正常な使用に影響を与えることがあり
ますので、ご注意ください。

● 本章には、ユーザーが実施できるメンテ
ナンスのみを記載しています。しかし、
資格のある技術者が専用工具を使って作
業する必要があるメンテナンス項目は、
数多くあります。

● メンテナンスを実施する場合は、思わぬ
怪我を防ぐために下記の注意事項を必ず
守ってください。

注意

● 部品や塗膜の破損を防ぐため、冷却
水があふれた場合はすぐに乾燥した
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注意

布や紙できれいに拭き取り、速やか
に冷却水を補充してください。

● ブレーキフルードがあふれた場合
は、部品や塗膜の破損を防ぐために、
水できれいに洗い流してください。

● エアフィルターを取り外した状態で
車を運転しないでください。そうし
ないと、エンジンの過度な摩耗につ
ながるおそれがあります。

● ワイパーブレードを交換するとき
は、ワイパーでガラス表面に傷が付
かないようにしてください。

● ボンネットを閉めるときは、工具や
布などがモータールーム内に残って
いないかを確認してください。

お願い

● 発火の原因となる火花や裸火を避け
るため、車内や車体の近くでは喫煙
しないでください。

● 車内や車外を問わず、異物や液体が
目に入らないように、作業時は保護
メガネをかけてください。

● ブレーキフルードは皮膚や目を傷め
るため、ブレーキフルードを注入す
る場合は注意してください。ブレー
キフルードが皮膚や目に付着したと
きは、ただちに水で付着部位を洗い
流してください。まだ、手や目に痛
みなどがあるときは、ただちに医師
の手当てを受けてください。

使用状況や推奨の走行距離に従い、下記の
項目を点検してください。

● 冷却水レベル——充電のたびにラジエー
ターのリザーバタンクを点検してくださ
い。

● ウォッシャ液——毎月 1 回リザーブタン
クのウォッシャ液の残量を点検してくだ
さい。悪天候で頻繁にウォッシャ液を使

った場合は、ウォッシャ液の残量を点検
する回数を増やしてください。

● フロントガラスワイパー——毎月 1 回ワ
イパーを点検してください。ワイパーが
フロントガラスをきれいに拭き取れない
場合は、摩耗、亀裂やその他の損傷がな
いかを点検してください。

● ブレーキフルードレベル——少なくとも
毎月 1 回レベルを点検してください。

● ブレーキペダル——ブレーキペダルがス
ムーズに操作できるかを点検してくださ
い。

● 電動パーキングブレーキスイッチ——ス
イッチが正常に機能していることを点検
してください。

● 起動バッテリー——毎月 1 回バッテリー
の状況および端子の腐食状況を点検して
ください。

● 空調システム——毎週エアコン装置の稼
働状況を点検してください。

● タイヤ——毎月 1 回タイヤ空気圧を点検
してください。タイヤトレッドの摩耗状
況および異物の挟み込みがないかを点検
してください。

● ガラスデフロスター——毎月、暖房装置
やエアコンを使うときは、デフロスター
装置の吹き出し口を点検してください。

● ライト——毎月 1 回照明システムを点検
し、製品の状態を確認してください。

● ドア——テールゲートおよび他のドアの
スイッチがスムーズに施錠できるかを点
検してください。

● ホーン——ホーンに異常がないかを点検
してください。

注意

● 未点検の車両を運転しないでくださ
い。車両が大きく破損したり、人に
怪我を負わせるおそれがあります。
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ヘッドライト

ヘッドライトの光軸調整

工場出荷時、ヘッドライトの光軸調整が行
われています。重い荷物を運ぶことが多い
場合は、再度ヘッドライトの光軸調整を行
う必要があります。ヘッドライトの光軸調
整については、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に依頼してくださ
い。

ライトの曇り

● 大雨や洗車後、ヘッドライト、テールラ
イト、またはドアミラーのターンシグナ
ルランプに曇りが発生することがありま
す。これは、雨天時に車内側のフロント
ガラスが結露することと似ていますが、
故障ではありません。

● ライトは、空間が相対的に密閉しており
狭く、かつ点灯時の温度が高いため（レ
ンズ、リフレクターなどが高温で変形し
やすい）、放熱用の通気口が必要です。点
灯時は放熱するため、ケースに設置され
た放熱用通気口を通じて周辺環境と対流
が発生し、温度差が大きいほど対流が活
発になります。対流中に空気中の水蒸気
がライト内部に持ち込まれるため、日光、
対流、ランプ発熱量などによって、温度
が低い箇所の表面に結露や水滴が発生し
ます。この現象は、ライト曇りと呼ばれ
ています。

注意

● ヘッドライトの内側、ドアミラー内
のターンシグナルランプの内側に曇
りが発生する場合、空気の湿度が高
い、または車と周辺環境との温度差
が大きいことが考えられます。運転
時、ヘッドライトやターンシグナル
ランプをつけてしばらく走ると、ラ
イト内の水蒸気は消えます。

● ライト内に明らかに水が入っている
場合は、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検して
ください。

サンルーフのメンテナンス
について

パノラマサンルーフのメンテナンスについ
て*
1. 湿らせた布でサンルーフ外側のウェザー

ストリップに付いているほこりや砂を拭
き取り、ウェザーストリップが傷付いて
気密性が低下するのを防ぎます。

2. 湿らせた布でフロントルーフガラスの成
型部に付いているほこりや砂を拭き取
り、ウェザーストリップが傷付いて気密
性が低下するのを防ぎます。

3. ほこり、砂、落ち葉などにより排水穴が
詰まり、サンルーフの排水不具合が起き
ることを防ぐため、リアルーフガラスの
先端部をよく掃除してください（フロン
トルーフガラスを全開にした後）。

4. ほこり、砂、落ち葉などにより排水穴が
詰まり、サンルーフの排水不具合が起き
ることを防ぐため、両サイドのレールお
よびフロント排水溝をよく掃除してくだ
さい。

5. 洗車中は、高圧洗浄機でウェザーストス
リップに水を直接吹き付けないでくださ
い。高圧洗浄機の圧力を受けると、ウェ
ザーストリップの変形や破損につながり
やすく、車内への水漏れも起きやすくな
ります。

6. 冬場はサンルーフがよく凍り付きます。
この状態で強制的にサンルーフを開ける
と、ウェザーストスリップや他のサンル
ーフ部品を破損させるおそれがありま
す。そのため、しばらく暖機運転を行う
と同時に、エアコンの暖房システムを使
用してサンルーフの氷雪を溶かし、車内
が一定の温度まで温まってから、サンル
ーフを開けてください。また、サンルー
フの凍結を避けるため、サンルーフに残
った水分を拭き取ってください。

7. 凹凸が激しい道路では、サンルーフを全
開にしないでください。サンルーフとガ
イドレール間の強い振動により関係部品
が変形し、モーターまで破損させるおそ
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れがあります。また、雨天時や洗車時は
サンルーフを開けないでください。

通常のサンルーフのメンテナンスについて

1. 湿らせた布でウェザーストリップに付い
ているほこりや砂を拭き取り、ウェザー
ストリップが傷付いて気密性が低下する
のを防ぎます。

2. 湿らせた布でルーフパネル周りに付いて
いるほこりや砂を拭き取り、サンルーフ
を閉める際にウェザーストリップが摩耗
して気密性が低下するのを防ぎます。

3. ほこり、砂、落ち葉などにより排水穴が
詰まり、車内への水漏れが起きるのを防
ぐため、レールおよびフロント排水溝な
どの部品をよく掃除してください。

4. 洗車中は、高圧洗浄機でウェザーストス
リップに水を直接吹き付けないでくださ
い。高圧洗浄機の圧力を受けると、ウェ
ザーストリップの変形や破損につながり
やすく、車内への水漏れも起きやすくな
ります。

5. 冬場はサンルーフがよく凍り付きます。
この状態で強制的にサンルーフを開ける
と、ウェザーストスリップや他のサンル
ーフ部品を破損させるおそれがありま
す。そのため、しばらく暖機運転を行う
と同時に、エアコンの暖房システムを使
用してサンルーフの氷雪を溶かし、車内
が一定の温度まで温まってから、サンル
ーフを開けてください。また、サンルー
フの凍結を避けるため、サンルーフに残
った水分を拭き取ってください。

6. 凹凸が激しい道路では、サンルーフを全
開にしないでください。サンルーフとガ
イドレール間の強い振動により関係部品
が変形し、モーターまで破損させるおそ
れがあります。また、雨天時や洗車時は
サンルーフを開けないでください。

車両の保管

● 長期間（1 ヶ月以上）車両を駐車する場
合は、下記に示す準備を実施してくださ

い。適切な準備を行うことで、車両性能
などの劣化を効果的に防止でき、車両の
再使用も容易になります。また、可能な
限り屋内に駐車してください。

● ボディーの外部を徹底的に洗浄し、乾か
します。

● 車内を掃除し、カーペットやマットなど
を完全に乾かします。

● シフトレバーを「P」レンジに切り替えま
す。

● ウィンドウガラスを 1 枚少し下げます
（屋内駐車の場合）。

● フロントワイパーアームがフロントガラ
スと接触しないように、ワイパーアーム
の下に折りたたんだタオルや布を入れて
おきます。

● 固着を軽減させるために、すべてのドア
およびテールゲートのシール部にシリコ
ン潤滑剤を塗り付け、ドアウェザースト
リップおよびテールゲートウェザースト
リップ接触部の塗膜表面にボディーワッ
クスを吹き付けます。

● 布のような「多孔質材料」で作られた通
気性カバーでボディーを覆います。ビニ
ールシートのような無孔質材料では湿気
が溜まるため、ボディー表面の塗膜を破
損させるおそれがあります。

お願い

● 車両の輸送または保管中にパワーバ
ッテリーの性能と起動バッテリーの
正常な電力供給を確保するために、
輸送または保管前に車両の SOC 値
を 50%以上にしてください。

ボンネット

ボンネットを開けるとき

1. シフトレバーを「P」または「N」に入
れ、電動パーキングブレーキを掛けます。
インストルメントパネル下の右側にある
ボンネットリリースレバーを 2 回連続で

191

06
お
手
入
れ
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス



引き上げると、ボンネットが解錠されて
少し隙間ができます。

2. ボンネットを一定の高さまで持ち上げる
と、ボンネットが自動的に開きます。

ボンネットを閉めるとき

1. ボンネットを下に引き下げ、ボンネット
ストライカーとボンネットロックを接触
させ、図で示したボンネット前部に両手
を置き、強く押し下げてボンネットを完
全にロックします。

2. ボンネットを閉めたら、確実にロックさ
れていることをコンビネーションメータ
ーで確認してください。

お願い

● 運転する前に、ボンネットが閉まり、
確実にロックされていることを確認
してください。ロックされていない
と、運転中にボンネットが突然開い
て事故につながるおそれがありま
す。

冷却システム

高電圧（低温）側のリザーバタンク

二輪駆動用

四輪駆動用

エンジン（高温）側のリザーバタンク

192



● 液面がリザーバタンクの「MAX」（最大
値）と「MIN」（最小値）の間であれば、
問題ありません。

● 冷却水は、BYD 指定の冷却水と同じ仕様
のものを使ってください。添加剤を追加
する必要はありません。異なるブランド
や型番の冷却水を混ぜ合わせて使用しな
いでください。

お願い

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指
定サービス工場でバッテリー冷却水
を注入するようおすすめします。

注意

● 冷却システム内に防錆剤や他の添加
物を絶対に追加しないでください。
添加物が、冷却水やモーターの部品
と相性が悪い場合があります。

● 冷却水リザーバタンクのキャップを
開ける前に、エンジン、モーター、
高圧電制御統合モジュール、冷却水
リザーバタンクのキャップおよびラ
ジエーターがすべて冷却されている
ことを確認してください。これを怠
ると、冷却水が噴出し、深刻なやけ
どを負うおそれがあります。

● 冷却水を補充する際は、エンジンル
ームのフューズボックスのアッパー
カバーを開けないでください。

● 冷却水を補充する際は専用工具を使
用し、液体がフューズボックスに流

注意

れ込まないように注意してくださ
い。

ウォッシャ

● 通常使用中は、毎月 1 回以上ウォッシャ
液タンクのレベルをチェックしてくださ
い。

● 悪天候でウォッシャをよく使う場合は、
ウォッシャ液タンクのレベルを確認する
頻度を増やしてください。

● 高品質のウォッシャ液を使用すること
で、汚れをよく落として凍結を防ぐこと
ができます。

● ウォッシャ液が補充時にこぼれた場合
は、清潔な布で拭き取ってください。拭
き取った布でワイパーゴムを清掃する
と、ゴムを良好な状態に保つことができ
ます。

注意

● 絶対にウォッシャ液タンクに酢水溶
剤を注入しないでください。

● 適合したウォッシャ液を使用してく
ださい。

ブレーキシステム

フルードレベルはリザーバタンクの壁にあ
る最小値 (MIN)と最大値 (MAX)マークの間
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にある必要があります。フルードレベルが
「MIN」（下限）マーク以下の場合、ブレーキ
システムを点検してください。ブレーキシ
ステムからの液漏れやブレーキパッドの摩
耗がないかを点検してください。

お願い

● 毎月 1 回以上、リザーバタンクのフ
ルードレベルを点検してください。

● ブレーキフルードは、定期メンテナ
ンス表に記載された走行時間と走行
距離に従い交換してください。

● BYD 純正部品と同一型番の HZY6/
DOT4 ブレーキフルードを使用して
ください。他の型番のブレーキフル
ードは本車のブレーキシステムに使
用できません。

エンジンオイル

● 必ず正しい規格のエンジンオイルを使っ
てください。

● エンジンオイルを購入する際は、容器に
記載されているオイルの仕様を確認して
ください。オイルの仕様は車両の使用規
定に適合していなければなりません。

推奨のエンジンオイル

● エンジンオイルは、エンジンの性能維持
と寿命延長に重要な役割を果たします。
そのため、品質が良く不純物の少ないオ
イルを使ってください。BYD 純正エンジ
ンオイルの使用をおすすめします。

● オイル消費量は運転習慣、気象条件およ
び走行する道路状況によって異なりま
す。新しいエンジンは、オイル消費率が
やや高くなる可能性があります。

オイルの点検

1. 車を平らな場所に駐車し、エンジンを作
動させて正常な作動温度に達した後、エ
ンジンを停止します。

2. エンジンを停止してから 10 分後、右側の
装飾カバーを取り外し、オイルレベルゲ
ージを引き抜き、オイルの量と汚れ具合
を確認します。オイルの量は、オイルレ
ベルゲージの①と②の間にあるかどうか
を確認します。必要に応じてオイルの補
充、または入れ替えを行います。

3. オイルレベルゲージを元の位置に挿し戻
します。

● 油圧低下警告灯が点灯した場合は、早め
にオイルを補充してください。

警告

● 車両の部品にエンジンオイルが飛び
散らないよう注意してください。

● エンジンオイル、エンジン部品、排
気システムは高温になる部品であ
り、やけどを負う可能性があります。
エンジンルーム内の作業を行う場合
は常に注意し、防護服を着用してく
ださい。

● 使用済みエンジンオイルに長期間ま
たは頻繁に接触すると、皮膚病を引
き起こす可能性があります。エンジ
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警告

ンオイルが皮膚に付着した場合は、
石鹸と水で洗い流してください。

エアコンシステム

空調システムはクローズドシステムです。
大事なメンテナンス作業のすべては、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工
場で行ってください。

空調システムを正常に機能させるため、下
記の内容を確認してください。

● ラジエーターおよびエアコンコンデンサ
ーを定期的に点検します。前面に詰まっ
た落ち葉、昆虫、ほこりを取り除きます。
これらの詰まった物が空気の流れを妨
げ、冷却効果を低下させます。BYD 正規
ディーラーまたは BYD 指定サービス工
場まで連絡してください。

● 冷媒に含まれている潤滑油を循環させる
ため、寒い季節は週 1 回以上、毎回 10 分
以上エアコンを作動させてください。

● 空調システムの冷房能力が通常より落ち
ている場合は、BYD 正規ディーラーまた
は BYD 指定サービス工場で点検してく
ださい。

注意

● 空調システムの点検では、冷媒の回
収再生充填装置を確実に使用してく
ださい。

● この装置は、冷媒をリサイクルする
ことができ、冷媒を大気に出すこと
で発生する環境汚染を防ぎます。

ワイパーブレード

ワイパーブレードの材質は合成ゴムで消耗
品です。車両の使用環境やドライバーの使
用習慣により、ワイパーブレードが破損す
るおそれがあります。ワイパーブレードの

寿命と安全を確保するため、下記の内容に
注意してください。

● フロントガラスの表面に付いている氷を
ワイパーブレードで拭き取らないでくだ
さい。氷は車両専用のアイススクレーパ
ーを使ってください。

● 汚れや油、ワックスが付着しているフロ
ントガラスの表面をブラシでこすらない
でください。

● ガラスの表面をきれいに保ってくださ
い。また、ガラスの表面に付着している
ほこりや砂、虫、異物などを取るときは、
ガラスの表面をこすらないでください。

● 洗車やボディー塗装のメンテナンス時
は、フロントガラスに車用ワックスを吹
き付けないでください。夜間走行時にワ
ックス層が光を反射して視界が悪くな
り、安全な走行に影響を与えます。また、
洗車後は水でワイパーブレードを洗い、
専用のワックス除去剤でフロントガラス
に付着したワックスを落としてくださ
い。

● 洗車時、強い水圧によるブレードの破損
を防ぐために、高圧洗浄機でブレードに
水を直接吹き付けないでください。

メンテナンス細則

● 定期的にフロントガラスとワイパーブレ
ードを洗浄してください（1 週間～2 週間
毎に 1 回を推奨）。

● 雨が降っていなくても、定期的にワイパ
ーを使用することをお勧めします（1～2
日に 1 回が目安）。

● ワイパーを作動させる際は、フロントガ
ラスを濡らしてください（雨が降ってい
ないときはウォッシャ液をガラスに噴射
してください）。

● フロントガラスを専用の洗剤で洗浄して
ください。

● フロントガラスに付着している泥や虫の
死骸は、早めに布できれいに拭き取って
ください。
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● フロントガラスに飛び石などの傷が付い
ている場合は、早めに修理してください
（フロントガラス修復用樹脂製品の使用
を推奨。傷が多い場合や大きい場合は、
フロントガラスの交換を推奨）。

● ワイパーブレードを定期的（半年に 1 回）
に交換することをおすすめします。

● フロントガラスを洗浄するときは、事前
にワイパーアームを立てておく必要があ
ります。

タイヤのメンテナンスおよ
びお手入れ

● 安全運転のために、自車に適合するタイ
ヤの型番やサイズを選定してください。
また、トレッドパターンが良好で、空気
圧を適正にする必要があります。

● 以下の記載では、タイヤ空気圧、タイヤ
の破損、摩耗の点検、およびタイヤロー
テーションの方法を詳しく紹介します。

警告

● 過度な摩耗、空気圧の不足、または
空気圧が高すぎるタイヤを使うと、
生命にかかわる事故につながるおそ
れがあります。

● 本マニュアルに記載されている空気
圧調整およびメンテナンスに関する
内容に従ってください。

空気を入れるとき

● タイヤ空気圧の適切な調整は、操縦性、
タイヤトレッドの寿命および運転快適性
の最適な組み合わせを実現します。

● 空気圧不足のタイヤを使用すると、タイ
ヤの偏摩耗が起こったり操縦性やエネル
ギー消費に影響を与えたりするだけでな
く、過熱による空気漏れにつながるおそ
れがあります。

● 空気圧が高すぎるタイヤを使うと車両の
快適性が悪くなり、路面のデコボコによ

りタイヤが傷付くため、最悪の場合はバ
ーストを引き起こすおそれがあります。
また、タイヤの偏摩耗が起こりタイヤの
寿命が短くなります。

● 車両にはタイヤ空気圧モニタリングシス
テムが装備されています。冷間時、メー
ターに表示されたそれぞれのタイヤ空気
圧により、空気補充の必要性を判断する
ことができます。

● タイヤ空気圧は冷間時に測定してくださ
い。冷間時とは、少なくとも停車してか
ら 3 時間後に測定することを意味しま
す。タイヤ空気圧を測定する前に走行す
る必要があるときは、走行距離が 1.6km
を超えなければ冷間時と考えて問題あり
ません。

● 温間時（数 km ほど走った後）のタイヤ
空気圧を点検する場合は、圧力計の測定
値が冷間時より 30～40kPa(0.3～
0.4kgf/cm²)高くなりますが、異常ではあ
りません。また、空気圧不足につながる
ため、測定値が推奨の冷間時空気圧にな
るまで空気を抜かないでください。

お願い

● 推奨するタイヤ空気圧のラベル（運
転席側ドア開口部に貼ってありま
す）には、推奨の冷間時空気圧が明
記されています。

● チューブレスタイヤは、パンク時に自己
修復機能を有します。ただし、空気はゆ
っくりと漏れているため、タイヤの空気
圧が下がり出したら空気漏れの位置を特
定してください。

点検

● タイヤ空気圧を点検するときは、タイヤ
の傷や摩耗状態、異物などが刺さってい
ないかも合わせて点検してください。

● タイヤトレッドや側面の傷および膨ら
み。いずれかがあった場合は、タイヤ
を交換してください。
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● タイヤ側面の擦り傷、割れや切れ。カ
ーカスやビードワイヤーが見えた場合
はタイヤを交換してください。

● タイヤトレッドの過度な摩耗。

● タイヤトレッド内部にはスリップサイン
が設けられています。タイヤトレッドが
この位置まで摩耗すると、トレッド全体
にわたる帯状のマークが見えるようにな
り、溝の深さが 1.6mm 未満になったこ
とを意味します。この程度まで摩耗した
タイヤはウェット路面でのグリップ力が
悪くなります。

● タイヤトレッドにスリップサインが現れ
るまで摩耗した場合は、タイヤ性能が著
しく落ちるため、タイヤを交換してくだ
さい。

メンテナンス

● 適切な空気補充以外に、正確なホイール
アライメントもタイヤトレッドの摩耗を
効果的に軽減します。

● タイヤの偏摩耗が起きた場合は、BYD 正
規ディーラーまたは BYD 指定サービス
工場でホイールアライメントの点検を行
ってください。

● 工場出荷前にホイールアライメント調整
が行われていますが、一定時間走行後に、
ホイールアライメント調整が新たに必要
になる場合があります。

● 比較的速い速度（80km/h）では継続的に
振動を感じるが、低速時では振動を感じ
ない場合は、BYD 正規ディーラーまたは

BYD 指定サービス工場でタイヤを点検し
てください。

● 補修したタイヤが１つでもある場合は、
必ずホイールアライメント調整を新たに
行ってください。

● 新しいタイヤや新しいホイールに交換し
た場合は、必ずホイールアライメント調
整を行ってください。

注意

● バランスウェイトの取り付けを誤る
と、ウェイトが脱落し、走行時に自
車や周りのものを破損させるおそれ
があります。

● バランスウェイトの取り付けを誤る
と、アルミホイールを破損させるお
それがあります。バランスを確実に
取るため、オリジナルバランスウェ
イトの使用をおすすめします。

タイヤローテーション

● タイヤの摩耗を一定に保って長持ちさせ
るため、タイヤの位置を定期的に入れ替
えると同時に、ホイールアライメントの
点検・調整を行ってください。

● スペアタイヤを使用する場合は、タイヤ
ローテーションをしないでください。

● タイヤを購入・交換する際、「方向性」が
決まっているタイヤがあります。このよ
うなタイヤは、同じ回転方向で位置を入
れ替えなければなりません。方向性が決
まっているタイヤを使用する場合、タイ
ヤローテーションは、フロントタイヤ、
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リアタイヤの入れ替えしかできません。
上の図に示す通りです。

タイヤとホイールの交換

● 本車両の純正タイヤは、車両性能を最大
限引き出すために選定されたものであ
り、同時に操縦性や乗り心地の良さ、使
用寿命の最適な組み合わせとなっていま
す。

● BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で純正タイヤに交換してくだ
さい。

● サイズ、荷重範囲、定格回転数および最
大の冷間時空気圧（タイヤ側面に表示）
が異なるラジアルタイヤに交換したり、
ラジアルタイヤとバイアスタイヤを混用
すると、制動能力や駆動力（グリップ力）、
および操舵精度の低下につながります。

● タイヤを誤って装着すると、車両の操縦
性や安定性に影響を与えるため、生命に
かかわる事故につながるおそれがありま
す。

● 可能であれば 4 本のタイヤを同時に交換
するのが最善です。それが不可能または
必要ない場合は、前輪 2 本または後輪 2
本をペアで交換してください。タイヤ 1
本だけを交換すると、車両の操縦性に深
刻な影響を与えます。

● ABS（アンチロックブレーキシステム）
は、タイヤの回転数を比較することで機
能するものです。そのため、タイヤを交
換する場合は、純正タイヤと同じサイズ
のものを使用してください。タイヤのサ
イズおよび構造は、ホイールの回転数に
影響を与え、システム動作の不一致につ
ながるおそれがあります。

● ホイールを交換する必要がある場合は、
純正ホイールの仕様と同じホイールを選
定してください。新品ホイールは、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービ
ス工場から購入することができます。交
換する前に BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に問い合わせてく
ださい。

お願い

下記の内容を守ってください。典型的
な操作上の危険を引き起こして、車両
が制御できなくなるおそれがありま
す。

● ラジアルタイヤとバイアスタイヤを
混用しないでください。

● メーカーの推奨サイズ以外のタイヤ
を使用しないでください。

ヒューズ

ショートや過負荷を防ぐため、回路毎にフ
ューズを設置しています。これらのフュー
ズはそれぞれ 4 つのフューズボックスに取
り付けられています。

● エンジンルームのフューズボックスはエ
ンジンルームの左フェンダー側にありま
す。

● エンジンルームフューズボックスのカ
バーを外し、フューズボックスのカバ
ーを裏返すとエンジンルームフューズ
ボックスのラベルを確認できます。

● インストルメントパネルフューズボック
スは運転席のインストルメントパネルリ
アカバーの内部にあります。

● まずインストルメントパネルの右端カ
バーを取り外し、次にリアカバーを取
り外すと、インストルメントパネルの
フューズを確認できます。
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● 正極フューズボックスは、運転席シート
の下にあります。

● まず運転席シートを取り外し、次に正
極フューズボックスのアッパーカバー
を開けると、正極フューズボックスの
フューズを確認できます。

お願い

● 定格アンペア数より高いフューズを
使わないでください。また、著しい
破損を引き起こす、または火災を招
くおそれがあるため、フューズの代
わりに他のものを使わないでくださ
い。

● 冷却水を補充する際は、エンジンル
ームのフューズボックスのアッパー
カバーを開けないでください。

● 冷却水を補充する際は専用工具を使
用し、液体がフューズボックスに流
れ込まないように注意してくださ
い。

● エンジンルームのジャンピングポイ
ントは、短時間の通電によるジャン

お願い

プスタート用です。長時間にわたっ
て大電流を流さないでください。

● アンペア数が高いフューズで、切れたフ
ューズを入れ替える場合は、対象電気シ
ステムを破損させる可能性が極めて大き
くなります。

● 回路に適合するアンペア数の代替フュー
ズがない場合は、代替品としてアンペア
数が比較的小さいフューズを使ってくだ
さい。
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07 故障が発生した時

故障が発生した時............................ 202



故障が発生した時

リモートキーのバッテリー
が切れたら

お願い

● 故障で緊急停車する場合は、車載工
具にある反射ベストを速やかに着用
してください。

リモートキー表示灯が点滅せず、スタート
機能で車両を始動することができない場合
は、バッテリーが切れていることが考えら
れます。早めに BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場でバッテリーを交換
してください。この場合は、電池レスモー
ドで車両を始動することができます。

注意

● 温度が高い場所にリモートキーを置
かないでください。

● リモートキーを叩いたり、落とした
りしないでください。

● 磁気を帯びた機器からリモートキー
を遠ざけてください。

● ドアを施錠してイモビライザーが作
動状態で車両を使わない場合は、リ
モートキーを車両から遠ざけてくだ
さい。車両がリモートキーに電波を
自動的に送信し続けるため、起動バ
ッテリーの電気エネルギーが消費さ
れます。

1. メカニカルキーで解錠します。

2. ブレーキペダルを踏み込んでから「スタ
ート/ストップ」ボタンを押します。この
とき、コンビネーションメーターのリモ
ートキーシステム警告灯が点灯し、ブザ
ーが 1 回鳴ります。

3. ブザーが鳴ってから 30 秒以内にフロア
コンソールの電池レスモードのマーク

（図の矢印方向）にリモートキーを近づけ
ます。リモートキーシステム警告灯が消
灯したら、5 秒以内に車両を始動させて
ください。

車両が始動しない場合

下記の点検を行う前に、正しい始動手順に
従って車両を始動しているか（「使用と運
転」の章の（ ページ）を参照）、燃料が十分
にあるかを確認してください。また、スペ
アキーを使用した場合は、車両が始動でき
るかも合わせて確認してください。スペア
キーで始動できるときは、元のリモートキ
ーが故障しているおそれがあるため、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サービス工
場に連絡し、リモートキーの点検を依頼し
てください。すべてのリモートキーが使用
できないときは、リモートキーまたはリモ
ートキーシステムの不具合の可能性がある
ため、BYD 正規ディーラーまたは BYD 指定
サービス工場に連絡してください。

モーターがエンジンを通常回転数で回転さ
せても、エンジンが作動しない場合：

1. 車両を再起動します。

2. エンジンが始動しないときは、繰り返し
始動を試みるとエンジンの「フラッディ
ング」現象が発生するおそれがあります。
寒冷地では、エンジンの始動失敗により
フラッディング（シリンダー内への燃料
過剰供給）が発生する場合があるため、
エンジンのシリンダークリーニング作業
が必要です。

● コンビネーションメーターの OK 表示
灯が点灯し、ECO モードでエンジンが
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停止状態にあるときは、シフトポジシ
ョンを「N」にします。

● P ボタンを押しながらブレーキとアク
セルペダルを完全に踏み込み、数秒待
つと、シリンダークリーニング機能が
作動します。

3. エンジンがまだ始動しない場合は、調整
または修理が必要なため、BYD 正規ディ
ーラーまたは BYD 指定サービス工場に
連絡してください。

運転中にエンジンが停止し
た場合

● 進路を真っ直ぐに保ちながらゆっくりと
速度を落とし、道路から離れた安全な場
所へ車両を移動させます。

● ハザードランプを点灯させます。

● HEV モードで再度、シフトポジションを
P レンジにした状態でアクセルを踏み、
発電します。

● SOC 値を確認し、コンビネーションメー
ターの警告灯を確認します。コンビネー
ションメーターにエンジン故障表示灯が
点灯している場合は、BYD 正規ディーラ
ーまたは BYD 指定サービス工場に連絡
してください。

● 燃料不足により、頻繁に始動・停止を繰
り返している場合

● 燃料タンクが空の場合は、エンジンが
始動・停止を繰り返す循環状態でも、
正常な現象です。燃料タンクに燃料が
ないと認識されると、エンジンが始動
と停止を繰り返し、エンジンの始動に
失敗します。燃料タンクが空の状態で
給油すると、しばらくの間、エンジン
は頻繁に始動と停止を繰り返します。
燃料パイプに燃料が満たされると、エ
ンジンは通常の運転状態に入ります。

エンジンがオーバーヒート
した場合

エンジンの冷却水温度が通常より高く、出
力が落ちた場合は、エンジンがオーバーヒ
ートしていることを示します。このような
ときは、以下の手順で対応してください。

1. 交通量の多い道路から離れた安全な場所
に停車した後、ハザードランプを点けて
電動パーキングブレーキスイッチを引
き、「P」ボタンを押してください。エア
コンを使用している場合は OFF にし、車
両後方の適切な位置に三角表示板を設置
してください。

2. エンジンルームから蒸気が出ている場合
は、リザーバタンクから冷却水が噴出ま
たは漏洩しているおそれがあるため、こ
のようなときは、エンジンを停止して蒸
気が収まるまで待ってからエンジンルー
ムを開けます。冷却水の噴出がないとき
は、エンジンを始動した状態で冷却ファ
ンが作動していることを確認します。フ
ァンが作動していないときは、エンジン
を停止し、BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡してくださ
い。

お願い

● 怪我を防ぐため、冷却水が流れ出な
くなるまでエンジンルームのボンネ
ットを閉めたままにしてください。
冷却水が漏れ出ている場合は、冷却
システム内に非常に高い圧力がかか
っていることを示しています。

3. ラジエーター、ホース、車両の下に冷却
水の漏れがないか確認します。

警告

● エンジンが始動している場合は、回
転しているファンおよびエンジンプ
ーリーから一定の距離を保ち、手や
衣服を巻き込まれないようにしてく
ださい。
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4. 冷却水が漏れている場合は、すぐにエン
ジンを停止して BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場まで連絡し
てください。

5. 明らかな漏れがない場合は、冷却水リザ
ーバタンクを点検します。冷却水が不足
しているときは、必ずエンジン冷却水の
温度が正常温度まで下がってからリザー
バタンクのキャップを開けます。エンジ
ンを始動した状態でリザーバタンクに冷
却水を上の目盛りに達するまで補充し、
リザーバタンクのキャップをしっかりと
閉めた後、エアコンを OFF にした状態で
ファンの起動を 2～3 回行います。エン
ジン冷却水の温度が正常温度まで下がっ
たら、リザーバタンクの冷却水液面を再
点検します。必要に応じて、適切な目盛
りまで冷却水を補充します。冷却水が大
幅に不足している場合は、冷却システム
に漏れが発生しているおそれがあるた
め、速やかに BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場で点検してくださ
い。

警告

● 高温の蒸気や液体が噴出して人体に
深刻な傷害を与える危険を避けるた
め、エンジンおよびラジエーターが
高温の場合は、リザーバタンクのキ
ャップを開けないでください。

駐車中にパワーバッテリーの残量が少ない
場合は、エアコンを長時間使用しないでく
ださい。エアコンはパワーバッテリーの電
力を消費するため、パワーバッテリー残量
が過度に低下するとエンジンが始動して発
電を行うことがあります。これにより、事
故の発生やエンジンのオーバーヒートによ
る火災につながるおそれがあります。

レッカー移動が必要なとき

レッカー車でけん引して移動する必要があ
る場合は、BYD 指定サービス工場またはけ
ん引サービス専門業者、もしくはご入会の

ロードサービスに救援を依頼してくださ
い。

警告

● ロープやチェーンだけでのけん引は
しないでください。

おすすめのけん引方法：

● 積載車

● 車両故障でけん引が必要な場合は、積
載車の利用をおすすめします。片側の
前輪または後輪が路面に付いている状
態では、回転により高電圧部品が破損
するおそれがあります。

けん引フック

フロントけん引フックの取り付け位置は図
の通りです。

1. マイナスドライバーでトリムカバーを開
けます。

2. けん引フックを差し込み口に取り付けま
す。
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お願い

● けん引フックによる車両の搬送はお
すすめしません。けん引サービス専
門業者、またはご入会のロードサー
ビスに救援を依頼してください。

● 車両を破損させるおそれがあるた
め、車載工具に入っているけん引フ
ックのみ使用してください。

● 車両を破損させるおそれがあるた
め、4 輪接地で後部から車両をけん
引しないでください。

タイヤの空気漏れが発生し
たら

● 直線走行を保ちながらゆっくりと速度を
落とし、交通量の多い場所を離れて安全
な場所に移動してください。その際、高
速道路の中央分岐を避け、車両を堅固で
平坦な地面に駐車してください。

● 電動パーキングブレーキスイッチを引
き、「P」ボタンを押します。

● パワースイッチを OFF にし、ハザードラ
ンプを点滅させます。

● 乗員全員が車両から降りて、ガードレー
ルの外などの安全な場所に避難します。

● 自然発車を防ぐため、車両を確実に固定
します。空気が漏れているタイヤの対角
線上にあるタイヤに、輪留めを設置して
ください。

注意

● タイヤから空気が漏れたまま運転を
続けないでください。短距離の走行
でも、修復できないほどタイヤが破
損するおそれがあります。

車載工具

車載工具は、トランクアンダーボードの下
の工具箱に格納されています。

車載工具には、三角表示板、反射ベスト、
ホイールナットキャップの取り外しクリッ
プ、パンク修理剤、けん引フックなどを用
意しています；

①三角表示板

②反射ベスト

③ホイールナットキャップ取り外しクリッ
プ

④パンク修理剤

⑤けん引フック

三角表示板の設置
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お願い

● 故障や電欠でやむなく道路上に駐停
車する場合は、後方車両に危険を知
らせるため、三角表示板の赤い反射
部を車両が向かってくる方向に向
け、車両後方 100～200m 離れた場
所に設置してください。移動の準備
ができたら、三角表示板を回収して
ください。

三角表示板は後方から近づく車両に危険を
知らせることで、早めに速度を落として停
止中や修理中の車両に衝突することを避け
るためのものです。

三角表示板の使い方：

1. ケースから三角表示板を取り出します。

2. 正三角形となるように三角表示板を組み
立てます。

3. 三角表示板の足を広げます。設置後の状
態を図に示します。

パンク修理剤

● パンク修理剤は、小さいパンク穴、特に
トレッドパターン内の穴を塞ぐことがで
きます。パンク修理剤での補修は、最寄
りのサービス工場まで走行できる状態ま
で復旧させるための応急処置にすぎませ
ん。タイヤから空気が漏れていないとし
ても、緊急時の短距離走行に対応するだ
けです。

警告

● タイヤ補修キットは、トレッドパタ
ーン内に開いた直径 6mm までの穴
を補修することができます。直径が
6mm より大きい穴、またはタイヤ
の他の位置に開いた穴では、この補
修キットが使えないため、ロードサ
ービスを依頼してください。

● パンク修理剤は、引火性が高く、か
つ健康に害をおよぼすため、蒸気を
吸い込まないでください。修理中
は、裸火の使用や喫煙を禁止し、皮
膚や服、目に付着することを避けて
ください。また、お子様の手が届か
ないところに保管してください。

パンク修理剤に触れたとき

● パンク修理剤が皮膚や目に付着した
場合は、ただちに多量の水で付着部
位を洗い流してください。

● ただちに汚れた服を脱いでくださ
い。

● アレルギー症状が出た場合は、ただ
ちに医師の手当てを受けてくださ
い。

● 誤ってパンク修理剤を飲み込んだ場
合は、ただちにうがいで口の中をき
れいに洗い、多量の水を飲んでくだ
さい。その後、吐かせずに速やかに
医師の手当てを受けてください。

パンク修理剤の使い方

● パンク修理剤の使い方の詳細について
は、コンプレッサーに貼付されたラベル
の記載を参照してください。

● コンプレッサーに電源を接続する必要が
ある場合は、車内の 12V ソケットに電源
プラグを挿し込み、車両を始動してコン
プレッサーのスイッチを ON にします。
コンプレッサーのホースを通して空気と
共にパンク修理剤をタイヤ内に注入しま
す。
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お願い

● 電源プラグをアクセサリー電源に挿
し込む場合は、コンプレッサーのス
イッチが OFF になっていることを
確認してください。

● コンプレッサーは、最大 10 分まで
稼働することができます。

● アクセサリー電源の動作電流は 10A
未満です。

● 電源プラグを使用する際は、アクセ
サリー電源に表示されている定格電
圧 12V および定格電力 120W を超
えないようにしてください。これを
超えると、安全上の危険が生じる可
能性があります。

警告

● 車両を始動する際は、屋外または換
気の良い場所（例：建物内）に車両
を置いてください。換気が不十分な
場所でエンジンを稼働させると、窒
息を引き起こす危険性があります。

● コンプレッサーの空気圧計の指示値を確
認します。

● タイヤ空気圧が 10 分以内に 200kPa
（2.0bar）にならない場合（図中の赤色
のエリア）は、コンプレッサーを OFF
にして BYD 正規ディーラーまたは
BYD 指定サービス工場に連絡してくだ
さい。

● タイヤ空気圧が 200~320kPa
（2.0~3.2bar）の範囲内にある場合（図中
の黄色エリアと緑色のエリア）は、でき
るだけ早くパンク修理剤を取り外し、1
分以内に 80km/h 以下の速度で最大
10km まで走行して、タイヤ全体にパン
ク修理剤を広げてください。

● 車両を止めて修理後のタイヤを点検し、
コンプレッサーの空気圧計を再度確認し
ます。

● タイヤ空気圧が 250kPa（2.5bar）を超
えている場合は、80km/h 以内の速度で
最寄りのサービス工場へお越しくださ
い。

● タイヤ空気圧が 200～250kPa（2.0～
2.5bar）の範囲内にある場合は、パン
ク修理剤を注入して空気圧計を確認す
る作業を繰り返してください。

● タイヤ空気圧が 200kPa（2.0bar）にな
らない場合は、BYD 正規ディーラーま
たは BYD 指定サービス工場に連絡して
ください。
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お願い

● パンク修理剤で破損したタイヤを補
修するのは応急処置のみです。可能
な限りお早めに専門のサービス工場
でタイヤを交換し、BYD 正規ディー
ラーまたは BYD 指定サービス工場
に連絡してください。その際、タイ
ヤの中にパンク修理剤が入っている
ことを整備士に伝えてください。

● パンク修理剤を使用した後は、BYD
正規ディーラーまたは BYD 指定サ
ービス工場で新品のパンク修理剤を
購入してください。

● 急発進や高速でカーブを曲がること
は避けてください。

● 80km/h の最高制限速度を守って、
できるだけ早く（最大走行距離
200km 以内）空気漏れのタイヤを交
換してください。走行中に激しい振
動や走行性能が不安定になったり騒
音が聞こえたりした場合は、運転を
止めてください。

● パンク修理剤の有効期限が切れたと
きは（有効期限はパンク修理剤の容
器に付いているラベルを参照）、新品
のパンク修理剤に入れ替えてくださ
い。
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データ情報

車両諸元

車両寸法：

項目 諸元

製品型番 SEALION 6 2WD SEALION 6 4WD
全長（mm） 4775 4775

全幅（mm）（ドアミラーを含まない） 1890 1890
全高（mm） 1670 1670

ホイールベース（mm） 2765 2765
フロントトレッド（mm） 1630 1630
リアトレッド（mm） 1630 1630

フロントオーバーハング（mm） 1010 1010
リアオーバーハング（mm） 1000 1000
アプローチアングル（º） 19 19
デパーチャーアングル（º） 21 21

車両重量：

項目 諸元

製品型番 SEALION 6 2WD SEALION 6 4WD
車両重量（kg） 1940 2100
前軸荷重（kg） 1110 1160
後軸荷重（kg） 830 940
車両総重量（kg） 2250 2410

車両総重量前軸荷重（kg） 1195 1245
車両総重量後軸荷重（kg） 1055 1165

乗車定員（人） 5 5

駆動モーターの諸元：
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項目 諸元

製品型番 1.5L フル装備 1.5T フル装備

駆動モーター型番 TZ220XYE フロント側：TZ220XYG
リア側：TZ200XSV

駆動モーターの種類 永久磁石同期モーター 永久磁石同期モーター

駆動方式 二輪駆動 四輪駆動

駆動モーター定格出力/回転数/トルク
（kW/rpm/N•m） 60/4775/120

フロント側：
70/5570/120

リア側：80/5457/140

駆動モーター最高出力/回転数/トルク
（kW/rpm/N•m） 145/15000/300

フロント側：
150/15000/300

リア側：150/16000/340
エンジンの諸元：

項目 諸元

製品型番 SEALION 6 2WD SEALION 6 4WD
エンジン型番 BYD472QA BYD476ZQC
エンジン型式 直列 4 気筒 直列 4 気筒

排気量（mL） 1.498 1.497
エンジン最大正味出力/回転数（kW/rpm） 72/6000 96/5200
エンジン最大正味トルク/回転数（N·

m/rpm） 122/4500 220/1500-3500

動力性能および経済性能の諸元：

項目 諸元

製品型番 SEALION 6 2WD SEALION 6 4WD
最高設計速度(km/h) ≧170 ≧180

EV/HEV 最大登坂能力 ≥30/≥30 ≥30/≥30
ホイールとタイヤの諸元：
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項目 諸元

タイヤサイズ 235/50R19
タイヤ空気圧（kPa） 前/後 250/250(R19)
ホイールバランス（g） ≤10(バランシングマシン片側表示)

ホイールアライメント調整値（装備質量
時）：

項目 諸元

製品型番 SEALION 6 2WD SEALION 6 4WD
フロントタイヤキャンバー角（°） -0.84±0.75 -0.85±0.75
フロントタイヤトーイン（°） 0.14±0.16 0.21±0.16

キングピン角（°） 11.1±0.75 11.13±0.75
キャスター角（°） 2.24±0.75 2.28±0.75

リアタイヤキャンバー角（°） -0.62±0.75 -0.56±0.75
リアタイヤトーイン（°） 0.16±0.16 0.18±0.16

ブレーキシステム技術諸元：

項目 諸元

ブレーキペダルの遊び（mm) 3.4-10.2
フロントディスクローターの厚さ（mm) 26-28
リアディスクローターの厚さ（mm) 9-11
フロントディスクパッドの厚さ（mm） 2-8
リアディスクパッドの厚さ（mm） 2-6.5

パワーバッテリー諸元：

項目 諸元

製品型番 SEALION 6 2WD SEALION 6 4WD
パワーバッテリータイプ リン酸鉄リチウムイオ

ンバッテリー
リン酸鉄リチウムイオ

ンバッテリー

パワーバッテリー定格容量（AH） 54 54
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シート諸元：

項目 諸元

フロントシートのシートバック角度 25°
フロントシートのシート前後位置 スライドレール前方へ 220mm、後方へ

20mm、レール角度 4.5

フロントシートバックの通常使用状態 シートバックが設計位置から前へ 24.3°、後ろ
へ 50.7°

リアシートのシートバック角度 28°
リアシートのシート前後位置 設計位置から前方へ 15°、後方へ 5.625°

リアシートバックの通常使用状態 28°
油脂類諸元（2WD）

メンテナンス項目 型番仕様 注入量

BYD472QA エンジンオイル C5 0W-20 グレード以上のオ
イル

オイルフィルター不交換：
3.1L；オイルフィルター交換：

3.3L

EHS 専用ギアオイル EHSF-2LV

交換時に 2.5L 給油（フィルタ
ーエレメント ASSY の交換不

要）

交換時に 3.0L 給油（フィルタ
ーエレメント ASSY も同時交

換）

オーバーホール時に 3.6L 給
油

ブレーキフルード DOT4/HZY6 1100ml±50ml

冷却水 エチレングリコール系不凍液
高温：4.5L±0.5L
低温：4.5L±0.5L

油脂類諸元(4WD)
メンテナンス項目 型番仕様 注入量

BYD476ZQC エンジンオイル C5 0W-20 グレード以上のオ
イル

オイルフィルター不交換：
3.7L；オイルフィルター交換：

3.9L
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メンテナンス項目 型番仕様 注入量

EHS 専用ギアオイル EHSF-2LV

交換時に 3.0L 給油（フィルタ
ーエレメント ASSY の交換不

要）

交換時は 3.5L を注入（同時に
フィルターエレメント ASSY

を交換）

オーバーホール時に 4.1L 給
油

後輪駆動電動ユニット専用ギ
アオイル Castrol BOT384 1.3±0.05L

ブレーキフルード DOT4/HZY6 1100ml±50ml

冷却水 エチレングリコール系不凍液
高温：4.5L±0.5L
低温：7.0L±0.5L

注：

1. 燃料消費量は、車両の状況、道路条件、
運転習慣などによって異なります。

2. 車両全幅はドアミラーを含まず、車両全
高はルーフキャリアとアンテナベースを含
み、アンテナ部分は含まれません。

プロンプトメッセー
ジ

車両の表示

車両識別番号 (VIN)
VIN コードの貼り付け位置：

①トランスミッション本体

②フロントガラス下部のクロスビームカバ
ーにある VIN コード溝

③左フロントドアの内側板金の表面

④テールゲート左側フレームの板金の表面

⑤左リアタイヤのフェンダ表面

⑥左リアドアのサイドシル内側板金の表面

⑦ボンネット内の板金表面

⑧フロントクロスメンバー

VIN コードの刻印位置

VIN コードは助手席側シート下部のクロス
メンバーに刻印されています。

VDS に接続して車種を選定し、右上で車両
識別番号（VIN）を読み出します。詳細は
VDS 取扱説明書を参照してください。
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駆動モーターの型式および番号

①エンジンの型式および番号は、エンジン
のシリンダーブロックに刻印されていま
す。

②前輪駆動モーターの型式および番号は、
前輪駆動モーターケースに刻印されていま
す。

③前輪駆動モーターの型式および番号は、
ボンネットインナーパネルに貼り付けられ
ています。

④*後輪駆動モーターの型式および番号は、
後輪駆動モーターケースに刻印されていま
す。

警告ラベル

サイドエアバッグ警告ラベルは、左右 B ピ
ラーの下側に貼られています。

タイヤ空気圧ラベルは、右側 B ピラーの下
側に貼られています。

バッテリー位置ラベルは、左側 B ピラーの
下側に貼られています。

空調システムラベルは、ボンネット右側に
貼られています。
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無鉛ガソリンラベルは、フューエルリッド
の内側に貼ってあります。

充電警告ラベルは、充電ポートキャップの
内側に貼られています。

エアバッグ警告ラベルは、助手席側のサン
バイザーに表示されています。

マイクロ波通信用ウィンド
ウ

マイクロ波通信用ウィンドウは、ウィンド
ウガラスの右上にあります。

注意

● 車検検査標章を貼り付けるときは、
ガラスのプリント部や他の物体に重
ならないようにしてください。

適合宣言書

リモートキーシステム法規表示

ウズベキスタン

型番：D0-92/D1-92
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EU 地域

型番：D0-92/D1-92

ブラジル

型番：D0-92/D1-92
本デバイスは有害な干渉から保護されておら
ず、また、正規に認可されたシステムに干渉を
与えることはありません。

日本

型番：D0-92/D1-92
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記号

安全運転支援システム...................  152
一酸化炭素中毒の危険性...............  111
運転席および助手席エアバッグ....... 16
運転席側スイッチユニット..............  82
運転中にエンジンが異常停止した場合
.......................................................  203
火災の予防.....................................  113
荷物の積み込み..............................  111
冠水路の走行.................................  112
慣らし運転期間..............................  107
機能定義......................................... 163
起動バッテリー..............................  105
起動バッテリー電圧不足時のスリープ
解除機能......................................... 106
給電装置......................................... 101
緊急時車線維持支援....................... 139
警告ラベル.....................................  215
交通標識認識システム（TSR）.....  142
自動洗車をするとき....................... 186
車の始動......................................... 114
車内の清掃.....................................  187
車両が始動しない場合...................  202
車両の運転.....................................  115
車両の表示.....................................  214
車両の保管.....................................  191
車両の防食について....................... 184
車両諸元......................................... 210
車両接近通報装置..........................  146
充電に関する警告............................  90
充電ポート盗難防止ロック機能....... 98
充電上のご注意................................  90
充電方法........................................... 93
洗車................................................  185
駐車券収納ボックス....................... 170
駐車支援システム..........................  147
定期メンテナンス..........................  183
電動ドアミラー................................  79
電力量バランス機能....................... 100
塗装メンテナンスのお願い............  184
燃料................................................  108
燃料の節約方法..............................  110

予測緊急ブレーキシステム*..........  131
幼児置き去り検知..........................  145
幼児用補助装置取り付け.................  22
冷却システム.................................  192

数字

12V アクセサリー電源...................  172

B
Bluetooth 電話..............................  160
BYD アラウンドビューシステム*... 146

E
E-Call スイッチ................................  86

S
SD カードスロット*....................... 173

あ

アカウント登録..............................  168
アダプティブクルーズコントロール
.......................................................  125

い

イモビライザー................................  36
インテリジェントスピードリミットコ
ントロールシステム....................... 143
インテリジェントハイビームアシスト
システム（HMA）*........................  135

う

ウォッシャ.....................................  193

219



え

エアコン操作画面..........................  163
エアバッグの作動条件および注意事項
.........................................................  18
エンジンオイル..............................  194
エンジンがオーバーヒートした場合
.......................................................  203

お

オートビークルホールドスイッチ.  121

き

キーについて...................................  54

く

グローブボックス..........................  169

さ

サイドカーテンエアバッグ..............  18
サングラスホルダー....................... 171
サンバイザー.................................  172
サンルーフのメンテナンスについて
.......................................................  190

し

シートサイドエアバッグ.................  17
シートについて................................  68
シートバックポケット...................  171
シートベルトについて.....................  12
シートベルトのプリテンショナー/ロ
ードリミット機能*........................... 12
シートベルトの着用......................... 12
シフト機構.....................................  117

す

ステアリングホイールコンビネーショ
ンスイッチ.......................................  72
ステアリングホイールの手動調節...  75
スマートエントリー＆スタートシステ
ム.....................................................  65

せ

センターコンソールボックス........  170

た

タイヤ............................................  196
タイヤ空気圧モニタリング............  150

ち

チャイルドロック............................  67

て

データの収集および処理.................  36
デュアルモードシステム動作モード概
要.....................................................  25
デュアルモードシステム動作モード選
択.....................................................  30

と

ドアの施錠/解錠..............................  58
ドアポケット.................................  169
ドライバー眠気注意力警告システム*
.......................................................  144
トランクアンダーボード...............  175
トレーラーのけん引....................... 108
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ナビゲーションパイロット............  129

は

ハザードランプスイッチ.................  84
バニティーミラー..........................  172
パワーバッテリー..........................  104

ふ

ファン ON/OFF..............................  161
フューズ......................................... 198
ブラインドスポットアシストシステム
.......................................................  140
ブレーキフルード..........................  193
フロントカップホルダー...............  170
フロントクロストラフィックアラート
およびフロントクロストラフィックオ
ートブレーキ.................................  134
フロントシートの調節.....................  69
フロント側 USB ポート.................  173

へ

ヘッドライト高さ調節スイッチ....... 84
ヘッドレストの調節......................... 70

ほ

ボンネット.....................................  191

ま

マイクロ波通信用ウィンドウ........  216

め

メンテナンス周期およびメンテナンス
内容................................................  178

ら

ライトスイッチ................................  80

り

リアシートの収納............................  70
リアシェルフ*................................ 173
リモートキーのバッテリーが切れたら
.......................................................  202

る

ルームミラー...................................  78
ルームランプスイッチ.....................  86

れ

レーンサポートシステム...............  137
レッカー移動が必要なとき............  204

わ

ワイパー........................................... 77
ワイパースイッチ............................  75
ワイパーブレード..........................  195
ワイヤレス充電エリア...................  174
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略語一覧

略語

用語 フルネーム 用語 フルネーム

ELR シートベルト緊急ロック ECU エレクトロニックコントロールユニ
ット

ISOFIX ISO-FIX EPB 電動パーキングブレーキ

EPB 電動パーキングブレーキ

EPB 電動パーキングブレーキ AVH オートビークルホールド

AEB 自動緊急ブレーキ

TPMS タイヤ空気圧モニタリングシステム VDC ビークルダイナミクスコントロール

TCS トラクションコントロールシステム HBA ハイドロリックブレーキアシスト

HBA ハイドロリックブレーキアシスト CDP 減速度制御

MIN 最小値

MIN 最小値 MAX 最大値

VIN 車両識別番号
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